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序

　茨城県では，市町ଜや県の࿮を௒える広Ҭ的なަྲྀと࿈ܞをਐΊ

るたΊ，また県土のߧۉのある発లをࢧえる基൫として，県土のࠎ

֨を成͢とと΋に，ट౎ݍதԝ࿈བྷ道࿏へアクセス͢るたΊのҰൠ

国道や主要地ํ道などの，װ線道࿏の整උをਐΊていま͢。

　そのҰ؀として，茨城県ڥ工事事຿所は，坂東市岩井において，

国道 354 号岩井バイパス事業をܭըしました。しかしながら，この

事業༧ఆ地内には埋蔵文化財แ蔵地である宮内遺跡が所在͢ること

から，記録อଘのા置をͣߨるඞ要があるたΊ，当財団が茨城県ڥ

工事事຿所から։発地内の埋蔵文化財発掘調査事業のҕୗをडけ，

平成 22 年̕月から平成 23 年３月までの７か月間にわたってこれを

。しましたࢪ࣮

　ຊ書は，その調査成Ռを収録した΋ので͢。学ज़的なࢿڀݚྉと

しては΋とΑり，ڷ土のྺ࢙にର͢るཧղを深Ί，教育・文化の向

上のҰॿとして׆用いたͩければ޾いで͢。

るまで，ҕୗࢸ行にץ後になりま͢が，発掘調査から報告書の࠷　

者でありま͢茨城県ڥ工事事຿所から多大なྗڠޚをࣀりましたこ

とにରし，ް͘ྱޚਃし上͛ま͢とと΋に，茨城県教育ҕһ会，坂

東市教育ҕһ会をは͡Ί，関֤܎位からいたͩいたࢦޚಋ，ྗڠޚ

にରし深͘ँײਃし上͛ま͢。

財団法人茨城県教育財団

平 成　 年３月

ཧ 事 長

24

ླ ໦ ۍ Ұ



例 言

１　ຊ書は，茨城県ڥ工事事຿所のҕୗにΑり，財団法人茨城県教育財団が平成 22 年度に発掘調査を࣮ࢪし

　た，茨城県坂東市岩井字宮内前 959-3 番地ほかに所在͢る宮
ㆿ㇄

内
ㆄㆡ

遺跡の発掘調査報告書である。

２　発掘調査期間ٴͼ整ཧ期間は以Լのとおりである。

　　　調　査　　平成 22 年̕月１日～平成 23 年３月 31 日

　　　整　ཧ　　平成 23 年̒月１日～平成 24 年３月 31 日

３　発掘調査は，調査՝長஑田ߊҰの΋と，以Լの者が୲当した。

　　　ट੮調査һ݉൝長　　օ઒　　म　平成 22 年̕月１日～平成 23 年３月 31 日

　　　ट੮調査һ　　　　　小ᖒ　ॏ༤　平成 23 年１月１日～３月 31 日

　　　ट੮調査һ　　　　　小林　和彦　平成 22 年̕月１日～

　　　主೚調査һ　　　　　ᜊ౻　࢙و　平成 23 年３月１日～３月 31 日

　　　主೚調査һ　　　　　ᓎ井　׬հ　平成 23 年１月１日～３月 31 日

　　　主೚調査һ　　　　　大関　　ོ　平成 23 年３月１日～３月 31 日

　　　調　査　һ　　　　　ߐ原ඒ奈子　平成 22 年̕月１日～平成 23 年３月 31 日

　　　調　査　һ　　　　　関　　ֆඒ　平成 23 年１月１日～３月 31 日

４　整ཧٴͼຊ書のࣥච・編集は，整ཧ՝長原৴田ਖ਼෉の΋と，以Լの者が୲当した。　　　　　　　　　

　　　ट੮調査һ　　　　　小林　和彦　平成 23 年̒月１日～平成 24 年３月 31 日

　　　調　査　һ　　　　　宮崎　　剛　平成 24 年１月１日～３月 31 日

̑　ຊ書のࣥච分୲は，Լ記のとおりである。

　　　小林　和彦　　　第１ষ～第３ষ３અ４・第３ষ４અ

　　　宮崎　　剛　　　第３ষ３અ̑

̒　ຊ書の作成にあたり，第 47 号住居跡から出土した製鉄関࿈遺物の分類にͭいては，たたらڀݚ会ҕһ・

　製鉄遺跡ڀݚ会代ද穴ᖒٛޭࢯにࢦޚಋいたͩいた。当遺跡内から出土した鉄製品のอଘॲཧ౳にͭいて

　は，ஜ೾大学।教तদ井හ໵ࢯにࢦޚ，ྗڠޚಋいたͩいた。第 50 号住居跡から出土した्ࠎのಉఆにͭ

　いては，大学ڞಉར用機関法人人間文化ڀݚ機構国立ྺ࢙ຽଏത物館考古ڀݚ部教त西ຊ๛ࢯ߂にࢦޚಋ

　いたͩいた。

12月 31 日



凡 例

１　当遺੼の地区ઃఆは，日ຊ平面௚֯࠲標第ᶟ࠲ܥ標を原఺とし，̭ʹʴ 7,240 ｍ，̮ʹʴ 4,800 ｍのަ఺

を基४఺（̖１a1）とした。

　　この基४఺を基に遺跡ൣғ内を東西・ೆ北֤ʑ 40 ｍํ࢛の大調査区に分ׂし，さらに，この大調査区を

東西・ೆ北に֤ʑ 10 ౳分し，４ｍํ࢛の小調査区をઃఆした。

　　大調査区の名শは，アϧϑΝϕットとࢉ用数字を用い，北からೆへ̖，̗，̘ʜ，西から東へ１，２，３

ʜとし，ʮ̖１区ʯ，ʮ̗２区ʯのΑうにݺশした。さらに小調査区は，北からೆへ a，b，cʜK，西から東へ 1，

2，3，ʜ0 とし，名শは，大調査区の名শをףしてʮ̖１a1 区ʯ，ʮ̗２b2 区ʯのΑうにݺশした。

２　࣮ଌ図・Ұཡද・遺物࡯؍ද౳で使用した記号は࣍のとおりである。

　　遺構　　FP －炉跡　PG －ピット群　S# －掘立柱建物跡　SD －溝跡　SE －井戸跡　SI －住居跡　　

　　　　　S, －土坑　S9 －不明遺構

　　遺物　　DP －土製品　̢－ۚଐ製品　̥－土器　̦－石器・石製品　TP －୓ຊ記録土器

　　土૚　　̠－֧ཚ

３　遺構・遺物࣮ଌ図の作成ํ法にͭいては，࣍のとおりである。

　（1）遺構શମ図は 400 分の１，֤遺構の࣮ଌ図は原ଇとして 60 分の１のॖईでࡌܝした。種類や大きさに

　Αりҟなる৔߹は，ݸʑにॖईをスέーϧでදࣔした。

　（2）遺物࣮ଌ図は，原ଇとして３分の１のॖईでࡌܝした。種類や大きさにΑりҟなる৔߹は，ݸʑにॖ

　ईをスέーϧでදࣔした。

　（3）遺構・遺物࣮ଌ図தのදࣔは，࣍のとおりである。

　　　　　� ম土・੺ࢪ・࠼ᬵ・Ψラス࣭　　　　　　　　　　　　　　　　　� 炉・Րচ面・ણҡ土器断面

　　　　　� 竈部ࡐ・೪土ൣғ・୸化ࡐ・୸・鉄滓のൣғ・ࠇ৭ॲཧ　　　　　� ഗ・༉Ԏ・柱ࠟ

　　˔ � 土器　　˓ � 土製品　　˘ � 石器・石製品　　˚ � ۚଐ製品

　　　　　　� �　 　　　　　化面ߗ ম土・೪土・୸化物ൣғ

４　土૚࡯؍と遺物における৭調の൑ఆは，h ৽版　標४土৭஽ （ɦ小山ਖ਼஧・஛原ल༤編著　日ຊ৭ݚ事業

株式会社）を使用した。

̑　Ұཡද・遺物࡯؍දのද記にͭいては，࣍のとおりである。

。ଘ஋は（　）で，ਪఆ஋はʦ　ʧを付してࣔしたݱଌ஋の୯位はｍ・ᶲ，ᶵ・̶である。なおܭ（1）　

　（2）遺物࡯؍දのඋ考のཝは，࢒ଘ཰や写真図版番号，その他ඞ要とࢥわれる事項を記した。

　（3）遺構番号は௨し番号とし，ຊ文，ૠ図，࡯؍ද，写真図版に記した番号とಉҰである。

　（4）࣓ண度のཝは，࣓ணのऑいॱに１，２，３ʜと記した。

　（5）ϝタϧ度のཝは，ϝタϧ度の高いॱに特 L（ˑ），L（˔），M（˕），H（˓），᭕化（˚），なし，と記した。

̒　竪穴住居跡のʮ主軸ʯは，炉・竈を௨る軸線とし，主軸ํ向は，その他の遺構の長軸（ܘ）ํ向とと΋に，

－̣　ྫ）標北からみて，どのํ向にどれͩけৼれているかを֯度でදࣔした࠲ 10 ʄ－Ｅ）。



目 　 次

ং
ݴ　ྫ
ຌ　ྫ
目　࣍
֓　要　ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  １
第１ষ　調査経緯　ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  ̑
　第１અ　調査にࢸる経緯　ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  ̑
　第２અ　調査経過　ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  ̑
第２ষ　位置とڥ؀　ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  ̒
　第１અ　地ཧ的ڥ؀　ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  ̒
　第２અ　ྺ࢙的ڥ؀　ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  ̒
第３ষ　調査の成Ռ　ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  11
　第１અ　調査の֓要　ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  11
　第２અ　基ຊ૚ং　ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  11
　第３અ　遺構と遺物　ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  13
　　１　縄文時代の遺構と遺物　ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  13
　　　　土坑　ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  13
　　２　古墳時代の遺構と遺物　ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  15
　　　（1）竪穴住居跡　ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ  15
　　　（2）土坑　ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ115
　　３　奈良時代の遺構と遺物　ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ117
　　　（1）竪穴住居跡　ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ117
　　　（2）土坑　ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ200
　　４　平安時代の遺構と遺物　ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ206
　　　　竪穴住居跡　ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ206
　　̑　その他の遺構と遺物　ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ219
　　　（1）掘立柱建物跡　ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ219
　　　（2）溝跡　ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ221
　　　（3）炉跡　ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ226
　　　（4）井戸跡　ʝŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ227
　　　（5）土坑　ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ230
　　　（6）ピット群　ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ238
　　　（7）不明遺構　ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ257
　　　（8）遺構֎出土遺物　ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ257
　第４અ　まとΊ　ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ262
写真図版　ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋPL １～ PL48
抄　録
付　図



－ 1 －

宮
みや

内
うち

遺
い

跡
せき

の 概
がい

要
よう

遺跡ͷҐஔͱ調査ͷ໨త

　宮内遺跡は，坂東市のほ΅தԝに位置し，市内をೆ北

にྲྀれるߐ
ㆆ

઒
ㆋ㇏

ӈ؛の標高約 10 ～ 15 ｍの，台地から低地

に向かう؇やかなࣼ面部に立地していま͢。

　当遺跡の調査は，国道 354 号バイパスの建ઃに伴い，

遺跡の内༰を図や写真に記録してอଘ͢るたΊ，茨城県

教育財団が࣮ࢪしました。調査期間は，平成 22 年̕月

ਫࢢށ ˔

ࢢ౦ࡔ ˔

ௐࠪ۠શܠʢ౦ଆ͔Βʣ

から平成 23 年３月までの７か月間でした。

調査ͷ内༰

平安時，（لੈ̔）奈良時代，（ل４～７ੈ）ճの調査にΑって，古墳時代ࠓ　

代（̕・10 の集落跡が確認されました。特に，प辺の遺跡にはあまり（لੈ

多͘見られない，奈良 ŋ 平安時代の製鉄（鉄作り）工人たちの集落であること

がわかりました。
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　古墳時代（約 1,650 ～ 1,400 年前）の

遺構は，竪
㆟ㆦ

穴
ㆀㆪ

住
㆘㇅ㆄ

居
ㆌ㇇

跡
ㆀㆨ

33 軒，土
ㆩ

坑
㆓ㆄ

２基が

確認されました。４ੈلの後༿に人ʑが

住み࢝Ί，小さな集落が形成されました。

そして，̒ੈلには大きな集落へと発ల

していったことがわかりました。特に̑

初頭にかけては，Ұ辺ل຤から̒ੈلੈ େܗͷॅډ੻ʢୈ ੻ʣډॅ߸41

ୈ11߸ॅډ੻ͷᜱ͔ۙ͘Βग़౔ͨ͠౔ثࢣ

リの時に使われたと考えられていま͢。また，土師器とと΋に，わͣかで͢が

東ւ地ํで生࢈された須
㆙

恵
ㆆ

器
ㆌ

΋出土しました。このことから，古墳時代からԕ

ํと人ʑのަྲྀや物品のྲྀ௨があったことがわかりました。

ୈ ثࢣ੻͔Βग़౔ͨ͠౔ډॅ߸41

ثܙ੻ͳͲ͔Βग़౔ͨ͠ਢډ୅ͷॅ࣌෿ݹ ੻ͳͲ͔Βग़౔ͨ͠ੴ੡໛଄඼ډ୅ͷॅ࣌෿ݹ

が̕ｍを௒えるΑうな大形の住居が࣍ʑと建てられました。人ʑが使用してい

た土器は土
ㆯ

師
㆘

器
ㆌ

がத৺で，特に４ੈل後༿から̒ੈل前༿にかけては੺͘ృら

れた΋のが多͘，ڸ・݋・玉を໛して作られた石
㆛ㆌ

製
㆛ㆂ

໛
㇂

଄
㆞ㆄ

品
ㆲ㇓

などとと΋に，Ϛπ
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ಸྑ࣌୅ͷॅډ੻͔Βग़౔ͨ͠౔ثࢣ΍ਢثܙ ౔ثࢣͷᙈ͕କ෦ͷิ࢖ʹࡐڧΘΕ͍ͯͨᜱʢୈ ੻ʣډॅ߸15

੡మ࿍ͷ࿍น͕ᜱͷਊ࢖ʹࡐΘΕ͍ͯͨᜱʢୈ̔߸ॅډ੻ʣฏ҆࣌୅ͷॅډ੻͔Βग़౔ͨ͠౔ثࢣ΍ਢثܙ

　奈良時代（約 1,300 年前）の遺構は，竪穴住居跡 27 軒，土坑４基が確認さ

れました。竪穴住居の数΋多い時代で͢が，古墳時代Αり΋ن໛が小さ͘なっ

ていま͢。当時は，த国から཯
㇊ㆤ

ྩ
㇊㇇ㆄ

੍
㆛ㆂ

がऔり入れられ，法཯にΑって地ํまで

ΊられるΑうになりました。土師器は主に甕࣏
ㆉ㇁

に用いられ，それ以֎は須恵器

が用いられるΑうになりま͢。県内で΋須恵器がমかれるΑうになり，໦
ㆀ

༿
ㆼㆣ

Լ
㆐

（水戸市），৽
ㆫㆂ

࣏
ㆯ㇊

（土Ӝ市），ງ
ㆻ㇊

೭
ㆮ

内
ㆄㆡ

༽などの（઒市ࡩ）
ㆉㆾ

が։かれました。宮内

遺跡で΋，৽࣏やງ೭内࢈の須恵器が出土していま͢。

　平安時代（約 1,200 ～ 900 年前）の遺構は，竪穴住居跡４軒が確認されました。

Ҿき続き甕には土師器が用いられていました。古墳時代のऴわりࠒからみられ，

縁部のͭまみ上͛に特௃があるৗޱ
㆘㇇ㆄ

૯
㆝ㆄ

甕
ㆋ㇁

や，෢
㇀

蔵
㆕㆗

甕
ㆋ㇁

とݺばれ，ී௨のޱ縁を࣋

ち，ബ͘て౗
ㆨㆄ

ཛ
㇉㇓

形
ㆋ㆟

をしたମ部が特௃の΋のがڞに出土していま͢。また，竈
ㆉㆾㆩ

を

るたΊのਊ͢ڧิ
㆗㇓

ࡐ
㆖ㆂ

として，製
㆛ㆂ

鉄
ㆦㆤ

炉
㇍

の炉
㇍

น
ㆸㆌ

を使用している住居跡が見ͭかりま

した。このことから，製鉄にܞわる工人たちが住んでいたことがわかりま͢。



－ 4 －

調査ͷ݁Ռ

の様なことがわかりました。古墳時代前期後༿から，人ʑが࣍ճの調査でࠓ　

台地上に集落を形成し࢝Ί，古墳時代後期には住居がप辺に΋広がり，大きな

集落が形成されていきました。奈良時代には，住居のن໛は小さ͘なりました

が軒数は૿え，炉ຊମは見ͭかりませんでしたが，製鉄や஁໶にܞわる工人た

ちがଘ在していました。平安時代には住居の数はݮりま͢が，Ҿき続き製鉄や

஁໶が行われていました。

ճの調査区はҰ部分であり，集落のશ༰はղ明できませんでしたが，古墳ࠓ　

時代から平安時代にࢸる当地Ҭのྺ࢙のҰ୺を஌ることができました。

　奈良・平安時代の住居跡からは，約

135ᶵの鉄
ㆦㆣ

滓
㆕ㆂ

が出土しました。第 47 号住

居跡から出土した約 93ᶵは，炉
㇍

น
ㆸㆌ

・炉
㇍

ఈ
ㆦㆂ

մ
ㆉㆂ

・炉
㇍

内
ㆪㆂ

滓
㆕ㆂ

・炉
㇍

内
ㆪㆂ

滓
㆕ㆂ

ؚ
ㆋ㇓

鉄
ㆦㆤ

・鉄
ㆦㆣ

մ
ㆉㆂ

ܥ
㆐ㆂ

遺
ㆂ

物
ㆶㆤ

に分類でき，製鉄作業にΑってできる製

鉄滓であることがわかりました。他の住

居跡からは，গ量で͢が஁
ㆉ

໶
㆘

関
ㆉ㇓

࿈
㇌㇓

遺
ㆂ

物
ㆶㆤ

΋

出土しており，製鉄がத৺で͢が，஁໶

ಸྑ ŋฏ҆࣌୅ͷॅډ੻͔Βग़౔ͨ͠੡మؔ࿈Ҩ෺

΋行われていたと考えられま͢。

੡మۀ࡞ͷ૝૾Πϥετ
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平成 19 年２月 26 日，茨城県ڥ工事事຿所長から，茨城県教育ҕһ会教育長にରして , 国道 354 号岩井バイ

パス事業地内における埋蔵文化財の所在の有ແٴͼそのऔりѻいにͭいてর会があった。これをडけて茨城県

教育ҕһ会は，平成 19 年 10 月 24 日にݱ地౿査を , 平成 22 年２月 16・17・19 日にࢼ掘調査を࣮ࢪし宮内遺

跡の所在を確認した。平成 22 年３月１日，茨城県教育ҕһ会教育長は茨城県ڥ工事事຿所長あてに，事業地

内に宮内遺跡が所在͢ることٴͼそのऔりѻいにͭいて別్ٞڠがඞ要であるࢫをճ౴した。

　平成 22 年３月̑日，茨城県ڥ工事事຿所長から，茨城県教育ҕһ会教育長にରして , 文化財อޢ法第 94 条

のنఆに基ͮ͘土໦工事の௨஌がఏ出された。茨城県教育ҕһ会教育長は，ݱঢ়อଘがࠔ೉であることから，

記録อଘのたΊの発掘調査がඞ要であるとܾఆし , 平成 22 年３月 12 日，茨城県ڥ工事事຿所長あてに，宮内

遺跡にͭいて工事ண工前に発掘調査を͢るΑう௨஌した。

　平成 22 年３月 25 日，茨城県ڥ工事事຿所長から，茨城県教育ҕһ会教育長にରして，国道 354 号岩井バ

イパス事業に܎る埋蔵文化財発掘調査の࣮ࢪにͭいてのٞڠ書のఏ出があった。平成 22 年３月 26 日，茨城県

教育ҕһ会教育長は，茨城県ڥ工事事຿所長あてに，宮内遺跡にͭいて発掘調査のൣғٴͼ面積にͭいてճ౴

し，あわせて調査機関として，財団法人茨城県教育財団を঺հした。

　財団法人茨城県教育財団は，茨城県ڥ工事事຿所長から埋蔵文化財発掘調査事業にͭいてҕୗをडけ，平成

22 年̕月１日から平成 23 年３月 31 日まで発掘調査を࣮ࢪした。

　　第１અ 調査にࢸる経緯

第１ষ　調 査 経 緯

調 査 経 過

期間
工ఔ ̕　月 10　月 11　月 12　月 １　月 ２　月 ３　月

調 査 ४ උ
ද 土 আ ڈ
遺 構 確 認

遺 構 調 査

遺 物 ચ ড়
஫ 記
写 真 整 ཧ

ิ ଍ 調 査

ఫ 収

　宮内遺跡の調査は，平成 22 年̕月１日から平成 23 年３月 31 日までの７か月間にわたって࣮ࢪした。以Լ，

その֓要をදで記͢ࡌる。

　　第２અ
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　　第１અ

　　第２અ

地 ཧ 的 ؀ ڥ

ྺ ࢙ 的 ؀ ڥ

第２ষ　位 置 と ؀ ڥ

宮
ㆿ㇄

内
ㆄㆡ

遺跡は，茨城県坂東市岩井字宮内前 959-3 番地ほかに所在している。

　坂東市は，平成 17 年３月 22 日にچ岩井市とԐౡ町とが߹ซして஀生した。市Ҭはೆ北に長͘，東西約 12

ᶳ，ೆ北に約 20ᶳ，面積は 123.18ὕである。当市はԐౡ台地のೆ東部に位置し，ߑ積台地とརࠜ઒・൧প઒・

東ਔ࿈઒やそのྲྀࢧにΑって形成されたԭ積低地から成り立っている。Ԑౡ台地は北西からೆ東へԆͼており，

標高 15 ～ 20 ｍで，རࠜ઒をは͡Ί൧প઒・東ਔ࿈઒ྲྀࢧの小河઒にΑり։ੳされた୩௡がथࢬঢ়に入りࠐみ，

ෳࡶな地形をఄしている。

　Ԑౡ台地の基部を構成͢る地૚は，֋化石をؚΉ成田૚（見和૚）である。この֋化石をؚΉ地૚には小形

有孔஬の化石΋入っており，これを調΂ることにΑり，古鬼ౖ࿷時代のީؾや২生などの古ڥ؀を෮͢ݩるこ

とができる。さらに，成田૚の上にԫ׊৭࠭やԫ׊৭ૈ࠭をؚΉཽϲ崎࠭᛽૚，その上にփന৭の೪土૚であ

るৗ૯೪土૚，そして，ද土のԼをް͘෴う੺׊৭の関東ローϜ૚がଯ積している。

　当遺跡は，坂東市のதԝ部に位置し，当市をೆ北にॎ断͢るΑうにྲྀれる൧প઒ྲྀࢧであるߐ઒のऄ行にΑ

り，ಥき出した形となった標高約 15 ｍの台地のඌࠜ上から縁辺部にかけて立地しており，ߐ઒Ԋいの低地と

のൺ高は約̑ｍである。調査前のگݱはാ地である。

　宮内遺跡が所在͢るԐౡ台地ೆ東部には，h 茨城県遺跡地図ʱ１）にΑれば，数多͘の遺跡が分෍している。

しかし，ݱ在までのとこΖ，坂東市内における発掘調査ྫはগない。ত和 50 年にچ岩井市教育ҕһ会が県立

岩井西高౳学ߍ建ઃに伴い，上
ㆉㆿ

出
ㆂ㆚

ౡ
㆗ㆾ

古墳群ʪ22ʫの発掘調査２）を行ったのが࠷初のྫである。

　平成２～４年にかけて，چ岩井市࢙編さん事業に伴い市࢙編さんࣨのࣗવ考古部会にΑって，र
㆘㇅ㆄ

ೋ
ㆫ

ΰθ遺跡

ʪ13ʫ，坂東市東部の൧প઒に面したۨ
㆓ㆾ

د
㇈㆛

遺跡，高
㆟ㆉ

山
㇄ㆾ

古墳ʪ̔ʫなどの調査３）が࣮ࢪされている。これらの調

査にΑって，原࢝，古代の様子がঃʑに明らかになっていった。ここでは，当市ٴͼそのप辺の遺跡にͭいて，

時代を௥って֓͢؍ることに͢る。

台؛石器時代の遺跡としては，上記のरೋΰθ遺跡，平成２・３年に茨城県教育財団が調査したੁ生পӈچ  

地上の北
ㆌ㆟

前
ㆾㆆ

遺跡４），平成３・４年にやはり当財団で調査した北前遺跡にྡ઀͢る高
㆟ㆉ

崎
㆕ㆌ

֋௩̑）があ͛られる。֤

遺跡と΋，調査区内からท岩製のスクレイパーٴͼണยが出土している。

　縄文時代の遺跡は，坂東市内とそのप辺に多͘分෍͢るΑうになる。൧প઒からੁ生পٴͼ鬼ౖ઒ྲྀҬの台

地上には，֋௩が数多͘見られ，֋௩の形成とւਐ・ւୀにΑる఑線のมಈのڀݚにはॏ要な地Ҭである。ૣ

期の遺跡では，ೆ
ㆿㆪㆿ

原
ㆯ㇉

遺跡ʪ23ʫ，台
ㆠㆂ

ౡ
㆘ㆾ

北
ㆌ㆟

遺跡ʪ15ʫで条ࠟ文ܥ土器が確認されている。前期の遺跡は，高崎֋

௩と北前遺跡などである。北前遺跡では，ࠇ඿式期の住居跡４軒が地఺֋௩とと΋に調査されている。高崎֋

௩では，住居跡 10 軒が確認されている。த期から後期にかけての遺跡は，長
ㆪㆋ

୩
㇄

த
ㆪㆉ

࠺
ㆤㆾ

遺跡ʪ14ʫ・山
㇄ㆾ

த
ㆪㆉ

後
ㆀㆨ

遺跡ʪ17ʫ・

ๅ
ㆻㆄ

ޫ
㆓ㆄ

Ӄ
ㆂ㇓

遺跡ʪ10ʫ・坂東市東部の൧প઒に面したۨد遺跡などがある。これらの遺跡からは，ՃીརＥ式期か

らՃીར̗式期にかけての土器ยが࠾集されているが，ݱ在はᕍ໓した遺跡΋多い。後期から൩期の遺跡であ
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るरೋΰθ遺跡は，རࠜ઒の൙ཞ原に西面͢る台地୺の؇いࣼ܏地上に位置しており，後期後൒がத৺のؿ水

。֋௩（ϠϚトシδミ主ମ）であるが，൩期の安行ᶙ式期の土器΋出土しているܥ

　໻生時代にͭいては，ੁ生প西؛の大崎遺跡̒）で໻生土器が出土し，高崎֋௩では４軒の住居跡が確認さ

れている。西にྡ઀͢るڥ町長井戸遺跡群７）では 24 軒の住居跡が調査され，集落跡が確認されている。しかし，

坂東市をؚΊたप辺の市町ଜでの調査ྫはগな͘，ࠓ後の調査が期଴される。

  古墳時代の遺跡は数多͘確認されている。縄文時代とෳ߹͢る北前遺跡では，古墳時代前・த期の住居跡 33

軒が調査されている。当遺跡の北西側約２ᶳのಉҰ台地上に位置͢るݩ
㇂ㆨ

԰
㇄

ෑ
㆗ㆌ

遺跡ʪ24ʫ，ྈ
㇊㇇ㆄ

ノ
ㆮ

Լ
㆗㆟

遺跡ʪ３ʫでは，

前期の五領式土器が࠾集されている。当遺跡とߐ઒をڬんͩର؛のদ
ㆾㆤ

༿
ㆰ

遺跡ʪ７ʫ，当遺跡から東へ約３ᶳに

位置͢るഅ
ㆾ

立
㆟ㆦ

த
ㆪㆉ

の台
ㆠㆂ

遺跡ではத期の和泉式土器が࠾集されている。ۨد遺跡，ੁ生পೆ東側台地上に位置͢る

大
ㆈㆈ

ฒ
ㆪㆿ

遺跡̔），さらに，約３ᶳ東に位置͢る西
ㆫ㆗

原
ㆯ㇉

遺跡̕）では，߹わせて 18 軒のத期の住居跡が調査されている。

に，上出ౡ古墳群をあ͛ることができる。３基の古墳のうち，第２号墳はશ長࣍ 56 ｍの前ํ後円墳であり，

その後円部墳௖と墳ٰの੄部から壺形৥ྠの഑ྻがݕ出されている。さらに，後円部にઃけられた೪土ᒛから

は，׈石製勾玉・管玉・鉄݋・鉄鏃・鉄ි・鉄਑が出土しており，出土遺物からங଄年代は̑ੈلの前൒ࠒに

ൺఆされている。当遺跡の東約１ᶳに所在͢る高山古墳は，坂東市を代ද͢る円墳であるが，明࣏ 45 年に土

औりにΑりഁյされてしまった。そのࡍ出土した௚刀・ۚ؀などは，東ژ国立ത物館に収蔵されている。平成

２年，ஜ೾大学にΑり࠶調査されたが遺ଘঢ়態がѱ͘，墳形・ن໛を確認͢ることができなかった。主ମ部は，

Ӣ฼ย岩（ஜ೾石）を使用したԣ穴式石ࣨである。その他，大
ㆠㆂ

明
ㆿ㇇ㆄ

ਆ
㆘㇓

௩
ㆥㆉ

古墳ʪ21ʫ，ࠆ
ㆎ㆏ㆂ

戸
ㆩ

古墳群ʪ20ʫ，ઋ
㆛㇓

入
ㆫ㇅ㆄ

ٱ
ㆎ

อ
ㆼ

古墳群ʪ19ʫ，߳
ㆉ

औ
ㆨ㇊

௩
ㆥㆉ

古墳群ʪ18ʫ，大
ㆠㆂ

日
ㆫㆡ

௩
ㆥㆉ

古墳ʪ16ʫ，த
ㆪㆉ

ཬ
㆖ㆨ

古墳群ʪ12ʫ，݋
㆐㇓

崎
㆕ㆌ

古墳群ʪ11ʫ，ࡗ
㆕ㆉㆌ

山
㇄ㆾ

古墳ʪ25ʫ

など，坂東市には数多͘の古墳がଘ在していたが，ݱ在はᕍ໓してしまった΋のがগな͘ない。

　཯ྩ期になると，当遺跡はԼ૯国㧂
㆕

ౢ
㆗ㆾ

にଐした。奈良・平安時代の遺跡としては，当遺跡とಉҰ台ڷ岩井܊

地上に，ༀ
㇄ㆎ

師
㆗

原
ㆯ㇉

遺跡ʪ２ʫ，ྈノԼ遺跡，西
ㆫ㆗

高
㆔ㆄ

໺
㇄

遺跡ʪ４ʫがଘ在し，集落の広がりをଊえてみるඞ要がある。

また，ߐ઒をڬんͩର؛に位置͢る西
ㆫ㆗

遺跡ʪ̒ʫで΋土師器ยが確認されている。これらの遺跡の大൒は，古

墳時代からܧ続している΋のである。人物では，㧂ౢ܊出਎の安
ㆀ

部
ㆹ

㧂
㆕

ౢ
㆗ㆾㆮ

ਉ
ㆈㆿ

๽
㆙ㆿ

縄
ㆪ㇏

があ͛られる。h 続日ຊلʱに

Αると，๽縄は՜Ҕ੐െに副ক܉としてࢀՃしており，当遺跡प辺から΋多͘の人ʑがै܉したと考えられる。

に，平ক໳である。ঝ平̑年（935࣍ 年）に࢝まったঝ平のཚでは，坂東市がද෣台となっている。当遺跡内

やۙྡには，ক໳にまͭわる࢙跡が多͘࢒されている。ক໳は，ઓཚのさなかঝ平７年（937 年）に，この地

に石
ㆂ㇏

井
ㆂ

の営所をஙいている。この地は水に恵まれるとと΋に，ੁ生পの北に৳ͼた広
ㆲ㇍

河
ㆉ㇏

のߐ
ㆆ

が（在の൧পݱ）

東にͻかえているので，要֐の地であった。また，ক໳は営所ෑ地内に฾ఏࣉとしてԆ
ㆆ㇓

໋
㇁ㆂ

ࣉ
㆘

を建立した。さら

に，当遺跡内にଘ在͢る国
㆓ㆎ

Ԧ
ㆈㆄ

ਆ社は，ক໳ऴᖼの地としてݱ在΋地Ҭの৴ڼを集Ίている。

　ক໳のొ৔以前から，൧প઒・東ਔ࿈઒ྲྀࢧの小河઒と入り૊んͩ台地とが৫りな͢岩井地Ҭは，അ຀にద

していた。石井の営所とされる地の西側には，長
ㆪㆋ

ऱ
㆙

അ຀（ݱ在の坂東市長須付ۙにൺఆ）があり，北側には大
ㆈㆈ

݁
㇆ㆂ

അ຀（ݱ在のৗ૯市大間໦付ۙにൺఆ）と，２か所の׭຀がଘ在していた。これらは，܉അ調ୡの地となっ

たՄೳੑが考えられる。さらに，̕ੈلの製鉄遺構として஌られるඌ
ㆈ

崎
㆕ㆌ

前
ㆾㆆ

山
㇄ㆾ

遺跡（ݱ在のീઍ代町ඌ崎）は，

大݁അ຀に付ଐした΋ので，അ具が生࢈されていたとਪଌされている。石井の営所にఔۙい長ऱഅ຀ൺఆ地の

坂東市長須では，当遺跡から西に約４ᶳの位置に所在͢る西
ㆫ㆗

原
ㆯ㇉

遺跡で，土師器とと΋に鉄滓のࢄ෍が確認され

ている。当遺跡の調査区内で΋，奈良・平安時代の住居跡の෴土தから鉄滓や鎌・刀子౳の鉄製品が，また，

竈からはਊࡐとしてస用された炉นのҰ部が出土している。ۙ辺に製鉄炉があったূとなる。これらのことか

ら，܉അの調ୡ・鉄の生࢈という؍఺から，ক໳の੎ྗ基൫の基ૅがஙかれていったՄೳੑが考えられる。
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ம
　１）茨城県教育ி文化՝ʰ茨城県遺跡地図（地名ද編・地図編）ɦ 茨城県教育ҕһ会　2001 年３月
　２）岩井市教育ҕһ会ʰ上出ౡ古墳群 　ɦ1975 年 3 月
　３）岩井市࢙編さんҕһ会ʮ岩井市の遺跡ʯh 岩井市࢙遺跡調査報告書ʱ第１集　1992 年３月
　４）大৿խ೭ʮ茨城県ࣗવത物館 ( Ծশ ) 建ઃ用地内埋蔵文化財調査報告書ᶗ　原ޱ遺跡・北前遺跡ʯh 茨城県教育財団文化財
　　　調査報告ʱ第 83 集　1993 年３月
　̑）௽見ః෉ʮ茨城県ࣗવത物館 ( Ծশ ) 建ઃ用地内埋蔵文化財調査報告書ᶘ　高崎֋௩ʯh 茨城県教育財団文化財調査報告ʱ
　　　第 88 集　1994 年３月
࢙井ོհʰ北Լ૯地ํࠓ（̒　 　ɦቓ書๪　1974 年 12 月
　７）ࣛౡ௚थ　前ౡ௚人ʮ長井戸遺跡群　Ұൠ国道 468 号ट౎ݍதԝ࿈བྷࣗಈ車道৽ઃ事業地内埋蔵文化財調査報告書ʯh 茨城
　　　県教育財団文化財調査報告ʱ第 337 集　2011 年３月
　̔）水ւ道市教育ҕһ会ʰ水ւ道市埋蔵文化財แ蔵地分෍地図 　ɦ1992 年３月
　̕）小河๜உʮ水ւ道౎市ܭը事業・内क୩土地区ը整ཧ事業地内埋蔵文化財調査報告書２　Ԟ山̖遺跡・Ԟ山̗遺跡・西
　　　原遺跡ʯh 茨城県教育財団文化財調査報告ʱ第 31 集　1986 年３月
　10）茨城県教育ҕһ会ʰॏ要遺跡調査報告書ᶘ ( 城館跡 ) 　ɦ1985 年３月

ݙ考文ࢀ
・岩井市࢙編さんҕһ会ʰ岩井市࢙ （ɦ考古編）岩井市　1999 年３月

　・岩井市࢙編さんҕһ会ʰ岩井市࢙ （ɦ௨࢙編）岩井市　2001 年３月
　・ീઍ代町࢙編さんҕһ会ʰീઍ代町࢙ （ɦ௨࢙編）ീઍ代町　1990 年 12 月　
　・深見ฌ٢ʰ平ক໳ʱ成ඒಊ出版　1976 年１月
　・੉୩ٛ彦ʰ茨城のক໳ʱ茨城৽ฉ社　1976 年７月

　鎌૔時代には，ক໳を౼െしたलྲྀڷ౻原Ұ଒にΑって։ࠖされた૳ԂであるԼ河辺૳にଐし，Լ河辺ࢯに

Αって࣏Ίられた。その後，15 ഑Լとなる。城館跡ࢧのࢯには古河ެํ଍རࠒதلੈ 10）としては，ੁ生পの

東側台地上に大
ㆈㆈ

௩
ㆤㆉ

城跡，ੁ
㆙ㆋ

生
ㆈ

城跡がある。当遺跡からߐ઒をڬんで 1.5ᶳ北東にはٷ
㇆

田
ㆠ

城跡があり，群༤ׂڌ

のઓ国のੈをኲኵとさせる。

อ年間に，古代からதੈにかけて広大なপであった൧পは，पғڗ，戸時代に入るとߐ　 24 かଜの住ຽの੾

なる要๬をडけて，৽田։発が積ۃ的に行われていった。৽田のҡ࣋やվ良は明࣏以߱΋続けられ，多͘の人ʑ

のਚྗにΑって，ݱ在の๛かな水田地帯に生まれมわった。

˞文தのʪ　ʫ内の番号は，第１図ٴͼද１の当֘番号とಉ͡である。

番

号
遺　跡　名

時　　　代

番

号
遺　跡　名

時　　　代

چ

石

器

縄

文

໻

生

古

墳

奈
良
・
平
安

த

ੈ

ۙ

ੈ

چ

石

器

縄

文

໻

生

古

墳

奈
良
・
平
安

த

ੈ

ۙ

ੈ

ᶃ 宮 内 遺 跡 ˓ ˓ ˓ 14 長 ୩ த ࠺ 遺 跡 ˓

２ ༀ 師 原 遺 跡 ˓ 15 台 ౡ 北 遺 跡 ˓ ˓ ˓

３ ྈ ノ Լ 遺 跡 ˓ ˓ 16 大 日 ௩ 古 墳 ˓

４ 西 高 ໺ 遺 跡 ˓ ˓ ˓ 17 山 த 後 遺 跡 ˓

̑ 西 高 ໺ 北 遺 跡 ˓ 18 ߳ औ ௩ 古 墳 群 ˓

̒ 西 遺 跡 ˓ 19 ઋ入ٱอ古墳群 ˓

７ দ ༿ 遺 跡 ˓ ˓ 20 ࠆ 戸 古 墳 群 ˓

̔ 高 山 古 墳 ˓ 21 大明ਆ௩古墳群 ˓

̕ ԕ 西 遺 跡 ˓ 22 上 出 ౡ 古 墳 群 ˓

10 ๅ ޫ Ӄ 遺 跡 ˓ 23 ೆ 原 遺 跡 ˓

11 ݋ 崎 古 墳 群 ˓ 24 ݩ ԰ ෑ 遺 跡 ˓

12 த ཬ 古 墳 群 ˓ 25 ࡗ 山 古 墳 ˓

13 र ೋ ゴ ゼ 遺 跡 ˓ ˓ ˓

ද１　宮内遺跡प辺遺跡Ұཡද
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第̎図　宮内遺跡調査区ઃఆ図（坂東市౎市ܭը図 2,500 分の１）
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　　第１અ

　　第２અ

調 査 の ֓ 要

基 ຊ ૚ ং

第３ষ　調 査 の 成 Ռ

　宮内遺跡は，൧প઒のྲྀࢧであるߐ઒ӈ؛の標高 10 ～ 15 ｍの台地縁辺部に立地している。調査面積は

6,622㎡で，調査前のگݱはാ地である。

ճの調査にΑって，竪穴住居跡ࠓ　 64 軒 ( 古墳時代 33・奈良時代 27・平安時代４），掘立柱建物跡２棟（時

期不明），溝跡 14 条（時期不明），炉跡２基（時期不明），井戸跡３基 ( 時期不明 )，土坑 103 基 ( 縄文時代２・

古墳時代２・奈良時代４，時期不明 95），ピット群 14 か所（時期不明），不明遺構１基（時期不明）を確認した。

　遺物は，遺物収ೲコンςφ（60 × 40 × 20ᶲ）に 122 ശ出土している。主な出土遺物は，縄文土器（深鉢），

土師器（坏・椀・高台付坏・坩・器台・高坏・壺・甕・小形甕・甑・手捏土器），須恵器（坏・蓋・鉢・壺・

長頸瓶・長頸壺・甕・ ），土製品（勾玉・土玉・紡錘車），石器（砥石・紡錘車），石製品（勾玉・管玉・臼玉・

有孔円板），鉄製品（鏃・鎌・手鎌・刀子・紡錘車），銅製品（腰帯具），製鉄・஁໶関࿈遺物（炉น・鉄滓・Ӌޱ）

などである。

　当遺跡は，東西に長͘台地縁辺部に位置しているたΊ，ൺ高が̑ｍほどある。そこで，東側の低地に向かう

（Ｅ 15f2 区）にςストピット１を，西側の台地上（Ｅ 12g6 区）にςストピット２をઃఆし，基ຊ土૚（第３図）

の࡯؍を行った。

　土૚は，৭調・構成ཻ子・ؚ有物・೪ੑなどから，ςストピット１が̔૚，ςストピット２が７૚にࡉ分で

き，ςストピット１・２と΋に第２૚上面で遺構を確認した。݁࡯؍Ռは以Լのとおりである。

ςετϐοτ̍

　第１૚は，׊ࠇ৭をఄ͢るߞ作土૚である。ローϜϒロックをগ量ؚみ，೪ੑ・కまりと΋にऑ͘，૚ްは

30 ～ 50cm である。

　第２૚は，明׊৭をఄ͢るιϑトローϜ૚である。୸化ཻ子をඍ量ؚみ，೪ੑ・కまりと΋にී௨で，૚ް

は 10 ～ 20cm である。

　第３૚は，明׊৭をఄ͢るιϑトローϜ૚である。୸化ཻ子をඍ量ؚみ，೪ੑはී௨で，కまりが͘ڧ，૚

ްは 15 ～ 20cm である。

　第４૚は，҉׊৭をఄ͢るϋードローϜ૚である。୸化ཻ子をඍ量ؚみ，೪ੑはී௨で，కまりが͘ڧ，૚

ްは 10 ～ 20cm である。第ᶘࠇ৭帯と考えられる。

　第̑૚は，׊৭をఄ͢るϋードローϜ૚である。೪ੑは͘ڧ，కまりがී௨で，૚ްは 10 ～ 20cm である。

　第̒૚は，҉׊৭をఄ͢るϋードローϜ૚からৗ૯೪土૚への઴Ҡ૚である。୸化ཻ子・ന৭೪土ཻ子をඍ

量ؚみ，೪ੑ・కまりと΋に͘ڧ，૚ްは 10 ～ 20cm である。

　第７૚は，にͿい׊৭をఄ͢るৗ૯೪土૚である。鉄分をத量ؚみ，೪ੑ・కまりと΋に͘ڧ，૚ްは̑～

10cm である。

　第̔૚は，にͿい׊৭をఄ͢るৗ૯೪土૚である。೪ੑ・కまりと΋にڧい。Լ部はະ掘のたΊ，૚ްは不
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第̏図　基ຊ土૚図

明である。

ςετϐοτ̎

　第１૚は，׊ࠇ৭をఄ͢るߞ作土૚である。ローϜϒロックをগ量ؚみ，೪ੑ・కまりと΋にऑ͘，૚ްは

35 ～ 40cm である。

　第２૚は，明׊৭をఄ͢るιϑトローϜ૚である。୸化ཻ子をඍ量ؚみ，೪ੑ・కまりと΋にී௨で，૚ް

は 20 ～ 40cm である。

　第３૚は，明׊৭をఄ͢るιϑトローϜ૚である。୸化ཻ子をඍ量ؚみ，೪ੑはී௨で，కまりが͘ڧ，૚

ްは 25 ～ 35cm である。

　第４૚は，҉׊৭をఄ͢るϋードローϜ૚である。୸化ཻ子をඍ量ؚみ，೪ੑはී௨で，కまりが͘ڧ，૚

ްは 25 ～ 35cm である。第ᶘࠇ৭帯と考えられる。

　第̑૚は，׊৭をఄ͢るϋードローϜ૚である。೪ੑは͘ڧ，కまりがී௨で，૚ްは 15 ～ 20cm である。

　第̒૚は，҉׊৭をఄ͢るϋードローϜ૚からৗ૯೪土૚への઴Ҡ૚である。୸化ཻ子・ന৭೪土ཻ子をඍ

量ؚみ，೪ੑ・కまりと΋に͘ڧ，૚ްは 35 ～ 45cm である。

　第７૚は，にͿい׊৭をఄ͢るৗ૯೪土૚である。೪ੑ・కまりと΋にڧい。Լ部はະ掘のたΊ，૚ްは不

明である。

ςετϐοτ̎ςετϐοτ �
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　土坑

１　縄文時代の遺構と遺物

　　当時代の遺構は，土坑２基を確認した。以Լ，遺構ٴͼ遺物にͭいて記ड़͢る。

౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子・੺৭ཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　੺৭ཻ子গ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量
４　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子・੺৭ཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子গ量

׊　̒ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
７　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
̔　にͿいԫ׊৭　ローϜཻ子த量
̕　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，੺৭ཻ子ඍ量

第̐図　第 85 号土坑࣮ଌ図

第 �5߸౔޵（第４図）

　　　第３અ 遺 構 と 遺 物

Ґஔ　調査区東部の̛ 15b6 区，標高 12 ｍの台地上から低地に向かう؇やかなࣼ面部に位置している。

ܘঢ়　長ܗ໛ͱن 2.40 ｍ，୹ܘ 1.00 ｍのପ円形で，長ํܘ向は̣－３ʄ－̬である。深さは 88ᶲで，ఈ面は

平坦である。ೆ・北のนはほ΅௚立し，東・西のนは֎܏して立ち上がっている。

෴౔　̕૚に分૚できる。不نଇなଯ積ঢ়گから，埋Ί໭されている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　ࠞ入したと見られる土師器ย１఺（甕類）が，෴土上૚から出土している。

ॴݟ　時期は，縄文時代の土器を伴う第 87 号土坑がྡ઀しており，形ঢ়や෴土のঢ়گがࣅていることから，

縄文時代とࢥわれる。

第 ��߸౔޵（第̑図）

Ґஔ　調査区東部の̛ 15d7 区，標高 12 ｍの台地上から低地に向かう؇やかなࣼ面部に位置している。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 1.92 ｍ，୹軸 1.38 ｍのପ円形で，長ํܘ向は̣－３ʄ－Ｅである。深さは 56ᶲで，ఈ面は

。して立ち上がっている܏֎ঢ়である。นはࡼ

෴౔　４૚に分૚できる。पғからのྲྀ入にΑるଯ積ঢ়گをࣔしていることから，ࣗવଯ積である。
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第̑図　第 87 号土坑・出土遺物࣮ଌ図

第 87 号土坑出土遺物࡯؍ද（第̑図）

౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜཻ子த量

３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量

遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器１఺（深鉢）が出土している。そのほか，ࠞ 入したとみられる土師器ย２఺（甕類２）

が出土している。１は，தԝややೆΑりの෴土上૚からਖ਼位のঢ়態で出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から縄文時代後期前༿にൺఆできる。

番号 種　別 器種 ଻　　土 ৭　　調 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

１ 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ・Ӣ฼ にͿいԫᒵ ৶部２条の平行௜線文　಑部֎面ޱ LR 縄文ࢪ文後࿵手ঢ়ݒਨ
文ࢪ文 ෴土上૚ 15ˋ　PL27

ද２　縄文時代土坑Ұཡද

番号 位 置 長ํܘ向 平 面 形
໛　　　　ن

ఈ　面 น　面 ෴　土 主 な 出 土 遺 物
උ　考

ॏෳ関܎（古ˠ৽）長ܘ×୹ܘ（ｍ） 深さ（ᶲ）

85 F15b6 ̣－３ －˃ W ପ円形 2.40 × 1.00 88 平坦 ௚立・֎܏ 人ҝ 土師器

87 F15d7 ̣－３ －˃Ｅ ପ円形 1.92 × 1.38 56 ঢ়ࡼ ܏֎ ࣗવ 縄文土器・土師器
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　（１）　竪穴住居跡

２　古墳時代の遺構と遺物

　　当時代の遺構は，竪穴住居跡 33 軒，土坑２基を確認した。以Լ，遺構ٴͼ遺物にͭいて記ड़͢る。

第̎߸ॅډ跡（第̒図）

Ґஔ　調査区ೆ西部の̜ 10g0 区，標高 15 ｍの平坦な台地上に位置している。

ঢ়　ೆ東部が調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，北東・ೆ西軸はܗ໛ͱن 2.65 ｍで，北西・ೆ東軸は 1.50 ｍしか

確認できなかった。平面形はํ形あるいは長ํ形で，主軸ํ向は̣－ 30 ʄ－̬とਪఆできる。น高は 25 ～ 32

ᶲで，֎܏して立ち上がっている。

第̒図　第２号住居跡・出土遺物࣮ଌ図
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 41 ఺（坏̔，鉢１，甕類 31，小形甕１）が出土している。２・３は竈の西側の෴土

Լ૚からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̒ੈلத༿にൺఆできる。

第２号住居跡出土遺物࡯؍ද（第̒図）

ϐοτ　深さ 58ᶲで，ن໛と഑置から主柱穴である。

ᜱ౔૚ղઆ
׊　１ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子গ量
３　にͿい੺׊৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
４　にͿい੺׊৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子গ量

̑　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，
　　　　　　　　୸化物ඍ量
̒　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・࣭࠭೪土ϒロックগ量，ম土ཻ
　　　　　　　　子・୸化ཻ子ඍ量
７　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子・୸化ཻ子গ量，࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量

෴౔　̕૚に分૚できる。多͘の૚にローϜϒロックがؚまれていることから，埋Ί໭されている。

౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量
׊　２ ৭　ローϜϒロックগ量
ۃ　３ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
׊　̑ ৭　ローϜϒロックத量，ম土ཻ子ඍ量

ࠇ　̒ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍ量
７　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
̔　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・࣭࠭೪土ϒロックগ量，ম土ཻ
　　　　　　　　子・୸化ཻ子ඍ量
̕　にͿい׊৭　࣭࠭೪土ϒロックத量，ローϜϒロックগ量

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

２ 土師器 坏 ʦ12.6ʧ 4.2 － 長石・石ӳ・Ӣ฼ ׊ࠇ ී௨ り࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ ෴土Լ૚ 70ˋ

３ 土師器 小形甕 ʦ19.2ʧ（7.3） － 長石・石ӳ ᒵ ී௨ り࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部上൒ࣼ位のϔラޱ ෴土Լ૚ ̑ˋ

চ　平坦で，தԝ部が౿みݻΊられている。นԼにはน溝が८っている。

ᜱ　北西นに付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 82ᶲで，೩ম部෯は 40ᶲである。କ部は࣭࠭೪

土を主ମとした第̒～７૚を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面とほ΅ಉ͡高さを使用しており，Րচ

面はՐをडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎へ 30ᶲ掘りࠐまれ，Րচ部から֎܏して立ち上がっている。

第̏߸ॅډ跡（第７・̔図）

Ґஔ　調査区ೆ西部の̛ 11f5 区，標高 15 ｍの平坦な台地上に位置している。

ঢ়　ೆ東部が調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，北東・ೆ西軸はܗ໛ͱن 5.37 ｍで，北西・ೆ東軸は 3.20 ｍしか

確認できなかった。平面形はํ形あるいは長ํ形で，主軸ํ向は̣－ 32 ʄ－̬とਪఆできる。น高は 46 ～ 64

ᶲで，֎܏して立ち上がっている。

চ　平坦で，竈付ۙとೆ西นԼが౿みݻΊられている。นԼにはน溝が८っている。

ᜱ　北西นのதԝ部に付ઃされている。構ங時のକ部はյれており，ઌ୺の基部のࠟ跡が認Ίられる。࢒ଘ͢

る部分のن໛はขޱ部からԎ道部まで 140ᶲで，೩ম部෯は 48ᶲである。କ部は࣭࠭೪土を主ମとした第 9 ～

11 ૚を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面とほ΅ಉ͡高さを使用しており，นԼの部分にম土ϒロック・

ローϜཻ子をؚんͩ第 12 ૚を埋土してԎ道部を構ஙしている。Րচ面は２か所ଘ在し，と΋にՐをडけて੺

มߗ化している。ॎ２ֻޱけの竈であったՄೳੑが考えられる。Ԏ道部はน֎へ 25ᶲ掘りࠐまれ，Րচ部か

ら֎܏して立ち上がっている。
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第̓図　第３号住居跡࣮ଌ図
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第̔図　第３号住居跡出土遺物࣮ଌ図
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第３号住居跡出土遺物࡯؍ද（第̔図）

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 351 ఺（坏 93，高坏１，甕類 256，小形甕１），須恵器ย３఺（坏１，甕類２），土製品（勾玉，

鉄製品１఺（釘），ম成೪土մ，（٭ࢧ 30 ఺，鉄滓７఺（72g）が，竈からதԝ部の෴土த૚からচ面にかけ

て出土している。そのほか，ࠞ入したと見られるണย１఺΋出土している。̕はஷ蔵穴付ۙのচ面から出土

している。10・11・DP １・DP ２は竈の前，̑は̥１付ۙの෴土Լ૚からそれͧれ出土している。４・̒～

̔はதԝ部の෴土上૚からそれͧれ出土し，ഇઈ後しばら͘経過してから౤غされた΋のと見られる。

ॴݟ　時期は，出土土器から̒ੈل後༿にൺఆできる。

ϐοτ　深さ 28ᶲで，ن໛と഑置から主柱穴である。

ᜱ౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
׊　３ ৭　ローϜϒロック・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ϒロッ
　　　　　　　　ク・୸化ཻ子ඍ量
４　にͿい׊৭　ম土ϒロック・࣭࠭೪土ϒロック・ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
̑　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
̒　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子গ量

７　にͿい׊৭　ローϜϒロック・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ϒロッ
　　　　　　　　ク・୸化ཻ子ඍ量
̔　にͿい੺׊৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，
　　　　　　　　୸化物ඍ量
̕　にͿい੺׊৭　ম土ϒロック・࣭࠭೪土ཻ子த量，୸化ཻ子ඍ量
10　にͿい׊৭　ম土ϒロック・࣭࠭೪土ϒロックগ量，ローϜཻ
　　　　　　　　子・୸化ཻ子ඍ量
11　にͿい׊৭　࣭࠭೪土ϒロックগ量，ローϜϒロック・ম土ཻ
　　　　　　　　子・୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　12 ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ϒロック・࣭࠭೪土ϒロッ
　　　　　　　　ク・୸化ཻ子ඍ量

෴౔　̔૚に分૚できる。多͘の૚にローϜϒロックがؚまれていることから，埋Ί໭されている。

౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子ඍ量
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化物・ম土ཻ子・࣭࠭೪
　　　　　　　　土ཻ子ඍ量
ࠇ　４ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化物・ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ
　　　　　　　　子ඍ量

̑　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量
̒　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
׊　７ ৭　ローϜϒロックத量
̔　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子多量，୸化ཻ子ඍ量

ஷଂ݀　竈のӈ側に位置している。長ܘ 93ᶲ，୹ܘ 67ᶲのପ円形である。深さは 53ᶲで，ఈ面はࡼঢ়である。

นは，֎܏して立ち上がっている。
ஷଂ݀౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量

׊　３ ৭　ローϜϒロックগ量

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

４ 土師器 坏 11.4 4.4 － 長石・石ӳ ࠇ ී௨ り࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ ෴土上૚ 75ˋ

̑ 土師器 坏 ʦ13.0ʧ 4.3 － 長石・石ӳ・　
Ӣ฼ にͿい׊ ී௨ ࡟縁部֎面ԣ位のϔラຏき　ମ部ԣ位のϔラޱ

り　内面多ํ向のϔラຏき ෴土Լ૚ 30ˋ

̒ 土師器 坏 ʦ11.1ʧ（4.7） － 長石・石ӳ・　
੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ 　り࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部ԣ位のϔラޱ

内面ԣφσ ෴土上૚ 40ˋ

７ 土師器 坏 ʦ15.0ʧ（3.2） － 長石・石ӳ ׊ࠇ ී௨ 　り࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部ԣ位のϔラޱ
内面ԣφσ　Լ୺ਕ物ࠟ ෴土上૚ 30ˋ

̔ 土師器 甕 25.4 （14.5） － 長石・石ӳ・　
Ӣ฼ 明ԫ׊ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎・内面ϔラφσޱ ෴土上૚ 30ˋ

̕ 土師器 甕 ʦ21.4ʧ（7.6） － 長石・石ӳ・　
Ӣ฼ にͿいԫ׊ ී௨ ֎縁部ޱ ŋ 内面ԣφσ চ面 ̑ˋ

10 土師器 小形甕 15.2 18.8 7.1 長石・石ӳ ᒵ ී௨ 　り࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部ॎ位のϔラޱ
内面φσ ෴土Լ૚ 70ˋ　PL32

11 土師器 手捏土器 9.1 5.0 5.9 長石・石ӳ・　
Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ ֎・内面ԣφσ　֎面Լ୺ࢦ頭ѹࠟ　

ఈ部໦༿ࠟ ෴土Լ૚ 95ˋ　PL34

番号 器　種 高さ ܘ小࠷ ܘ大࠷ ॏ量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

DP ２ ٭ࢧ （9.0） （4.2） （6.8） （200） 長石・石ӳ φσ　ࢦ頭ѹࠟ　ඃ೤ࠟ ෴土Լ૚

番号 器　種 長さ ܘ ްさ ॏ量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

DP １ 勾玉 （2.4） 1.4 1.1 （3.4） 長石・石ӳ φσ　 ෴土Լ૚ PL42
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第̕図　第̒号住居跡࣮ଌ図

第̒߸ॅډ跡（第̕・10 図）

Ґஔ　調査区ೆ西部の̜ 11a2 区，標高 15 ｍの平坦な台地上に位置している。

ঢ়　北西部൒分が調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，北東・ೆ西軸はܗ໛ͱن 5.18 ｍで，北西・ೆ東軸は 2.36 ｍ

しか確認できなかった。平面形はํ形あるいは長ํ形で，主軸ํ向は̣－ 31 ʄ－ W とਪఆできる。น高は 32

～ 40ᶲで，֎܏して立ち上がっている。

চ　平坦で，தԝ部が౿みݻΊられている。นԼには，ೆ西コーφー部をআいてน溝が८っている。



－ 21 －

第 ��図　第̒号住居跡出土遺物࣮ଌ図

第̒号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 10 図）

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 144 ఺（坏 38，甕類 93，甑 13），須恵器ย１఺（坏）が出土している。そのほか，

ࠞ入したと見られるಃ器ย１఺΋出土している。13 はதԝ部のচ面から，15 は෴土Լ૚から，12・14 は෴土

த૚からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から７ੈل初頭にൺఆできる。

ϐοτ　３か所。̥１・̥２は深さ 58ᶲ・43ᶲで，ن໛と഑置から主柱穴である。̥３は深さ 16ᶲで，ೆ東

น側のதԝ部に位置していることから，出入りࢪޱઃに伴うピットと考えられる。

෴౔　̑૚に分૚できる。著し͘᎟ཚをडけている。多͘の૚にローϜϒロックがؚまれていることから，埋

Ί໭されている。

౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックத量
ۃ　３ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量

４　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化物ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

12 土師器 坏 ʦ14.4ʧ 4.2 － 長石・石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ ֎縁部ޱ ŋ 内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラ࡟り ෴土த૚ 25ˋ

13 土師器 坏 ʦ14.0ʧ（6.8） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ 縁部֎・内面ԣ位のϔラຏき　ମ部֎面ԣ位ޱ

のϔラ࡟り　内面ॎ位のϔラຏき চ面 20ˋ

14 須恵器 坏 ʦ11.2ʧ（3.9） － 長石・石ӳ փԫ ී௨ ロクロφσ ෴土த૚ 20ˋ

15 土師器 甑 － （19.0） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ ׊ࠇ ී௨ ମ部֎面ॎ位のϔラ࡟り ෴土Լ૚ 50ˋ
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第 跡（第ډॅ߸�� 11 ～ 14 図）

Ґஔ　調査区西部のＥ 12f8 区，標高 15 ｍの平坦な台地上に位置している。

ॏෳؔ܎　第１号井戸，第３号溝に掘りࠐまれている。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 4.58 ｍ，୹軸 4.32 ｍのํ形で，主軸ํ向は̣－ 28 ʄ－̬である。น高は 16 ～ 28ᶲで，֎

。して立ち上がっている܏

চ　平坦で，தԝ部が౿みݻΊられている。นԼにはน溝が८っている。

第 ��図　第 10 号住居跡࣮ଌ図（１）
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ϐοτ　深さ 28ᶲで，ೆ東น側のதԝ部に位置していることから，出入りࢪޱઃに伴うピットと考えられる。

࿍౔૚ղઆ
１　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，ローϜཻ子ඍ量 ׊　２ ৭　ローϜཻ子多量，ম土ཻ子ඍ量

෴౔　20 ૚に分૚できる。不نଇなଯ積ঢ়گをࣔしていることから，埋Ί໭されている。

౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ࡐඍ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックத量，୸化物・ম土ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量
ࠇ　̑ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　̒ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
׊　７ ৭　ローϜཻ子多量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
̔　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
̕　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
10　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，୸化ཻ子ඍ量

ࠇ　11 ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ϒロック・୸化ࡐඍ量
12　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ۃ　13 ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
14　҉ ੺ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，୸化ཻ子ඍ量
15　҉ ੺ ׊ ৭ ローϜϒロックগ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ۃ　16 ҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
17　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
׊　18 ৭　ローϜཻ子த量
׊　19 ৭　ローϜϒロックඍ量
20　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量

ஷଂ݀　ೆ西コーφー部นԼに位置している。上୺は長軸 110ᶲ，୹軸 105ᶲのํ形で，த୺は長ܘ 60ᶲ，୹

ܘ 58ᶲの円形をఄしている。深さは 100ᶲで，ఈ面は平坦である。นは֎܏して立ち上がっている。

ஷଂ݀౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックඍ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量
׊　̒ ৭　ローϜϒロックத量

７　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量
̔　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量
ۃ　̕ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍ量
ࠇ　10 ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子
　　　　　　　　গ量

第 ��図　第 10 号住居跡࣮ଌ図（２）

࿍　２か所。炉１はதԝ部からやや北西دりに位置している。長軸 95ᶲ，୹軸 55ᶲのପ円形で，চ面を̑ᶲ

ほど掘り͘΅Ίた地চ炉である。炉চ面は੺มߗ化している。炉２は，தԝ部からやや西دりに位置している。

長ܘ 100ᶲ，୹ܘ 40ᶲのପ円形で，চ面を４ᶲほど掘り͘΅Ίた地চ炉である。炉চ面は੺มߗ化している。

２か所の炉の৽چは不明である。
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第 �3図　第 10 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（１）
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第 10 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 13・14 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

16 土師器 高坏 17.0 19.0 ʦ12.4ʧ長石・石ӳ にͿい੺׊ ී௨
坏部֎ ŋ 内面ԣ位のϔラຏき　٭部֎面ॎ位の
ϔラຏき　内面ԣφσ　੄部֎面ॎ位のϔラຏ
き　内面ྠ積ࠟを͢࢒ԣφσ

ஷ蔵穴෴土த૚ 70ˋ　PL30

17 土師器 高坏 － （17.4） － 長石・石ӳ にͿい੺׊ ී௨
坏部֎・内面ԣ位のϔラຏき　٭部֎面ॎ位の
ϔラຏき　内面ॎ位のϔラ࡟り　੄部֎面から
のઠ孔あり　内面上୺ԣ位のϋέ目

চ面 70ˋ　PL30

18 土師器 壺 14.0 （6.4） － 長石・石ӳ ᒵ ී௨
縁部֎・内面ԣφσ　頸部֎面ॎ位のϋέ目ޱ
後ԣφσ　内面上位ྠ積ࠟを͢࢒ԣφσ・ࢦ頭
ѹࠟ

炉෴土த 10ˋ

19 土師器 壺 18.0 （8.7） － 長石・石ӳ・　
Ӣ฼ ԫᒵ ී௨

縁部֎・内面ࣼ位のϋέ目　頸部֎面ॎ位のޱ
ϋέ目後ॎ位のϔラຏき　頸部内面ࣼ位・ԣ位
のϋέ目

炉෴土த 10ˋ　PL31

20 土師器 壺 14.0 （9.1） － 長石・石ӳ ᒵ ී௨
縁部からޱ　縁部֎面ࣼ位のϋέ目後ԣφσޱ
頸部内面ԣφσ後ࣼ位のϔラຏき　ମ部上୺ࣼ
位のϔラຏき　内面ྠ積ࠟを͢࢒ԣφσ

෴土Լ૚ 10ˋ　PL31

21 土師器 壺 ʦ14.4ʧ（10.7） － 長石・石ӳ・
੺৭ཻ子 ᒵ ී௨

縁部֎・内面ԣφσ　頸部֎面ࣼ位のϋέ目ޱ
頸部内面ԣ位のϔラ࡟り　ମ部上୺ॎ位・ࣼ位
のϔラຏき　内面上୺ԣ位のϋέ目

চ面 ̑ˋ

第 ��図　第 10 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 144 ఺（坩２，高坏 14，壺̑，甕類 118，小形甕２，甑１，ミχνュア土器２），土

製品２఺（炉器台）が出土している。また，షচの構ங土内から土師器ย２఺（甕類）が出土している。そ

のほか，ࠞ入した須恵器ย１఺（蓋）΋出土している。18・19 は炉の෴土தからٯ位のঢ়態で，17・21・

23・25・DP ３・DP ４は炉のप辺にଯ積したম土のԼのচ面からそれͧれ出土している。いͣれ΋住居ഇઈ

時に遺غされた΋のと見られる。20 は西側のนԼの෴土Լ૚から出土している。22 は炉１の෴土தとஷ蔵穴

प辺の෴土Լ૚から出土したഁยが઀߹した΋のである。24 はஷ蔵穴प辺のচ面とஷ蔵穴の෴土த૚から出

土したഁยが઀߹した΋のである。16 はஷ蔵穴の෴土த૚からԣ位のঢ়態で出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から４ੈل後༿にൺఆできる。চ面でݕ出された୸化ࡐやম土մから，মࣦ住居と

考えられる。
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第 跡（第ډॅ߸�� 15 ～ 19 図）

Ґஔ　調査区西部のＥ 12c8 区，標高 15 ｍの平坦な台地上に位置している。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 7.86 ｍ，୹軸 7.78 ｍのํ形で，主軸ํ向は̣－ 27 ʄ－̬である。น高は̔～ 34ᶲで，֎܏

して立ち上がっている。

চ　平坦で，東น付ۙをআいて౿みݻΊられている。นԼにはน溝が८っている。চ面には୸化ࡐがࢄ在し，

นࡍのচ面からは，ম土մがݕ出された。

ᜱ　北นのதԝ部からやや東دりに付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 132ᶲで，೩ম部෯は 48ᶲ

である。କ部は࣭࠭೪土を主ମとした第 16 ～ 18 ૚を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面を 20ᶲ掘り

んで，ローϜϒロックをؚんͩ第ࠐ 19 ～ 21 ૚を埋土して構ஙされている。Րচ面はՐをडけて੺มߗ化して

いる。Ԏ道部はน内に収まり，Րচ部から֎܏して立ち上がっている。

ϐοτ　̑か所。̥１～̥４は深さ 59 ～ 73ᶲで，ن໛と഑置から主柱穴である。̥̑は深さ 49ᶲで，ೆน側

のதԝやや東دりで竈のਖ਼面に位置していることから，出入りࢪޱઃに伴うピットと考えられる。

ᜱ౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
２　փ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子গ量，࣭࠭೪　
　　　　　　　　土ཻ子ඍ量
ࠇ　３ ׊ ৭　ম土ϒロックগ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
̑　にͿい੺׊৭　ম土ϒロック・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
׊　̒ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子গ量，࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
７　҉ ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
ࠇ　̔ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
̕　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量

10　にͿい੺׊৭ ম土ϒロックத量，ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
11　にͿい੺׊৭　ম土ཻ子த量，ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
12　੺ ׊ ৭　ম土ϒロックத量，ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
13　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロックத量，ローϜཻ子গ量，࣭࠭೪土ཻ
　　　　　　　　子ඍ量
14　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロック・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
׊　15 ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
׊　16 փ ৭　࣭࠭೪土ཻ子多量
׊　17 ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜϒロックඍ量
׊　18 ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜϒロックগ量
19　҉ ੺ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গ量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
׊　20 ৭　ローϜϒロック・࣭࠭೪土ཻ子গ量
׊　21 ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量

ஷଂ݀　ೆ東コーφー部と出入りޱピットの間に位置している。長ܘ 85ᶲ，୹ܘ 65ᶲのପ円形で，深さは 58

ᶲである。ఈ面は平坦で，นは֎܏して立ち上がっている。

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

22 土師器 小形甕 13.8 15.1 5.2 長石・石ӳ ᒵ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位・ࣼ位のޱ
ϋέ目　ྠ積ࠟを࢒したࣼ位のϔラ࡟り

炉෴土த・
෴土Լ૚

֎・内面ഗ付ண
80ˋ　PL32

23 土師器 小形甕 14.6 17.0 5.2 長石 ŋ 石ӳ・
Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨

縁部内面ޱ　縁部֎面ࣼ位のϋέ目後ԣφσޱ
ԣφσ　ମ部֎面ࣼ位のϋέ目　ମ部内面上୺
ԣ位のϔラ࡟り

চ面 ֎面ഗ付ண
60ˋ　PL32

24 土師器 甑 19.7 10.6 5.8 長石・石ӳ ੺׊ ී௨
縁部内面ԣ位のϔラφσޱ　縁部֎面ԣφσޱ
ମ部֎面ॎ位のϋέ目・Լ୺ॎ位のϔラ࡟り　
内面ԣ位のϔラφσ

চ面・
ஷ蔵穴෴土த૚ 100ˋ  PL34

25 土師器 ミχνュア 7.8 6.0 2.4 長石・石ӳ にͿい׊ ී௨
縁部֎・内面ԣφσ　ମ部上൒ॎ位・ԣ位のޱ
ϔラຏき・Լ൒ԣ位のϔラ࡟り　内面ԣ位のϔ
ラຏき

চ面 50ˋ　PL34

番号 器　種 高さ ܘ小࠷ ܘ大࠷ ॏ量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

DP ３ 炉器台 （10.1） 3.2 5.5 （260） 長石・石ӳ ϔラφσ　工具ࠟ　ඃ೤ࠟ চ面

DP ４ 炉器台 （8.3） 5.9 6.2 （220） 長石・石ӳ ϔラφσ　工具ࠟ　ඃ೤ࠟ চ面



－ 27 －

෴౔　̒૚に分૚できる。֤૚のؚ有物がϒロック主ମであることから，埋Ί໭されている。

౔૚ղઆ
ࠇ　１ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化物・ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子গ量，୸化物ඍ量
ۃ　３ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子গ量

４　҉ ੺ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ϒロック・୸化ཻ子গ量
׊　̑ ৭　ローϜϒロック・୸化ࡐ・ম土ཻ子গ量
̒　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックத量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量

ஷଂ݀౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子গ量，୸化物ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックத量
׊　３ ৭　ローϜཻ子த量

׊　４ ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子গ量
׊　̑ ৭　ローϜϒロックগ量
׊　̒ ৭　ローϜϒロックத量

第 �5図　第 11 号住居跡࣮ଌ図（１）
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第 ��図　第 11 号住居跡࣮ଌ図（２）
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第 ��図　第 11 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（１）
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第 ��図　第 11 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）
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第 �9図　第 11 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（３）
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第 11 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 17 ～ 19 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

26 土師器 坏 12.2 5.4 － 長石・石ӳ 明੺׊ ී௨ 縁部֎面ԣφσ後ԣ位のϔラຏき　ମ部ԣ位ޱ
のϔラ࡟り　内面ԣφσ・工具ࠟ ෴土Լ૚ 100ˋ  PL27

27 土師器 坏 12.2 4.7 － 長石・石ӳ にͿい੺׊ ී௨ 　縁部֎面ԣφσ　ମ部上൒ॎ位のϔラຏきޱ
ମ部Լ൒ԣ位のϔラ࡟り　内面ࣼ位のϔラຏき ෴土Լ૚ 100ˋ  PL27

28 土師器 坏 13.2 4.7 － 長石・石ӳ 明੺׊ ී௨
࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部上൒ԣ位のϔラޱ
り・Լ൒ࣼ位のϔラ࡟り　内面上൒ԣ位のϔラ
ຏき・Լ൒多ํ向のϔラຏき

෴土Լ૚ 100ˋ  PL27

29 土師器 坏 13.6 5.8 － 長石・石ӳ 明੺׊ ී௨ ମ部֎面上൒ԣ位のϔラຏき・Լ൒ԣ位のϔラ
り　内面多ํ向のϔラຏき࡟ চ面 100ˋ  PL27

30 土師器 坏 13.6 5.7 － 長石・石ӳ 明੺׊ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ
り　内面ԣφσ・工具ࠟ ෴土Լ૚ 100ˋ  PL27

31 土師器 坏 13.8 5.3 － 長石・石ӳ・　
Ӣ฼ 明ԫ׊ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ

り　内面์ࣹঢ়のϔラຏき চ面 100ˋ  PL27

32 土師器 坏 13.9 5.0 － 長石・石ӳ・　
Ӣ฼・੺৭ཻ子 明੺׊ ී௨ 　り࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部ԣ位のϔラޱ

内面ԣ位・ࣼ位のϔラຏき ෴土Լ૚ 98ˋ　PL27

33 土師器 坏 13.8 5.7 － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿい੺׊ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ

り　内面ԣφσ・工具ࠟ ෴土Լ૚ 100ˋ  PL27

34 土師器 坏 14.2 4.5 － 長石・石ӳ・
੺৭ཻ子 ᒵ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ

り　内面ॎ位のϔラφσ চ面 100ˋ  PL27

35 土師器 坏 14.2 5.4 － 長石・石ӳ・
੺৭ཻ子 明੺׊ ී௨

࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ
り　内面上൒ԣ位のϔラຏき・Լ൒多ํ向のϔ
ラຏき

෴土Լ૚ 100ˋ  PL27

36 土師器 坏 14.0 5.8 － 長石・石ӳ・　
Ӣ฼ 明੺׊ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ

り　内面ԣ位のϔラຏき ෴土Լ૚ 100ˋ  PL28

37 土師器 坏 13.9 6.3 3.7 長石・石ӳ・　
Ӣ฼・੺৭ཻ子 ੺׊ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ

り　内面ԣφσ・工具ࠟ　ఈ部໦༿ࠟ চ面 100ˋ  PL28

38 土師器 坏 14.3 6.5 4.2 長石・石ӳ・
੺৭ཻ子 ੺ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ

り　内面ྠ積ࠟの࢒るԣφσ ෴土Լ૚ 100ˋ  PL28

39 土師器 坏 20.0 7.0 － 長石・石ӳ ᒵ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ
り　内面์ࣹঢ়のϔラຏき চ面 100ˋ  PL28

40 土師器 椀 10.2 6.0 － 長石・石ӳ にͿいԫ׊ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ
り　内面์ࣹঢ়のϔラຏき চ面 70ˋ　PL29

41 土師器 椀 ʦ11.8ʧ 9.1 － 長石・石ӳ 明ԫ׊ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラຏޱ
き・Լ୺ԣ位後ॎ位のϔラ࡟り　内面φσ চ面 60ˋ　PL30

42 土師器 壺 18.7 （8.2） － 長石・石ӳ・
੺৭ཻ子 փԫ׊ ී௨ 縁部内面ԣφσޱ　縁部֎面ϋέ目後ԣφσޱ

頸部֎面ϋέ目　ମ部֎面上୺ԣ位のϔラ࡟り চ面 20ˋ

43 土師器 ୹頸壺 13.6 8.6 － 長石・石ӳ・
੺৭ཻ子 明੺׊ ී௨

縁部֎・内面ԣφσ　頸部֎・内面ࣼ位のϔޱ
ラ࡟り　ମ部֎面Լ൒多ํ向のϔラ࡟り　内面
ϔラφσ

෴土Լ૚ 100ˋ  PL32

44 土師器 甕 16.5 25.4 6.4 長石・石ӳ・
੺৭ཻ子 明੺׊ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ࣼ位のϔラޱ

り　内面ϔラφσ চ面 80ˋ　PL33

45 土師器 甕 19.4 25.0 7.0 長石・石ӳ・　
Ӣ฼・ന৭ཻ子 ᒵ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面上൒ԣ位のϔޱ

ラ࡟り・Լ൒ॎ位のϔラ࡟り　内面ϔラφσ ෴土Լ૚ 70ˋ　PL33

46 土師器 甕 ʦ20.2ʧ 24.2 5.8 長石・石ӳ・
Ӣ฼ ᒵ ී௨ 　り࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部ԣ位のϔラޱ

内面φσ・工具ࠟ চ面 70ˋ　PL33

47 土師器 甕 ʦ20.4ʧ 27.8 7.0 長石・石ӳ にͿいᒵ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ࣼ位・ԣ位のޱ
ϔラ࡟り　内面ϔラφσ ෴土Լ૚ 60ˋ

48 土師器 甑 18.2 11.7 3.0 長石・石ӳ・　
Ӣ฼ ᒵ ී௨

頭ѹࠟࢦ縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面上୺ޱ
ԣ位・ࣼ位のϔラ࡟り　内面ԣ位・ࣼ位のϔラ
り࡟

෴土Լ૚ 100ˋ  PL34

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏ量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

DP ̑ 土玉 1.0 1.0 0.3 1.1 長石・石ӳ φσ　Ұํ向からのઠ孔 চ面 PL41

DP ̒ 土玉 1.3 1.1 0.2 1.6 長石・੺৭ཻ子 φσ　ࠟࡲࢦ　Ұํ向からのઠ孔 চ面 PL41

DP ７ 土玉 2.5 2.4 0.4 ～
0.7 14.9 長石・石ӳ φσ　ࠟࡲࢦ　Ұํ向からのઠ孔 ෴土Լ૚ PL41

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 571 ఺（坏 120，椀７，坩１，壺１，高坏４，甕類 436，甑２），土製品３఺（土玉），

ম成೪土մ 15 ఺，鉄滓１఺（17g）が，นࡍの෴土த૚からচ面にかけて出土している。そのほか，ࠞ入し

た須恵器ย̒఺（坏），ಃ器ย２఺，ണย３఺，ܰ石１఺΋出土している。26 ～ 28・30 ～ 32・35・36・38・

40・42 ～ 45・47・48・DP ̑は竈の西側の෴土Լ૚からচ面にかけて，29・34・37・39・41 は竈の東側のচ

面からそれͧれ出土している。坏はほ΅ਖ਼位，甕はਖ਼位またはԣ位のঢ়態で出土している。DP ７は竈の前，

33 は西นԼの෴土Լ૚からそれͧれ出土している。40・46 は出入りޱ付ۙ，DP ̒は東นԼのচ面からそれ

ͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̑ੈل຤から̒ੈل初頭にൺఆできる。চ面でݕ出された୸化ࡐやম土մから，

মࣦ住居と考えられる。竈は，いわΏる初期竈とࢥわれる。
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第 跡（第ډॅ߸�� 20 ～ 22 図）

Ґஔ　調査区西部のＥ 12e5 区，標高 15 ｍの平坦な台地上に位置している。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 5.65 ｍ，୹軸 5.55 ｍのํ形で，主軸ํ向は̣－ 21 ʄ－̬である。น高は 42 ～ 50ᶲで，֎

。して立ち上がっている܏

চ　平坦なషচで，۱࢛をআいて౿みݻΊられている。షচは，શମをۉҰに掘り͘΅Ί，第 22 ～ 24 ૚を

埋土して構ஙされている。นԼにはน溝が८っている。東นٴͼ西นから主柱穴に向かって෯ 12 ～ 23ᶲ，長

さ 85 ～ 130ᶲ，深さ̒～̔ᶲで̪字ঢ়の断面をఄ͢る４条の間仕੾り溝を確認した。

ᜱ　北นのதԝ部に付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 133ᶲで，೩ম部෯は 38ᶲである。କ部は

࣭࠭೪土を主ମとした第 16 ～ 25 ૚を積み上͛て構ஙされている。なお，ӈକ部のิࡐڧとして，小形甕が使

用されていた。Րচ部はচ面を 15ᶲ掘り͘΅Ί，第 26 ～ 34 ૚を埋土して構ஙしている。Րচ面はՐをडけ

て੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎へ 25ᶲ掘りࠐまれ，Րচ部から֎܏して立ち上がっている。第３૚はఱ

井部の่落土である。

ϐοτ　７か所。̥１～̥４は深さ 43 ～ 74ᶲで，ن໛と഑置から主柱穴である。̥̑・̥̒は深さ 19ᶲ・26

ᶲで，ೆนࡍのதԝ部に位置していることから，出入りࢪޱઃに伴うピットと考えられる。྆者がಉ時に機ೳ

していたか൱かにͭいては不明である。̥７は深さ̑ᶲで，ੑ֨は不明である。

ᜱ౔૚ղઆ
１　҉ ੺ ׊ ৭ ম土ཻ子த量，࣭࠭೪土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
２　にͿい׊৭　࣭࠭೪土ϒロックগ量，ローϜཻ子・ম土ཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
３　にͿい׊৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
ۃ　４ ҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ۃ　̑ ҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
ۃ　̒ ҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
７　にͿい׊৭　࣭࠭೪土ཻ子多量，ম土ϒロックগ量
̔　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
̕　にͿい׊৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ϒロックগ量，ローϜཻ
　　　　　　　　子・୸化ཻ子ඍ量
10　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
11　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
12　҉ ੺ ׊ ৭ ম土ཻ子த量，փগ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子গ量，ローϜཻ子・࣭࠭೪土׊੺҉ۃ　13
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
14　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロックத量，࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ
　　　　　　　　子・୸化ཻ子ඍ量

15　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
16　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子多量
17　明 ׊ փ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子ඍ量
18　明 ׊ փ ৭　࣭࠭೪土ཻ子多量，୸化ཻ子ඍ量
19　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，୸化ཻ子ඍ量
20　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ཻ子ඍ量
21　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
׊　22 ৭　ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量
23　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量
24　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量
׊　25 փ ৭　࣭࠭೪土ϒロックগ量
৭　ম土ϒロックগ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量׊੺҉ۃ　26
27　にͿい׊৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
׊　28 ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
׊　29 ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量
׊　30 ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量・ローϜཻ子ඍ量
׊　31 ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
׊　32 ৭　ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
৭　ローϜϒロックத量，ম土ཻ子ඍ量׊੺҉ۃ　33
৭　ローϜཻ子த量׊੺҉ۃ　34

෴౔　21 ૚に分૚できる。多͘の૚にローϜϒロックがؚまれていることから，埋Ί໭されている。第 22 ～

24 ૚は，షচの構ங土である。

౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックத量，୸化物ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，୸化物・ম土ཻ子ඍ量

̑　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子ඍ量
̒　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量

ஷଂ݀　北東コーφー部に位置している。長ܘ 84ᶲ，୹ܘ 65ᶲのପ円形で，深さは 30ᶲである。ఈ面はࡼঢ়で，

นは֎܏して立ち上がっている。

ஷଂ݀౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子গ量

２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
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第 ��図　第 12 号住居跡࣮ଌ図（１）

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 615 ఺（坏 113，椀２，高坏 17，壺２，甕類 478，小形甕１，甑２），須恵器ย７఺

（坏̒，甕類１），土製品２఺（勾玉，管玉），ম成೪土մ２఺，鉄滓４఺（46 ̶）が，શ面の෴土上૚からচ

面にかけて出土している。また，షচの構ங土内から土師器ย̔఺（坏１，甕類７）が出土している。その

ほか，ࠞ入した縄文土器ย１఺（深鉢），ണย１఺，΋出土している。50 は竈のࠨକ部西側のচ面から，DP

̕は竈の෴土தからそれͧれ出土している。51 は竈のӈକ部内にٯ位のঢ়態でิࡐڧとして使用されていた。

DP ̔は竈の東側の෴土上૚から，49 は竈の西側の෴土Լ૚からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̒ੈل後༿にൺఆできる。

７　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
ࠇ　̔ ׊ ৭　ローϜϒロックத量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
ࠇ　̕ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
10　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍ量
11　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックத量，୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　12 ׊ ৭　ローϜϒロックඍ量
ۃ　13 ҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
14　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量
15　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量

ࠇ　16 ׊ ৭　ローϜϒロックத量，࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ϒ
　　　　　　　　ロック・୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　17 ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
18　҉ ׊ ৭ ローϜཻ子த量，࣭࠭೪土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
19　にͿい׊৭　࣭࠭೪土ϒロックத量，ローϜϒロック・ম土ϒ
　　　　　　　　ロック・୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　20 ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
21　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
22　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
׊　23 ৭　ローϜϒロックগ量
׊　24 ৭　ローϜཻ子த量
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第 ��図　第 12 号住居跡࣮ଌ図（２）
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第 12 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 22 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

49 土師器 坏 ʦ12.8ʧ 4.2 － 長石・石ӳ փԫ׊ ී௨ り࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ ෴土Լ૚ 70ˋ

50 土師器 小形甕 ʦ12.2ʧ 11.8 － 長石・石ӳ ᒵ ී௨
縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面上൒ॎ位のϔޱ
ラ࡟り・Լ൒ԣ位のϔラ࡟り　内面ϔラφσ・
工具ࠟ

竈ӈକ部内 80ˋ　PL32

51 土師器 甑 ʦ27.8ʧ（26.7） － 長石・石ӳ・　
Ӣ฼ ᒵ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ॎ位のϔラຏޱ

き　内面ྠ積ࠟを͢࢒ϔラφσ・工具ࠟ চ面 30ˋ

番号 器　種 長さ ްさ 孔ܘ ॏ量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

DP ̔ 勾玉 1.6 0.8 0.2 1.0 長石・੺৭ཻ子 φσ　Ұํ向からのઠ孔 ෴土上૚ PL42

番号 器　種 長さ ܘ 孔ܘ ॏ量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

DP ̕ 管玉 2.5 1.4 0.15 4.8 長石・੺৭ཻ子 φσ　Ұํ向からのઠ孔 竈෴土த PL42

第 跡（第ډॅ߸�� 23 図）

Ґஔ　調査区ೆ西部のＥ 12f1 区，標高 15 ｍの平坦な台地上に位置している。

ঢ়　北西部が調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，ೆ北軸はܗ໛ͱن 3.60 ｍで，東西軸は 3.50 ｍしか確認できなか

った。平面形はํ形あるいは長ํ形で，主軸ํ向は̣－ 15 ʄ－̬とਪఆできる。น高は 25 ～ 27ᶲで，֎܏し

て立ち上がっている。

চ　平坦で，นԼをআいて౿みݻΊられている。ೆนԼには，น溝が८っている。東นԼのচ面上に，ম土

մをݕ出した。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 59 ఺（坏２，高坏 15，坩̔，甕類 34），ম成೪土մ１఺が出土している。出土遺物

のほとんどがࡉยである。52 ～ 54 はೆนԼのচ面上からそれͧれ出土している。54 は２఺の小ยが઀߹し

た΋のである。

ॴݟ　時期は，出土土器から̒ੈل前༿にൺఆできる。෴土Լ૚で確認したম土մは，いͣれ΋চ面までୡ

していないことから，住居ഇઈ後の埋Ί土にࠞ入した΋のと考えられる。

ϐοτ　２か所。̥１は深さ 56ᶲで，ن໛と഑置から主柱穴である。̥２は深さ 13ᶲで，東นࡍのதԝ部に

位置していることから，出入りࢪޱઃに伴うピットと考えられる。

෴౔　̒૚に分૚できる。多͘の૚にローϜϒロックがؚまれていることから，埋Ί໭されている。

౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍ量
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量
׊　３ ৭　ローϜϒロックத量，୸化ཻ子ඍ量

４　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
̒　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロック多量，୸化ཻ子ඍ量

第 ��図　第 12 号住居跡出土遺物࣮ଌ図
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第 �3図　16 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図

第 16 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 23 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

52 土師器 坏 ʦ15.8ʧ（3.5） － 長石・石ӳ ׊ࠇ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ
り চ面 10ˋ

53 土師器 高坏 ʦ15.0ʧ（3.1） － 長石・石ӳ 明੺׊ ී௨
縁部֎・内面ԣφσ　坏部֎面ԣ位のϔラຏޱ
き　内面上൒ԣ位のϔラຏき・Լ൒์ࣹঢ়のϔ
ラຏき

চ面 ̑ˋ

54 土師器 甕 ʦ23.4ʧ（10.4） － 長石・石ӳ・　
Ӣ฼ にͿいԫ׊ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ॎ位のϔラޱ

り　内面工具ࠟ চ面 ̑ˋ

第 跡（第ډॅ߸�� 24 図）

Ґஔ　調査区西部の̙ 12h5 区，標高 15 ｍの平坦な台地上に位置している。
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ঢ়　ೆ西部が調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，北東・ೆ西軸はܗ໛ͱن 3.80 ｍで，北西・ೆ東軸は 3.56 ｍしか

確認できなかった。平面形はํ形あるいは長ํ形で，主軸ํ向は̣－ 26 ʄ－̬とਪఆできる。น高は４～ 23

ᶲで，֎܏して立ち上がっている。

চ　平坦で，นࡍをআいて౿みݻΊられている。東コーφー部からೆนԼにはน溝が८っている。

ϐοτ　２か所。̥１は深さ 75ᶲで，ن໛と഑置から主柱穴である。̥２は深さ 21ᶲで，東นࡍのதԝ部に

位置していることから，出入りࢪޱઃに伴うピットと考えられる。

ஷଂ݀　ೆ東コーφー部に位置している。長ܘ 72ᶲ，୹ܘ 65ᶲのପ円形で，深さは 66ᶲである。ఈ面は平坦で，

นは֎܏して立ち上がっている。

ஷଂ݀౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量 ２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子ඍ量

第 ��図　第 18 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 58 ఺（坏 11，甕類 45，小形甕１，甑１），須恵器ย１఺（坏），鉄滓 1 ఺（31g）が

出土している。56 は̥１付ۙ，57・58 はೆ東コーφー部付ۙのচ面からそれͧれ出土している。55 は出入り

。位で出土しているٯの෴土த૚からࡍ付ۙのนޱ

ॴݟ　時期は，出土土器から̑ੈل後༿から̒ੈل前༿にൺఆできる。

෴౔　３૚に分૚できる。पғからのྲྀ入にΑるଯ積ঢ়گをࣔしていることから，ࣗવଯ積である。

౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量

׊　３ ৭　ローϜཻ子த量，୸化ཻ子ඍ量

第 18 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 24 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

55 土師器 坏 ʦ12.8ʧ 5.0 － 長石・石ӳ・　
Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ後ԣ位のϔラຏき　ମ部ޱ

֎面ԣ位のϔラ࡟り　内面ॎ位のϔラຏき ෴土த૚ 50ˋ

56 土師器 鉢 ʦ21.0ʧ（6.5） － 長石・石ӳ にͿいᒵ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面上୺ԣ位のϔޱ
ラ࡟り・Լ部ࣼ位のϔラ࡟り　内面ԣφσ চ面 10ˋ

57 土師器 甕 ʦ18.2ʧ（5.8） － 長石・石ӳ にͿいԫ׊ ී௨
り࡟縁部内面ԣ位のϔラޱ　縁部֎面ԣφσޱ
ମ部֎面上୺ॎ位のϔラ࡟り　内面ࣼ位のϔラ
φσ

চ面 ̑ˋ

58 土師器 小形甕 ʦ16.2ʧ（4.4） － 長石・石ӳ・　
੺৭ཻ子 ᒵ ී௨

り後ॎ位のϔ࡟縁部からମ部֎面ࣼ位のϔラޱ
ラ࡟り　ޱ縁部内面ԣφσ　ମ部内面ԣ位のϔ
ラφσ

চ面 ̑ˋ

第 跡（第ډॅ߸�9 25 図）

Ґஔ　調査区西部のＥ 12c3 区，標高 15 ｍの平坦な台地上に位置している。

ॏෳؔ܎　第 20 号住居跡に掘りࠐまれている。

ϐοτ　深さ 11ᶲである。ೆ西นࡍに位置し，炉のਖ਼面に位置していることから，出入りࢪޱઃに伴うピッ

トと考えられる。

࿍౔૚ղઆ
１　҉ ੺ ৭　ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子ඍ量 ׊　２ ৭　ローϜཻ子多量，ম土ཻ子ඍ量

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 4.60 ｍ，୹軸 3.82 ｍの長ํ形で，主軸ํ向は̣－ 33 ʄ－̬である。น高は 13 ～ 17ᶲで，

。して立ち上がっている܏֎

চ　平坦で，นࡍをআいて౿みݻΊられている。ೆ西นԼにน溝が८っている。தԝ部からやや北دりのচ

面からম土մをݕ出した。

࿍　தԝ部からややೆ東دりに位置している。長ܘ 45ᶲ，୹ܘ 40ᶲのପ円形で，চ面を̔ᶲほど掘り͘΅Ί

た地চ炉である。炉চ面は੺มߗ化している。

෴౔　７૚に分૚できる。第２～７૚はपғからのྲྀ入にΑるଯ積ঢ়گをࣔしていることから，ࣗવଯ積であ

る。第１૚はؚ有物がローϜϒロック主ମであることから，埋Ί໭されている。

౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量
׊　２ ৭　ローϜཻ子多量
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量

׊　̑ ৭　ローϜཻ子த量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
ۃ　̒ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
７　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量

ஷଂ݀　ೆコーφー部に位置している。長ܘ 48ᶲ，୹ܘ 46ᶲの円形で，深さは 37ᶲである。ఈ面は平坦で，

นは֎܏して立ち上がっている。

ஷଂ݀౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量 ２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 35 ఺（坩４，器台１，壺１，甕類 28，小形甕１），鉄滓 2 ఺（53g）が出土している。

そのほか，ࠞ入したとみられる須恵器ย２఺（坏，蓋）΋出土している。62 は炉の東側চ面上にࢄ在してい

た３఺の小ยが઀߹した΋のである。59・61 は北西นԼ，60 は北東นԼの෴土Լ૚からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から４ੈل後༿にൺఆできる。চ面で確認したম土մは，断ちׂってみたとこΖচ

面が੺มしていないことから，炉ではな͘，住居ഇઈ後の埋Ί土にࠞ入した΋のと考えられる。

第 �5図　第 19 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図
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番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

59 土師器 坩 ʦ9.4ʧ 7.1 2.0 長石・石ӳ ੺ ී௨
縁部֎・内面上୺ԣφσ・֎面Լ部ॎ位のϋޱ
έ目・内面Լ部ॎ位のϔラຏき　ମ部֎面ԣ位
のϔラຏき

෴土Լ૚ 70ˋ　PL31

60 土師器 器台 7.6 8.2 11.0 長石・石ӳ・　
੺৭ཻ子 ੺ ී௨ ड部֎・内面ԣ位のϔラຏき　٭部֎面ॎ位の

ϔラຏき　内面ॎ位のϔラ࡟り ෴土Լ૚ 100ˋ  PL31

61 土師器 壺 9.3 13.1 4.0 長石・石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ ֎縁部ޱ ŋ 内面ॎ位のϔラຏき　ମ部֎面ॎ位
のϔラຏき ෴土Լ૚ 80ˋ　PL31

62 土師器 小形甕 ʦ12.2ʧ 10.0 － 長石・石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ 縁部֎・内面ϋέ目後ԣφσ　ମ部֎面ԣ位ޱ
のϔラ࡟り　内面ࣼ位のϔラφσ চ面 70ˋ

第 19 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 25 図）

第 跡（第ډॅ߸�� 26 ～ 28 図）

ᜱ　北西นのதԝ部からやや北دりに付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 106ᶲで，೩ম部෯は 50

ᶲである。କ部は，ӈ側が第３号溝にΑって掘りࠐまれているが，࣭࠭೪土を主ମとした第７૚を積み上͛て

構ஙされている。Րচ部はচ面を 24ᶲ掘りࠐんで，ローϜཻ子，ম土ཻ子をؚんͩ第̔～ 10 ૚を埋土して構

ஙされている。Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน内に収まり，Ԟนは௚立している。

ᜱ౔૚ղઆ
１　にͿい੺׊৭　ম土ϒロック・࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜϒロック
　　　　　 　　　୸化ཻ子ඍ量
２　にͿい׊৭　ম土ϒロック・࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
３　にͿい੺׊৭ ম土ཻ子த量，ローϜཻ子গ量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
４　にͿい੺׊৭　ম土ϒロックத量，ローϜཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ম土ϒロックগ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量

̒　҉ ׊ ৭　ローϜϒཻ子গ量，ম土ϒロック・୸化ཻ子ඍ量
７　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ϒロックத量，ローϜཻ子・ম土ཻ子গ量
　　　 　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
׊　̔ ৭　ローϜཻ子த量
̕　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，ローϜཻ子গ量
10　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子ඍ量

Ґஔ　調査区西部のＥ 12b4 区，標高 15 ｍの平坦な台地上に位置している。

ॏෳؔ܎　第 19・21 号住居跡を掘りࠐみ，第 21 号土坑，第３号溝に掘りࠐまれている。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 7.40 ｍ，୹軸 7.35 ｍのํ形で，主軸ํ向は̣－ 35 ʄ－̬である。น高は 30 ～ 45ᶲで，֎

。りに，ஷ蔵穴を伴ってํ形にுり出しているدして立ち上がっている。ೆ東นதԝやや北東܏

চ　平坦で，นࡍをআいて౿みݻΊられている。นԼにはน溝が८っている。ೆ西側のน溝と̥４をͭな͙

Αうに，෯ 18 ～ 22ᶲ，長さ 150ᶲ，深さ 10ᶲで断面がٯ台形の間仕੾り溝を確認した。ஷ蔵穴の北側のচ面

に高まりを確認した。また，ೆ西側চ面上に，数か所のম土մをݕ出した。

ϐοτ　７か所。̥１～̥４は深さ 58 ～ 95ᶲで，ن໛と഑置から主柱穴である。̥̑は深さ 20ᶲで，ೆ東น

̥。ઃに伴うピットと考えられるࢪޱのதԝ部に位置していることから，出入りࡍ ・̥̒ ７は深さ 27 ・ɸ23ᶲで，

̥１付ۙのচԼから確認したが，ੑ֨は不明である。

ஷଂ݀　ೆ西นのやや東دりにுり出して掘られ，竈のਖ਼面に位置している。長軸 140ᶲ，୹軸 114ᶲの長ํ

形である。深さは 64ᶲで，ఈ面は平坦である。内側のนは，֎܏して立ち上がっている。֎側のนは，চ面

とಉ͡高さでஈを࣋ち，֎܏して立ち上がっている。

ஷଂ݀౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍ量

̒　҉ ׊ ৭　ম土ϒロック・୸化物গ量，ローϜཻ子ඍ量
׊　７ ৭　ローϜཻ子த量，୸化ཻ子ඍ量
׊　̔ ৭　ローϜཻ子গ量
׊　̕ ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍ量
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第 ��図　第 20 号住居跡࣮ଌ図
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第 ��図　第 20 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図
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第 20 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 27・28 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

63 土師器 坏 14.5 5.3 － 長石・石ӳ 明੺׊ ී௨ ֎面ԣ位のϔラ࡟り　ޱ縁部内面ԣ位のϔラຏ
き　ମ部内面ॎ位のϔラຏき ஷ蔵穴෴土Լ૚ 100ˋ  PL28

64 土師器 坏 13.2 5.4 － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿい׊ ී௨ 縁部֎・内面ԣ位のϔラຏき　ମ部ԣ位のϔޱ

ラ࡟り　内面ԣ位のϔラຏき ஷ蔵穴ఈ面 90ˋ PL28

65 土師器 坏 14.5 5.5 － 長石・石ӳ 明੺׊ ී௨ 縁部֎・内面ԣ位のϔラຏき　ମ部֎面ԣ位ޱ
のϔラ࡟り　内面์ࣹঢ়のϔラຏき চ面 80ˋ PL28

66 土師器 坏 ʦ12.8ʧ 5.1 － 長石・石ӳ・　
Ӣ฼ ᒵ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面Լ൒ԣ位のϔޱ

ラ࡟り　内面ԣφσ চ面 80ˋ PL28

67 土師器 坏 － （5.2） － 長石 にͿいᒵ ී௨ 　り࡟縁部֎面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ
内面ԣφσ ෴土த૚ 60ˋ

68 土師器 坩 ʦ8.6ʧ （8.1） － 長石・石ӳ にͿい੺׊ ී௨ 縁部֎・内面ԣ位のϔラຏき　ମ部֎面ԣ位ޱ
のϔラຏき　内面ԣ位のϔラφσ ෴土த૚ 30ˋ

69 須恵器 ʦ11.6ʧ 12.3 － 長石・石ӳ ԫփ ී௨
頸部上൒ 16 ຊの۳ࣃঢ়工具にΑる೾ঢ়文Լ൒
ϔラφσ　ମ部֎面Լ൒ճసϔラ࡟り・֎面か
らのઠ孔あり　

চ面 80ˋ
ࣗવᬵ PL31

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 866 ఺（坏 256，坩̑，高坏１，甕類 604），須恵器ย 10 ఺（坏̑， １，甕類４），

土製品̑఺（土玉），ম成೪土մ 25 ఺，鉄滓̒఺（43g）が，શ面の෴土上૚からচ面にかけて出土している。

また，షচの構ங土内から土師器ย 15 ఺（坏７఺，甕類̔）が出土している。そのほか，ྲྀれࠐんͩ縄文土

器ย３఺（深鉢）΋出土している。69 は，北東นԼのচ面からԣ位のঢ়態で出土している。63 はஷ蔵穴தԝ

部の෴土Լ૚，64 はఈ面からそれͧれ出土している。65 はೆコーφー部付ۙ，66・DP11・DP14 は東コーφ

ー部付ۙのচ面からそれͧれ出土している。DP13 は，෴土Լ૚から出土している。67 は̥３付ۙ，68 はೆ

コーφー部นࡍ，DP12 は東部の෴土த૚からそれͧれ出土している。DP10 は東部の෴土上૚から出土して

いる。

ॴݟ　時期は，出土土器から̑ੈل຤から̒ੈل初頭にൺఆできる。চ面上で確認したম土մは，断ちׂっ

てみたとこΖ，চ面が੺มしていないことから，住居ഇઈ時に౤غされた΋のと考えられる。ஷ蔵穴北側の

高まりは，仕੾りとਪఆできる。竈は，いわΏる初期竈とࢥわれる。

෴౔　15 ૚に分૚できる。第１૚はローϜϒロックが主ମであることから，埋Ί໭されている。第２～ 15 ૚

はपғからのྲྀ入にΑるଯ積ঢ়گをࣔしていることから，ࣗવଯ積である。
౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭ ローϜϒロックத量，ম土ϒロック・୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ۃ　３ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　４ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化物・ম土ཻ子ඍ量
̒　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子ඍ量
７　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
̔　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，୸化ࡐ・ম土ཻ子ඍ量

׊　̕ ৭　ローϜཻ子多量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
10　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
11　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ۃ　12 ҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量
ۃ　13 ҉ ׊ ৭　ローϜϒロック多量，୸化ཻ子ඍ量
ۃ　14 ҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ϒロック多量，ম土ϒロックগ量，୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
15　にͿい׊৭　ローϜཻ子த量

第 ��図　第 20 号住居跡出土遺物࣮ଌ図
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第 跡（第ډॅ߸�� 29 ～ 31 図）

࿍౔૚ղઆ
１　҉ ੺ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子ඍ量

׊　３ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量

෴౔　７૚に分૚できる。不نଇなଯ積ঢ়گをࣔしていることから，埋Ί໭されている。第̔૚はషচの構ங

土である。

౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化物গ量
ۃ　４ ҉ ׊ ৭　୸化物・ローϜཻ子গ量

ࠇ　̑ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
̒　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子ඍ量
ۃ　７ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
̔　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 672 ఺（坏 33，坩̒，器台２，高坏̑，壺１，甕類 625），ম成೪土մ１఺，鉄滓２

఺（23g）が，෴土த૚からচ面にかけて出土している。また，షচの構ங土内から土師器ย̔఺（坏１，甕

類７）が出土している。そのほか，ࠞ入した縄文土器ย１఺（深鉢），須恵器ย 13 ఺（坏̑，長頸壺１，甕

類̒，甑１），ണย１఺，΋出土している。73 は北部，74 はதԝ部，82 は西部，78・80 は西นࡍのচ面から

それͧれ出土している。77 は埋ઃ炉の構ஙࡐとして使用されていた。71・75・76・81・70 は西部，72 はೆน

Լ，79 は東部෴土Լ૚からそれͧれ出土している。75・76・81・70 はࢄ在していた小ยが઀߹した΋のである。

83 は北部と東部の෴土த૚から出土している２఺が઀߹した΋のである。

Ґஔ　調査区西部の̙ 12K4 区，標高 15 ｍの平坦な台地上に位置している。

ॏෳؔ܎　第 20 号住居に掘りࠐまれている。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 5.55 ｍ，୹軸 5.40 ｍのํ形で，主軸ํ向は̣－ 63 ʄ－Ｅである。น高は 12 ～ 22ᶲで，ほ

΅௚立している。

চ 平坦で，ೆ東コーφー部をআいて౿みݻΊられている。นԼにはน溝が८っている。షচは，นԼを帯ঢ়

に掘りࠐみ，ローϜϒロック主ମの第̔૚を埋土して構ஙされている。炉の北側のচ面上にম土մを確認した。

࿍　தԝ部からやや東دりに位置している。長ܘ 55ᶲ，୹ܘ 48ᶲのପ円形で，চ面を 10ᶲほど掘り͘΅Ίた後，

த৺に甕をਾえた土器埋ઃ炉である。炉চ面は੺มߗ化している。

ஷଂ݀　ೆ東コーφー部に位置している。長ܘ 76ᶲ，୹ܘ 65ᶲのପ円形で，深さは 60ᶲである。ఈ面はࡼঢ়で，

。して立ち上がっている܏֎

ஷଂ݀౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　୸化物・ローϜཻ子গ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量

ۃ　４ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍ量
ۃ　̑ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍ量

ϐοτ　̑か所。̥１～̥４は深さ 69 ～ 76ᶲで，ن໛と഑置から主柱穴である。̥̑は深さ 19ᶲで，ೆ西น

。ઃに伴うピットと考えられるࢪޱのதԝ部に位置していることから，出入りࡍ

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏ量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

DP10 土玉 1.9 ～
2.2 2.3 0.5 9.4 長石・੺৭ཻ子 φσ　ࢦ頭ࠟࡲ　Ұํ向からのઠ孔 ෴土上૚ PL41

DP11 土玉 2.3 ～
2.8 2.2 0.7 ～

0.8 12.3 長石・石ӳ・
Ӣ฼ φσ　ࢦ頭ࠟࡲ　Ұํ向からのઠ孔 চ面 PL41

DP12 土玉 2.5 2.5 0.7 ～
0.9 14.8 長石・石ӳ・

੺৭ཻ子 φσ　工具ࠟ　Ұํ向からのઠ孔 ෴土த૚ PL41

DP13 土玉 2.7 2.5 0.6 ～
1.1 14.1 長石・石ӳ・

Ӣ฼ φσ　ࢦ頭ࠟࡲ　Ұํ向からのઠ孔 ෴土Լ૚ PL41

DP14 土玉 2.6 2.6 0.7 14.9 長石・石ӳ・
Ӣ฼ φσ　ࢦ頭ѹࠟ　Ұํ向からのઠ孔 চ面 PL41
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第 �9図　第 21 号住居跡࣮ଌ図

ॴݟ　時期は，出土土器から４ੈل຤にൺఆできる。চ面上で確認したম土մは，断ちׂってみたとこΖচ

面が੺มしていないことから，炉ではな͘住居ഇઈ後の埋Ί土にࠞ入した΋のと考えられる。
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第 3�図　第 21 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図
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第 21 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 30・31 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

70 土師器 坩 15.5 18.5 3.5 長石・石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ 縁部֎面ॎ位のϔラຏき　頸部からମ部ԣ位ޱ
のϔラຏき・Լ୺ԣ位のϔラ࡟り　内面ԣφσ ෴土Լ૚ 80ˋ　PL31

71 土師器 器台 － （5.5） － 長石・石ӳ・　
Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ 部内面ԣφσ٭　部֎面ॎ位のϋέ目٭ ෴土Լ૚ 30ˋ

72 土師器 器台 － （6.2） － 長石・石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ 部֎・内面ॎ位のϔラຏき　੄部内面ԣφσ٭ ෴土Լ૚ 30ˋ

73 土師器 高坏 ʦ15.2ʧ（4.7） － 長石・石ӳ ੺ ී௨ 坏部֎・内面ॎ位のϔラຏき চ面 20ˋ

74 土師器 高坏 － （6.0） － 長石・石ӳ ੺׊ ී௨ 部֎面ॎ位のϋέ目後ॎ位のϔラຏき　内面٭
ԣ位のϔラ࡟り　上部ॎ位のϔラ࡟り চ面 ̑ˋ

75 土師器 壺 ʦ14.6ʧ（5.0） － 長石・石ӳ ੺ ී௨
縁部֎面ࣼ位のϋέ目後ԣ位のϔラຏき　頸ޱ
部֎面ॎ位のϔラຏき　内面ԣ位・ॎ位のϔラ
ຏき

෴土Լ૚ 20ˋ

76 土師器 甕 14.1 （9.0） － 長石・石ӳ にͿいᒵ ී௨
縁部内面ޱ　縁部֎面ࣼ位のϋέ目後ԣφσޱ
ԣ位のϔラφσ　ମ部֎面ࣼ位のϋέ目　内面
いԣ位のϔラφσߥ

෴土Լ૚ 30ˋ

77 土師器 甕 ʦ17.6ʧ（12.0） － 長石・石ӳ にͿいᒵ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ࣼ位のϋέ目ޱ
内面ԣ位のϔラ࡟り 炉内 20ˋ

78 土師器 甕 ʦ17.6ʧ（3.7） － 長石・石ӳ ׊ࠇ ී௨ ֎縁部֎・内面ࣼ位のϋέ目後ԣφσ　ମ部ޱ
面ࣼ位のϋέ目　内面ߥいԣ位のϔラ࡟り চ面 10ˋ

79 土師器 甕 ʦ17.4ʧ（5.4） － 長石・石ӳ・　
੺৭ཻ子 にͿい੺׊ ී௨ 縁部֎面ࣼ位のϋέ目後ԣφσ　内面ࣼ位のޱ

ϋέ目　 ෴土Լ૚ 10ˋ

80 土師器 甕 ʦ14.8ʧ（4.4） － 長石・石ӳ にͿい׊ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部上୺ϋέ目　内面ޱ
ϔラφσ চ面 10ˋ

81 土師器 甕 － （3.3） 6.8 長石・石ӳ にͿいԫ׊ ී௨ ମ部֎面ࣼ位のϋέ目・Լ୺ϔラ࡟り ෴土Լ૚ 20ˋ

82 土師器 甕 － （4.5） ʦ7.0ʧ 長石・石ӳ ᒵ ී௨ ମ部֎面Լ୺ࣼ位のϔラຏき・ॎ位のϔラ࡟り
内面ϔラφσ・工具ࠟ চ面 10ˋ

83 土師器 甑 ʦ17.2ʧ 13.1 4.8 長石・石ӳ にͿいᒵ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣφσ・Լ୺ޱ
ϔラ࡟り　内面ԣ位のϔラφσ ෴土த૚ 60ˋ

第 3�図　第 21 号住居跡出土遺物࣮ଌ図
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第 跡（第ډॅ߸�� 32・33 図）

Ґஔ　調査区西部のＥ 12a6 区，標高 15 ｍの平坦な台地上に位置している。

ॏෳؔ܎　第 23 号住居跡を掘りࠐんでいる。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 4.77 ｍ，୹軸 4.62 ｍの۱ؙํ形で，主軸ํ向は̣－ 21 ʄ－̬である。น高は̑～ 39ᶲで，

。して立ち上がっている܏֎

চ　平坦で，ほ΅શ面が౿みݻΊられている。นԼにはน溝が८っている。北西コーφー部とೆนࡍの̥̑

付ۙのচ面上でম土մを確認した。

第 3�図　第 22 号住居跡࣮ଌ図
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第 33図　第 22 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図

ᜱ　北西นのதԝ部に付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 145ᶲで，೩ম部෯は 35ᶲである。କ部

は地山を掘り࢒して基部とし，࣭࠭೪土を主ମとした第̕・10 ૚を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ

面を 10ᶲ掘り͘΅Ί，第 11・12 ૚を埋土して構ஙされている。Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。Ԏ道

部はน֎へ 50ᶲ掘りࠐまれ，Րচ部から֎܏して立ち上がっている。
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第 22 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 33 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

84 土師器 坏 10.8 5.6 8.0 長石・石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ 縁部֎・内面ԣ位のϔラφσ　ମ部֎面ԣ位ޱ
のϔラ࡟り　内面ԣ位のϔラφσ ෴土Լ૚ 80ˋ　PL28

85 土師器 坏 ʦ10.8ʧ 5.5 － 長石・石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ
り　内面ԣφσ ෴土Լ૚ 70ˋ

86 土師器 坏 ʦ11.8ʧ ４ɽ２ － 長石・石ӳ にͿい׊ ී௨ り࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ ෴土த૚ 35ˋ

87 土師器 椀 ʦ10.8ʧ（5.4） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ

り　内面工具ࠟ ෴土த૚ 45ˋ

88 土師器 椀 ʦ17.2ʧ 7.3 － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿい׊ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ

り　内面ԣ位のϔラຏき চ面 50ˋ　PL29

89 土師器 椀 ʦ14.0ʧ 7.8 － 長石・石ӳ にͿいԫ׊ ී௨
縁部֎・内面ԣφσ後ԣ位のϔラຏき　ମ部ޱ
֎面ԣ位のϔラ࡟り後ԣ位のϔラຏき　内面ԣ
位のϔラຏき

෴土Լ૚ 40ˋ

90 土師器 小形甕 14.7 16.0 8.8 長石・石ӳ にͿい׊ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ
り　頸部内面ԣ位のϔラφσ চ面 70ˋ　PL33

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏ量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

DP15 土玉 1.1 1.1 0.2 1.1 長石・石ӳ φσ　Ұํ向からのઠ孔 চ面 PL41

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 403 ఺（坏 77，椀̕，高坏̑，甕類 311，小形甕１），須恵器ย̑఺（坏），土製品１఺（土

玉），ম成೪土մ̔఺，鉄滓 1 ఺（１̶），種子１఺（౧）が，શ面の෴土த૚からচ面にかけて出土している。

88 は西部，90・DP15 は̥１付ۙのচ面からそれͧれ出土している。84 は西部，85 は̥̑付ۙ，89 は̥４付

ۙの෴土Լ૚からそれͧれ出土している。86 はதԝ部と西部の෴土த૚から，87 は西部の෴土த૚から出土

している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̒ੈلத༿にൺఆできる。চ面上で確認したম土մは，চ面がՐをडけて੺ม

していないことから，住居ഇઈ後の埋Ί土にࠞ入した΋のと考えられる。

ϐοτ　̒か所。̥１～̥４は深さ 57 ～ 82ᶲで，ن໛と഑置から主柱穴である。̥̑・̥̒は深さ 27ᶲ・38

ᶲで，ೆ西นࡍのதԝ部に位置していることから，出入りࢪޱઃに伴うピットと考えられる。̥̒は̥̑に掘

りࠐまれていることから，̥̒から̥̑へ付けସえられている。

ᜱ౔૚ղઆ
１　にͿいԫ׊৭　࣭࠭೪土ϒロックத量，ম土ϒロック・ローϜཻ
　　　　　　　　子গ量，୸化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ローϜϒロック・୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
׊　４ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
̑　にͿい੺׊৭　ম土ϒロックத量，ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
̒　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロックগ量，࣭࠭೪土ϒロック・୸化物・
　　　　　　　　ローϜཻ子ඍ量

ࠇ　７ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
̔　҉ ׊ ৭　ম土ϒロックগ量，୸化物・ローϜཻ子・࣭࠭೪
　　　　　　　　土ཻ子ඍ量
̕　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ϒロックத量，ローϜཻ子গ量
׊　10 ৭　࣭࠭೪土ϒロック・ローϜཻ子த量
11　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロックத量，ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
12　にͿい੺׊৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量

෴౔　̕૚に分૚できる。多͘の૚にローϜϒロックがؚまれていることから，埋Ί໭されている。

౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　୸化ཻ子গ量，ローϜϒロック・ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化物・ম土ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ϒロック・୸化ཻ子・
　　　　　　　　࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量

ࠇ　̑ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
̒　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックத量，ম土ཻ子ඍ量
׊　７ ৭　ローϜϒロックத量，୸化ཻ子ඍ量
ۃ　̔ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子ඍ量
̕　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量

ϐοτ̑ɾ̒౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
２　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子গ量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量

３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックத量，ম土ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックத量
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第 跡（第ډॅ߸�3 34 図）

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 41 ఺（高坏 22，甕類 19），土製品１఺（土玉）が出土している。遺物の大൒はࡉย

である。TP １・TP ２はதԝ部，DP16 は東部の෴土Լ૚からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，ॏෳ関܎や出土土器から４ੈل代とみられる。

ϐοτ　深さ 32ᶲで，ੑ֨は不明である。

෴౔　３૚に分૚できる。पғからのྲྀ入にΑるଯ積ঢ়گをࣔしていることから，ࣗવଯ積である。

౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量
׊　２ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子ඍ量

׊　３ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子ඍ量

Ґஔ　調査区西部のＥ 12b7 区，標高 15 ｍの平坦な台地上に位置している。

ॏෳؔ܎　第 22 号住居に掘りࠐまれている。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 3.62 ｍ，୹軸 3.31 ｍの長ํ形で，主軸ํ向は̣－ 17 ʄ－̬である。น高は̑～ 12ᶲで，֎

。して立ち上がっている܏

চ　平坦で，౿みݻΊられたࠟ跡は確認できなかった。นԼにはน溝が८っている。

第 3�図　第 23 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図
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第 23 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 34 図）

番号 種　別 器種 ଻　　土 ৭　　調 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

TP １ 土師器 甕 長石・石ӳ にͿいᒵ ϋέ目 ෴土Լ૚

TP ２ 土師器 甕 長石・石ӳ にͿい੺׊ ϋέ目 ෴土Լ૚

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏ量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

DP16 土玉 2.3 ～
2.4 2.2 0.5 11.2 長石・石ӳ・

੺৭ཻ子 φσ　ࢦ頭ࠟࡲ　Ұํ向からのઠ孔 ෴土Լ૚ PL41

第 跡（第ډॅ߸�� 35・36 図）

Ґஔ　調査区西部のＥ 12g9 区，標高 15 ｍの平坦な台地上に位置している。

ॏෳؔ܎　第３号溝に掘りࠐまれている。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 3.60 ｍ，୹軸 3.16 ｍの長ํ形で，主軸ํ向は̣－ 32 ʄ－̬である。น高は 20 ～ 29ᶲで，

ほ΅௚立している。

চ　平坦なషচで，தԝ部が౿みݻΊられている。షচは，นԼを帯ঢ়に掘りࠐみ，ローϜཻ子主ମの第̕

～ 13 ૚を埋土して構ஙされている。

第 35図　第 24 号住居跡࣮ଌ図
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ϐοτ　２か所。̥１・̥２は深さ 45ᶲ・31ᶲで，̥１は北東นに，̥２はೆ東นにۙ઀してରになって഑

置されており，当住居跡にと΋なう柱穴と考えられる。

࿍౔૚ղઆ
１　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
２　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，ローϜཻ子ඍ量

׊　３ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子ඍ量

෴౔　̔૚に分૚できる。多͘の૚にローϜϒロックがؚまれていることから，埋Ί໭されている。第̕～

13 ૚はషচの構ங土である。

ஷଂ݀　ೆ西コーφー部Αりやや北東側に位置している。長ܘ 53ᶲ，୹ܘ 42ᶲのପ円形で，深さは 60ᶲである。

ఈ面はࡼঢ়で，北側นはஈを有し，ೆ側นは֎܏して立ち上がっている。

ஷଂ݀౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
２　փ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
׊　４ ৭　ローϜཻ子த量
̑　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量

̒　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量
７　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
׊　̔ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子ඍ量
׊　̕ ৭　ローϜཻ子த量，୸化ཻ子ඍ量

第 3�図　第 24 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

࿍　தԝ部から北東دりに位置している。長ܘ 65ᶲ，୹ܘ 30ᶲの不整ପ円形で，চ面を̕ᶲほど掘り͘΅Ί

た地চ炉である。炉চ面は੺มしている。
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 52 ఺（坏３，坩４，高坏２，甕類 42，手捏土器１），土製品２఺（土玉），石製品３఺（管

玉），鉄製品１఺（不明）が出土している。また，షচの構ங土内から土師器２఺（甕類）が出土している。

そのほか，෴土にࠞ入した須恵器ย２఺（坏，蓋）΋出土している。DP18 はೆ西部のচ面から出土している。

92 はஷ蔵穴の෴土த૚からԣ位のঢ়態で出土している。91 はೆ東部の෴土த૚から出土している。̦１～̦

３は北東部の෴土上૚からத૚にかけて出土しており，住居ഇઈ時に౤غされたՄೳੑがある。93 は北西部，

94 はೆ西部，DP17 は西部の෴土上૚からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から４ੈل後༿にൺఆできる。

౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　４ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
ۃ　̒ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量
７　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量

̔　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
׊　̕ ৭　ローϜཻ子த量
10　にͿいԫ׊৭　ローϜϒロックগ量
׊　11 ৭　ローϜཻ子த量，୸化ཻ子ඍ量
׊　12 ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子ඍ量
׊　13 ৭　ローϜཻ子多量

第 24 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 36 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

91 土師器 坩 ʦ10.0ʧ 6.3 1.8 長石・石ӳ 明ԫ׊ ී௨
縁部֎面ॎ位のޱ　縁部上୺֎・内面ԣφσޱ
ϋέ目・内面ԣ位のϋέ目　ମ部ࣼ位のϋέ目・
内面ԣφσ

෴土த૚ 50ˋ　PL31

92 土師器 高坏 15.7 16.6 ʦ12.4ʧ長石・石ӳ・　
੺৭ཻ子 ੺ ී௨

坏部֎面ϋέ目後ϔラຏき　坏部内面ϔラφσ
後ԣ位のϔラຏき　٭部֎面ॎ位のϔラຏき　
内面ԣ位のϔラφσ

ஷ蔵穴෴土த૚ 90ˋ　PL30

93 土師器 甕 16.8 （8.9） － 長石・石ӳ にͿい੺׊ ී௨
縁部֎・内面ԣ位のϔラφσ　頸部֎面ࣼ位ޱ
のϋέ目後ԣφσ　ମ部֎面ࣼ位のϋέ目後ԣ
位のϔラ࡟り　内面ԣφσ

෴土上૚ 30ˋ

94 土師器 手捏土器 6.8 5.4 4.3 長石・石ӳ にͿいᒵ ී௨ ମ部֎面・内面Լ୺ࢦ頭ѹࠟ ෴土上૚ 100ˋ  PL34

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏ量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

DP17 土玉 2.5 2.5 0.5 15.1 長石・石ӳ φσ　ࢦ頭ࠟࡲ　Ұํ向からのઠ孔 ෴土上૚ PL41

DP18 土玉 2.5 2.7 0.5 16.0 長石・石ӳ φσ　ࢦ頭ࠟࡲ　Ұํ向からのઠ孔 চ面 PL41

番号 器　種 長さ ܘ 孔ܘ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

̦１ 管玉 2.8 0.7 0.2 ～
0.3 2.9 ྘৭ڽփ岩 શ面ݚຏ調整　断面円形　Ұํ向からのઠ孔 ෴土上૚ PL45

̦２ 管玉 3.3 0.7 ～
0.8 0.3 3.3 ྘৭ڽփ岩 શ面ݚຏ調整　断面円形　Ұํ向からのઠ孔 ෴土த૚ PL45

̦３ 管玉 3.3 0.7 0.3 3.1 ྘৭ڽփ岩 શ面ݚຏ調整　断面円形　Ұํ向からのઠ孔 ෴土த૚ PL45

第 跡（第ډॅ߸�5 37・38 図）

Ґஔ　調査区西部のＥ 12f5 区，標高 15 ｍの平坦な台地上に位置している。

ॏෳؔ܎　第 29 号土坑に掘りࠐまれている。

ঢ়　ೆ西部分が調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，東西軸はܗ໛ͱن 3.60 ｍで，ೆ北軸は 2.83 ｍしか確認できな

かった。平面形はํ形あるいは長ํ形で，主軸ํ向は̣－ 18 ʄ－̬とਪఆできる。น高は 12 ～ 15ᶲで，֎܏

して立ち上がっている。

চ　平坦で，ほ΅શ面が౿みݻΊられている。北นԼのҰ部にน溝が८っている。

࿍　北นԼの東دりに位置している。長ܘ 74ᶲ，୹ܘ 60ᶲのପ円形で，চ面を 10ᶲほど掘り͘΅Ί，さらに

தԝをピットঢ়に掘りࠐんͩ地চ炉である。炉চ面は੺มしている。
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第 3�図　第 25 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 40 ఺（坏２，壺１，甕類 37），鉄滓 1 ఺（３g）が出土している。95・96 は北東部

のচ面からと΋にٯ位のঢ়態で出土している。98 はೆ部の෴土Լ૚から出土している。97 はೆ部の෴土上૚

から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̑ੈل前༿にൺఆできる。

ϐοτ　深さ 10ᶲで，ੑ֨は不明である。

෴౔　̔૚に分૚できる。पғからのྲྀ入にΑるଯ積ঢ়گをࣔしていることから，ࣗવଯ積である。

౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍ量
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ۃ　３ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量
ࠇ　４ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量

̑　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
ۃ　̒ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
７　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　̔ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量

࿍౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　୸化ࡐ・ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
２　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量

４　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロックத量，ローϜϒロック・࣭࠭೪土ཻ
　　　　　　　　子ඍ量

第 3�図　第 25 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

第 25 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 37・38 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

95 土師器 甕 14.8 （20.8） － 長石・石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面上൒ॎ位のϔޱ
ラຏき・Լ൒ԣ位のϔラ࡟り চ面 80ˋ　PL34



－ 58 －

第 跡（第ډॅ߸�� 39 図）

Ґஔ　調査区西部のＥ 12a9 区，標高 14 ｍの平坦な台地上に位置している。

ঢ়　北東部が調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，北西・ೆ東軸はܗ໛ͱن 2.45 ｍで，北東・ೆ西軸は 1.55 ｍしか

確認できなかった。平面形はํ形あるいは長ํ形で，主軸ํ向は̣－ 33 ʄ－̬とਪఆできる。น高は 48 ～ 60

ᶲで，֎܏して立ち上がっている。

চ　平坦で，தԝ部が౿みݻΊられている。นԼにはน溝が८っている。চ面上にম土մを確認した。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย３఺（坩１，甕類２）が出土している。TP ３・TP ４は෴土Լ૚からそれͧれ出土

している。

ॴݟ　時期は，出土土器から４ੈل代とみられる。෴土Լ૚で確認したম土մは，断ちׂってみたとこΖচ

面との間に׊҉ۃ৭の第７૚が入り，চ面΋੺มしていないことから，住居ഇઈ後の埋Ί土にࠞ入した΋の

と考えられる。

౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量
ۃ　４ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量

ࠇ　̑ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化物ඍ量
̒　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量
ۃ　７ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
̔　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量

෴౔　̔૚に分૚できる。֤૚にローϜϒロックがؚまれていることから，埋Ί໭されている。

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

96 土師器 甕 15.4 （20.4） － 長石・石ӳ にͿいᒵ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ࣼ位のϔラຏきޱ চ面 50ˋ

97 土師器 甕 ʦ18.3ʧ 27.3 ʦ7.6ʧ 長石・石ӳ ᒵ ී௨
頭ѹࠟࢦ・ԣφσ͢࢒縁部内・֎面ྠ積ࠟをޱ
ମ部ࣼ位のϔラ࡟り・Լ୺ԣ位のϔラ࡟り　内
面ྠ積ࠟを͢࢒ԣφσ・ࢦ頭ѹࠟ　

෴土上૚ 40ˋ

98 土師器 甕 15.9 （9.7） － 長石・石ӳ・　
Ӣ฼ 明ԫ׊ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ࣼ位のϔラޱ

り後ࣼ位のϔラຏき ෴土Լ૚ 20ˋ

第 39図　第 26 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図
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第 26 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 39 図）

番号 種　別 器種 ଻　　土 ৭　　調 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

TP ３ 土師器 甕 長石・石ӳ 明੺׊ ϋέ目 ෴土Լ૚

TP ４ 土師器 甕 長石・石ӳ にͿい׊ ϋέ目 ෴土Լ૚

第 跡（第ډॅ߸�� 40・41 図）

ᜱ　北西นのதԝ部に付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 122ᶲで，೩ম部෯は 30ᶲである。କ部

は࣭࠭೪土を主ମとした第 15 ～ 23 ૚を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面を 30ᶲ掘り͘΅Ί，ロー

Ϝཻ子，ম土ཻ子をؚんͩ第 24 ～ 27 ૚を埋土して構ஙされている。Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。

Ԏ道部はน֎へ 40ᶲ掘りࠐまれ，Րচ部から֎܏して立ち上がっている。

ᜱ౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・࣭࠭೪土ཻ子・ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜϒロックগ量，୸化物・
　　　　　　　　ম土ཻ子ඍ量
３　੺ փ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，࠭ ࣭೪土ϒロックগ量，୸化物・
　　　　　　　　ম土ཻ子ඍ量
׊　４ ৭　ローϜϒロックத量，࣭࠭೪土ϒロックগ量，ম
　　　　　　　　土ϒロック・୸化ཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
̒　にͿい੺׊৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
７　にͿい੺׊৭　ローϜཻ子த量，ম土ϒロックগ量，୸化ཻ子・
　　　　　　　　࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
̔　にͿい੺׊৭　ম土ཻ子த量，ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
̕　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化物গ量，ম土ཻ子・࣭࠭೪
　　　　　　　　土ཻ子ඍ量
10　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，ローϜϒロック・୸化物・࣭࠭೪
　　　　　　　　土ཻ子ඍ量

11　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
׊　12 ৭ ローϜϒロック・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
׊　13 ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
14　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜϒロックগ量，ম土ϒ
　　　　　　　　ロックඍ量
׊　15 փ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ϒロックඍ量
16　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量
17　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，࣭࠭೪土ཻ子গ量
׊　18 փ ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量
19　明 ׊ փ ৭　࣭࠭೪土ཻ子多量
׊　20 փ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
21　҉ ׊ ৭ ࣭࠭೪土ཻ子த量，୸化ཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
22　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
׊　23 ৭　ローϜཻ子த量
24　҉ ׊ ৭　ম土ϒロック・୸化ཻ子ඍ量
25　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量
׊　26 ৭　ローϜཻ子গ量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
׊　27 ৭　ローϜཻ子গ量

Ґஔ　調査区西部のＥ 12c6 区，標高 15 ｍの平坦な台地上に位置している。

ॏෳؔ܎　第３号溝に掘りࠐまれている。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 4.97 ｍ，୹軸 4.93 ｍの۱ؙํ形で，主軸ํ向は̣－ 20 ʄ－̬である。น高は 25 ～ 48ᶲで，

。して立ち上がっている܏֎

চ　平坦で，தԝ部が౿みݻΊられている。北東นをআいてนԼにはน溝が८っている。ೆ นதԝ部が，෯80ᶲ，

Ԟ行き 30ᶲの長ํ形ঢ়にுり出している。

ϐοτ　̕か所。̥１～̥４は深さ 49 ～ 59ᶲで，ن໛と഑置から主柱穴である。̥̑・̥̒は深さ 46ᶲ・17

ᶲで，ೆ東นࡍのதԝ部に位置していることから，出入りࢪޱઃに伴うピットと考えられる。̥７～̥̕は掘

ํ調査にΑって確認した΋ので，深さ 25 ～ 69ᶲである。഑置から̥７から̥１へ，̥̔から̥２へ，̥̕か

ら̥３へ柱の立てସえが行われたՄೳੑが考えられる。

ஷଂ݀　北東コーφー部に位置している。長ܘ 66ᶲ，୹ܘ 54ᶲのପ円形で，深さは 27ᶲである。ఈ面はࡼঢ়で，

นは؇やかに立ち上がっている。

ஷଂ݀౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックத量，୸化ཻ子ඍ量 ２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子ඍ量
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第 ��図　第 27 号住居跡࣮ଌ図



－ 61 －

第 ��図　第 27 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図
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෴౔　11 ૚に分૚できる。不نଇなଯ積ঢ়گをࣔしていることから，埋Ί໭されている。

౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
ۃ　２ ҉ ׊ ৭ ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
ࠇ　４ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量
̒　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量

ࠇ　７ ׊ ৭　ローϜϒロック・࣭࠭೪土ཻ子গ量，୸化物ඍ量
̔　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
̕　҉ ׊ ৭ ローϜϒロック・࣭࠭೪土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
10　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
11　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 593 ఺（坏 86，椀 1，高坏 53，壺７，甕類 445，小形甕１），須恵器ย̒఺（坏̑，

甕類１），土製品 10 ఺（土玉̔，１٭ࢧ，紡錘車１），石器１఺（砥石），石製品１఺（݋形໛଄品），鉄製品

１఺（釘），鉄滓̕఺（198g）が，શ面の෴土த૚からচ面にかけて出土している。そのほか，ࠞ入したಃ器

ย１఺（࿸）΋出土している。99・101 は竈の前，DP19 はதԝ部のচ面からそれͧれ出土している。DP26

は竈の東側，DP27 は竈の西側，2 ４はೆ東コーφー部の෴土Լ૚からそれͧれ出土している。DP21・DP25

は東部，DP20・DP23 は出入りޱ付ۙ，100・2 ̑は西部の෴土த૚からそれͧれ出土している。DP24 は竈

の前，DP22 は西部の෴土上૚からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̒ੈل後༿にൺఆできる。

第 27 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 41 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

99 土師器 椀 14.8 （7.8） － 長石・石ӳ ׊ࠇ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ
り後ԣ位のϔラຏき　内面ԣ位のϔラຏき চ面 80ˋ　PL30

100 土師器 甕 23.0 （13.3） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　内面ϔラφσ・工具ࠟޱ ෴土த૚ 10ˋ

101 土師器 小形甕 11.7 14.5 6.2 長石・石ӳ にͿいԫ׊ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ϔラφσ　Լޱ
୺ԣ位のϔラ࡟り　内面ϔラφσ চ面 60ˋ　PL32

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏ量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

DP19 土玉 1.2 1.2 0.2 1.5 長石 φσ　Ұ部ܽଛ　Ұํ向からのઠ孔 চ面 PL41

DP20 土玉 1.4 1.2 0.2 ～
0.3 1.8 長石 φσ　Ұํ向からのઠ孔 ෴土த૚ PL41

DP21 土玉 2.3 2.2 0.5 ～ 0.8
0.9 ～ 1.4 9.4 長石・石ӳ φσ　ࢦ頭ࠟࡲ　Ұํ向からೋ度ઠ孔 ෴土த૚ PL41

DP22 土玉 2.3 2.5 0.7 ～
1.0 9.6 長石 φσ　୺部ϔラ࡟り　Ұํ向からのઠ孔 ෴土上૚ PL41

DP23 土玉 2.5 2.3 0.7 13.1 長石・石ӳ φσ　Ұํ向からのઠ孔 ෴土த૚ PL41

DP24 土玉 2.5 2.5 0.6 ～
0.7 13.7 長石・石ӳ φσ　୺部ϔラ࡟り　ࢦ頭ѹࠟ　Ұํ向からのઠ孔 ෴土上૚ PL41

DP25 土玉 2.6 2.4 0.8 ～
1.0 16.0 長石・石ӳ φσ　୺部ϔラ࡟り　ࢦ頭ѹࠟ　Ұํ向からのઠ孔 ෴土த૚ PL41

DP26 土玉 2.3 2.9 0.7 ～
1.1 13.9 長石・石ӳ φσ　୺部ϔラ࡟り　ࢦ頭ࠟࡲ　Ұํ向からのઠ孔 ෴土Լ૚ PL41

DP27 紡錘車 （4.1） 4.2 0.7 （49.0）長石・石ӳ ֎面φσ・ࠟࡲ　Ұํ向からのઠ孔 ෴土Լ૚ PL42

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

̦４ 砥石 （6.1） 3.4 2.9 （69.2） ೪板岩 断面長ํ形　砥面 4 面　側面୺部に条線ঢ়のࠟݚ ෴土Լ૚ PL44

̦̑ 石製໛଄品 3.4 1.4 0.5 2.2 石׈ 　ຏݚ形品　྆面݋ ෴土த૚ PL45

第 跡（第ډॅ߸�9 42・43 図）

Ґஔ　調査区தԝ部のＥ 14g1 区，標高 14 ｍの平坦な台地上に位置している。

ॏෳؔ܎　第 54 号土坑に掘りࠐまれている。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 4.73 ｍ，୹軸 4.06 ｍの長ํ形で，主軸ํ向は̣－ 19 ʄ－̬である。น高は̕～ 17ᶲで，֎

。して立ち上がっている܏
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চ　平坦で，தԝ部が౿みݻΊられている。นԼにはน溝が८っている。

ᜱ　北นのதԝ部に付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 119ᶲで，೩ম部෯は 35ᶲである。କ部は

࣭࠭೪土を主ମとした第̕・10 ૚を積み上͛て構ஙされている。Րচ部は，চ面Αり̑ᶲほど͘΅んでおり，

Րচ面はՐをडけて੺มしている。Ԏ道部はน֎へ 25ᶲ掘りࠐまれ，Րচ部から֎܏して立ち上がっている。

ᜱ౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ϒロック・୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
２　にͿい੺׊৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
׊　３ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ϒロック・ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
׊　４ ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
̑　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子গ量

̒　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロックগ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
７　҉ ׊ ৭　ম土ϒロック・୸化物・ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ
　　　　　　　　子ඍ量
̔　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
̕　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
10　にͿい׊৭ ࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ϒロック・ローϜཻ子ඍ量

第 ��図　第 29 号住居跡࣮ଌ図
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第 �3図　第 29 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

第 29 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 43 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

102 土師器 坏 11.7 4.1 － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ

り　内面ॎ位のϔラຏき ෴土Լ૚ 90ˋ　PL28

103 土師器 坏 14.2 4.2 － 長石・石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ
り　内面φσ ෴土Լ૚ 90ˋ　PL28

104 土師器 坏 12.7 4.6 － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ਕ物ࠟ　内面ޱ

φσ ෴土Լ૚ 90ˋ

105 土師器 坏 15.2 4.1 － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面上൒ྠ積ࠟをޱ

り　内面工具ࠟ࡟ԣφσ　Լ൒ϔラ͢࢒ ෴土Լ૚ 90ˋ

番号 器　種 長さ ܘ 孔ܘ ॏ量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

DP28 管玉 1.9 0.9 0.2 1.7 長石 φσ　Ұํ向からのઠ孔 ෴土Լ૚ PL42

DP29 管玉 2.2 1.2 0.3 2.9 長石 φσ　ࢦ頭ѹࠟ　Ұํ向からのઠ孔 ෴土Լ૚ PL42

ϐοτ　３か所。̥１・̥２は深さ 20ᶲ・23ᶲで，ن໛と഑置から主柱穴である。̥３は深さ 19ᶲで，ೆน

。ઃに伴うピットと考えられるࢪޱのதԝ部に位置していることから，出入りࡍ

ஷଂ݀　北東コーφー部に位置している。長軸 96ᶲ，୹軸 65ᶲの۱ؙ長ํ形である。深さは 45ᶲで，ఈ面は

平坦で，นは֎܏して立ち上がっている。

ஷଂ݀౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量

ۃ　̑ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量
ࠇ　̒ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量
ۃ　７ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量

෴౔　̒૚に分૚できる。不نଇなଯ積ঢ়گをࣔしていることから，埋Ί໭されている。

౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭ ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭ ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量

׊　４ ৭　ローϜཻ子த量，୸化ཻ子ඍ量
׊　̑ ৭　ローϜཻ子多量，୸化ཻ子ඍ量
̒　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックத量

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 49 ఺（坏 28，甕類 20，ミχνュア土器１），須恵器ย̒఺（坏４，高台付坏１，甕

類１），土製品２఺（土玉，管玉），石器１఺（砥石），ম成೪土մ１఺，鉄滓̒఺（332g）が出土している。

103 は竈の東側，102・104 は竈の西側，DP28 は竈の前，DP29 は東部，105 は西部の෴土Լ૚からそれͧれ

出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̒ੈل後༿にൺఆできる。
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第 跡（第ډॅ߸�3 44 ～ 46 図）

ᜱ　北西นのதԝ部からやや北دりに付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 214ᶲで，೩ম部෯は 52

ᶲである。କ部は࣭࠭೪土を主ମとした第７૚を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面を 18ᶲ掘りࠐんで，

ローϜཻ子をؚんͩ第̔～ 12 ૚を埋土して構ஙされている。Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。Ԏ道部

はน֎へ 30ᶲ掘りࠐまれ，Րচ部から֎܏して立ち上がっている。

ᜱ౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子ඍ量
２　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロック・࣭࠭೪土ϒロックগ量，ローϜཻ
　　　　　　　　子・୸化ཻ子ඍ量
３　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
̒　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量

７　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量
׊　̔ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
׊　̕ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গ量
׊　10 ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子ඍ量
׊　11 ৭　ローϜཻ子த量
׊　12 ৭　ローϜཻ子த量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量

Ґஔ　調査区தԝ部のＥ 14i3 区，標高 14 ｍの平坦な台地上に位置している。

ॏෳؔ܎　第 31・35 号住居に掘りࠐまれている。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 8.39 ｍ，୹軸 8.32 ｍのํ形で，主軸ํ向は̣－ 32 ʄ－̬である。น高は４～ 22ᶲで，֎܏

して立ち上がっている。

চ　平坦で，นࡍをআいて౿みݻΊられている。นԼにはน溝が८っている。北東とೆ西のน溝から柱穴に

向かって，෯ 15 ～ 25ᶲ，長さ 100 ～ 155ᶲ，深さ̑～̕ᶲで断面形がٯ台形ঢ়の間仕੾り溝̑条を確認した。

ೆٴͼ西นࡍのচ面上に多͘のম土մ，竈の北東側のนࡍから୸化ࡐをݕ出した。また，竈のขޱ付ۙのচ

面では，࣭࠭೪土の広がりを確認した。

ϐοτ　̕か所。̥１～̥４は深さ 34 ～ 78ᶲで，ن໛と഑置から主柱穴である。̥̑は深さ 29ᶲで，ೆ東น

̥。ઃに伴うピットと考えられるࢪޱりで竈のਖ਼面に位置していることから，出入りدのதԝ部からやや東ࡍ

̒～̥̕は深さ 27ᶲ～ 37ᶲで，それͧれ主柱穴と主柱穴のத間に位置していることから，ิॿ柱穴と考えら

れる。

ஷଂ݀　東コーφー部に位置している。長軸 110ᶲ，୹軸 100ᶲの۱ؙํ形で，深さは 55ᶲである。ఈ面は平

坦で，นは֎܏して立ち上がっている。ஷ蔵穴の西側のচ面に，෯ 100ᶲ，長さ 120ᶲ，高さ 15ᶲで，ٯ L 字

ঢ়をఄ͢る高まりを確認した。
ஷଂ݀౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量
ۃ　３ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ۃ　４ ҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍ量
ۃ　̑ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，୸化ཻ子ඍ量

̒　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子த量，୸化ཻ子ඍ量
７　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量
̔　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量
̕　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子த量，୸化ཻ子ඍ量

෴౔　14 ૚に分૚できる。不نଇなଯ積ঢ়گをࣔしていることから，埋Ί໭されている。

౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜཻ子த量
３　҉ ׊ ৭　୸化物・ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，࣭࠭೪土ϒロックඍ量

̑　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量
̒　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
׊　７ ৭　ローϜཻ子গ量
׊　̔ ৭　ローϜཻ子த量

࿍౔૚ղઆ
１　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量

׊　２ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量

࿍　தԝ部からやや東دりに位置している。長ܘ 80ᶲ，୹ܘ 55ᶲのପ円形で，চ面を 10ᶲほど掘り͘΅Ίた

地চ炉である。炉চ面は੺มしている。
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第 ��図　第 32 号住居跡࣮ଌ図（１）

ম౔մ౔૚ղઆ
１　҉ ੺ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量

３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量

̕　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量
10　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
11　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，୸化ཻ子ඍ量
12　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量

ۃ　13 ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量
14　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ϒロック・ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
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第 �5図　第 32 号住居跡࣮ଌ図（２）



－ 68 －

第 跡（第ډॅ߸�3 47・48 図）

ϐοτ　２か所。P １・P ２は深さ 79ᶲ・81ᶲで，ن໛と഑置から主柱穴である。

෴౔　12 ૚に分૚できる。第１～７૚はपғからのྲྀ入にΑるଯ積ঢ়گをࣔしていることから，ࣗવଯ積で

ある。第̔～ 12 ૚はローϜϒロックがؚまれていることから，埋Ί໭されている。

౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロックඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
׊　３ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
ۃ　４ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
׊　̑ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
̒　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量

７　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
̔　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，୸化ཻ子ඍ量
̕　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化物・ম土ཻ子ඍ量
׊　10 ৭　ローϜϒロックத量，୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　11 ׊ ৭　ローϜϒロックத量，ম土ཻ子ඍ量
׊　12 ৭　ローϜཻ子গ量

Ґஔ　調査区தԝ部のＥ 14f3 区，標高 14 ｍの平坦な台地上に位置している。

ॏෳؔ܎　第̒号ピット群 P14 に掘りࠐまれている。

ঢ়　東部の大൒が調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，北西・ೆ東軸はܗ໛ͱن 5.85 ｍで，北東・ೆ西軸は 1.95 ｍ

しか確認できなかった。平面形はํ形あるいは長ํ形で，主軸ํ向は̣－ 25 ʄ－̬とਪఆできる。น高は 20

～ 30ᶲで，֎܏して立ち上がっている。

চ　平坦で，นࡍをআいて౿みݻΊられている。นԼにはน溝が८っている。

第 ��図　第 32 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

第 32 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 46 図）

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 326 ఺（坏 82，甕類 244），須恵器ย̒఺（坏̑，蓋１），鉄滓 1 ఺（12g）が，શ

面の෴土த૚からচ面にかけて出土している。そのほか，ࠞ入した縄文土器ย１఺（深鉢）΋出土している。

106 は東นԼのচ面から出土している。108 は竈のࠨକ部の上面から出土している。107 はೆコーφー部นࡍ

の෴土Լ૚から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̑ੈل຤から̒ੈل初頭にൺఆできる。চ面で୸化ࡐやম土մがݕ出されたこ

とから，মࣦ住居と考えられる。また，炉と竈がซઃされていることから，竈のಋ入期の住居跡とみること

ができる。

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

106 土師器 坏 13.8 4.6 － 長石・石ӳ ੺ ී௨ ・縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラຏきޱ
Լ୺ԣ位のϔラ࡟り　内面์ࣹঢ়のϔラຏき চ面 100ˋ  PL28

107 土師器 坏 ʦ13.4ʧ 5.2 － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラຏޱ

き・Լ୺ԣ位のϔラ࡟り　内面ࣼ位のϔラຏき ෴土Լ૚ 80ˋ

108 土師器 甕 ʦ20.2ʧ（4.9） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　頸部֎・内面ϔラφσޱ 竈ࠨକ上面 ̑ˋ
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 69 ఺（坏 32，甕類 36，甑１），土製品１఺（不明），נย１఺が出土している。

109・110 は，北部のচ面からԣ位のঢ়態でそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から７ੈل代とみられる。

第 ��図　第 34 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図
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第 34 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 47・48 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

109 土師器 甕 22.4 （23.0） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿい׊ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ॎ位のϔラຏޱ

き　内面工具ࠟ・ࢦ頭ѹࠟ চ面 20ˋ

110 土師器 甑 23.6 27.0 10.2 長石・石ӳ・
᛽ࡉ にͿいᒵ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ॎ位のϔラޱ

り　内面ϔラφσ　Լ୺ԣ位のϔラ࡟り চ面 80ˋ　PL35

第 跡（第ډॅ߸35 49 図）

ᜱ　北西นのதԝ部に付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 115ᶲで，೩ম部෯は 55ᶲである。କ部

は࣭࠭೪土を主ମとした第̑～ 14 ૚を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面を 25ᶲ掘りࠐんで，ローϜ

ཻ子をؚんͩ第 15 ～ 18 ૚を埋土して構ஙされている。Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎

へ 15ᶲ掘りࠐまれ，֎܏して立ち上がっている。

ᜱ౔૚ղઆ
１　にͿいᒵ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
２　ઙ ԫ ᒵ ৭　࣭࠭೪土ϒロックத量，ম土ཻ子গ量，ローϜϒ
　　　　　　　　ロック・୸化物ඍ量
３　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子多量，ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
ࠇ　４ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量

̑　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ϒロックத量，ローϜཻ子ඍ量
̒　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ϒロック多量，ম土ཻ子গ量
７　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ϒロックத量
̔　明 ׊ փ ৭　࣭࠭೪土ϒロック多量
̕　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子ඍ量
10　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子多量，ম土ϒロックத量
11　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量

Ґஔ　調査区தԝ部のＥ 14K2 区，標高 14 ｍの平坦な台地上に位置している。

ॏෳؔ܎　第 32 号住居跡を掘りࠐみ，第 33 号住居に掘りࠐまれている。

ঢ়　ೆ部の大൒を第ܗ໛ͱن 33 号住居に掘りࠐまれているたΊ，東西軸は 4.48 ｍで，ೆ北軸は 2.26 ｍしか

確認できなかった。平面形はํ形または長ํ形で，主軸ํ向は̣－３ʄ－ E である。น高は 22ᶲで，֎܏し

て立ち上がっている。

চ　平坦で，தԝ部が౿みݻΊられている。北นから西นにかけてのนԼにはน溝が८っている。

第 ��図　第 34 号住居跡出土遺物࣮ଌ図
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෴౔　４૚に分૚できる。पғからのྲྀ入にΑるଯ積ঢ়گをࣔしていることから，ࣗવଯ積である。

౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量

ۃ　３ ҉ ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　４ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ϒロックඍ量

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 59 ఺（坏 16，高坏１，甕類 42），須恵器ย２఺（坏），ম成೪土մ 12 ఺，鉄滓２఺（9g）

が出土している。111 は竈のขきޱ付ۙのচ面からԣ位のঢ়態で出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から７ੈل後༿にൺఆできる。

12　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子多量，ローϜཻ子ඍ量
׊　13 ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量
׊　14 ৭　ローϜཻ子த量
׊　15 ৭　ローϜཻ子த量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量

׊　16 ৭　ローϜϒロックগ量
׊　17 ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子ඍ量
׊　18 ৭　ローϜཻ子多量

第 �9図　第 35 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図

第 35 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 49 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

111 土師器 坏 ʦ13.6ʧ 4.2 － 長石・石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ り࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ চ面 50ˋ
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第 跡（第ډॅ߸�3 50・51 図）

ᜱ　北西นのほ΅தԝ部に付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 153ᶲで，೩ম部෯は 49ᶲである。

କ部は࣭࠭೪土を主ମとした第 10・11 ૚を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面を 18ᶲ掘りࠐんで，ロ

ーϜ，࣭࠭೪土をؚんͩ第 12 ～ 15 ૚を埋土して構ஙされている。Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。Ԏ

道部はน֎へ 30ᶲ掘りࠐまれ，Ԟนは௚立している。

ᜱ౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
４　にͿい׊৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　̑ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子ඍ量
̒　փ ന ৭　ম土ཻ子த量，࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
７　փ ന ৭　ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
̔　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロック・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量

ࠇ　̕ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
10　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
11　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ϒロックத量，ম土ϒロック・ローϜཻ
　　　　　　　　子・୸化ཻ子ඍ量
12　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子多量，ローϜϒロック・ম土ϒロッ
　　　　　　　　クඍ量
13　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
14　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ϒロックগ量，ローϜཻ子・ম土ཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
15　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ϒロック・ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量

Ґஔ　調査区தԝ部の̛ 14b4 区，標高 14 ｍの平坦な台地上に位置している。

ॏෳؔ܎　第 67 号土坑，第̔号ピット群̥４に掘りࠐまれている。

ঢ়　ೆ東コーφー部をআいて，北東部の大൒が調査区Ҭ֎にあり，北西・ೆ東軸ܗ໛ͱن 7.18 ｍで，北東・

ೆ西軸は 3.80 ｍしか確認できなかった。平面形はํ形で，主軸ํ向は̣－ 31 ʄ－̬とਪఆできる。น高は 26

～ 44ᶲで，֎܏して立ち上がっている。

চ　平坦で，นࡍをআいて౿みݻΊられている。นԼにはน溝が८っている。北西นのน溝からೆ東ํ向に，

෯ 15ᶲ・20ᶲ，長さ 105ᶲ・130ᶲ，深さ 10ᶲ・15ᶲで，断面形がઙい U 字ঢ়の間仕੾り溝２条を確認した。

また，ೆ西นࡍのচ面上に多量のম土մ，୸化ࡐをݕ出した。

ϐοτ　２か所。̥１・̥２は深さ 63ᶲ・66ᶲで，ن໛と഑置から主柱穴である。

෴౔　15 ૚に分૚できる。不نଇなଯ積ঢ়گをࣔしていることから，埋Ί໭されている。

౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭ ローϜϒロック・ম土ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
̒　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ϒロック・୸化ཻ子ඍ量
７　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ローϜϒロックඍ量
̔　҉ ׊ ৭　ম土ϒロックগ量，୸化物・ম土ཻ子ඍ量

̕　҉ ׊ ৭　ম土ϒロックத量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
10　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
11　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　12 ׊ ৭　ローϜϒロックগ量
13　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍ量
ࠇ　14 ׊ ৭　ローϜϒロックඍ量
׊　15 ৭　ローϜཻ子多量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 1362 ఺（坏 229，甕類 1129，小形甕１，甑２，壺１），須恵器ย３఺（坏），土製品４఺（土

玉３，１٭ࢧ），石製品２఺（臼玉），鉄製品１఺（鎌），ম成೪土մ̕఺，鉄滓 32 ఺（206g），種子１఺（౧）が，

東部の෴土த૚からচ面にかけて出土している。そのほか，ࠞ入した縄文土器ย１఺（深鉢），ണย２఺΋出

土している。DP33 は竈のೆ西側，113・114 はதԝ部，112・116・̢ １はೆ部のচ面からそれͧれ出土している。

̦̒はதԝ部，̦７はೆ部の෴土Լ૚からそれͧれ出土している。DP31 はதԝ部，115 はೆ部の෴土த૚か

らそれͧれ出土している。DP30・DP32 はதԝ部，117 はೆ部の෴土上૚からそれͧれ出土している。

ম౔մ౔૚ղઆ
１　҉ ੺ ׊ ৭　ローϜཻ子多量，୸化物・ローϜཻ子ඍ量 ２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
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ॴݟ　時期は，出土土器から̒ੈل後༿にൺఆできる。চ面で୸化ࡐやম土մがݕ出されたことから，মࣦ

住居とみられる。

第 5�図　第 38 号住居跡࣮ଌ図
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第 5�図　第 38 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図
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第 38 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 51 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

112 土師器 坏 12.8 4.1 － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ

り　内面工具ࠟ চ面 95ˋ　PL29

113 土師器 坏 13.2 4.5 － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ 明ԫ׊ ී௨ り࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ চ面 90ˋ　PL29

114 土師器 坏 13.8 3.3 － 長石・石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ
り　内面์ࣹঢ়のϔラຏき চ面 90ˋ

115 土師器 坏 14.4 3.5 － 長石・石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ り　内࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ϔラޱ
面์ࣹঢ়のϔラຏき ෴土த૚ 60ˋ

116 土師器 壺 ʦ8.0ʧ （6.1） － 長石・石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ 縁部֎・内面ԣ位のϔラຏき　ମ部֎面ԣ位ޱ
のϔラຏき　内面ԣ位のϔラφσ চ面 10ˋ

117 土師器 小形甕 ʦ14.4ʧ（9.3） － 長石・石ӳ にͿい੺׊ ී௨ ֎縁部ޱ ŋ 内面ԣφσ　ମ部֎面ॎ位のϔラ࡟
り　内面ԣ位のϔラ࡟り・工具ࠟ ෴土上૚ 20ˋ

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏ量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

DP30 土玉 2.4 2.1 0.5 11.0 長石・石ӳ φσ・୺部ϔラ࡟り　ࢦ頭ѹࠟ　Ұํ向からのઠ孔 ෴土上૚ PL41

DP31 土玉 2.4 2.0 0.4 ～
0.6 7.6 長石・石ӳ φσ　Ұ部ܽଛ　ࢦ頭ѹࠟ　Ұํ向からのઠ孔 ෴土த૚ PL41

DP32 土玉 2.3 1.9 0.6 （6.2） 長石・石ӳ φσ　Ұ部ܽଛ　ࢦ頭ѹࠟ　Ұํ向からのઠ孔 ෴土上૚ PL41

番号 器　種 高さ ܘ小࠷ ܘ大࠷ ॏ量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

DP33 ٭ࢧ （11.0） 5.5 （8.7） （555） 長石・石ӳ・
੺৭ཻ子 φσ　֎面ॎ位のϔラ࡟り　ࢦ頭ѹࠟ　ඃ೤ࠟ চ面 PL42

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

̦̒ 臼玉 1.0 0.6 0.3 1.04 石׈ Ұ部ܽଛ　円౵ঢ়　྆面ݚຏ　Ұํ向からのઠ孔 ෴土Լ૚ PL45

̦７ 臼玉 1.3 ～
1.5 0.5 0.4 1.00 石׈ Ұ部ܽଛ　円౵ঢ়　྆面ݚຏ　Ұํ向からのઠ孔 ෴土Լ૚ PL45

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

̢１ 鎌 （8.5） 4.5 0.5 （40.8） 鉄 断面三֯形　୺部ંりฦし　ਕ部ઌ୺ܽଛ চ面 PL46

ᜱ　北西นのதԝ部からやや北東دりに付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 200ᶲで，೩ম部෯は

72ᶲである。କ部は࣭࠭೪土を主ମとした第 12 ～ 15 ૚を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面を 10ᶲ

掘りࠐんで，ম土ϒロック，୸化ཻ子をؚんͩ第 16 ～ 18 ૚を埋土して構ஙされている。Րচ面はՐをडけて

੺มߗ化している。Ԏ道部はน内に収まり，Ԟนは௚立している。

ᜱ౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子গ量，୸化物・࣭࠭೪
　　　　　　　　土ཻ子ඍ量
׊　２ ৭　ローϜϒロック・ম土ϒロック・࣭࠭೪土ཻ子গ
　　　　　　　　量，୸化物ඍ量
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
４　にͿい੺׊৭　ローϜϒロック・ম土ϒロックগ量，୸化ཻ子・
　　　　　　　　࣭࠭೪土ཻ子ඍ量

̑　҉ ੺ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ϒロック・୸化物・࠭
　　　　　　　　࣭೪土ཻ子ඍ量
̒　փ ׊ ৭　ローϜϒロック・࣭࠭೪土ϒロックগ量，ম土ཻ
　　　　　　　　子・୸化ཻ子ඍ量
׊　７ ৭　࣭࠭೪土ϒロック・ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
̔　҉ ੺ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量

Ґஔ　調査区東部のＥ 14f7 区，標高 13 ｍの台地上から低地に向かう؇やかなࣼ面部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 64・65・69 号土坑に掘りࠐまれている。

，しており，北東น付ۙは෴土がほとんどな͘，นは明確でなかったたΊࣼ܏ঢ়　北東に向かってܗ໛ͱن

北西・ೆ東軸は軸 8.93 ｍで，୹軸は 7.38 ｍしか確認できなかった。平面形はํ形または長ํ形とਪఆでき，

主軸ํ向は̣－ 55 ʄ－̬である。น高は 10 ～ 43ᶲで，֎܏して立ち上がっている。

চ　平坦で，นࡍをআいて౿みݻΊられている。竈から西コーφー部をճり，ೆ 西นԼまでน溝が८っている。

ೆ西のน溝から柱穴に向かって，෯ 13 ～ 20ᶲ，長さ 125 ～ 170ᶲ，深さ３～̑ᶲで，断面形がઙい U 字ঢ়の

間仕੾り溝３条を確認した。

第 跡（第ډॅ߸39 52・53 図）
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ϐοτ　̕か所。̥１～̥̒は深さ 15 ～ 77ᶲで，ن໛と഑置から主柱穴である。̥７は深さ 69ᶲで，ೆ東น

ઃに伴うピットと考えられる。̥̔は深さ４ᶲ，̥̕はচԼࢪޱのதԝ部に位置していることから，出入りࡍ

から確認した΋ので深さ 40ᶲで，と΋にੑ֨は不明である。

ஷଂ݀　ೆコーφー部に位置している。長軸 108ᶲ，୹軸 78ᶲの長ํ形で，深さは 64ᶲである。ఈ面は平坦で，

นは֎܏して立ち上がっている。ஷ蔵穴のೆ西側のচ面に，࣭࠭೪土を積み上͛た෯ 120ᶲ，長さ 180ᶲ，高

さ 10ᶲの不ఆ形の高まりを確認した。

ஷଂ݀౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
２　փ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量

׊　３ ৭　ローϜϒロック・࣭࠭೪土ཻ子গ量
４　҉ ׊ ৭ ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量

෴౔　20 ૚に分૚できる。不نଇなଯ積ঢ়گをࣔしていることから，埋Ί໭されている。

࿍౔૚ղઆ
１　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子多量

࿍　தԝ部に位置している。長ܘ 60ᶲ，୹ܘ 50ᶲのପ円形で，চ面を３ᶲほど掘り͘΅Ίた地চ炉である。

炉চ面は੺มߗ化している。

౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭ ローϜϒロックগ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子গ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックඍ量
ࠇ　４ ׊ ৭　ম土ϒロックগ量・ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　̑ ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子ඍ量
̒　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量
ࠇ　７ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ϒロックඍ量
̔　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍ量
̕　҉ ׊ ৭　ম土ϒロック・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
10　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子ඍ量

׊　11 ৭　ローϜཻ子多量
ۃ　12 ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ۃ　13 ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
14　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，࣭࠭೪土ϒロックඍ量
15　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量
ۃ　16 ҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍ量
17　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量
18　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
19　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
20　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子ඍ量

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 660 ఺（坏 116，坩̕，高坏１，୹頸壺１，甕類 533），須恵器ย 49 ఺（坏 30，蓋３， ４，

壺１，甕 11），土製品４఺（土玉），石器１఺（砥石），石製品１఺（不明），鉄製品１఺（鎌），ম成೪土մ 19 ఺，

鉄滓 25 ఺（235g）が，શ面の෴土த૚からচ面にかけて出土している。また，షচの構ங土内から土師器ย

３఺（甕類）が出土している。そのほか，ࠞ入した縄文土器ย４఺（深鉢），土師࣭土器１఺（ᖿᖻ）΋出土

している。DP36 は竈の前から出土し，124 は竈の前と竈の北側のচ面にࢄ在していたഁยが઀߹した΋ので

ある。̢２は西部のচ面，DP34 は̥７のఈ面からそれͧれ出土している。118・121 は竈の෴土த૚，120 は

竈のՐচ面，̙̥ 37 は竈の掘ํの埋土தからそれͧれ出土している。123 は竈のೆ側の෴土Լ૚からਖ਼位の

ঢ়態で出土している。，119 は出入りޱ付ۙ，122 は̥̒付ۙの෴土Լ૚からそれͧれ出土している。DP35・

̦̔は，෴土தからそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̑ੈل຤から̒ੈل初頭にൺఆできる。炉と竈がซઃされていることから，竈

のಋ入期の住居跡とみることができる。

̕　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
10　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化物・ম土ཻ子・࣭࠭೪
　　　　　　　　土ཻ子ඍ量
׊　11 ৭　ローϜཻ子த量，୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
12　҉ ׊ ৭ ম土ϒロック・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子ඍ量
13　҉ ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量

׊　14 ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
15　にͿい׊৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子গ量，ম土ϒロッ
　　　　　　　　ク・୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　16 ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
17　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロックத量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
18　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロックগ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
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第 39 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 53 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

118 土師器 坏 ʦ11.4ʧ 4.2 3.0 長石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 にͿい੺׊ ී௨ ֎縁部ޱ ŋ 内面ԣφσ　ମ部֎面ϔラ࡟り　内

面工具ࠟ 竈෴土த૚ 50ˋ

119 土師器 坏 ʦ14.5ʧ（5.3） － 長石・石ӳ ੺ ී௨
縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面上൒ԣ位のϔޱ
ラຏき　Լ൒ԣ位のϔラ࡟り　内面์ࣹঢ়のϔ
ラຏき

෴土Լ૚ 30ˋ

第 53図　第 39 号住居跡出土遺物࣮ଌ図



－ 80 －

第 跡（第ډॅ߸�� 54 ～ 57 図）

ᜱ　北西นのதԝ部からやや北東دりに付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 153ᶲで，೩ম部෯は

48ᶲである。କ部は࣭࠭೪土を主ମとした第 15 ～ 23 ૚を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面を̔ᶲ掘

りࠐんで，ローϜཻ子をؚんͩ第 24，25 ૚を埋土して構ஙされている。Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。

Ԏ道部はน内に収まり，Ԟนは௚立している。

ᜱ౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭ ローϜϒロックத量，ম土ϒロック・୸化ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭ ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
׊　４ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
׊　̑ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
׊　̒ ৭　ম土ཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
７　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
̔　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
̕　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量
10　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
11　҉ ੺ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
12　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量

13　੺ ׊ ৭　ম土ཻ子多量，୸化ཻ子ඍ量
14　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
15　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子গ量
׊　16 փ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，୸化物ඍ量
׊　17 ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
18　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ཻ子গ量
׊　19 փ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，୸化ཻ子গ量
׊　20 փ ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子গ量
׊　21 ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
׊　22 փ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量
׊　23 ৭　ローϜཻ子த量
24　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量
׊　25 ৭　ローϜཻ子多量

Ґஔ　調査区東部のＥ 14i0 区，標高 13 ｍの台地上から低地に向かう؇やかなࣼ面部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 42・43 号住居，第̕号ピット群̥̒に掘りࠐまれている。

ঢ়　Ұ辺がܗ໛ͱن 9.62 ｍのํ形で，主軸ํ向は̣－ 30 ʄ－̬である。น高は 16 ～ 60ᶲで，֎܏して立ち

上がっている。

চ　平坦で，นࡍをআいて౿みݻΊられている。北西・ೆ東นをআ͘นԼにはน溝が८っている。北西นの

น溝から̥̔・̥̕との間に，෯ 22ᶲ・34ᶲ，長さ 155ᶲ・160ᶲ，深さ 10ᶲ・15ᶲで，断面形がٯ台形ঢ়の

間仕੾り溝２条を確認した。また，চ面からম土մ，୸化ࡐをݕ出した。

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏ量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

DP34 土玉 2.8 （2.3） 0.8 （14.4）長石 φσ　ࢦ頭ѹࠟ　Ұํ向からのઠ孔 ̥７ఈ面 PL41

DP35 土玉 2.8 3.0 0.6 18.5 石ӳ・Ӣ฼ φσ　側面ॎ位のϔラ࡟り　Ұํ向からのઠ孔 ෴土த PL41

DP36 土玉 3.1 1.8 0.8 ～
1.0 13.2 長石・石ӳ φσ　ࢦ頭ѹࠟ　Ұํ向からのઠ孔 চ面 PL41

DP37 土玉 （2.6） （1.6） 0.6 ～
0.8 （7.5） 長石 φσ　Ұ部ܽଛ　Ұํ向からのઠ孔 竈掘ํ埋土த

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

̦̔ 砥石 （7.8） 4.6 （1.8）（91.0） փ岩ڽ 断面長ํ形　砥面 3 面 ෴土த

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

̢２ 鎌 13.5 3.3 0.3 45.7 鉄 ਕ部断面三֯形　୺部ંりฦし চ面 PL46

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

120 土師器 坏 ʦ14.2ʧ（5.2） － 長石・石ӳ ੺ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面Լ൒ԣ位のϔޱ
ラ࡟り　内面์ࣹঢ়のϔラຏき 竈Րচ面 40ˋ

121 土師器 高坏 － （5.0） － 長石・石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ 部内面ॎ位のϔラ٭　り࡟部֎面ॎ位のϔラ٭
φσ　੄部内面ࣼ位のϔラφσ 竈෴土த૚ 10ˋ

122 土師器 壺 ʦ9.4ʧ （5.6） － 長石・石ӳ にͿい੺׊ ී௨ 縁部内面ԣφσޱ　縁部֎面ॎ位のϔラφσޱ
ମ部֎面ԣ位のϔラ࡟り　内面ࢦ頭ѹࠟ ෴土Լ૚ 50ˋ

123 土師器 ୹頸壺 10.3 10.9 4.8 長石・石ӳ・
Ӣ฼ ੺ ී௨ 縁部֎内面ԣφσ　ମ部֎面上൒ԣ位のϔラޱ

ຏき・Լ൒ࣼ位のϔラ࡟り ෴土Լ૚ 100ˋ  PL32

124 土師器 甕 ʦ16.8ʧ（10.3） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ ᒵ ී௨ り࡟縁部֎内面ԣφσ　ମ部֎面ࣼ位のϔラޱ চ面 20ˋ
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第 55図　第 41 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図
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第 5�図　第 41 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（１）
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第 5�図　第 41 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）

ϐοτ　14 か所。̥１～̥ 11 は深さ 36 ～ 107ᶲで，ن໛と഑置から主柱穴である。̥ 12 は深さ 62ᶲで，ೆ

東นࡍのதԝ部に位置していることから，出入りࢪޱઃに伴うピットと考えられる。̥ 13・̥ 14 は深さ 70 ・ɸ

46ᶲで，ิॿ柱穴とみられる。

ஷଂ݀　竈のӈ側にྡ઀している。長軸 87ᶲ，୹軸 70ᶲの長ํ形で，深さは 38ᶲである。ఈ面はࡼঢ়に͘΅

んでおり，นは֎܏して立ち上がっている。ஷ蔵穴の東側のচ面に，෯ 150ᶲ，長さ 80ᶲ，高さ 15ᶲでٯ L

字ঢ়をఄ͢る高まりを確認した。

ஷଂ݀౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量

３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックඍ量

෴౔　23 ૚に分૚できる。不نଇなଯ積ঢ়گをࣔしていることから，埋Ί໭されている。
౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　４ ׊ ৭　ローϜϒロック，୸化ཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量
ࠇ　̒ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ϒロック・୸化物ඍ量
７　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　̔ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量
׊　̕ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
10　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
11　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
ࠇ　12 ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量

ࠇ　13 ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，࣭࠭೪土ϒロック・୸化ཻ
　　　　　　　　子ඍ量
ࠇ　14 ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
15　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
16　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গ量，୸化物ඍ量
17　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
18　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子গ量，ローϜϒロック・ম土ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
19　҉ ׊ ৭ ࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍ量
20　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
21　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
22　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
23　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 757 ఺（坏 279，椀 26，ยޱ椀１，高坏 25，壺１，甕類 423，甑２），須恵器ย 51 ఺（坏

38，高台付坏２，蓋２， ３，甕類̒），石器１఺（紡錘車），石製品１఺（૒孔円板），鉄製品１఺（不明），

鉄滓 29 ఺（512g）が，શ面の෴土上૚からচ面にかけて出土している。そのほか，ࠞ 入した縄文土器ย 101 ఺（深

鉢），ಃ器ย１఺（࿸），࣓器ย３఺（࿸），φイϑ形石器１఺，נย１఺΋出土している。129・130 はஷ蔵穴

の෴土上૚から，127 は出入りޱ付ۙ，125 はೆコーφー部のচ面からそれͧれ出土している。132・134 は竈
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第 41 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 55 ～ 57 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

125 土師器 坏 13.4 4.8 － 長石・石ӳ ԫᒵ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラຏきޱ চ面 100ˋ  PL29

126 土師器 坏 14.8 5.3 － 長石・石ӳ ੺ ී௨ ମ部֎面上൒ԣ位のϔラຏき・Լ൒ϔラ࡟り　内
面上൒ԣ位のϔラຏき・Լ൒์ࣹঢ়のϔラຏき ෴土Լ૚ 100ˋ  PL29

127 土師器 坏 15.0 5.2 － 長石・石ӳ ੺ ී௨ 縁部֎面ԣ位のϔラຏき　ମ部֎面ԣ位のϔޱ
ラ࡟り　内面์ࣹঢ়のϔラຏき চ面 100ˋ  PL29

128 土師器 坏 ʦ11.8ʧ 4.9 － 長石・石ӳ ੺׊ ී௨ ֎縁部ޱ ŋ 内面ԣ位のϔラຏき　ମ部֎面ԣ位
のϔラ࡟り　内面์ࣹঢ়のϔラຏき ෴土Լ૚ 70ˋ

129 土師器 椀 13.3 8.6 5.9 長石・石ӳ・
Ӣ฼ 明ԫ׊ ී௨

縁部内面ϔラφޱ　縁部֎面ԣ位のϔラຏきޱ
σ　ମ部֎面ԣ位のϔラ࡟り　内面์ࣹঢ়のϔ
ラຏき

ஷ蔵穴෴土上૚ 95ˋ　PL29

130 土師器 椀 14.5 7.3 － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ ᒵ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ

り　内面工具ࠟ ஷ蔵穴෴土上૚ 100ˋ  PL29

131 土師器 ยޱ椀 12.0 9.3 6.2 長石・石ӳ・
৭ཻ子ࠇ 明ԫ׊ ී௨

ԡさえにΑりࢦ部ޱ縁部֎・内面ԣφσ　ยޱ
成形　ମ部Լ୺ԣ位のϔラ࡟り　ఈ部内面์ࣹ
ঢ়のϔラφσ

෴土Լ૚ 85ˋ　PL30

132 土師器 高坏 17.8 14.4 12.2 長石・石ӳ ੺ ී௨
坏部֎面・ޱ縁部内面ԣ位のϔラຏき　内面์
ࣹঢ়のϔラຏき　٭部֎面ॎ位のϔラຏき・内
面ϔラφσ

竈෴土த૚ 95ˋ　PL30

133 須恵器 － （4.2） － 長石・石ӳ փ ී௨ ֎面ݞ部௜線文・ࢗಥ文　内面ロクロφσ・工
具ࠟ ෴土Լ૚ ̑ˋ

134 土師器 甕 22.0 34.9 7.0 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ ֎縁部ޱ ŋ 内面ԣφσ　ମ部֎面Լ୺ࣼ位のϔ

ラຏき　内面ϔラφσ・工具ࠟ 竈෴土த૚ 80ˋ　PL33

135 土師器 甕 15.9 （15.6） － 長石・石ӳ にͿい׊ ී௨ ମ部֎面ॎ位のϔラ࡟り　ޱ縁部内面ԣφσ　
内面ϔラφσ ෴土Լ૚ 40ˋ

136 土師器 甑 ʦ22.0ʧ 15.9 4.4 長石・石ӳ・
੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ ମ部֎面ϔラ࡟り　内面ϔラφσ ෴土Լ૚ 80ˋ

137 土師器 甑 27.2 30.2 8.7 長石・石ӳ にͿいᒵ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ࣼ位のϔラޱ
り　内面ϔラφσ・工具ࠟ ෴土Լ૚ 60ˋ　PL35

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

̦̕ 紡錘車 4.4 1.0 0.7 30.1 ऄ໲岩 ྆面ݚຏ　ఈ面์ࣹঢ়の線ࠁ　Ұํ向からのઠ孔 ෴土Լ૚ PL45

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

̢３ 不明 （4.6） （3.6） 0.6 （10.5） 鉄 断面円形　྆୺部ܽଛ ෴土Լ૚ PL46

の෴土த૚からそれͧれ出土している。131・135 ～ 137 は竈の東側，126・128 は出入りޱ付ۙ，̢３は東部，

133 はೆ部，̦̕は西コーφー部の෴土Լ૚からそれͧれ出土している。̦ 10 は෴土த૚から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̑ੈل຤から̒ੈل初頭にൺఆできる。চ面で୸化ࡐやম土մがݕ出されたこ

とから，মࣦ住居と考えられる。竈は，いわΏる初期竈とࢥわれる。11 ຊの主柱穴を有͢る，ࠓճの調査ൣ

ғでຊ跡࠷大の住居跡である。

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

̦ 10 ૒孔円板 2.5 2.6 0.4 4.6 石׈ શ面ݚຏ　Ұํ向からのઠ孔 ෴土த૚ PL45

第 跡（第ډॅ߸�� 58・59 図）

Ґஔ　調査区東部のＥ 15K3 区，標高 13 ｍの台地上から低地に向かう؇やかなࣼ面部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 45 号住居に掘りࠐまれている。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 4.54 ｍ，୹軸 4.40 ｍのํ形で，主軸ํ向は̣－ 37 ʄ－̬である。น高は 48 ～ 70ᶲで，֎

。して立ち上がっている܏

চ　平坦なషচで，นԼをআいて౿みݻΊられている。นԼにはน溝が८っている。షচは，தԝ部と北西

ͼೆ東のコーφー部を土坑ঢ়に掘り͘΅Ί，ローϜཻ子をؚんͩ第ٴ 33・34 ૚を埋土して構ஙされている。

চ面の広ൣғに୸化ࡐを確認した。また，̥３付ۙのচ面からは，ম土΋確認した。

ᜱ　北西นのதԝ部に付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 102ᶲで，೩ম部෯は 40ᶲである。କ部
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ϐοτ　７か所。̥１～̥４は深さ 40 ～ 62ᶲで，ن໛と഑置から主柱穴である。̥̑は深さ 33ᶲで，ೆ東น

のதԝ部に位置していることから，出入りࢪޱઃに伴うピットと考えられる。̥̒は深さ 18ᶲ，̥７はচԼ

から確認された΋ので深さ 14ᶲで，と΋にੑ֨は不明である。

ஷଂ݀　北東側のコーφー部に位置している。長ܘ 75ᶲ，୹ܘ 67ᶲの不整ପ円形で，深さは 43ᶲである。ఈ

面はࡼঢ়で，นは֎܏して立ち上がっている。

෴౔　32 ૚に分૚できる。多͘の૚にローϜϒロックがؚまれていることから，埋Ί໭されている。第 33・

34 ૚はషচの構ங土である。

౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量
׊　２ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
׊　４ ৭　ローϜཻ子த量
̑　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
̒　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量
׊　７ ৭　ローϜཻ子গ量，੺৭ཻ子ඍ量
ࠇ　̔ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子・੺৭ཻ子ඍ量
ࠇ　̕ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量
׊　10 ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子・੺৭ཻ子ඍ量
׊　11 ৭　ローϜϒロックগ量
׊　12 ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
13　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化物ඍ量
14　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子・੺৭ཻ子ඍ量
15　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・੺৭ཻ子গ量
16　҉ ׊ ৭　੺৭ཻ子গ量，ローϜཻ子ඍ量
׊　17 ৭　ローϜཻ子த量，୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　18 ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量

׊　19 ৭　ローϜཻ子গ量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
20　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子த量，ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
21　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
22　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックඍ量
׊　23 ৭　୸化ཻ子த量，ローϜཻ子গ量
24　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，୸化ཻ子ඍ量
25　にͿい׊৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子ඍ量
26　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
27　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
׊　28 ৭　ローϜϒロック・୸化物গ量
29　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・੺৭ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
30　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
31　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
׊　32 ৭　ローϜཻ子গ量，੺৭ཻ子ඍ量
׊　33 ৭　ローϜཻ子多量，୸化ཻ子ඍ量
34　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子多量

ᜱ౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ϒロック・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
３　にͿいԫ׊৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　୸化ࡐ・ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ཻ
　　　　　　　　子ඍ量
̒　҉ ੺ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子ඍ量
７　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量
̔　҉ ׊ ৭　୸化物・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ϒロック・ロー
　　　　　　　　Ϝཻ子ඍ量
̕　にͿい੺׊৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子গ量
10　にͿい੺׊৭　ম土ཻ子多量，ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
11　にͿいԫ׊৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
12　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量

13　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গ量
14　փ ੺ ৭　࣭࠭೪土ཻ子多量，ローϜཻ子ඍ量
15　にͿい੺׊৭　࣭࠭೪土ཻ子多量，ম土ཻ子গ量
16　にͿい੺׊৭ ࣭࠭೪土ϒロックத量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
17　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，ローϜཻ子・୸化ཻ子গ量，࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
18　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
19　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
׊　20 ৭　ローϜཻ子த量
21　҉ ੺ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
׊　22 ৭　ローϜϒロックத量，୸化ཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
23　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
24　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
׊　25 ৭　ローϜཻ子多量，୸化ཻ子ඍ量

ஷଂ݀౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，ローϜཻ子・୸化ཻ子গ量
２　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子多量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量

３　にͿい੺׊৭　ম土ཻ子多量，୸化ཻ子গ量，ローϜཻ子ඍ量
׊　４ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量

は࣭࠭೪土を主ମとした第 23 ૚を積み上͛て構ஙされている。Րচ部は，চ面を̑ᶲ掘り͘΅Ί，ローϜཻ

子をؚΉ第 24・25 ૚を埋土して構ஙしている。竈の෴土は埋Ί໭されており，内部をյしたたΊかՐচ面は

遺ଘしていない。Ԏ道部はน֎へ 40ᶲ掘りࠐまれ，Րচ部から֎܏して立ち上がっている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 114 ఺（坏 19，台付椀１，甕類 93，甑１），須恵器ย̒఺（坏），ম成೪土մ 1 ఺が

出土している。そのほか，ࠞ入した縄文土器̒఺（深鉢）΋出土している。138 は̥１付ۙ，139 はஷ蔵穴付

ۙのচ面からそれͧれ出土している。
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ॴݟ　時期は，出土土器から̒ੈل後༿にൺఆできる。চ面で୸化ࡐやম土が確認されたことから，মࣦ住

居と考えられる。

第 5�図　第 46 号住居跡࣮ଌ図
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第 59図　第 46 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図

第 46 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 59 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

138 土師器 坏 13.8 4.5 － 長石・石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ り࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ চ面 90ˋ

139 土師器 台付椀 14.0 11.4 9.2 長石・石ӳ・
Ӣ฼ ׊ࠇ ී௨ り࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ চ面 80ˋ　PL30

第 跡（第ډॅ߸�� 60 ～ 62 図）

Ґஔ　調査区東部の̛ 14b8 区，標高 14 ｍの台地上から低地に向かう؇やかなࣼ面部に位置している。
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ॏෳؔ܎　第 47 号住居，第 90 号土坑に掘りࠐまれている。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 5.35 ｍ，୹軸 5.15 ｍのํ形で，主軸ํ向は̣－ 17 ʄ－̬である。น高は 52 ～ 57ᶲで，֎

。して立ち上がっている܏

第 ��図　第 48 号住居跡࣮ଌ図
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第 ��図　第 48 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（１）
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第 ��図　第 48 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）

চ　平坦で，தԝ部が౿みݻΊられている。北東コーφー部をআ͘นԼにはน溝が८っている。東นと西น

のน溝からதԝに向かって，෯ 10ᶲ・20ᶲ，長さ 110ᶲ・115ᶲ，深さ 20ᶲ・23ᶲで，断面形がٯ台形ঢ়の間

仕੾り溝２条を確認した。北西部は第 47 号住居に掘りࠐまれているが，北นԼதԝ部分にあたる位置に長ܘ

56ᶲ，୹ܘ 50ᶲのପ円形に੺มߗ化した部分を確認した。竈Րচ面の࢒ଘと考えられる。また，ೆ西コーφ

ー部付ۙでম土・୸化ࡐをݕ出した。

ϐοτ　̑か所。̥１～̥４は深さ 36 ～ 62ᶲで，ن໛と഑置から主柱穴である。̥̑は深さ 31ᶲで，ೆนࡍ

のதԝ部に位置していることから，出入りࢪޱઃに伴うピットと考えられる。

ஷଂ݀　北東コーφー部に位置している。長ܘ 107ᶲ，୹ܘ 82ᶲのପ円形で，深さは 79ᶲである。ఈ面は平坦で，
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第 48 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 61・62 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

140 土師器 坏 14.0 4.5 － 長石・石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ り　内࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ϔラޱ
面์ࣹঢ়のϔラຏき ෴土Լ૚ 90ˋ　PL29

141 土師器 坏 14.3 4.5 － 長石・石ӳ ઙԫᒵ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ
り　内面ԣφσ ෴土上૚ 90ˋ　PL29

142 須恵器 長頸瓶ϱ － （23.1）ʦ16.1ʧ長石・石ӳ փԫ ී௨
頸部Լ୺۳ࣃঢ়工具にΑる೾ঢ়文　ݞ部ࢗಥ文
ମ部上୺２条の௜線文・15 ຊの۳ࣃঢ়工具にΑ
る೾ঢ়文　内面Լ୺工具ࠟ・ఈ面ࢦ頭ѹࠟ

෴土上૚ 80ˋ　PL31

143 土師器 甕 ʦ21.2ʧ（17.9） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼・ࡉ᛽ にͿい׊ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　内面ϔラφσޱ ෴土上૚ 20ˋ

144 土師器 甕 ʦ25.4ʧʦ17.2ʧ － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ॎ位のϔラຏޱ

き　内面工具ࠟ ෴土Լ૚ 20ˋ

145 土師器 甕 ʦ17.6ʧ（17.4） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　内面ϔラφσޱ P １෴土த૚ 10ˋ

146 土師器 甑 23.5 23.9 8.1 長石・石ӳ・
੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ॎ位のϔラޱ

り　ମ部֎面Լ൒ࠟࡲ　内面ϔラφσ・工具ࠟ ෴土த૚ 70ˋ　PL35

147 土師器 甑 ʦ29.4ʧ（25.6）ʦ9.6ʧ 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部Լ൒ࣼ位のϔラຏޱ

き　内面工具ࠟ ஷ蔵穴෴土த૚ 10ˋ

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏ量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

DP38 土玉 1.1 1.0 0.2 ～
0.3 1.0 長石・石ӳ φσ　Ұํ向からのઠ孔 চ面 PL41

DP39 紡錘車 （5.2） 2.2 0.7 （31.2）長石 φσ　ܽଛ　Ұํ向からのઠ孔 ෴土த૚

DP40 紡錘車 （3.8） 2.6 0.5 （17.5）長石 φσ　ܽଛ　側面ϔラφσ　Ұํ向からのઠ孔 ෴土த૚

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

̢４ 鎌 10.2 3.6 0.3 26.5 鉄 ਕ部断面三֯形　୺部ંりฦし চ面 PL46

ஷଂ݀౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ϒロック・ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ϒロックඍ量
４　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量

̑　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍ量
̒　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子ඍ量
７　҉ ׊ ৭　ローϜϒཻ子গ量
ࠇ　̔ ׊ ৭　ローϜϒロックඍ量
ࠇ　̕ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量

෴౔　16 ૚に分૚できる。不نଇなଯ積ঢ়گをࣔしていることから，埋Ί໭されている。

౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭ ローϜϒロックগ量，୸化物・ম土ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックத量，ম土ཻ子ඍ量
ۃ　３ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量
ۃ　̑ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子গ量，ম土ϒロックඍ量
ۃ　̒ ҉ ׊ ৭　୸化物・ローϜཻ子・ম土ཻ子গ量
׊　７ ৭　ローϜϒロックগ量
׊　̔ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子ඍ量

̕　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ۃ　10 ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
11　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍ量
׊　12 ৭　ローϜཻ子த量，୸化ཻ子ඍ量
13　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックඍ量
14　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　15 ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍ量
16　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 1096 ఺（坏 96，高坏 32，甕類 919，甑 49），須恵器ย 39 ఺（坏 32，長頸瓶̑，甕

類２），土製品３఺（土玉１，紡錘車２），鉄製品１఺（鎌），ম成೪土մ 19，鉄滓７఺（170g）が，શ面の

෴土上૚からচ面にかけて出土している。そのほか，ࠞ入した縄文土器ย２఺（深鉢），ണย１఺΋出土して

いる。147 はஷ蔵穴の෴土த૚から出土している。DP38 はೆ部，M ４はೆ西部のচ面からそれͧれ出土して

いる。140 はஷ蔵穴の北側の෴土Լ૚から出土し，144 はஷ蔵穴の北側の෴土Լ૚と̥１の෴土த૚から出土

したഁยが઀߹した΋のである。142 は，෴土の第３૚தに౤غされたঢ়態で出土したഁยを઀߹した΋ので

ある。145・146 はதԝ部，DP39・40 は東部の෴土த૚からそれͧれ出土している。142・143 はதԝ部，141

は東部の෴土上૚からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̒ੈل後༿にൺఆできる。চ面でݕ出したম土・୸化ࡐは，চ面が੺มしてい

なかったことから，住居ഇઈ後の埋Ί土にࠞ入した΋のと考えられる。　

นはத位にஈを有し֎܏して立ち上がっている。
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第 跡（第ډॅ߸�5 63 ～ 65 図）

Ґஔ　調査区東部の̛ 14d7 区，標高 14 ｍの平坦な台地上に位置している。

ͼೆ西部が調査区Ҭ֎にԆͼているたΊ，北西・ೆ東軸はٴঢ়　北東部ܗ໛ͱن 6.80 ｍで，北東・ೆ西軸は

6.76 ｍしか確認できなかった。平面形はํ形あるいは長ํ形で，主軸ํ向は̣－ 40 ʄ－̬とਪఆできる。น

高は 36 ～ 60ᶲで，֎܏して立ち上がっている。

第 �3図　第 50 号住居跡࣮ଌ図
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第 ��図　第 50 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図
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ᜱ౔૚ղઆ
１　փ ׊ ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子ඍ量
２　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ম土ϒロック・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量

̑　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
׊　̒ ৭　ম土ϒロック・࣭࠭೪土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　７ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　̔ ׊ ৭　ম土ཻ子ඍ量

চ　平坦なషচで，தԝ部が౿みݻΊられている。ೆ西นのҰ部をআ͘นԼには，น溝が८っている。షচは，

۱を土坑ঢ়に掘り͘΅Ί，第࢛ 11 ～ 13 ૚を埋土して構ஙされている。竈の前と出入りޱ付ۙのচ面でম土

մや೪土մをݕ出した。出入りޱप辺にഅఙ形の高まりを確認した。また，தԝやや北دりのচ面上に，長

ܘ 60ᶲ，୹ܘ 50ᶲ，高さ 18ᶲの不整ପ円形の高まりをݕ出した。

ᜱ　北西นのதԝ部に付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 144ᶲで，೩ম部෯は 35ᶲである。କ部

は࣭࠭೪土を主ମとした第 38・39 ૚を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面を 10ᶲ掘りࠐんで，ローϜ

ཻ子，ম土ཻ子をؚんͩ第 40・41 ૚を埋土して構ஙされている。Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。Ԏ

道部はน֎へ 45ᶲ掘りࠐまれ，Րচ部から֎܏して立ち上がっている。

第 �5図　第 50 号住居跡出土遺物࣮ଌ図
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 3680 ఺（坏 571，椀４，高坏 36，甕類 3068，小形甕１），須恵器ย 415 ఺（坏 298，

高台付坏̕，蓋 13，高൫１，甕類 94），土製品２఺（٭ࢧ），石器２఺（砥石），石製品２఺（臼玉，૒孔円板），

᛽ 28 ఺，鉄製品３఺（刀子，鎌，不明），ম成೪土մ 15 ఺，鉄滓 43 ఺（802g），７ࠎ఺（ڇのࣃ），種子１఺（౧）

が，தԝ部から西部の෴土த૚からচ面にかけて出土している。また，షচの構ங土内から土師器 18 ఺（坏

４，甕類 14）が出土している。そのほか，ࠞ入した縄文土器ย 47 ఺（深鉢），ണย２఺΋出土している。148

は竈のೆ側，152 は出入りޱ付ۙのচ面からそれͧれ出土している。150 はஷ蔵穴の෴土த૚，151 は෴土த，

̦ 13 は෴土上૚，からそれͧれ出土している。DP42・̦ 11 は竈のೆ側，149 は東コーφー部の෴土Լ૚か

らそれͧれ出土している。̦ 12・̢̒はதԝ部，DP41 は西部の෴土த૚からそれͧれ出土している。̦ 14

は東部の෴土த，̢̑は西部の෴土上૚からそれͧれ出土している。また，ڇのࣃにͭいては，͢΂て臼ࣃ

ഁยであり，使్は不明である。

೪౔մ̎
１　҉ ׊ ৭ ローϜཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量

３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
４　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ϒロックத量

ϐοτ　４か所。̥１・̥２は深さ 102ᶲ・97ᶲで，ن໛と഑置から主柱穴である。̥３・̥４は深さ 29ᶲ・

18ᶲで，ೆ東นࡍのதԝ部に位置していることから，出入りࢪޱઃに伴うピットと考えられる。

ஷଂ݀　竈のӈ側に位置している。長ܘ 105ᶲ，୹ܘ 72ᶲのପ円形で，深さは 39ᶲである。ఈ面は平坦で，

นは֎܏して立ち上がっている。

ஷଂ݀౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
２　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックඍ量

４　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
׊　̑ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子গ量
׊　̒ ৭　ローϜཻ子গ量

෴౔　10 ૚に分૚できる。पғからのྲྀ入にΑるଯ積ঢ়گをࣔしていることから，ࣗવଯ積である。第 11 ～

13 ૚は，షচの構ங土である。
౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
׊　４ ৭　ローϜϒロック，୸化ཻ子ඍ量
׊　̑ ৭　ローϜཻ子গ量
̒　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ϒロック・୸化物ඍ量
׊　７ ৭　ローϜཻ子த量，୸化ཻ子ඍ量
׊　̔ ৭　ローϜϒロックগ量
̕　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量

10　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
11　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
׊　12 ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
׊　13 ৭　ローϜϒロックগ量，࣭࠭೪土ϒロック・୸化ཻ
　　　　　　　　子ඍ量

׊　̕ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
׊　10 ৭　࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
11　にͿいԫ׊৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গ量
12　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
13　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，୸化ཻ子ඍ量
14　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量
׊　15 փ ৭　࣭࠭೪土ϒロックগ量
׊　16 փ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量
ۃ　17 ҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
׊　18 փ ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
׊　19 փ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ϒロックඍ量
ۃ　20 ҉ ׊ ৭　୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量
21　҉ ׊ ৭ ࣭࠭೪土ཻ子・୸化ཻ子গ量，ম土ϒロックඍ量
22　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子      
　　　　　　　　ඍ量
ࠇ　23 ׊ ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
24　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量

׊　25 փ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量
׊　26 փ ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量
׊　27 փ ৭　ম土ϒロック・࣭࠭೪土ཻ子গ量
׊　28 ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
29　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量
30　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロック・୸化ཻ子গ量
31　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
׊　32 ৭　ローϜཻ子த量
33　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
34　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
35　にͿい੺׊৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子த量
36　҉ ੺ ׊ ৭　୸化ཻ子গ量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
37　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子ඍ量
38　փ ׊ ৭　ローϜཻ子த量
39　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ཻ子ඍ量
40　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子ඍ量
41　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，ローϜཻ子・୸化ཻ子গ量
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第 50 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 64・65 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

148 土師器 坏 11.5 4.3 － 長石・石ӳ にͿいᒵ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ
り　内面ԣφσ・工具ࠟ চ面 90ˋ

149 土師器 坏 ʦ14.4ʧ 3.8 － 長石・石ӳ փ׊ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ
り　内面ϔラຏき ෴土Լ૚ 60ˋ

150 土師器 椀 10.9 7.7 － 長石・石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ ମ部֎・内面ԣ位のϔラφσ　 ஷ蔵穴෴土த૚ 100ˋ  PL30

151 土師器 椀 ʦ11.2ʧ 8.8 5.5 長石・石ӳ փ・ᒵ׊ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面Լ୺ԣ位のϔޱ
ラ࡟り　内面ԣ位のϔラφσ ஷ蔵穴෴土த 60ˋ　PL30

152 土師器 小形甕 14.0 11.1 5.2 長石・石ӳ にͿいᒵ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ॎ位のϔラޱ
り　Լ୺ԣ位のϔラ࡟り　内面ԣφσ・工具ࠟ চ面 80ˋ　PL32

番号 器　種 高さ ܘ小࠷ ܘ大࠷ ॏ量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

DP41 ٭ࢧ （13.7） 4.8 （6.5） （296） 長石・石ӳ φσ　֎面ࢦ頭ѹࠟ　Լ部ܽଛ ෴土த૚ PL42

DP42 ٭ࢧ （16.5） 6.2 7.7 （905） 長石・石ӳ ֎面ϔラφσ　ࢦ頭ѹࠟ　Ұ部ܽଛ ෴土Լ૚

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

̦ 11 砥石 （9.4） 5.5 3,4 （182） փ岩ڽ 断面長ํ形　砥面 4 面　 ෴土Լ૚ PL44

̦ 12 砥石 （12.6） 9.0 4.8 （670） փ岩ڽ 断面۱ؙ長ํ形　砥面 5 面 ෴土த૚

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

̢̑ 刀子 （4.7） （1.2） （0.3） （4.6） 鉄 ਕ部・ܪ部ܽଛ　ਕ部断面三֯形・ܪ部断面ٯ台形 ෴土上૚

̢̒ 鎌 （8.5） 3.1 0.3 （9.0） 鉄 ୺部ંりฦし　த間・ઌ୺ܽଛ　ਕ部断面三֯形 ෴土த૚

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

̦ 13 臼玉 1.3 1.0 0.2 （2.9） 石׈ શ面ݚຏ　円౵ঢ়　Ұ部ܽଛ　Ұํ向からのઠ孔 ஷ蔵穴෴土上૚ PL45

ॴݟ　時期は，出土土器から７ੈل前༿にൺఆできる。চ面のதԝやや北西دりで確認された不整ପ円形の

高まりのੑ֨にͭいては不明である。

第 跡（第ډॅ߸�5 66 ～ 68 図）

ᜱ　北西นのதԝ部からやや北東دりに付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 105ᶲで，೩ম部෯は

35ᶲである。କ部は࣭࠭೪土を主ମとした第 15 ～ 19 ૚を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面を 15ᶲ

掘りࠐんで，ローϜཻ子，࣭࠭೪土ཻ子をؚんͩ第 20・21 ૚を埋土して構ஙされている。Րচ面はՐをडけ

て੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎へ 42ᶲ掘りࠐまれ，Րচ部から֎܏して立ち上がっている。

Ґஔ　調査区東部の̛ 15c2 区，標高 13 ｍの台地上から低地に向かう؇やかなࣼ面部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 61 号住居跡を掘りࠐみ，第 88・89 号土坑に掘りࠐまれている。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 5.50 ｍ，୹軸 5.30 ｍのํ形で，主軸ํ向は̣－ 30 ʄ－̬である。น高は 25 ～ 50ᶲで，֎

。して立ち上がっている܏

চ　平坦で，นࡍをআいて౿みݻΊられている。北東นԼをআいてน溝が८っている。東・西のน溝からத

ԝに向かって，෯̔～ 18ᶲ，長さ 70 ～ 105ᶲ，深さ 11 ～ 14ᶲで，断面形がٯ台形ঢ়の間仕੾り溝４条を確

認した。

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

̦ 14 ૒孔円板 2.1 2.1 0.3 （1.8） 石׈ શ面ݚຏ　Ұ部ܽଛ　Ұํ向からのઠ孔 ෴土த
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第 ��図　第 54 号住居跡࣮ଌ図
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第 ��図　第 54 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（１）
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ᜱ౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
２　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ϒロック・ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
４　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
̑　҉ ੺ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ϒロックগ量，ローϜཻ
　　　　　　　　子・୸化ཻ子ඍ量
̒　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土গ量，୸化ཻ子ඍ量
７　փ ׊ ৭　୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量
̔　҉ ׊ ৭　ম土ϒロック・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量

̕　҉ ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子ඍ量
10　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量
11　҉ ׊ ৭　փগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
׊　12 ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
׊　13 ৭　ローϜཻ子গ量
14　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
׊　15 փ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ཻ子ඍ量
׊　16 փ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ϒロックগ量
17　փ ׊ ৭　ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量
18　փ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量
׊　19 ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量
׊　20 ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
׊　21 ৭　ローϜཻ子গ量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量

ϐοτ　̑か所。̥１～̥４は深さ 62 ～ 75ᶲで，ن໛と഑置から主柱穴である。̥̑は深さ 45ᶲで，ೆ東น

。ઃに伴うピットと考えられるࢪޱのதԝ部に位置していることから，出入りࡍ

ஷଂ݀　北東コーφー部に位置している。長軸 98ᶲ，୹軸 73ᶲの長ํ形で，深さは 52ᶲである。ఈ面はࡼঢ়

に͘΅んでおり，นは֎܏して立ち上がっている。

ஷଂ݀౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量
２　҉ ׊ ৭ ম土ཻ子গ量，ローϜϒロック・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
ۃ　３ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ϒロック・ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量

ۃ　４ ׊ ৭　ローϜཻ子த量
ࠇ　̑ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，
̒　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子ඍ量

෴౔　19 ૚に分૚できる。不نଇなଯ積ঢ়گをࣔしていることから，埋Ί໭されている。

౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭ ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子・ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，୸化物・ম土ཻ子ඍ量
ۃ　̑ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
̒　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
７　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ϒロック・୸化ཻ子ඍ量
ۃ　̔ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍ量
׊　̕ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
10　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量

11　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
12　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量
13　҉ ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ۃ　14 ҉ ׊ ৭　ローϜϒロックඍ量
׊　15 ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
ۃ　16 ҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍ量
17　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
18　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
19　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ϒロッ
　　　　　　　　ク・୸化ཻ子ඍ量

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 718 ఺（坏 207，甕類 509，甑２），須恵器ย 18 ఺（坏 12，蓋１，甕類̑），土製品

̕఺（勾玉１，土玉̔），石製品３఺（臼玉２，紡錘車１），石２఺（ܰ石，᛽），ম成೪土մ̔఺，鉄滓３఺（13g）

が，શ面の෴土த૚からচ面にかけて出土している。そのほか，ࠞ入した縄文土器ย 20 ఺（深鉢），ണย２

఺΋出土している。162・DP44 は竈のೆ西側，155・DP47 は竈の北東側，̦ 16 は̥４付ۙのচ面からそれͧ

第 ��図　第 54 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）
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第 54 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 67・68 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

153 土師器 坏 10.5 3.6 － 長石・石ӳ ׊ࠇ ී௨ ମ部֎面ԣ位のϔラφσ　内面ԣφσ・工具ࠟ ෴土த૚ 80ˋ

154 土師器 坏 14.4 4.5 － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ ׊ࠇ ී௨ ମ部֎面ԣ位のϔラ࡟り ෴土Լ૚ 90ˋ

155 土師器 坏 ʦ12.9ʧ 4.0 － 長石・石ӳ 明ԫ׊ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ
り　内面ԣφσ　工具ࠟ চ面 70ˋ

156 土師器 坏 13.4 5.6 － 長石・石ӳ にͿいᒵ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ
り　内面ԣφσ・工具ࠟ ෴土Լ૚ 90ˋ

157 土師器 坏 13.3 4.2 － 長石・石ӳ・
੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ

り　内面ϔラຏき ஷ蔵穴෴土த૚ 70ˋ

158 土師器 坏 ʦ15.8ʧ 4.8 － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ り　内࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ϔラޱ

面ԣφσ　ఈ部֎面े字のਕ物ࠟ ෴土Լ૚ 60ˋ

159 土師器 坏 17.1 7.6 － 長石・石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ
り　内面ԣφσ ෴土Լ૚ 60ˋ　PL29

160 土師器 高坏 － （6.5） 10.4 長石・石ӳ にͿい੺׊ ී௨ ੄部֎面ॎ位のϔラຏき　内面ԣ位のϔラφσ ෴土த૚ 20ˋ

161 土師器 甕 22.8 （22.3） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　内面ԣφσ・工具ࠟޱ ̥２෴土上૚ 30ˋ

162 土師器 甕 ʦ23.6ʧ（8.5） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　内面工具ࠟޱ চ面 10ˋ

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏ量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

DP44 土玉 1.1 0.8 0.2 ～
0.3 1.1 長石・石ӳ φσ　Ұํ向からのઠ孔 চ面 PL41

DP45 土玉 1.9 2.0 0.3 ～
0.4 （6.5） 長石 φσ　側面ϔラຏき　Ұํ向からのઠ孔 ෴土Լ૚ PL41

DP46 土玉 2.3 2.4 0.3 ～
0.5（10.6）長石・石ӳ φσ　ࢦ頭ѹࠟ　Ұํ向からのઠ孔 竈෴土த PL41

DP47 土玉 2.5 2.4 0.3 （12.7）長石・石ӳ φσ　ࢦ頭ѹࠟ　Ұํ向からのઠ孔 চ面 PL41

DP48 土玉 2.5 2.6 0.3 ～
0.4 15.1 長石・石ӳ φσ　ࢦ頭ѹࠟ　Ұํ向からのઠ孔 ஷ蔵穴ఈ面 PL41

DP49 土玉 2.7 2.7 0.2 ～
0.3 16.2 長石・石ӳ φσ　Ұํ向からのઠ孔 竈෴土த PL41

DP50 土玉 2.7 2.9 0.2 ～
0.4 18.5 長石・石ӳ φσ　Ұํ向からのઠ孔 竈෴土த PL41

DP51 土玉 2.8 2.9 0.3 19.3 長石・石ӳ φσ　ࢦ頭ѹࠟ　Ұํ向からのઠ孔 竈෴土த PL41

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

̦ 15 臼玉 0.7 0.6 0.2 0.4 石׈ શ面ݚຏ　円౵ঢ়　Ұํ向からのઠ孔 ෴土Լ૚ PL45

̦ 16 臼玉 1.4 0.6 0.4 1.3 石׈ શ面ݚຏ　円౵ঢ়　Ұํ向からのઠ孔 চ面 PL45

̦ 17 紡錘車 4.3 2.7 0.7 47.7 石׈ શ面ݚຏ　側面Լ୺ϔラຏき　Ұํ向からのઠ孔 ̥１෴土த૚ PL45

れ出土している。DP46・DP49 ～ DP51 は竈の෴土தからそれͧれ出土している。161 は̥２の෴土上૚，̦

17 は̥１の෴土த૚，157 はஷ蔵穴の෴土த૚，DP43 はஷ蔵穴の෴土Լ૚，DP48 はஷ蔵穴のఈ面からそれ

ͧれ出土している。156・158・159 はதԝ部，̦ 15 は西部，DP45 は東コーφー部付ۙの෴土Լ૚からそれ

ͧれ出土している。160 はதԝ部，153 は西コーφー部の෴土த૚からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̒ੈل後༿にൺఆできる。

番号 器　種 長さ ްさ 孔ܘ ॏ量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

DP43 勾玉 （2.3） 1.0 － （2.4） 長石・石ӳ φσ　Ұ部ܽଛ　ઠ孔ࠟ ஷ蔵穴෴土Լ૚ PL42

第 跡（第ډॅ߸55 69・70 図）
Ґஔ　調査区東部の̛ 14e0 区，標高 14 ｍの台地上から低地に向かう؇やかなࣼ面部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 60・62・63 号住居に掘りࠐまれている。

ঢ়　東部が第ܗ໛ͱن 60・63 号住居に掘りࠐまれ，ೆ西部が第 62 号住居に掘りࠐまれ，さらに調査区Ҭ֎

にԆͼているたΊ，ೆ 北軸は 5.36 ｍで，東西軸は 5.00 ｍしか確認できなかった。平面形はํ形または長ํ形で，

主軸ํ向は̣－ 18 ʄ－̬とਪఆできる。น高は 16 ～ 23ᶲで，֎܏して立ち上がっている。
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第 �9図　第 55 号住居跡࣮ଌ図
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第 ��図　第 55 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図
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第 55 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 70 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

163 土師器 坏 ʦ14.4ʧ 4.7 － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ

り　内面์ࣹঢ়のϔラຏき ෴土Լ૚ 40ˋ

164 土師器 甕 17.6 （18.6） － 長石・石ӳ にͿいᒵ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ॎ位のϔラޱ
り　内面ϔラφσ・工具ࠟ

竈Րচ部
構ங土上 40ˋ　PL34

165 土師器 小形甕 13.0 17.6 4.5 長石・石ӳ・
੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී௨ り࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ 竈Րচ部

構ங土上 90ˋ　PL33

চ　平坦なషচで，นࡍをআいて౿みݻΊられている。นԼにはน溝が८っている。西側のน溝から P ３に

向かって，෯ 12 ～ 17ᶲ，長さ 115 ～ 135ᶲ，深さ̑～７ᶲで断面形がࡼঢ়の間仕੾り溝２条と，̥ ２の北東に，

෯ 17 ～ 34ᶲ，長さ 95ᶲ，深さ̔ᶲで断面形がࡼঢ়の間仕੾り溝１条を確認した。షচは，શ面をۉҰに掘

りࠐみ，ローϜཻ子，ম土ཻ子，୸化ཻ子をؚΉ第７・̔૚を埋土して構ஙされている。

ᜱ　北นに付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 144ᶲで，೩ম部෯は 47ᶲである。କ部は࣭࠭೪土

を主ମとした第̔～ 14 ૚を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面を̑ᶲ掘りࠐんで，ローϜཻ子，࣭࠭

೪土ཻ子をؚんͩ第 15 ૚を埋土して構ஙされている。Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎

へ 12ᶲ掘りࠐまれ，Րচ部から֎܏して立ち上がっている。

ᜱ౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
２　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ϒロック・ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
４　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
̑　҉ ੺ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ϒロックগ量，ローϜཻ
　　　　　　　　子・୸化ཻ子ඍ量

̒　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
７　փ ׊ ৭　୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量
̔　҉ ׊ ৭　ম土ϒロック・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
̕　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ϒロック・ローϜཻ子গ量
10　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ϒロック・ম土ཻ子গ量
11　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ϒロックத量，୸化ཻ子ඍ量
׊　12 ৭　࣭࠭೪土ϒロックগ量，ম土ཻ子ඍ量
׊　13 ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子গ量
14　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
15　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 206 ఺（坏 37，椀 13，高坏１，壺４，甕類 149，小形甕１，ミχνュア土器１），土

製品１఺（土玉），石器１఺（砥石），石製品１఺（臼玉）が出土している。また，షচの構ங土内から土師

器ย 22 ఺（坏̑，甕類 17）が出土している。そのほか，ࠞ入したಃ器ย３఺（࿸２，ٸ須１），࣓器ย１఺

（࿸）΋出土している。165 は竈のӈକ部，164 は竈のࠨକ部のิࡐڧとして，と΋にՐচ部の構ங土上にٯ

位のঢ়態でਾえられていた。̦ 19は竈のӈକ部上から出土している。163はೆ部の෴土Լ૚から出土している。

DP52・218 は෴土தからそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̒ੈلத༿にൺఆできる。

ϐοτ　７か所。̥１～̥３は深さ 70 ～ 74ᶲで，ن໛と഑置から主柱穴である。̥４～̥７は深さ̒～ 20ᶲ

で，ੑ֨は不明である。

౔૚ղઆ
׊　１ ৭　ローϜཻ子த量
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量

̒　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
７　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
̔　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子多量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量

෴౔　̒૚に分૚できる。不نଇなଯ積ঢ়گをࣔしていることから，埋Ί໭されている。第７・̔૚はషচの

構ங土である。
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番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏ量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

DP52 土玉 2.3 ～
2.9 2.1 0.6 ～

0.7 11.1 長石・石ӳ φσ　Ұํ向からのઠ孔 ෴土த PL41

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

̦ 18 砥石 （10.4） 6.3 （2.8） （177） փ岩ڽ 砥面 2 面 ෴土த

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

̦ 19 臼玉 1.0 0.6 0.3 0.9 石׈ શ面ݚຏ　円౵ঢ়　Ұํ向からのઠ孔 竈ӈକ部上 PL45

第 跡（第ډॅ߸�� 71・72 図）

ᜱ　北西นのೆ西دりに付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 123ᶲで，೩ম部෯は 29ᶲである。କ

部は࣭࠭೪土を主ମとした第 28・29 ૚を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面を̔ᶲ掘りࠐんで，ロー

Ϝཻ子，ম土ཻ子をؚんͩ第 30・31 ૚を埋土して構ஙされている。Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。

Ԏ道部はน֎へ 35ᶲ掘りࠐまれ，Րচ部から֎܏して立ち上がっている。

ᜱ౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックඍ量
׊　２ ৭　ローϜཻ子গ量
３　փ ԫ ׊ ৭ ࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜϒロック・ম土ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
̑　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量
̒　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック多量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
׊　７ ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
̔　փ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
̕　փ ׊ ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
10　փ ׊ ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量
11　੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量
12　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量
13　փ ԫ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量
14　փ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化物・ম土ཻ子ඍ量
15　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子ඍ量
16　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍ量

17　にͿい੺׊৭　ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
18　にͿいԫ׊৭　ローϜཻ子গ量
19　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子গ量
20　҉ ׊ ৭　ম土ϒロックඍ量
21　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量
22　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
23　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
24　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
׊　25 ৭　ম土ཻ子ඍ量
26　にͿい੺׊৭　ম土ཻ子গ量
27　҉ ੺ ׊ ৭　ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
28　にͿい׊৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　29 ׊ ৭　ローϜཻ子த量，୸化ཻ子গ量，ম土ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
30　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গ量
׊　31 ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量

Ґஔ　調査区東部の̛ 15d1 区，標高 13 ｍの台地上から低地に向かう؇やかなࣼ面部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 61 号住居跡を掘りࠐみ，第 56 号住居に掘りࠐまれている。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 5.36 ｍ，୹軸 5.06 ｍのํ形で，主軸ํ向は̣－ 38 ʄ－̬である。น高は 22 ～ 30ᶲで，֎

。して立ち上がっている܏

চ　平坦で，นࡍをআいて౿みݻΊられている。นԼにはน溝が८っている。北นのน溝と̥２の間に，෯

13 ～ 15ᶲ，長さ 95ᶲ，深さ７ᶲで，断面形がࡼঢ়の間仕੾り溝１条を確認した。

෴౔　14 ૚に分૚できる。不نଇなଯ積ঢ়گをࣔしていることから，埋Ί໭されている。

౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭ ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ϒロック・୸化ཻ子ඍ量
ۃ　３ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量
ࠇ　４ ׊ ৭　ローϜϒロックඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量

ࠇ　̒ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
７　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
̔　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
׊　̕ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子ඍ量
10　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量

ϐοτ　７か所。̥１～̥４は深さ 32 ～ 47ᶲで，ن໛と഑置から主柱穴である。̥̑・̥̒は深さ 15ᶲ・28

ᶲで，ೆ東นࡍのதԝ部に位置していることから，出入りࢪޱઃに伴うピットと考えられる。̥７は深さ 41

ᶲで，ੑ֨は不明である。
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 203 ఺（坏 31，椀１，高坏１，甕類 169，甑１），須恵器̑఺（坏），土製品１఺（土玉），

石器１఺（砥石），ম成೪土մ１఺，鉄滓２఺（616g）が出土している。そのほか，ࠞ入した縄文土器ย̑఺

（深鉢）΋出土している。168 は東コーφー部のচ面と̥４෴土த૚から出土したഁยが઀߹した΋のである。

DP53 はதԝ部，166 は出入りޱ付ۙの෴土Լ૚からそれͧれ出土している。167 は̥４付ۙの෴土த૚から

出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から７ੈل前༿にൺఆできる。

11　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ϒロック・୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　12 ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍ量

13　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍ量
׊　14 ৭　ローϜཻ子த量

第 ��図　第 60 号住居跡࣮ଌ図
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第 ��図　第 60 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図

第 60 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 72 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

166 土師器 坏 12.4 3.3 － 長石・石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ
り　内面φσ ෴土Լ૚ 60ˋ

167 土師器 坏 ʦ14.2ʧ 4.4 － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ ᒵ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラφޱ

σ　内面ԣφσ・工具ࠟ ෴土த૚ 40ˋ

168 土師器 高坏 － （5.6） 9.7 長石・石ӳ ࠇ・փ׊ ී௨ り࡟り　内面ԣ位のϔラ࡟部֎面ॎ位のϔラ٭
੄部֎・内面ԣφσ P ４෴土த૚ 50ˋ

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏ量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

DP53 土玉 1.9 1.8 0.2 ～
0.3 6.2 長石 φσ　ࢦ頭ࠟࡲ　Ұํ向からのઠ孔 ෴土Լ૚ PL41

第 跡（第ډॅ߸�� 73・74 図）

Ґஔ　調査区東部の̛ 15c1 区，標高 13 ｍの台地上から低地に向かう؇やかなࣼ面部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 54・56・60 号住居に掘りࠐまれている。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 6.56 ｍ，୹軸 6.52 ｍのํ形で，主軸ํ向は̣－ 20 ʄ－̬である。น高は 24 ～ 32ᶲで，֎

。して立ち上がっている܏

চ　平坦で，தԝ部を第 56 号住居跡に掘りࠐまれているたΊ，竈の前面のわͣかに遺ଘしている部分のみが

౿みݻΊられていることを確認した。北นԼと東น・西นԼのҰ部にはน溝が८っている。
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第 �3図　第 61 号住居跡࣮ଌ図
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第 ��図　第 61 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図

ᜱ　北นのほ΅தԝ部に付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 130ᶲで，೩ম部෯は 42ᶲである。କ

部は࣭࠭೪土を主ମとした第 22 ～ 25 ૚を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面を 12ᶲ掘りࠐんで，ম

土ཻ子をؚんͩ第 26 ～ 28 ૚を埋Ίて構ஙされている。Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎

へ 42ᶲ掘りࠐまれ，Րচ部から֎܏して立ち上がっている。

ᜱ౔૚ղઆ
１　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量
２　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　４ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
̑　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ϒロックগ量
ࠇ　̒ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　７ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子ඍ量
̔　փ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
̕　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ཻ子ඍ量
10　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量
11　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，࣭࠭೪土ϒロックඍ量
12　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
13　փ ԫ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
14　҉ ׊ ৭ ୸化ཻ子গ量，ম土ϒロック・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
ࠇ　15 ׊ ৭　୸化ཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量

ࠇ　16 ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
17　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　18 ׊ ৭　ম土ཻ子ඍ量
19　҉ ੺ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量
ࠇ　20 ׊ ৭　ম土ཻ子গ量
21　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量・୸化ཻ子গ量
22　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量
23　にͿい׊৭　࣭࠭೪土ϒロックத量，ম土ϒロック・ローϜཻ
　　　　　　　　子・୸化ཻ子ඍ量
24　҉ ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
25　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
26　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
27　にͿい੺׊৭　ম土ཻ子த量
28　にͿい੺׊৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量

ϐοτ　４か所。̥１～̥４は深さ 69 ～ 94ᶲで，ن໛と഑置から主柱穴である。

ஷଂ݀　北東コーφー部に位置している。長ܘ 85ᶲ，୹ܘ 75ᶲの不整ପ円形で，深さは 43ᶲである。ఈ面は

。して立ち上がっている܏֎ঢ়に͘΅んでおり，นはࡼ

ஷଂ݀౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭ ローϜཻ子ඍ量

׊　３ ৭　ローϜཻ子ඍ量
׊　４ ৭　ローϜཻ子গ量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量

෴౔　10 ૚に分૚できる。不نଇなଯ積ঢ়گをࣔしていることから，埋Ί໭されている。

౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭ ローϜϒロック・ম土ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ϒロックඍ量
４　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量

̒　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量
׊　７ ৭ ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
̔　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
׊　̕ ৭　ローϜཻ子த量
10　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
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第 61 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 74 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

169 土師器 坏 ʦ12.4ʧ 3.7 － 長石・石ӳ・
੺৭ཻ子

にͿいԫᒵ・
ࠇ ී௨ り࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ϔラޱ চ面 60ˋ

170 土師器 坏 ʦ13.6ʧ（3.4） － 長石・石ӳ にͿいᒵ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ
り　内面ԣφσ

෴土த・
ஷ蔵穴෴土த 10ˋ

171 土師器 椀 ʦ14.0ʧ 8.9 － 長石・石ӳ・
੺৭ཻ子 ઙԫᒵ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ࣼ位のϔラޱ

り　内面ԣ位のϔラφσ後ϔラຏき চ面 50ˋ

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 161 ఺（坏 37，椀１，甕類 122，甑１），須恵器ย７఺（坏３，甕類４），鉄滓２఺（262g）

が出土している。そのほか，ࠞ入した縄文土器ย̑఺（深鉢）΋出土している。169 は竈の東側のচ面から出

土したഁยが઀߹した΋のである。，171 は̥３付ۙのচ面からまとまって出土したഁยが઀߹した΋のであ

る。170 は෴土தとஷ蔵穴の෴土தから出土したഁยが઀߹した΋のである。

ॴݟ　時期は，出土土器から̒ੈل後༿にൺఆできる。

第 跡（第ډॅ߸�� 75 図）

Ґஔ　調査区東部の̛ 15f1 区，標高 14 ｍの台地上から低地に向かう؇やかなࣼ面部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 55 号住居跡を掘りࠐんでいる。

ঢ়　大൒が調査区Ҭ֎へԆͼており，東西軸はܗ໛ͱن 1.55 ｍで，ೆ北軸は 1.10 ｍしか確認できなかった。

平面形はํ形あるいは長ํ形で，主軸ํ向は̣－ 17 ʄ－̬とਪఆできる。น高は 18 ～ 32ᶲで，֎܏して立ち

上がっている。

চ　確認できた面はほ΅平坦で，౿みݻΊられたࠟ跡は確認できなかった。

第 �5図　第 62 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図
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ஷଂ݀　北東コーφー部に位置し，ೆ西部が調査区Ҭ֎へԆͼている。平面形は，ପ円形とਪఆでき，深さは

50ᶲである。ఈ面は平坦で，นは֎܏して立ち上がっている。

෴౔　14 ૚に分૚できる。第１～̒૚が෴土で，第７～ 14 ૚はஷ蔵穴の෴土である。いͣれ΋不نଇなଯ積

ঢ়گをࣔしており，埋Ί໭されている。

ɾஷଂ݀౔૚ղઆډॅ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・গ量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
ۃ　３ ҉ ׊ ৭　ম土ϒロックগ量，࣭࠭೪土ϒロックඍ量
ࠇ　４ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ϒロック・୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
ۃ　̑ ҉ ׊ ৭ ম土ཻ子গ量，ローϜϒロック・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
ࠇ　̒ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
ࠇ　７ ׊ ৭ ম土ϒロックগ量，ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量

̔　҉ ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子ඍ量
̕　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
10　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　11 ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子ඍ量
ࠇ　12 ׊ ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
ࠇ　13 ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
ࠇ　14 ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子গ量

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 17 ఺（坏２，壺２，甕類 13），須恵器ย２఺（坏），ܰ石２఺が出土している。その

ほか，ࠞ入したಃ器ย２఺（࿸）΋出土している。172 はஷ蔵穴の෴土த૚から出土している。

ॴݟ　時期は，ॏෳ関܎や出土土器から̒ੈل後༿以߱と見られる。

第 62 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 75 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

172 土師器 甕 ʦ17.6ʧ（9.7） － 長石・石ӳ ᒵ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ
り　内面ԣ位のϔラφσ　ࢦ頭ѹࠟ ஷ蔵穴෴土த૚ ̑ˋ

第 跡（第ډॅ߸�3 76 図）

ᜱ　北西นのதԝ部に付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 126ᶲで，೩ম部෯は 23ᶲである。କ部

は࣭࠭೪土を主ମとした第 14 ～ 16 ૚を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面とほ΅ಉ͡高さを使用して

おり，Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎へ 20ᶲ掘りࠐまれ，Րচ部から֎܏して立ち上

がっている。

ᜱ౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ম土ϒロック・ローϜཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
３　҉ ੺ ׊ ৭ ম土ཻ子த量，ローϜཻ子ඍ量
４　にͿいᒵ৭ ローϜཻ子গ量，ম土ϒロック・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
̑　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
̒　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロックগ量，ローϜཻ子ඍ量
ۃ　７ ҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
̔　փ ന ৭　ম土ཻ子・ローϜཻ子ඍ量
̕　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
10　҉ ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量

11　҉ ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子ඍ量
12　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，ローϜϒロック・୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
ۃ　13 ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
14　にͿい׊৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
15　にͿいᒵ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
16　にͿい׊৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量

Ґஔ　調査区東部の̛ 15e2 区，標高 13 ｍの台地上から低地に向かう؇やかなࣼ面部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 55 号住居跡を掘りࠐみ，第 57 号住居に掘りࠐまれている。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 4.80 ｍ，୹軸 4.62 ｍのํ形で，主軸ํ向は̣－ 23 ʄ－̬である。น高は２～ 18ᶲで，֎܏

して立ち上がっている。

চ　平坦なషচで，தԝ部が౿みݻΊられている。นԼにはน溝が८っている。షচは，۱࢛を土坑ঢ়に掘

りࠐみ，ローϜཻ子，୸化ཻ子，࣭࠭೪土ཻ子をؚΉ第 10・11 ૚を埋土して構ஙされている。
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 64 ఺（坏 17，甕類 47），須恵器ย̕఺（坏̑，蓋３，甕類１），土製品 1 ఺（土玉），

石器１఺（砥石），石製品２఺（臼玉），ܰ石１఺，鉄滓̒఺（50g）が出土している。そのほか，ࠞ入した縄

文土器ย２఺（深鉢），φイϑ形石器１఺，ണย２఺΋出土している。173 は竈の前，DP54・̦ 21 は東นԼ，

̦ 20 は̥３付ۙのচ面からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，ॏෳ関܎や出土土器から̒ੈل後༿以߱と見られる。

෴౔　̕૚に分૚できる。不نଇなଯ積ঢ়گをࣔしていることから，埋Ί໭されている。第 10・11 ૚はషচ

の構ங土である。

౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子গ量，ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量

ࠇ　̒ ׊ ৭　ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量
ۃ　７ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
ࠇ　̔ ׊ ৭　ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
̕　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
׊　10 ৭　ローϜཻ子த量
11　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子多量，୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量

ϐοτ　̑か所。̥１～̥４は深さ 37 ～ 52ᶲで，ن໛と഑置から主柱穴である。̥̑は深さ 24ᶲで，ೆ東น

。ઃに伴うピットと考えられるࢪޱのதԝ部に位置していることから，出入りࡍ

第 ��図　第 63 号住居跡࣮ଌ図
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第 ��図　第 63 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

第 63 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 77 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

173 土師器 甕 － （3.3）ʦ10.0ʧ長石・石ӳ・
Ӣ฼ փ׊ ී௨ ମ部֎面Լ୺ϔラ࡟り চ面 ̑ˋ

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

̦ 20 砥石 6.1 2.0 1.5 30.3 փ岩ڽ 断面長ํ形　Ұ部ܽଛ　砥面 5 面　Ұํ向からのઠ孔 চ面 PL44

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏ量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

DP54 土玉 1.0 0.8 0.2 （0.9） 長石・石ӳ φσ　Ұ部ܽଛ　Ұํ向からのઠ孔 షচ構ங土内

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

̦ 21 臼玉 1.0 0.8 0.2 1.0 石׈ શ面ݚຏ　円౵ঢ়　Ұํ向からのઠ孔 চ面 PL45

番号 位 置 平面形 主軸ํ向
໛　ن น 高

（ᶲ）
চ面 น溝

内　部　ࢪ　ઃ
෴土 主な出土遺物 時　期

උ　考

ॏෳ関܎（古ˠ৽）長軸×୹軸（ｍ） 主柱穴 出入ޱ ピット 炉・竈 ஷ蔵穴

２ G10g0 ʦํ形・
長ํ形ʧ̣－30 －˃W（2.65）×（1.50） 25 ～ 32 平坦 Ұ部 １ － － 竈１ － 人ҝ 土師器 த༿لੈ̒

３ F11f5 ʦํ形・
長ํ形ʧ̣－ 32 －˃̬（5.37）×（3.20） 46 ～ 64 平坦 Ұ部 １ － － 竈１ １ 人ҝ 土師器，土製品 後༿لੈ̒

̒ G11a2 ʦํ形・
長ํ形ʧ̣－31 －˃W 5.18 ×（2.36） 32 ～ 40 平坦 Ұ部 ２ １ － － － 人ҝ 土師器 初頭ل７ੈ

10 E12f8 ํ形 ̣－ 28 －˃̬ 4.58 × 4.32 16 ～ 28 平坦 ほ΅
શप － １ － 炉２ １ 人ҝ 土師器，土製品 後༿ل４ੈ ຊ跡ˠ SE1，SD3

11 E12c8 ํ形 ̣－ 27 －˃̬ 7.86 × 7.78 ̔～ 34 平坦 શप ４ １ － 竈１ １ 人ҝ 土師器，土製品 ～຤لੈ̑
初頭لੈ̒

12 E12e5 ํ形 ̣－ 21 －˃̬ 5.65 × 5.55 42 ～ 50 平坦 ほ΅
શप ４ ２ １ 竈１ １ 人ҝ 土師器，須恵器，　　

土製品 後༿لੈ̒

16 E12f1 ʦํ形・
長ํ形ʧ̣－ 15 －˃̬（3.60）×（3.50） 25 ～ 27 平坦 Ұ部 １ １ － － － 人ҝ 土師器 前༿لੈ̒

18 D12h5ʦํ形・
長ํ形ʧ̣－ 26 －˃̬（3.80）×（3.56） ４～ 23 平坦 Ұ部 １ １ － － １ ࣗવ 土師器 ～後༿لੈ̑

前༿لੈ̒
19 E12c3 長ํ形 ̣－ 33 －˃̬ 4.60 × 3.82 13 ～ 17 平坦 Ұ部 － １ － 炉１ １ 人ҝ・

ࣗવ 土師器 後༿ل４ੈ ຊ跡ˠ SI20

20 E12b4 ํ形 ̣－ 35 －˃̬ 7.40 × 7.35 30 ～ 45 平坦 શप ４ １ ２ 竈１ １ 人ҝ・
ࣗવ

土師器，須恵器，　　
土製品

～຤لੈ̑
初頭لੈ̒

SI19ŋ21 ˠຊ跡ˠ
S,21，SD3

ද３　古墳時代住居跡Ұཡද
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番号 位 置 平面形 主軸ํ向
໛　ن น 高

（ᶲ）
চ面 น溝

内　部　ࢪ　ઃ
෴土 主な出土遺物 時　期

උ　考

ॏෳ関܎（古ˠ৽）長軸×୹軸（ｍ） 主柱穴 出入ޱ ピット 炉・竈 ஷ蔵穴

21 D12K4 ํ形 ̣－ 63 －˃Ｅ 5.55 × 5.40 12 ～ 22 平坦 ほ΅
શप ４ １ － 炉１ １ 人ҝ 土師器 後༿ل４ੈ ຊ跡ˠ SI20

22 E12a6 ۱ؙํ形 ̣－ 21 －˃̬ 4.77 × 4.62 ̑～ 39 平坦 શप ４ ２ － 竈１ － 人ҝ 土師器，須恵器，　　
土製品 த༿لੈ̒ SI23 ˠຊ跡

23 E12b7 長ํ形 ̣－ 17 －˃̬ 3.62 × 3.31 ̑～ 12 平坦 ほ΅
શप － － １ － － ࣗવ 土師器，土製品 代ل４ੈ ຊ跡ˠ SI22

24 E12g9 長ํ形 ̣－ 32 －˃̬ 3.60 × 3.16 20 ～ 29 平坦 － － － ２ 炉１ １ 人ҝ 土師器，土製品，
石製品 後༿ل４ੈ ຊ跡ˠ SD3

25 E12f5 ʦํ形・
長ํ形ʧ̣－ 18 －˃̬（3.60）×（2.83） 12 ～ 15 平坦 Ұ部 － － １ 炉１ － ࣗવ 土師器 前༿لੈ̑ ຊ跡ˠ S,29

26 E12a9 ʦํ形・
長ํ形ʧ̣－ 33 －˃̬（2.45）×（1.55） 48 ～ 60 平坦 Ұ部 － － － － － 人ҝ 土師器 代ل４ੈ

27 E12c6 ۱ؙํ形 ̣－ 20 －˃̬ 4.97 × 4.93 25 ～ 48 平坦 ほ΅
શप ４ ２ ３ 竈１ １ 人ҝ 土師器，土製品，

石製品 6 後༿لੈ ຊ跡ˠ SD3

29 E14g1 長ํ形 ̣－ 19 －˃̬ 4.73 × 4.06 ̕～ 17 平坦 શप ２ １ － 竈１ １ 人ҝ 土師器，土製品 6 後༿لੈ ຊ跡ˠ S,54

32 E14i3 ํ形 ̣－ 32 －˃̬ 8.39 × 8.32 ４～ 22 平坦 ほ΅
શप ４ １ ４ 炉１

竈１ １ 人ҝ 土師器 5 ～຤لੈ
6 初頭لੈ ຊ跡ˠ SI31ŋ35

34 E14f3 ʦํ形・
長ํ形ʧ̣－ 25 －˃̬ 5.85 ×（1.95） 20 ～ 30 平坦 ほ΅

શप ２ － － － － ࣗવ
人ҝ 土師器，土製品 代ل７ੈ ຊ跡ˠ PG6P14

35 E14K2 ʦํ形・
長ํ形ʧ̣－３ －˃ E 4.48 ×（2.26） 22 平坦 Ұ部 － － － 竈１ － ࣗવ 土師器，須恵器 7 後༿لੈ SI32 ˠຊ跡ˠ SI33

38 F14b4 ʦํ形ʧ ̣－ 31 －˃̬ 7.18 ×（3.80） 26 ～ 44 平坦 ʦશपʧ ２ － － 竈１ － 人ҝ 土師器，土製品，
石製品，鉄製品 6 後༿لੈ ຊ跡ˠ S,67，

PG8P4

39 E14f7 ʦํ形・
長ํ形ʧ̣－ 55 －˃̬ 8.93 ×（7.38） 10 ～ 43 平坦 Ұ部 ̒ １ ２ 炉１

竈１ １ 人ҝ 土師器，土製品，
石器，鉄製品

5 ～຤لੈ
6 初頭لੈ ຊ跡ˠ S,64ŋ65ŋ69

41 E14i0 ํ形 ̣－ 30 －˃̬ 9.62 × 9.62 16 ～ 60 平坦 Ұ部 11 １ 2 竈１ １ 人ҝ 土師器，須恵器，
石器，鉄製品

5 ～຤لੈ
6 初頭لੈ

ຊ跡ˠ SI42ŋ43，
PG9P6

46 E15K3 ํ形 ̣－ 37 －˃̬ 4.54 × 4.40 48 ～ 70 平坦 શप ４ １ ２ 竈１ １ 人ҝ 土師器 6 後༿لੈ ຊ跡ˠ SI45

48 F14b8 ํ形 ̣－ 17 －˃̬ 5.35 × 5.15 52 ～ 57 平坦 શप ４ １ － － １ 人ҝ 土師器，須恵器，
土製品 6 後༿لੈ ຊ跡ˠ SI47，

S,90

50 F14d7 ʦํ形・
長ํ形ʧ̣－ 40 －˃̬ 6.80 ×（6.76） 36 ～ 60 平坦 － ２ ２ － 竈１ １ ࣗવ 土師器，土製品，

石器，石製品 7 前༿لੈ

54 F15c2 ํ形 ̣－ 30 －˃̬ 5.50 × 5.30 25 ～ 50 平坦 ほ΅
શप ４ １ － 竈１ １ 人ҝ 土師器，土製品，

石器，石製品 6 後༿لੈ SI61 ˠຊ跡ˠ S,88・89

55 F14e0 ʦํ形・
長ํ形ʧ̣－ 18 －˃̬（5.36）×（5.00） 16 ～ 23 平坦 Ұ部 ３ － ４ 竈１ － 人ҝ 土師器，土製品，

石器，石製品 6 த༿لੈ ຊ跡ˠ SI60ŋ62ŋ63

60 F15d1 ʦํ形ʧ ̣－ 38 －˃̬ 5.36 × 5.06 22 ～ 30 平坦 શप ４ ２ １ 竈１ － 人ҝ 土師器，土製品 7 前༿لੈ SI61 ˠຊ跡ˠ SI56

61 F15c1 ํ形 ̣－ 20 －˃̬ 6.56 × 6.52 24 ～ 32 平坦 Ұ部 ４ － － 竈１ １ 人ҝ 土師器 6 後༿لੈ ຊ跡ˠ SI54ŋ56ŋ60

62 F15f1 ʦํ形・
長ํ形ʧ̣－ 17 －˃̬（1.55）×（1.10） 18 ～ 32 平坦 － － － － － １ 人ҝ 土師器 6 後༿لੈ

以߱ SI55 ˠຊ跡

63 F15e2 ํ形 ̣－ 23 －˃̬ 4.80 × 4.62 ２～ 18 平坦 શप ４ １ － 竈１ － 人ҝ 土師器，土製品，
石器，石製品

6 後༿لੈ
以߱ SI55 ˠຊ跡ˠ SI57

ᾈ　土坑

第 �9߸౔޵（第 78 図）

Ґஔ　調査区ೆ東部の̛ 15K0 区，標高 11 ｍの台地上から低地に向かうࣼ面部に位置している。

ܘঢ়　長ܗ໛ͱن 0.74 ｍ，୹ܘ 0.68 ｍの円形である。深さは 22ᶲで，ఈ面はࡼঢ়である。นは֎܏して立ち

上がっている。

第 ��図　第 19 号土坑・出土遺物࣮ଌ図
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย４఺（椀１，甕類３）が出土している。174 はதԝ部からやや北دりの෴土த૚から

出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から７ੈل代と見られる。

第 19 号土坑出土遺物࡯؍ද（第 78 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

174 土師器 甕 － （2.5） 8.8 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿい׊ ී௨ ମ部֎面ࣼ位のϔラຏき　ఈ部໦༿ࠟ・ϔラຏき ෴土த૚ 10ˋ

౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　２ ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量

ࠇ　３ ৭　ローϜཻ子ඍ量

෴౔ ３૚に分૚できる。पғからのྲྀ入にΑるଯ積ঢ়گをࣔしていることから，ࣗવଯ積である。

౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量

ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜϒロックඍ量

第 �5߸౔޵（第 79 図）

Ґஔ　調査区東部のＥ 14K6 区，標高 14 ｍの台地上から低地に向かう؇やかなࣼ面部に位置している。

ܘঢ়　長ܗ໛ͱن 1.56 ｍ，୹ܘ 1.38 ｍのପ円形で，長ํܘ向は̣－ 33 ʄ－ W である。深さは 25ᶲで，ఈ面

は平坦である。ఈ面の北西部に長ܘ 35ᶲ，୹ܘ 25ᶲのପ円形で，深さ 67ᶲのピットঢ়の掘りࠐみを確認した。

นは֎܏して立ち上がっている。

෴౔　３૚に分૚できる。֤૚にローϜϒロックがؚまれていることから，埋Ί໭されている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 19 ఺（坏１，壺１，甕類 17），須恵器ย１఺（瓶），鉄滓３఺（29g）が出土している。

175・176 は෴土தからそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̑ੈل຤から̒ੈل初頭とみられる。

第 �9図　第 75 号土坑・出土遺物࣮ଌ図
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第 75 号土坑出土遺物࡯؍ද（第 79 図）
番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

175 土師器 坏 ʦ14.4ʧ（4.2） － 長石・石ӳ ੺׊ ී௨ ମ部֎面ԣ位のϔラຏき　内面ॎ位のϔラຏき ෴土த 10ˋ

176 土師器 壺 － （3.9） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ ᒵ ී௨ ମ部֎面ԣ位のϔラ࡟り　内面ϔラφσ ෴土த 10ˋ

ද４　古墳時代土坑Ұཡද

番号 位 置 長ํܘ向 平 面 形
໛　　　　ن

ఈ　面 น　面 ෴　土 主 な 出 土 遺 物
උ　考

ॏෳ関܎（古ˠ৽）長ܘ×୹ܘ（ｍ） 深さ（ᶲ）

19 F15K0 － 円形 0.74 × 0.68 22 ঢ়ࡼ ܏֎ 人ҝ 土師器

75 E14K6 ̣－33 －˃W ପ円形 1.56 × 1.38 25 平坦 ܏֎ 人ҝ 土師器，須恵器，鉄滓

　ᾇ　竪穴住居跡

３　奈良時代の遺構と遺物

　　当時代の遺構は，竪穴住居跡 27 軒，土坑４基を確認した。以Լ，遺構ٴͼ遺物にͭいて記ड़͢る。

第̐߸ॅډ跡（第 80・81 図）

Ґஔ　調査区ೆ西部の̛ 11b7 区，標高 16 ｍの平坦な台地上に位置している。

第 ��図　第４号住居跡࣮ଌ図
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第 ��図　第４号住居跡出土遺物࣮ଌ図

番号 種　別 器種 ଻　　土 ৭　　調 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

TP ̑ 須恵器 甕 長石・石ӳ ԫփ ମ部֎面ԣ位の平行ୟき　内面φσ　当て具ࠟ ෴土Լ૚

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 422 ఺（坏 36，高台付坏３，甕類 383），須恵器ย 147 ఺（坏 128，壺１，甕類 18），

土製品１఺（٭ࢧ），鉄製品２఺（不明２），ম成೪土մ１఺，鉄滓 33 ఺（1577g）が，શ面の෴土த૚から

চ面にかけて出土している。177・TP ̑はதԝ部，178 は東コーφー部の෴土Լ૚からそれͧれ出土している。

DP55 はதԝ部の෴土上૚から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔ੈلத༿にൺఆできる。

ঢ়　西部が調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，北東・ೆ西軸はܗ໛ͱن 3.84 ｍで，北西・ೆ東軸は 3.04 ｍしか確

認できなかった。平面形はํ形あるいは長ํ形で，主軸ํ向は̣－ 23 ʄ－̬とਪఆできる。น高は 58 ～ 65ᶲ

で，֎܏して立ち上がっている。

চ　平坦で，தԝ部が౿みݻΊられている。北東とೆ東のนԼにはน溝が८っている。

ϐοτ 深さ 36ᶲで，ೆ東นࡍのதԝ部に位置していることから，出入りࢪޱઃに伴うピットと考えられる。

෴౔　̑૚に分૚できる。पғからのྲྀ入にΑるଯ積ঢ়گをࣔしていることから，ࣗવଯ積である。

౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化物・ম土ཻ子ඍ量

׊　４ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ϒロック・୸化物ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，୸化ཻ子ඍ量

第４号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 81 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

177 須恵器 坏 ʦ13.8ʧ 3.9 7.4 長石・石ӳ փന ී௨ ମ部Լ୺φσ　ఈ部ճసϔラ࡟り ෴土Լ૚ 50ˋ

178 須恵器 長頸瓶ϱ － （9.2） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔラ࡟り後，高台షり付け ෴土Լ૚ 40ˋ　PL38
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番号 器　種 高さ ܘ小࠷ ܘ大࠷ ॏ量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

DP55 ٭ࢧ （7.1） （4.3） （6.1） （140） 長石・石ӳ・
੺৭ཻ子 φσ　Ұ部ܽଛ　ࢦ頭ѹࠟ　ඃ೤ࠟ ෴土上૚

第̑߸ॅډ跡（第 82・83 図）

Ґஔ　調査区ೆ西部のＥ 11K8 区，標高 16 ｍの平坦な台地上に位置している。

ͼ西部が調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，ೆ北軸はٴঢ়　東部ܗ໛ͱن 3.58 ｍで，東西軸は 3.15 ｍしか確認で

きなかった。平面形はํ形あるいは長ํ形とਪఆでき，主軸ํ向は̣－ 10 ʄ－Ｅである。น高は 55 ～ 65ᶲで，

。して立ち上がっている܏֎

চ　平坦で，竈付ۙが౿みݻΊられている。竈の東側とೆ西コーφー部のนԼでน溝を確認した。

ᜱ　北นのதԝ部に付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 140ᶲで，೩ম部෯は 40ᶲである。କ部は

࣭࠭೪土を主ମとした第 11 ૚を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面Αり̑ᶲほど͘΅んでおり，Րচ

面はՐをडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎へ 20ᶲ掘りࠐまれ，֎܏して立ち上がっている。

ϐοτ　２か所。̥１は深さ 23ᶲで，ن໛と഑置から主柱穴である。̥２は深さ 19ᶲで，ೆ東นࡍのதԝ部

に位置していることから，出入りࢪޱઃに伴うピットと考えられる。

ᜱ౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，୸化
　　　　　　　　物ඍ量
３　փ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜϒロック・ম土ཻ子গ
　　　　　　　　量，୸化ཻ子ඍ量
̑　҉ ੺ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
̒　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子
　　　　　　　　ඍ量

７　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
̔　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，
　　　　　　　　୸化物ඍ量
ࠇ　̕ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
׊　10 ৭　ローϜϒロックத量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
11　փ ԫ ׊ ৭　࣭࠭೪土ϒロックத量，ローϜϒロック・ম土ཻ
　　　　　　　　子・୸化ཻ子ඍ量

෴౔　̒૚に分૚できる。पғからのྲྀ入にΑるଯ積ঢ়گをࣔしていることから，ࣗવଯ積である。

౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
３　փ ׊ ৭　ローϜϒロック・࣭࠭೪土ཻ子গ量， ম土ཻ子・         
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量

׊　４ ৭　ローϜཻ子த量，୸化物・ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ
　　　　　　　　子ඍ量
׊　̑ ৭　ローϜϒロック・୸化物ඍ量
̒　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 444 ఺（坏 47，壺４，甕類 389，甑３，ミχνュア土器１），須恵器ย 113 ఺（坏 90，蓋̑，

瓶̒，甕類 12），土製品１఺（٭ࢧ），石器１఺（紡錘車），鉄製品１఺（鏃），鉄滓 14 ఺（358g）が，શ面

の෴土த૚からচ面にかけて出土している。179 は西部，̦ 22 はೆ西コーφー部の෴土Լ૚からそれͧれ出

土している。180・181 はதԝ部，182 はೆ東部の෴土த૚からそれͧれ出土している。183 は北部とೆ西部の

෴土த૚から出土した̒఺の小ยが઀߹した΋のである。

第４号住居跡出土鉄滓ܭଌද
特大

（長ܘ 10ᶲ以上）
大

（長ܘ 4ᶲ以上 10ᶲະຬ）
த

（長ܘ 1ᶲ以上 4ᶲະຬ）
小

（長ܘ 1ᶲະຬ） ܭ　߹

　　　఺数 － ̑ ̕ 19 33

　　　ॏ量（̶） － 1,250 225 102 1,577
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第 ��図　第̑号住居跡࣮ଌ図

ॴݟ　時期は，出土土器から̔ੈلத༿にൺఆできる。
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第 �3図　第̑号住居跡出土遺物࣮ଌ図
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第̓߸ॅډ跡（第 84・85 図）

Ґஔ　調査区ೆ東部の̛ 15i9 区，標高 11 ｍの低地に向かうࣼ面部に位置している。

ॏෳؔ܎ɹ第̔号住居跡を掘りࠐんでいる。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 3.72 ｍ，୹軸 3.49 ｍのํ形で，長軸ํ向は̣－ 32 ʄ－Ｅである。น高は 18 ～ 23ᶲで，֎

。して立ち上がっている܏

第̑号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 83 図）

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

̦ 22 紡錘車 4.5 2.3 0.8 77.8 ऄ໲岩 શ面ݚຏ　側面ࣃڒঢ়の線ࠁ文　Ұํ向からのઠ孔 ෴土Լ૚ PL45

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

179 須恵器 坏 13.2 4.0 7.5 長石・石ӳ・
Ӣ฼ ઙԫ ී௨ ମ部Լ୺・ఈ部ճసϔラ࡟り ෴土Լ૚ 80ˋ　PL36

180 須恵器 坏 13.4 4.1 7.8 長石・石ӳ փ ී௨ ମ部Լ୺・ఈ部ճసϔラ࡟り ෴土த૚ 90ˋ　PL36

181 須恵器 坏 14.3 4.1 8.0 長石・石ӳ փ ී௨ ମ部Լ୺手࣋ちϔラ࡟り　ఈ部多ํ向のϔラ࡟り ෴土த૚ 80ˋ　PL36

182 土師器 甕 ʦ21.6ʧ（21.2） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿい׊ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ॎ位のϔラຏきޱ ෴土த૚ 20ˋ

183 土師器 甕 － （19.3） 9.6 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿい੺׊ ී௨ ମ部֎面ࣼ位のϔラຏき　内面工具ࠟ ෴土த૚ 30ˋ

第 ��図　第７号住居跡࣮ଌ図
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 89 ఺（坏 24，高坏１，甕類 61，甑３），須恵器ย 14 ఺（坏 12，蓋１，甕類１），鉄

滓̔఺（196g）が出土している。そのほか，ྲྀれࠐんͩ縄文土器ย４఺（深鉢）΋出土している。184 はத

ԝ部の෴土Լ૚から出土している。185 は෴土தから出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔ੈل後༿にൺఆできる。

ᜱ౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
２　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロックத量，ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
ۃ　３ ҉ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
ࠇ　４ ৭　୸化物・ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
ۃ　̑ ҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子・ࠇ৭ཻ子த量，ম土ཻ
　　　　　　　　子ඍ量

৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子׊੺҉ۃ　̒
　　　　　　　　ඍ量
７　にͿいᒵ৭　ম土ϒロック・࣭࠭೪土ཻ子த量，୸化ཻ子ඍ量
৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ϒロックগ量，୸化ཻ子׊੺҉ۃ　̔
　　　　　　　　ඍ量
ࠇ　̕ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子・ࠇ৭ཻ子த量，ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　10 ׊ ৭　ম土ϒロックগ量，୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量

෴౔　୯Ұ૚である。ローϜϒロックがؚまれていることから，埋Ί໭されている。

౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ローϜϒロック・୸化物ඍ量

চ　平坦で，竈の前面が౿みݻΊられている。

ᜱ　北東コーφー部に付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 104ᶲで，೩ম部෯は 35ᶲである。କ部

は࣭࠭೪土を主ମとした第̑～̕૚を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面を̑ᶲ掘りࠐんで，ম土ϒロ

ックをؚんͩ第 10 ૚を埋土して構ஙしている。Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎へ 20ᶲ

掘りࠐまれ，Րচ部から֎܏して立ち上がっている。

第 �5図　第７号住居跡出土遺物࣮ଌ図

第７号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 85 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

184 須恵器 坏 ʦ14.8ʧ 4.3 ʦ10.4ʧ長石・石ӳ ԫփ ී௨ ఈ部多ํ向のϔラ࡟り ෴土Լ૚ 25ˋ

185 須恵器 坏 ʦ13.4ʧ 3.5 7.4 長石・石ӳ ԫփ ී௨ ମ部Լ୺・ఈ部ճసϔラ࡟り ෴土த 25ˋ

第̕߸ॅډ跡（第 86 図）

Ґஔ　調査区ೆ東部の̜ 15a0 区，標高 11 ｍの低地に向かうࣼ面部に位置している。

֬ೝঢ়گ　調査区Ҭの୺部で確認したたΊ，北นのҰ部しか確認できなかった。
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第 ��図　第̕号住居跡・出土遺物࣮ଌ図
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 216 ఺（坏 43，甕類 170，甑３)，須恵器ย 65 ఺（坏 23，蓋３，甕類 39），鉄滓 186 ఺（6076g）

が出土している。そのほか，ྲྀれࠐんͩ縄文土器ย７఺（深鉢）΋出土している。188 はೆ東部の෴土Լ૚か

ら出土している。TP ̒は北部の෴土த૚から出土している。187・186 は෴土தからそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔ੈلத༿にൺఆできる。ߗ化面上でݕ出したম土は，চ面がՐをडけて੺ม

していないことから，住居ഇઈのࡍに౤غされた΋のとみられる。

෴౔　୯Ұ૚である。पғからのྲྀ入にΑるଯ積ঢ়گをࣔしていることから，ࣗવଯ積である。

౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量

ঢ়　大൒が調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，東西軸はܗ໛ͱن 3.70 ｍ，ೆ北軸は 2.50 ｍしか確認できなかった。

น高は 15 ～ 28ᶲで，ほ΅௚立している。

চ　平坦で，北นのೆ側が౿みݻΊられている。北นԼにน溝を確認した。চ面上に，ম土の広がりをݕ出した。

第̕号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 86 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

186 須恵器 蓋 ʦ15.8ʧ（1.6） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ փ ී௨ ఱ井部ロクロφσ ෴土த 10ˋ

187 土師器 甕 ʦ19.4ʧ（6.7） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　内面ϔラφσ・工具ࠟޱ ෴土த 10ˋ

188 須恵器 甕 － （9.7）ʦ15.6ʧ長石・石ӳ・
Ӣ฼・ࡉ᛽ ԫփ ී௨ ମ部ಉ৺円ঢ়のୟき　Լ୺ճసϔラ࡟り　内面

当て具ࠟ ෴土Լ૚ 10ˋ　PL38

番号 種　別 器種 ଻　　土 ৭　　調 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

TP ̒ 須恵器 甕 長石・石ӳ・Ӣ฼ ԫփ ମ部ࣼ位の平行ୟき ෴土த૚ 10ˋ

第 跡（第ډॅ߸�3 87 図）

Ґஔ　調査区西部のＥ 11i9 区，標高 15 ｍの平坦な台地上に位置している。

ͼೆ部の大൒が調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，ೆ北軸はٴঢ়　西部ܗ໛ͱن 3.78 ｍで，東西軸は 2.23 ｍしか

確認できなかった。平面形はํ形あるいは長ํ形で，主軸ํ向は̣－ 24 ʄ－̬とਪఆできる。น高は 45 ～ 58

ᶲで，֎܏して立ち上がっている。

চ　平坦なషচで，西部に౿みݻΊられた部分がわͣかに確認できた。షচは，શମをۉҰに掘り͘΅Ί，

ローϜཻ子主ମの第 11 ～ 14 ૚を埋土して構ஙされている。นԼには，น溝を確認した。また，ೆ部にম土・

୸化ࡐ，೪土մをݕ出した。

ϐοτ　深さ 61ᶲで，ن໛と഑置から主柱穴である。

෴౔　10 ૚に分૚できる。֤૚のؚ有物がローϜϒロック主ମであることから，埋Ί໭されている。第 11 ～

14 ૚はషচの構ங土である。

第̕号住居跡出土鉄滓ܭଌද
特大

（長ܘ 10ᶲ以上）
大

（長ܘ 4ᶲ以上 10ᶲະຬ）
த

（長ܘ 1ᶲ以上 4ᶲະຬ）
小

（長ܘ 1ᶲະຬ） ܭ　߹

　　　఺数 － 31 75 80 186

　　　ॏ量（̶） － 4,630 1,161 285 6,076
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第 ��図　第 13 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 125 ఺（坏 22，甕類 103），須恵器ย 12 ఺（坏７，蓋２，甕類３）が出土している。また，

షচの構ங土内から土師器４఺（坏３，甕類１）が出土している。そのほか，ࠞ 入したണย１఺΋出土している。

191・192 は̥１の෴土上૚からそれͧれ出土している。189・190・TP ７は෴土தからそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔ੈل前༿にൺఆできる。ݕ出されたম土・୸化ࡐにͭいては，চ面が੺มߗ

化していないことから，住居ഇઈ後の埋Ί土にࠞ入した΋のと考えられる。೪土մにͭいてはੑ֨は不明で

ある。

౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ۃ　３ ҉ ׊ ৭ ローϜϒロックத量，ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
̒　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量
７　҉ ׊ ৭　୸化物த量，ローϜཻ子・ম土ཻ子গ量

̔　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量
̕　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックඍ量
10　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
11　҉ ׊ ৭ ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ϒロックগ量
12　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化物ඍ量
13　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子多量
14　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子த量
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第 13 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 87 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

189 土師器 坏 ʦ15.2ʧ（3.4） － 長石・石ӳ ᒵ ී௨ り࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部Լ୺ԣ位のϔラޱ ෴土த ̑ˋ

190 須恵器 坏 ʦ13.2ʧ（3.7） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ ҉փԫ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔラ࡟り後，φσ ෴土த ̑ˋ

191 須恵器 蓋 ʦ17.2ʧ（1.5） － 長石・石ӳ փԫ ී௨ ロクロφσ ̥１෴土上૚ ̑ˋ

192 土師器 甕 ʦ23.4ʧ（1.6） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσޱ ̥１෴土上૚ ̑ˋ

番号 種　別 器種 ଻　　土 ৭　　調 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

TP ７ 須恵器 甕 長石・石ӳ・Ӣ฼ փԫ ମ部֎面ಉ৺円ঢ়のୟき　内面φσ　当て具ࠟ ෴土த

第 跡（第ډॅ߸�� 88・89 図）

Ґஔ　調査区西部のＥ 11g0 区，標高 15 ｍの平坦な台地上に位置している。

ॏෳؔ܎　第 15 号住居跡を掘りࠐんでいる。

ϐοτ　̕か所。̥１～̥４は深さ 48 ～ 74ᶲで，ن໛と഑置から主柱穴である。̥̑は深さ 45ᶲで，ೆ東น

ઃに伴うピットと考えられる。̥̒～̥̕は深さࢪޱのதԝ部に位置していることから，出入りࡍ 50 ～ 69ᶲ

である。土૚図ٴͼن໛と഑置ঢ়گから，̥̒から̥１へ，̥７から̥２へ，̥̔から̥３へ，̥̕から̥４

への柱の立てସえが行われたՄೳੑが考えられる。

ͼೆ東部が調査区Ҭ֎へԆͼているが，ೆٴঢ়　北西部ܗ໛ͱن 北軸は 5.35 ｍで，東西軸は 4.27 ｍの長ํ形で，

主軸ํ向は̣－̑ʄ－̬である。น高は 20 ～ 33ᶲで，֎܏して立ち上がっている。

চ　平坦なషচで，தԝ部が౿みݻΊられている。นԼにはน溝が८っている。షচは，コーφー部を土坑

ঢ়に掘りࠐみ，ローϜཻ子，ম土ཻ子をؚんͩ第̒～ 11 ૚を埋土して構ஙされている。

ᜱ　北นのதԝ部に付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 132ᶲで，೩ম部෯は 57ᶲである。କ部は

࣭࠭೪土を主ମとした第 12・13 ૚を積み上͛て構ஙされている。竈のՐচ部の作りସえが行われており，৽

の竈は掘ํの埋土である第̒૚の上面をՐচ部としており，Րচ面は੺มߗ化している。چの竈はচ面を 20

ᶲ掘り͘΅Ί，第̕～ 11 ૚を埋土して構ஙされている。Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน

֎へ 40ᶲ掘りࠐまれ，֎܏して立ち上がっている。
ᜱ౔૚ղઆ
１　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ϒロックத量，ローϜཻ子গ量，ম土ཻ
　　　　　　　　子ඍ量
２　փ ԫ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
３　փ ԫ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ϒロック・ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ϒロック・࣭࠭೪土ཻ子গ
　　　　　　　　量，୸化ཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
̒　੺ ׊ ৭　ম土ཻ子多量，ローϜϒロック・୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
７　にͿいᒵ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量

̔　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
̕　にͿいԫ׊৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，
　　　　　　　　୸化物ඍ量
10　にͿい੺׊৭　ম土ཻ子த量，୸化ཻ子গ量，ローϜཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
11　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロックத量，࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ
　　　　　　　　子・୸化ཻ子ඍ量
׊　12 ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子・ম土ཻ子গ量，
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
13　փ ԫ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，୸化ཻ子গ量，ローϜཻ子・
　　　　　　　　ম土ཻ子ඍ量

̥̏ɾ̥̐ɾ̥̔ɾ̥̕౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
׊　３ ৭　ローϜཻ子த量，୸化ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量

׊　̑ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
̒　҉ ׊ ৭ ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子ඍ量
׊　７ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子গ量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
׊　̔ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
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෴౔　̑૚に分૚できる。पғからのྲྀ入にΑるଯ積ঢ়گをࣔしていることから，ࣗવଯ積である。第̒～

11 ૚はషচの構ங土である。

౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土
　　　　　　　　ϒロック・୸化物ඍ量
２　にͿい׊৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
ۃ　４ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
ࠇ　̑ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
̒　҉ ੺ ׊ ৭ ম土ཻ子多量，ローϜཻ子・փগ量，୸化ཻ子ඍ量

７　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
׊　̔ ৭　ローϜཻ子多量，ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
׊　̕ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
׊　10 ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
11　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量

第 ��図　第 14 号住居跡࣮ଌ図
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 258 ఺（坏 26，甕類 229，甑３），須恵器ย４఺（坏），土製品１఺（土玉），鉄製品１఺（刀

子），ম成೪土մ２఺，鉄滓 18 ఺（142g）が出土している。また，షচの構ங土内から土師器ย 11 ఺（甕類），

須恵器ย１఺（坏）が出土している。そのほか，ྲྀれࠐんͩണย１఺΋出土している。197 は竈のขきޱと西

部の෴土Լ૚から出土したഁยが઀߹した΋のである。193・195・196・DP56 はதԝ部，198 は東部，194 は

ೆ西コーφー部の෴土Լ૚からそれͧれ出土している。TP ̔・̢７は北東部の෴土த૚からそれͧれ出土し

ている。

第 �9図　第 14 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図
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第 14 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 89 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

193 須恵器 坏 ʦ13.8ʧ 4.5 7.4 長石・石ӳ փന ී௨ ఈ部ճసϔラ੾りࠟを͢࢒Ұํ向のϔラ࡟り ෴土Լ૚ 50ˋ

194 須恵器 坏 13.6 4.3 7.6 長石・石ӳ փ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ੾りࠟを
り࡟Ұํ向のϔラ͢࢒ ෴土Լ૚ 50ˋ

195 須恵器 高台付坏 － （3.5） ʦ9.4ʧ 長石・石ӳ・
᛽ࡉ ԫփ ී௨ ఈ部ճసϔラ࡟り後，高台షり付け ෴土Լ૚ 20ˋ

196 須恵器 蓋 － （1.4） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ ఱ井部ճసϔラ࡟り後，ͭまみషり付け ෴土Լ૚ 20ˋ

197 土師器 甕 － 7.2 ʦ9.4ʧ 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿい׊ ී௨ ମ部Լ୺ࣼ位のϔラຏき　内面工具ࠟ　ఈ部໦

༿ࠟ ෴土Լ૚ 10ˋ

198 土師器 甕 － （6.7） ʦ8.8ʧ 長石・石ӳ・
Ӣ฼・ࡉ᛽ にͿい੺׊ ී௨ ମ部Լ୺ॎ位のϔラຏき ఈ部໦༿ࠟ ෴土Լ૚ 10ˋ

第 跡（第ډॅ߸�5 90 ～ 92 図）

Ґஔ　調査区西部のＥ 11h0 区，標高 15 ｍの平坦な台地上に位置している。

ॏෳؔ܎　第 14 号住居に掘りࠐまれている。

ঢ়　ೆ東部が調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，北東・ೆ西軸はܗ໛ͱن 3.00 ｍで，北西・ೆ東軸は 2.40 ｍしか

確認できなかった。平面形はํ形あるいは長ํ形で，主軸ํ向は̣－ 25 ʄ－̬とਪఆできる。น高は 30 ～ 36

ᶲで，֎܏して立ち上がっている。

চ　平坦で，北西コーφー部が౿みݻΊられている。นԼにはน溝を確認した。。

ᜱ　北西นに付ઃされている。北部が第 14 号住居に掘りࠐまれているたΊ，遺ଘしているن໛はขޱ部から

Ԏ道部まで 85ᶲで，೩ম部෯は 40ᶲである。କ部はࠨӈと΋にઌ୺部に土師器甕をٯ位のঢ়態でਾえてิڧ

とし，࣭࠭೪土を主ମとした第ࡐ 11 ～ 15 ૚を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面を 35ᶲ掘り͘΅Ί，

ローϜཻ子，ম土ཻ子をؚんͩ第 16 ～ 17 ૚を埋土して構ஙされている。Րচ面はՐをडけて੺มߗ化してい

る。Ԏ道部はน֎へ 15ᶲ掘りࠐまれ，֎܏して立ち上がっている。

ᜱ౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
２　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
３　にͿいᒵ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
̑　にͿいᒵ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子த量
̒　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜϒロック・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量

ۃ　７ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
̔　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
̕　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
10　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子多量，࣭࠭೪土ཻ子গ量，୸化ࡐ・ロー
　　　　　　　　Ϝཻ子ඍ量
11　にͿい׊৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ϒロックඍ量
׊　12 ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量

番号 種　別 器種 ଻　　土 ৭　　調 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

TP8 須恵器 甕 長石・石ӳ・Ӣ฼ փ ମ部֎面ԣ位の平行ୟき　内面φσ　当て具ࠟ ෴土த૚

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏ量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

DP56 土玉 0.9 1.2 0.1 1.0 長石・石ӳ φσ・୺部ϔラ࡟り　Ұํ向からのઠ孔 ෴土Լ૚ PL42

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

̢７ 刀子 （14.6） 1.3 0.2 ～
0.3（14.1） 鉄 ਕ部・ܪ部ܽଛ　ਕ部断面三֯形・茎部断面ٯ台形 ෴土த૚ PL45

ॴݟ　時期は，出土土器から̔ੈل後༿にൺఆできる。ຊ跡は，竈のՐচ部の作りସえٴͼ柱の立てସが行

われたՄೳੑがある。
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第 9�図　第 15 号住居跡࣮ଌ図

13　にͿい੺׊৭　ম土ཻ子த量，୸化ཻ子ඍ量
14　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
15　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量

16　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子多量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
17　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
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第 9�図　第 15 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（１）
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第 9�図　第 15 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 104 ఺（坏̕，甕類 95），須恵器ย 12 ఺（坏７，蓋３，甕類２），石器１఺（砥石），

ম成೪土մ２఺，鉄滓２఺（75g）が出土している。201 は竈のࠨକ部，202 はӈକ部のਊࡐとしてচ面上に

位でਾえられたঢ়態でそれͧれ出土した。TPٯ ̕は北西部の෴土த૚から出土している。200 は西部の෴土

上૚から出土している。199・̦ 23 は෴土தからそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔ੈل前༿にൺఆできる。

෴౔　12 ૚に分૚できる。不نଇなଯ積ঢ়گをࣔしていることから，埋Ί໭されている。

౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ϒロック・୸化ཻ子ඍ量
׊　２ ৭　ローϜཻ子த量，୸化ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
̒　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子・࠭ ࣭೪土ཻ子গ量，ম土ϒロック・ロー
　　　　　　　　Ϝཻ子ඍ量

７　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
̔　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロック・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜϒロッ
　　　　　　　　ク・୸化物ඍ量
׊　̕ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
10　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量
׊　11 ৭　ローϜཻ子多量
12　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

199 須恵器 坏 ʦ10.8ʧ 3.0 ʦ7.8ʧ 長石・石ӳ փ׊ ී௨ ମ部Լ୺手࣋ちϔラ࡟り　ఈ部多ํ向のϔラ࡟り ෴土த 20ˋ

200 須恵器 蓋 ʦ15.7ʧ 3.3 － 長石・石ӳ ԫփ ී௨ ఱ井部ճసϔラ࡟り後，ͭまみషり付け，内面
のฦりをຏり落としている。 ෴土上૚ 20ˋ　PL38

201 土師器 甕 23.5 31.9 7.6 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨

・縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面上൒ϔラφσޱ
工具ࠟ　Լ൒ॎ位のϔラຏき　内面ԣφσ・工
具ࠟ

竈ࠨକ部চ面 80ˋ

202 土師器 甕 23.8 （26.7） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ॎ位のϔラຏޱ

き・工具ࠟ　内面ϔラφσ・ࢦ頭ѹࠟ 竈ӈକ部চ面 70ˋ　PL39

番号 種　別 器種 ଻　　土 ৭　　調 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

TP ̕ 須恵器 甕 長石・石ӳ փ ମ部֎面ԣ位の平行ୟき　内面φσ ෴土த૚

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

̦ 23 砥石 （11.2） （9.0） （5.0） （570） փ岩ڽ 断面ٯ台形　Ұ部ܽଛ　砥面４面 ෴土த

第 15 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 91・92 図）

ϐοτ　深さ 55ᶲで，ن໛と഑置から主柱穴である。ߗ化したఈ面が２か所確認できたので，柱の立てସえ

が行われたՄೳੑがある。
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第 跡（第ډॅ߸�� 93・94 図）

Ґஔ　調査区西部の̙ 12i5 区，標高 15 ｍの平坦な台地上に位置している。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 3.76 ｍ，୹軸 3.44 ｍの۱ؙํ形で，主軸ํ向は̣－ 18 ʄ－̬である。น高は 48 ～ 65ᶲで，

。して立ち上がっている܏֎

চ　平坦で，தԝ部が౿みݻΊられている。竈の西側から西นにかけて，นԼにはน溝を確認した。

第 93図　第 17 号住居跡࣮ଌ図
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ϐοτ　４か所。̥１～̥３は深さ 12 ～ 24ᶲで，ن໛と഑置から主柱穴である。̥４は深さ 27ᶲで，ೆนࡍ

のதԝ部に位置していることから，出入りࢪޱઃに伴うピットと考えられる。

ᜱ౔૚ղઆ
１　փ ԫ ׊ ৭ ࣭࠭೪土ཻ子多量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭ ࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　４ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
׊　̑ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜϒロック・ম土ϒロッ
　　　　　　　　クগ量，୸化ཻ子ඍ量
̒　にͿい੺׊৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子গ量，୸化物・࣭࠭೪
　　　　　　　　土ཻ子ඍ量
７　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量

ࠇ　̔ ׊ ৭　୸化物গ量，ローϜཻ子・ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ
　　　　　　　　子ඍ量
̕　҉ ੺ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子গ量
10　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子গ量，࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
11　੺ ׊ ৭　ম土ϒロック・࣭࠭೪土ཻ子த量
12　փ ԫ ׊ ৭ ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子ඍ量

ᜱ　北นのதԝ部に付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 115ᶲで，೩ম部෯は 46ᶲである。କ部は

࣭࠭೪土を主ମとした第 10・11 ૚を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面を 10ᶲ掘り͘΅Ί，第 12 ૚

を埋土して構ஙされている。Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎へ 25ᶲ掘りࠐまれ，Րচ

部から֎܏して立ち上がっている。第１～̑૚はఱ井部の่落土である。ఱ井部がҰ部࢒ଘしている。

第 9�図　第 17 号住居跡出土遺物࣮ଌ図
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第 17 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 94 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

203 須恵器 坏 ʦ14.4ʧ 3.8 ʦ8.4ʧ 長石・石ӳ ᒵ ී௨ ମ部Լ୺・ఈ部ճసϔラ࡟り চ面 30ˋ

204 須恵器 坏 ʦ12.4ʧ 3.8 8.4 長石・石ӳ փ ී௨ ମ部Լ୺・ఈ部ճసϔラ࡟り ෴土Լ૚ 50ˋ

205 須恵器 坏 ʦ13.2ʧ（3.7） － 長石・石ӳ・
ന৭ཻ子 փԫ ී௨ ମ部Լ୺ϔラ࡟り ෴土த 20ˋ

206 須恵器 坏 － （3.3） 9.2 長石・石ӳ・
Ӣ฼ փԫ ී௨ 多ํ向のϔラ࡟り চ面 40ˋ

207 須恵器 長頸瓶 － （9.3） － 長石・石ӳ փന・　　
փΦリーϒ ී௨ 頸部֎・内面ロクロφσ চ面 10ˋ

ࣗવᬵ
208 土師器 甕 ʦ23.0ʧ（6.0） － 長石・石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　内面工具ࠟޱ ෴土Լ૚ ̑ˋ

209 須恵器 甕 － （5.9） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ ԫփ ී௨ ମ部֎面ԣ位の平行ୟき　内面ϔラφσ ෴土Լ૚ ̑ˋ

番号 種　別 器種 ଻　　土 ৭　　調 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

TP10 須恵器 甕 長石・石ӳ փ 縁部֎・内面ロクロφσ　ମ部֎面ԣ位の平行ୟき　内面φσޱ ෴土த

第 跡（第ډॅ߸�� 95・96 図）

Ґஔ　調査区ೆ西தԝ部のＥ 13g0 区，標高 14 ｍの平坦な台地上に位置している。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 3.73 ｍ，୹軸 3.28 ｍの۱ؙ長ํ形で，主軸ํ向は̣－ 30 ʄ－̬である。น高は 11 ～ 15ᶲで，

。して立ち上がっている܏֎

চ　平坦で，தԝ部が౿みݻΊられている。นԼにはน溝が८っている。

ᜱ　北西นのதԝ部からやや北東دりに付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 141ᶲで，೩ম部෯は

41ᶲである。କ部は࣭࠭೪土を主ମとした第 13・14 ૚を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面を̒ᶲ掘

りࠐんで，ローϜཻ子，ম土ϒロックをؚんͩ第 15 ૚を埋土して構ஙされている。Րচ面はՐをडけて੺ม

化している。Ԏ道部はน֎へߗ 40ᶲ掘りࠐまれ，֎܏して立ち上がっている。

ᜱ౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍ量
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
３　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ϒロック・ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量

４　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ϒロック・ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
̑　にͿい׊৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ϒロック・ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量

෴౔　̕૚に分૚できる。पғからのྲྀ入にΑるଯ積ঢ়گをࣔしていることから，ࣗવଯ積である。

౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ম土ϒロック・୸化物・ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ
　　　　　　　　子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　୸化物・ローϜཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭ ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
ࠇ　̑ ׊ ৭　ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，୸化物・ম土ཻ
　　　　　　　　子ඍ量

̒　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
７　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量
׊　̔ ৭　ローϜཻ子த量
̕　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 273 ఺（坏 41，高坏 17，甕類 215），須恵器ย 45 ఺（坏 34，長頸瓶１，甕類 10），

ম成೪土մ３఺，鉄滓 15 ఺（133g）が出土している。そのほか，ྲྀれࠐんͩ縄文土器ย１఺（深鉢）΋出土

している。206 はதԝ部，207 はೆ西部のচ面からそれͧれ出土している。203 はೆ西部とೆ東部のচ面から

出土したഁยが઀߹した΋のである。，204・209 はதԝ部，208 はೆ部の෴土Լ૚からそれͧれ出土している。

205・TP10 は෴土தからそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔ੈل前༿にൺఆできる。
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 99 ఺（坏 30，甕類 68，甑１），須恵器ย 13 ఺（坏 11，൫１，甕類１），ম成೪土մ４఺，

鉄滓７఺（76g）が出土している。211 は竈の前，212 は北部，210 はೆ部のচ面からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔ੈل前༿にൺఆできる。

ϐοτ　深さ 32ᶲで，ೆ東นࡍのதԝ部に位置していることから，出入りࢪޱઃに伴うピットと考えられる。

෴౔　̕૚に分૚できる。पғからのྲྀ入にΑるଯ積ঢ়گをࣔしていることから，ࣗવଯ積である。

౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ۃ　３ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
׊　̑ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量

̒　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量
׊　７ ৭　ローϜཻ子多量
ۃ　̔ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
̕　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量

̒　にͿい׊৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ϒロックগ量，ローϜཻ
　　　　　　　　子・୸化ཻ子ඍ量
７　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，ローϜཻ子・ম土ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
̔　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
̕　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量

10　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子গ量
৭　ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量׊੺҉ۃ　11
৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・୸化׊੺҉ۃ　12
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
13　҉ ׊ ৭ ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
14　明 փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子多量，ম土ϒロックগ量
ۃ　15 ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ϒロック・୸化ཻ子ඍ量

第 95図　第 28 号住居跡࣮ଌ図
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第 9�図　第 28 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

第 28 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 96 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

210 須恵器 坏 15.5 5.0 9.4 長石・石ӳ փ ී௨ ମ部Լ୺・ఈ部ճసϔラ࡟り চ面 70ˋ　PL36

211 土師器 甕 ʦ24.0ʧ（16.2） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ 明ԫ׊ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ϔラφσ・工ޱ

具ࠟ　内面φσ・ࢦ頭ѹࠟ・工具ࠟ চ面 20ˋ

212 土師器 甑 ʦ22.6ʧ（8.5） － 長石・石ӳ ᒵ ී௨
・縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面上୺ԣ位の௜線ޱ
ॎ位のϔラຏき　内面上位ԣ位のϔラຏき・த位
ॎ位のϔラຏき

চ面 10ˋ

第 跡（第ډॅ߸�3 97・98 図）

Ґஔ　調査区தԝ部のＥ 14i1 区，標高 14 ｍの平坦な台地上に位置している。

ॏෳؔ܎　第 31 号住居に掘りࠐまれている。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 5.65 ｍ，୹軸 5.49 ｍのํ形で，主軸ํ向は̣－ 27 ʄ－̬である。น高は 15 ～ 30ᶲで，֎

。して立ち上がっている܏

চ　平坦なషচで，தԝ部が౿みݻΊられている。ೆ 西コーφー部からೆนにかけてนԼにはน溝を確認した。

షচは，தԝ部をઙ͘コーφー部を土坑ঢ়に掘りࠐみ，ローϜཻ子を多ؚ͘んͩ第 11 ૚を埋土して構ஙされ

ている。竈２の前に，յれた竈のକやՐচ部と見られる࣭࠭೪土の広がりとম土を確認した。

ᜱ　２か所。竈１は，西นのதԝ部に付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 112ᶲで，೩ম部෯は 40

ᶲである。କ部は࣭࠭೪土を主ମとした第 12 ૚を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面を 10ᶲ掘り͘΅

Ί，第 13 ～ 16 ૚を埋土して構ஙされている。Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎へ 30ᶲ

掘りࠐまれ，֎܏して立ち上がっている。竈２は，北นのதԝ部に付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部

まで 156ᶲで，೩ম部෯は 50ᶲである。Րচ部はচ面を 18ᶲ掘り͘΅Ί，第̔～ 10 ૚を埋土して構ஙされて
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第 9�図　第 30 号住居跡࣮ଌ図
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第 9�図　第 30 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図
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ϐοτ　11 か所。̥１～̥̑は深さ 38 ～ 68ᶲで，ن໛と഑置から主柱穴である。̥̒は深さ 58ᶲで，ೆน

̥～ઃに伴うピットと考えられる。̥７ࢪޱのதԝ部に位置していることから，出入りࡍ 11 は掘ํ調査にΑ

って確認した΋のである。̥ ７～̥ 10 は深さ 33 ～ 54ᶲで，ن໛と഑置から主柱穴である。̥ 11 は深さ 40ᶲで，

ೆน側のதԝ部に位置していることから，出入りࢪޱઃにと΋なうピットと考えられる。このことから，̥７

から̥１へ，̥̔から̥２へ，̥̕から̥３へ，̥ 10 から̥４へ，̥ 11 から̥̒への柱の立てସえが行われ

たՄೳੑがある。

෴౔　10 ૚に分૚できる。पғからのྲྀ入にΑるଯ積ঢ়گをࣔしていることから，ࣗવଯ積である。第 11 ૚

はషচの構ங土である。

ஷଂ݀　北西コーφー部に位置している。長軸 90ᶲ，୹軸 85ᶲの۱ؙํ形で，深さは 17ᶲである。ఈ面はࡼ

ঢ়で，นは֎܏して立ち上がっている。

ஷଂ݀౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ϒロック・୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量

ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量

ᜱ̍౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
２　փ ԫ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
３　҉ ੺ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　４ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
̒　にͿいᒵ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
７　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロックத量，୸化ཻ子ඍ量
̔　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子多量，
̕　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量

10　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
11　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，ローϜཻ子ඍ量
12　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ϒロック・ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
13　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子多量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
14　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍ量
15　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
׊　16 ৭　ম土ཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量・࣭࠭೪
　　　　　　　　土ཻ子ඍ量

ᜱ̎౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子গ量，ローϜཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ম土ϒロックগ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ম土ϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量
̒　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロックগ量

７　҉ ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
̔　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロック・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
̕　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量
10　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ϒロック・୸化ཻ子ඍ量

いる。Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎へ 60ᶲ掘りࠐまれ，֎܏して立ち上がっている。

竈２のକ部が遺ଘしていないことから，竈２から竈１へ作りସえられたとࢥわれる。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 224 ఺（坏 48，甕類 176），須恵器ย 56 ఺（坏 41，高台付坏１，蓋４，甕類 10），

土製品 1 ఺（土玉），ম成೪土մ 17 ఺，鉄滓 112 ఺（1330g）が出土している。また，షচの構ங土内から土

師器ย 24 ఺（坏４，甕類 20），須恵器ย̔఺（坏̒，甕類２）が出土している。そのほか，ྲྀれࠐんͩ縄文

土器ย 1 ఺（深鉢），࣓器 1 ఺（࿸）΋出土している。DP57 は竈の前，214 はதԝ部，215 は北東部のচ面か

らそれͧれ出土している。213 はஷ蔵穴の෴土上૚から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔ੈلத༿にൺఆできる。ຊ跡は，竈の作りସえٴͼ柱の立てସえが行われた

Մೳੑがある。

౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子
　　　　　　　　গ量
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
ࠇ　̑ ׊ ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
ࠇ　̒ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子
　　　　　　　　ඍ量

７　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，୸化物・ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ
　　　　　　　　子ඍ量
̔　にͿい׊৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
׊　̕ ৭　ローϜཻ子த量
10　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
׊　11 ৭　ローϜཻ子多量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
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第 30 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 98 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

213 須恵器 坏 13.3 3.8 8.4 長石・石ӳ փԫ ී௨ ఈ部ೋํ向のϔラ࡟り ஷ蔵穴෴土上૚ 80ˋ　PL36

214 須恵器 坏 ʦ12.8ʧ 4.2 8.5 長石・石ӳ・
Ӣ฼ փԫ ී௨ ମ部Լ୺・ఈ部ճసϔラ࡟り চ面 40ˋ

215 須恵器 坏 ʦ13.2ʧ 4.0 ʦ9.0ʧ 長石・石ӳ・
Ӣ฼ փന ී௨ ఈ部Ұํ向のϔラ࡟り চ面 20ˋ

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏ量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

DP57 土玉 2.5 ～
3.0 2.3 0.6 ～

0.8 16.2 長石・石ӳ φσ　ࢦ頭ѹࠟ　Ұํ向からのઠ孔 চ面 PL41

第 跡（第ډॅ߸33 99 ～ 101 図）

Ґஔ　調査区தԝ部の̛ 14a2 区，標高 14 ｍの平坦な台地上に位置している。

ॏෳؔ܎ɹ第 35 号住居跡を掘りࠐんでいる。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 5.85 ｍ，୹軸 5.24 ｍの長ํ形で，主軸ํ向は̣－ 15 ʄ－̬である。น高は 28 ～ 34ᶲで，

。して立ち上がっている܏֎

চ　平坦なషচで，தԝ部が౿みݻΊられている。షচは２面確認でき，Ұ࣍面は，北西コーφー部から西

นԼにかけて溝ঢ়に，それ以֎のコーφー部は土坑ঢ়に掘りࠐみ，ローϜཻ子をؚんͩ第 24 ～ 28 ૚を埋土

して構ஙされている。ೋ࣍面は，Ұ࣍面の上に主にローϜཻ子，୸化ཻ子をؚΉ第 14 ～ 23 ૚を埋土して構

ஙされている。นԼにはน溝が८っている。また，竈の前面にম土の広がりを確認した。

ᜱ　北นのதԝ部に付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 146ᶲで，೩ম部෯は 60ᶲである。କ部は

࣭࠭೪土ϒロック，ম土ϒロックをؚんͩ第 14 ૚を基部とし，࣭࠭೪土を主ମとした第̕～ 13 ૚を積み上͛

て構ஙされている。Րচ部はচ面Αり̑ᶲほど͘΅んでおり，Ԏ道部はน֎へ 70ᶲ掘りࠐまれ，Ԟนでஈを

有し，֎܏して立ち上がっている。

ᜱ౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ম土ϒロック・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
３　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
４　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
̒　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
７　にͿいԫᒵ৭　࣭࠭೪土ཻ子多量，ローϜϒロック・ম土ϒロッ
　　　　　　　　ク・୸化物ඍ量
̔　にͿいԫᒵ৭　࣭࠭೪土ཻ子多量，ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子গ量

̕　にͿい੺׊৭　ম土ཻ子த量，࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
10　にͿいԫᒵ׊　࣭࠭೪土ཻ子多量，ম土ϒロック・ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
11　փ ԫ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子多量，୸化物・ローϜཻ子・ম土ཻ
　　　　　　　　子ඍ量
12　҉ ੺ ׊ ৭ ࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ϒロック・ローϜཻ子ඍ量
13　にͿいԫᒵ৭　࣭࠭೪土ཻ子多量，ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
ۃ　14 ҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ϒロックগ量，ম土ϒロック・ローϜཻ
　　　　　　　　子・୸化ཻ子ඍ量

୨ঢ়ࢪઃ　竈の東側ٴͼ西側に付ઃされている。東側の୨は，確認面からの掘りࠐみ 15ᶲ，෯ 100ᶲ，Ԟ行き

50ᶲ，চ面からの高さ 15ᶲ，平面形はٯ台形ঢ়で，୨面はೆに向かってࣼ܏している。西側の୨は，確認面

からの掘りࠐみ 17ᶲ，෯ 120ᶲ，Ԟ行き 30ᶲ，চ面からの高さ 15ᶲ，平面形はٯ台形ঢ়で，୨面はೆに向か

第 30 号住居跡出土鉄滓ܭଌද
特大

（長ܘ 10ᶲ以上）
大

（長ܘ 4ᶲ以上 10ᶲະຬ）
த

（長ܘ 1ᶲ以上 4ᶲະຬ）
小

（長ܘ 1ᶲະຬ） ܭ　߹

　　　఺数 － ２ 51 59 112

　　　ॏ量（̶） － 420 733 177 1,330
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୨ঢ়ࢪઃɾ๺น̍ɾ̎౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭ ࣭࠭೪土ཻ子多量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
２　փ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭ ࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜϒロック・ম土ϒロッ
　　　　　　　　クগ量，୸化ཻ子ඍ量
̒　҉ ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子গ量，୸化物・࣭࠭೪
　　　　　　　　土ཻ子ඍ量

７　҉ ׊ ৭　୸化物গ量，ローϜཻ子・ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ
　　　　　　　　子ඍ量
̔　փ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子গ量
̕　փ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子গ量，࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
10　փ ׊ ৭　ম土ϒロック・࣭࠭೪土ཻ子த量
11　փ ׊ ৭ ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子ඍ量

って؇やかにࣼ܏している。いͣれ΋চ面上に࣭࠭೪土主ମの第 1 ～ 11 ૚を積み上͛て構ஙされている。北น

΋શମにԞ行き̑～ 25ᶲで，確認面の高さまでローϜࠞ͡りの࣭࠭೪土をషり付けて構ஙされていることから，

ຊ跡が第 35 号住居跡を掘りࠐんでいるたΊ，ೈऑな北นをิڧした可能性が考えられる｡ また，東側の棚状施

設の下から壁溝が確認されたことから，壁溝を埋め戻して棚状施設が構築されたとみられる。

෴౔　13 ૚に分૚できる。多͘の૚にローϜϒロックがؚまれていることから，埋Ί໭されている。第 14 ～

28 ૚はషচの構ங土である。

౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ϒロックඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ϒロック・୸化ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭ ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭ ୸化ཻ子গ量，ローϜϒロック・ম土ϒロックඍ量
׊　̒ ৭　ローϜϒロックத量
７　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子গ量
̔　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックඍ量
̕　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，୸化物・ローϜཻ子ඍ量
10　҉ ׊ ৭ ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量
11　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
12　҉ ׊ ৭　ম土ϒロック・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜϒロッ
　　　　　　　　ク・୸化ཻ子ඍ量
13　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子গ量
14　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量

15　փ ׊ ৭ ࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ϒロック・ローϜཻ子ඍ量
16　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
17　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
18　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量
ࠇ　19 ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
׊　20 ৭　ローϜཻ子த量
׊　21 ৭　ローϜϒロックத量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
22　にͿい੺׊৭　ম土ϒロック・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
23　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
24　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子ඍ量
25　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ϒロック・ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
26　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，୸化ཻ子গ量
27　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子த量，ম土ཻ子ඍ量
28　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子গ量

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 1151 ఺（坏 93，甕類 1057，甑１），須恵器ย 337 ఺（坏 273，高台付坏２，蓋̕，൫４，

鉢３，甕 46），土製品２఺（٭ࢧ，不明），石器２఺（砥石），鉄製品３఺（刀子２，鎌１），ম成೪土մ 15 ఺，

鉄滓 211 ఺（2446g）が，શ面の෴土上૚からচ面にかけて出土している。また，షচの構ங土内から土師器

ย 153 ఺（坏 18，甕類 135），須恵器ย 25 ఺（坏 16，蓋１，甕類̔）が出土している。そのほか，ࠞ入した

縄文土器ย１఺（深鉢），石器１఺（ണย），石製品̑఺（臼玉１，݋形໛଄品４）΋出土している。220 は୨

ঢ়ࢪઃの構ங土தから出土している。223 は竈の෴土Լ૚から出土している。218 は̥４の෴土上૚からਖ਼位

のঢ়態で出土している。̦ 24 は西部のচ面とೆ西部の෴土த૚から出土したഁยが઀߹した΋のである。̢

̕は竈のೆ西側，̢ 10 は東部，M ̔はೆ西部のচ面からそれͧれ出土している。217 はதԝ部，219 は北東部，

TP11 はೆ西部の෴土Լ૚からそれͧれ出土している。222 は竈の東側，DP58 はதԝ部，221 は西部，216 は

ೆ西コーφー部の෴土த૚からそれͧれ出土している。

ॴݟ　ຊ跡は，షচが２面確認されたことٴͼ柱の立てସえが行われたとみられることから，住居の建てସ

えが行われたՄೳੑが考えられる。ೋ࣍面の時期は，出土土器から̔ੈل後༿にൺఆできる。ೋ࣍面のషচ

ϐοτ　̕か所。̥１～̥４は深さ 53 ～ 71ᶲで，ن໛と഑置から主柱穴である。̥̑は深さ 35ᶲで，ೆนࡍ

のதԝ部に位置していることから，出入りࢪޱઃに伴うピットと考えられる。̥̒～̥̕は掘ํ調査にΑって

確認した΋ので，深さ 33 ～ 54ᶲで，ن໛と഑置から主柱穴である。このことから，̥̒から̥１へ，̥７か

ら̥２へ，̥̔から̥３へ，̥̕から̥４への柱の立てସえが行われたと考えられる。
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第 99図　第 33 号住居跡࣮ଌ図

の構ங土内から出土している土器は，みなࡉยで図ࣔできる΋のはないが，須恵器の坏の形ঢ়౳から大きな

時期ࠩはない΋のとࢥわれる。
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第 ��� 図　第 33 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図
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第 ��� 図　第 33 号住居跡出土遺物࣮ଌ図
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第 33 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 100・101 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

216 須恵器 坏 12.6 4.2 7.6 長石・石ӳ・
᛽ࡉ փ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔラ࡟り　ఈ部Ұํ向のϔラ࡟り ෴土த૚ 85ˋ　PL36

217 須恵器 坏 ʦ12.6ʧ 3.8 7.4 長石・石ӳ・
᛽ࡉ փ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ੾りࠟを

り࡟Ұํ向のϔラ͢࢒ ෴土Լ૚ 65ˋ　PL36

218 須恵器 坏 ʦ13.0ʧ 4.2 7.7 長石・石ӳ・
Ӣ฼ փന ී௨ ମ部Լ୺ճసϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ੾りࠟを

φσ͢࢒ ̥４෴土上૚ 55ˋ

219 須恵器 坏 ʦ13.2ʧ 4.0 6.6 長石・石ӳ・
Ӣ฼ փԫ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔラ࡟り　ఈ部Ұํ向のϔラ࡟り ෴土Լ૚ 50ˋ

220 須恵器 坏 ʦ12.8ʧ 4.1 ʦ7.4ʧ 長石・石ӳ փ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ੾りࠟを
り࡟Ұํ向のϔラ͢࢒ ୨ঢ়ࢪઃ構ங土த 30ˋ

221 須恵器 高台付坏 － （2.6）ʦ11.2ʧ長石・石ӳ փ ී௨ ఈ部ճసϔラ࡟り後，高台షり付け ෴土த૚ 10ˋ

222 須恵器 鉢 － （16.3）ʦ20.0ʧ長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいԫ ී௨ ମ部ࣼ位の平行ୟき　Լ୺ճసϔラ࡟り　内面

当て具ࠟ ෴土த૚ 10ˋ　PL38

223 土師器 甕 22.4 （18.2） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿい׊ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面上൒ϔラφσޱ

Լ൒ॎ位のϔラຏき　内面工具ࠟ・ࢦ頭ѹࠟ 竈෴土Լ૚ 15ˋ

番号 種　別 器種 ଻　　土 ৭　　調 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

TP11 須恵器 甕 長石・石ӳ・Ӣ฼ 明ԫ׊ ମ部ԣ位の平行ୟき　内面当て具ࠟ ෴土Լ૚ PL40

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

̦ 24 砥石 （7.6） 7.7 3.8 （322） ࠭岩 断面台形　砥面４面 চ面

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

M ̔ 鎌 18.0 5.3 0.4 109.4 鉄 ਕ部断面三֯形　୺部ંりฦし চ面 PL46

M ̕ 刀子 ʦ10.1ʧ （1.7） 0.4 （11.9） 鉄 ੾ઌܽଛ　ਕ部断面三֯形　ܪ部断面ٯ台形 চ面

̢ 10 刀子 （5.6） （1.4） 0.3 （8.3） 鉄 ੾ઌ・ܪ部ܽଛ　ਕ部断面三֯形 চ面

番号 器　種 高さ ܘ小࠷ ܘ大࠷ ॏ量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

DP58 ٭ࢧ （12.5） － （7.3） （270） 長石・石ӳ ϔラφσ　ܽଛ ෴土த૚

第 33 号住居跡出土鉄滓ܭଌද
特大

（長ܘ 10ᶲ以上）
大

（長ܘ 4ᶲ以上 10ᶲະຬ）
த

（長ܘ 1ᶲ以上 4ᶲະຬ）
小

（長ܘ 1ᶲະຬ） ܭ　߹

　　　఺数 － 12 42 157 211

　　　ॏ量（̶） － 1,440 535 471 2,446

第 跡（第ډॅ߸�3 102・103 図）

Ґஔ　調査区தԝ部の̛ 13a0 区，標高 14 ｍの平坦な台地上に位置している。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 2.31 ｍ，୹軸 2.27 ｍの۱ؙํ形で，主軸ํ向は̣－ 62 ʄ－Ｅである。น高は 16 ～ 18ᶲで，

。して立ち上がっている܏֎

চ　平坦で，தԝ部が౿みݻΊられている。

ᜱ　北東นのதԝ部に付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 70ᶲで，೩ম部෯は 28ᶲである。କ部

は࣭࠭೪土を主ମとした第７～ 12 ૚を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面を̔ᶲ掘りࠐんで，ম土ϒ

ロック，୸化ཻ子をؚんͩ第 13 ૚を埋土して構ஙされている。Րচ面はわͣかに੺มしている。Ԏ道部はน

֎へ 20ᶲ掘りࠐまれ，֎܏して立ち上がっている。

ᜱ౔૚ղઆ
１　にͿい׊৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックத量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土׊੺҉ۃ　３
　　　　　　　　ཻ子ඍ量

࣭࠭・৭　ম土ϒロックগ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子׊੺҉ۃ　４
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
ۃ　̑ ҉ ׊ ৭　ম土ϒロックগ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
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෴౔　̑૚に分૚できる。पғからのྲྀ入にΑるଯ積ঢ়گをࣔしていることから，ࣗવଯ積である。

౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量

４　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子
　　　　　　　　ඍ量

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 34 ఺（坏̔，甕類 26），須恵器ย̑఺（坏３，蓋１，甕１），鉄製品（紡錘車軸），

ম成೪土մ̔఺，鉄滓 15 ఺（151g）が出土している。M11 はதԝ部のচ面から出土している。224 は竈のೆ

側の෴土Լ૚から出土している。226 はதԝ部の෴土த૚から出土している。225 は̥１の෴土தから出土し

ている。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔ੈل前༿にൺఆできる。

ϐοτ　̒か所。̥１～̥̒は深さ 11 ～ 35ᶲで，԰֎柱穴のՄೳੑが考えられる。

第 ��� 図　第 36 号住居跡࣮ଌ図

̒　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ཻ子গ量，
　　　　　　　　ম土ཻ子ඍ量
７　փ ԫ ׊ ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子ඍ量
̔　փ ԫ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子多量
̕　փ ԫ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量

10　にͿい੺׊৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ϒロックগ量，୸化ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
11　փ ԫ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ϒロックඍ量
12　にͿいԫ׊৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
৭　ম土ϒロック・୸化ཻ子গ量，ローϜཻ子ඍ量׊੺҉ۃ　13
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第 ��3 図　第 36 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

第 36 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 103 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

224 須恵器 坏 16.0 4.8 8.0 長石・石ӳ・
Ӣ฼ փԫ ී௨ ମ部Լ୺・ఈ部ճసϔラ࡟り ෴土Լ૚ 60ˋ　PL36

225 須恵器 坏 － （2.1） ʦ9.2ʧ 長石・石ӳ ԫփ ී௨ ఈ部ճసϔラ੾り　不調整 ̥１෴土த 10ˋ

226 須恵器 蓋 ʦ14.6ʧ（3.1） － 長石・石ӳ փ ී௨ ఱ井部ճసϔラ࡟り ෴土த૚ 10ˋ

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

̢ 11 紡錘車軸 （14.9） 0.6 0.5 （18.4） 鉄 軸部断面ํ形　Լ୺部ܽଛ চ面 PL46

第 跡（第ډॅ߸�3 104 ～ 106 図）

ᜱ　北นのதԝ部に付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 135ᶲで，೩ম部෯は 45ᶲである。କ部は

࣭࠭೪土を主ମとした第 10 ૚を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面を 10ᶲ掘り͘΅Ί，第 11 ～ 17 ૚

を埋土して構ஙしている。Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎へ 82ᶲ掘りࠐまれ，֎܏し

て立ち上がっている。

Ґஔ　調査区தԝ部の̛ 14c2 区，標高 14 ｍの平坦な台地上に位置している。

ঢ়　ೆ西部が調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，東西軸はܗ໛ͱن 4.38 ｍで，ೆ北軸は 3.87 ｍしか確認できなか

った。平面形はํ形あるいは長ํ形とਪఆでき，主軸ํ向は̣－ 10 ʄ－̬である。น高は 27 ～ 45ᶲで，֎܏

して立ち上がっている。

চ　平坦なషচで，นԼをআいて౿みݻΊられている。東ٴͼ西นԼにはน溝を確認した。షচは，۱࢛を

土坑ঢ়に掘り͘΅Ί，ローϜཻ子を多ؚ͘んͩ第 15 ૚を埋土して構ஙされている。

ᜱ౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ϒロックগ量，ローϜཻ子・ম土ཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量

４　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
̑　҉ ੺ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ϒロック・ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
ۃ　̒ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
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ϐοτ　̑か所。̥１～̥３は深さ 39 ～ 56ᶲで，ن໛と഑置から主柱穴である。̥４・̥̑は掘ํ調査にΑ

って確認した΋ので，深さ 35ᶲ・40ᶲである。഑置ঢ়گから，̥４から̥１へ，̥̑から̥３への柱の立て

ସえが行われたՄೳੑが考えられる。

第 ��� 図　第 37 号住居跡࣮ଌ図

７　҉ ׊ ৭　ম土ϒロック・࣭࠭೪土ϒロック・ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
̔　にͿい׊৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
̕　҉ ੺ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子গ量，ロー
　　　　　　　　Ϝཻ子ඍ量
10　にͿいԫᒵ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ϒロック・ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
11　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
12　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ϒロック・࣭࠭೪土ཻ子         
　　　　　　　　গ量，୸化ཻ子ඍ量

13　明 ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ϒロック・୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
14　҉ ੺ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　15 ׊ ৭　࣭࠭೪土ϒロック・ম土ϒロックগ量，ローϜཻ
　　　　　　　　子・୸化ཻ子ඍ量
16　҉ ׊ ৭　ম土ϒロック・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ཻ子・୸
　　　　　　　　化ཻ子ඍ量
17　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子গ量，ローϜཻ子・ম土ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
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第 ��5 図　第 37 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（１）
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 568 ఺（坏 25，高坏̒，甕類 537），須恵器ย 133 ఺（坏 119，高台付坏４，蓋４，高൫１，

鉢１，甕類４），土製品２఺（٭ࢧ），石器 1 ఺（砥石），石製品４఺（臼玉），ম成೪土մ 10 ఺，鉄滓 49 ఺（957g）が，

શ面の෴土த૚からচ面にかけて出土している。また，షচの構ங土内から土師器ย 30 ఺（坏２，甕類 28），

須恵器ย 7 ఺（坏４，瓶３）が出土している。そのほか，ྲྀ れࠐんͩ縄文土器ย 1 ఺（深鉢），石器 1 ఺（ຏ石）

΋出土している。228 は竈の෴土த૚から出土している。236 は竈の東側の෴土Լ૚と竈෴土上૚から出土し

たഁยが઀߹した΋のである。231 は北東部の෴土Լ૚と竈の෴土த૚から出土したഁยが઀߹した΋のであ

る。M12 は西部の෴土Լ૚から出土している。233 は竈の前，227・229・230・232・DP59 はதԝ部，234 は

北西コーφー部，235 は東部の෴土த૚からそれͧれ出土している。

෴౔　14 ૚に分૚できる。पғからのྲྀ入にΑるଯ積ঢ়گをࣔしていることから，ࣗવଯ積である。第 15 ૚

はషচの構ங土である。

౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子গ量
３　҉ ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ϒロック・୸化ཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ۃ　̒ ҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍ量
７　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　̔ ׊ ৭　ローϜϒロックඍ量
ۃ　̕ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量

10　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ϒロック多量，ローϜཻ子・ম土ཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
11　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
12　҉ ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
13　҉ ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子গ量，୸化物ඍ量
14　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子 ŋ ୸化ཻ子ඍ量
׊　15 ৭　ローϜཻ子多量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量

第 ��� 図　第 37 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）
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第 37 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 105・106 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

227 土師器 坏 ʦ13.0ʧ 5.2 7.7 長石・石ӳ ᒵ ී௨ ମ部֎面ԣ位のϔラ࡟り　内面ԣ位のϔラຏき ෴土த૚ 70ˋ　PL36

228 須恵器 坏 ʦ12.7ʧ 4.0 7.0 長石・石ӳ փ ී௨ ମ部Լ୺手࣋ちϔラ࡟り　ఈ部ೋํ向のϔラ࡟り 竈෴土த૚ 50ˋ

229 須恵器 坏 ʦ12.6ʧ 4.2 7.2 長石・石ӳ・
Ӣ฼ փԫ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ੾りࠟを

り࡟Ұํ向のϔラ͢࢒ ෴土த૚ 50ˋ

230 須恵器 坏 12.7 4.7 ʦ7.0ʧ 長石・石ӳ・
Ӣ฼ փ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔラ࡟り　ఈ部Ұํ向のϔラ࡟り ෴土த૚ 40ˋ　PL36

231 須恵器 坏 ʦ11.4ʧ 4.2 ʦ7.3ʧ 長石・石ӳ փ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔラ࡟り　ఈ部Ұํ向のϔラ࡟り 竈෴土த૚
෴土Լ૚ 60ˋ

232 須恵器 坏 － （3.2） 7.2 長石・石ӳ փԫ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔラ࡟り　ఈ部ೋํ向のϔラ࡟り
ఈ部に๽書ʮ山ޱʯ ෴土த૚ 40ˋ

233 須恵器 高台付坏 ʦ17.0ʧ 7.0 10.6 長石・石ӳ փ ී௨ ఈ部ճసϔラ੾りࠟを͢࢒ճసϔラ࡟り後，高
台షり付け ෴土த૚ 60ˋ　PL38

234 須恵器 鉢 ʦ34.4ʧ（14.3） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼・ࡉ᛽ ԫփ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ॎ位の平行ୟޱ

き後，ԣ位の平行ୟき　内面φσ ෴土த૚ 10ˋ　PL38

235 土師器 甕 ʦ21.8ʧ（7.8） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ ᒵ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　内面工具ࠟޱ ෴土த૚ 10ˋ

236 土師器 甕 － （21.8） 8.4 長石・Ӣ฼・
石ӳ ᒵ ී௨ ମ部֎面ॎ位のϔラຏき　内面工具ࠟ　ఈ部໦

༿ࠟ
竈෴土上૚
෴土Լ૚ 40ˋ

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 ண　　࣓ ࣭　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

̢ 12 椀ঢ়滓 12.7 15.0 9.5 2282 ऑ 鉄 地৭は׊ࠇ৭　ද面はᰒཻঢ়ಥٴىͼؾ孔が఺在し，
Ԝತがある　ఈ面は椀ঢ়である ෴土Լ૚

番号 器　種 高さ ܘ小࠷ ܘ大࠷ ॏ量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

DP59 ٭ࢧ （8.2） （5.8） （7.7） （233） 長石・石ӳ ϔラφσ　Ұ部ܽଛ　ඃ೤ࠟ ෴土த૚

ॴݟ　時期は，出土土器から̔ੈل後༿にൺఆできる。

第 跡（第ډॅ߸�� 107 ～ 109 図）

Ґஔ　調査区東部のＥ 14i8 区，標高 14 ｍの台地上から低地に向かう؇やかなࣼ面部に位置している。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 4.88 ｍ，୹軸 4.00 ｍの長ํ形で，主軸ํ向は̣－̕ʄ－Ｅである。น高は 38 ～ 50ᶲで，֎

。して立ち上がっている܏

চ　平坦で，தԝ部が౿みݻΊられている。西นの北部をআいてนԼにはน溝が८っている。北西部のচ面

上にম土մを確認した。

ᜱ　北นのதԝ部からやや東دりに付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 125ᶲで，೩ম部෯は 45ᶲ

である。କ部は࣭࠭೪土を主ମとした第 15 ～ 18 ૚を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面を 14ᶲ掘り

͘΅Ί，第 19・20 ૚を埋土して構ஙしている。Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎へ 18ᶲ

掘りࠐまれ，֎܏して立ち上がっている。

ᜱ౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
３　にͿい׊৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子গ量，ম土ϒロッ
　　　　　　　　ク・୸化ཻ子ඍ量
４　にͿい׊৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化物ඍ量
̑　にͿい׊৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
̒　にͿい׊৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ཻ子・ローϜཻ子・୸化
　　　　　　　　物ඍ量
７　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
̔　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
̕　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロックগ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量

10　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
11　にͿい׊৭ ࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ϒロック・ローϜཻ子ඍ量
12　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍ量
׊　13 ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
14　փ ന ৭　ম土ϒロックগ量，փඍ量
15　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
16　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
׊　17 ৭　ローϜཻ子ཻ子গ量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
18　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
19　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子多量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
20　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
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第 ��� 図　第 40 号住居跡࣮ଌ図
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第 ��� 図　第 40 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（１）
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第 ��9 図　第 40 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）

第 40 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 108・109 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

237 須恵器 坏 12.9 4.1 7.8 長石・石ӳ ԫփ ී௨ ఈ部Լ୺ճసϔラ࡟り　ఈ部ೋํ向のϔラ࡟り ෴土Լ૚ 100ˋ  PL36

238 須恵器 坏 13.4 4.6 8.8 長石・石ӳ にͿいԫ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ੾りࠟを
り࡟Ұํ向のϔラ͢࢒ ෴土த૚ 50ˋ　PL36

239 須恵器 坏 12.2 4.4 6.5 長石・石ӳ փΦリーϒ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ੾りࠟを
り࡟多ํ向のϔラ͢࢒ ෴土த૚ 60ˋ　PL37

240 須恵器 坏 ʦ14.0ʧ 4.0 9.5 長石・石ӳ・
᛽ࡉ փ ී௨ ମ部Լ୺・ఈ部ճసϔラ࡟り ෴土த૚

̥１෴土上૚ 50ˋ

241 須恵器 蓋 － （1.9） － 長石・石ӳ փന ී௨ ఱ井部ճసϔラ࡟り後，ͭまみషり付け น溝ఈ面 30ˋ

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 662 ఺（坏 68，小形甕 1，甕類 593），須恵器ย 110 ఺（坏 83，蓋２，൫１，甕類

23，甑１），石器 1 ఺（砥石），鉄製品 1 ఺（手鎌），ম成೪土մ 5 ఺，鉄滓 69 ఺（1091g）が，શ面の෴土

த૚からচ面にかけて出土している。そのほか，ྲྀれࠐんͩ縄文土器ย 7 ఺（深鉢），ണย 2 ఺，石製品 1 ఺

（臼玉）΋出土している。244 は竈の前のচ面と竈の෴土த૚から出土した３఺のഁยが઀߹した΋のである。

241 はೆ部のน溝のఈ面から出土している。237 はೆ東コーφー部の෴土Լ૚から，ਖ਼位のঢ়態で出土してい

る。M13 はೆ部，243 は北東部の෴土Լ૚からそれͧれ出土している。239 は竈の西側，238・242 はೆ東コ

ーφー部の෴土த૚からそれͧれ出土している。240 は北東コーφー部の෴土த૚と̥１の෴土上૚から出土

したഁยが઀߹した΋のである。225 は竈の掘ํ埋土தから出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔ੈل後༿にൺఆできる。চ面上で確認したম土մは，চ面が੺มしていない

ことから，住居ഇઈ時に౤غされた΋のと考えられる。

ϐοτ　̕か所。̥１～̥４は深さ 38 ～ 61ᶲで，ن໛と഑置から主柱穴である。̥̑は深さ 20ᶲで，ೆนࡍ

のதԝ部に位置していることから，出入りࢪޱઃに伴うピットと考えられる。̥̒～̥̕は深さ 13 ～ 55ᶲで，

ੑ֨は不明である。

෴౔　17 ૚に分૚できる。पғからのྲྀ入にΑるଯ積ঢ়گをࣔしていることから，ࣗવଯ積である。

౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，࣭࠭೪土ϒロックগ量，୸化ཻ
　　　　　　　　子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子গ量
׊　̒ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
７　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
̔　҉ ׊ ৭ ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
׊　̕ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ϒロック・୸化物・࣭࠭೪
　　　　　　　　土ཻ子ඍ量

10　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
11　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
12　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
13　҉ ׊ ৭ ࣭࠭೪土ϒロック・ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
׊　14 ৭　ローϜཻ子த量
ࠇ　15 ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
16　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・࣭࠭೪土ϒロックগ量，ম土ཻ
　　　　　　　　子・୸化ཻ子ඍ量
17　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・࣭࠭೪土ϒロックগ量，ম土ϒ
　　　　　　　　ロック・୸化ཻ子ඍ量
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番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

̢ 13 手鎌 11.1 1.8 0.1 8.4 鉄 ྆୺に 0.3ᶲの孔 ෴土Լ૚ PL46

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

̦ 25 砥石 （8.8） 5.5 4.2 （210） փ岩ڽ 断面長ํ形　Ұ部ܽଛ　砥面４面　側面に条線ঢ়のࠟݚ 竈掘ํ埋土த PL44

第 40 号住居跡出土鉄滓ܭଌද
特大

（長ܘ 10ᶲ以上）
大

（長ܘ 4ᶲ以上 10ᶲະຬ）
த

（長ܘ 1ᶲ以上 4ᶲະຬ）
小

（長ܘ 1ᶲະຬ） ܭ　߹

　　　఺数 － ２ 41 21 69

　　　ॏ量（̶） － 240 773 78 1,091

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

242 土師器 甕 ʦ21.8ʧ（20.2） － 長石・石ӳ にͿい੺׊ ී௨
縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面上൒ԣ位のϔޱ
ラ࡟り・Լ൒ॎ位のϔラ࡟り　内面ϔラφσ・
工具ࠟ

෴土த૚ 30ˋ

243 土師器 甕 22.6 （9.5） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ 頭ѹࠟ　内ࢦ縁部֎・内面ԣφσ　頸部֎面ޱ

面ϔラφσ・工具ࠟ ෴土Լ૚ 20ˋ

244 土師器 甕 － （19.7） 8.8 長石・石ӳ・
Ӣ฼ փԫ׊ ී௨ ମ部֎面ॎ位のϔラຏき　内面ϔラφσ・工具

ࠟ　ఈ部໦༿ࠟ
চ面

竈෴土த૚ 40ˋ

第 跡（第ډॅ߸�� 110・111 図）

Ґஔ　調査区東部のＥ 15i1 区，標高 13 ｍの台地上から低地に向かう؇やかなࣼ面部に位置している。

ϐοτ　̔か所。̥１～̥４は深さ 28 ～ 31ᶲで，ن໛と഑置から主柱穴である。̥̑は深さ 35ᶲで，ೆนࡍ

のதԝ部に位置していることから，出入りࢪޱઃに伴うピットと考えられる。̥̒～̥̔は深さ 52 ～ 83ᶲで，

ੑ֨は不明である。

ॏෳؔ܎　第 41 号住居跡を掘りࠐんでいる。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 3.80 ｍ，୹軸 3.66 ｍのํ形で，主軸ํ向は̣－ 17 ʄ－̬である。น高は 35 ～ 45ᶲで，֎

。して立ち上がっている܏

চ　平坦で，தԝ部が౿みݻΊられている。นԼにはน溝が८っている。西นࡍのচ面上にম土մを確認した。

ᜱ　北นのதԝ部に付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 96ᶲで，೩ম部෯は 49ᶲである。କ部は

࣭࠭೪土を主ମとした第̕～ 12 ૚を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面を７ᶲ掘り͘΅Ί，第 13 ૚を

埋土して構ஙしている。Րচ面はՐをडけて੺มしている。Ԏ道部はน֎へ 50ᶲ掘りࠐまれ，Ԟนでஈを有

して立ち上がっている。

ᜱ౔૚ղઆ
１　փ ׊ ৭ ローϜϒロック・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
ࠇ　３ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
׊　４ ৭ ローϜϒロック・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
̑　փ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ϒロック・୸化ཻ子・
　　　　　　　　࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
׊　̒ ৭　࣭࠭೪土ϒロック・ローϜཻ子গ量，୸化物・ম
　　　　　　　　土ཻ子ඍ量

ࠇ　７ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子গ量，ローϜཻ子ඍ量
ࠇ　̔ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
ࠇ　̕ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
10　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子গ量，ম土ϒロッ
　　　　　　　　クඍ量
11　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
12　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子த量，ম土ཻ子ඍ量
13　҉ ੺ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子த量，୸化ཻ子গ量

෴౔　̔૚に分૚できる。पғからのྲྀ入にΑるଯ積ঢ়گをࣔしていることから，ࣗવଯ積である。

౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子ඍ量
ۃ　３ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量

̑　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
̒　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックத量，୸化ϒロックඍ量
７　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　̔ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 567 ఺（坏 75，椀１，高坏４，甕類 482，小形甕１，甑４），須恵器ย 133 ఺（坏

105，高台付坏２，蓋̒，高൫１，鉢̕， ̑，瓶２，甕類３），石器 2 ఺（砥石１，紡錘車１），ম成೪土մ 28 ఺，

鉄滓 54 ఺（573g）が，શ面の෴土த૚からচ面にかけて出土している。そのほか，ྲྀれࠐんͩ縄文土器ย 5

఺（深鉢），石製品 1 ఺（૒孔円板）΋出土している。245 は竈の前の෴土Լ૚から，ਖ਼位のঢ়態で出土して

いる。250 は竈の前，249・227 は竈の西側，248 はதԝ部，M14 はೆ西部の෴土Լ૚からそれͧれ出土して

いる。247 は北西部，226 はೆ部の෴土த૚からそれͧれ出土している。246 は෴土தから出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔ੈل後༿にൺఆできる。চ面上で確認したম土մは，চ面が੺มしていない

ことから，住居ഇઈ時に౤غされた΋のと考えられる。

第 ��� 図　第 42 号住居跡࣮ଌ図
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第 ��� 図　第 42 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図
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第 跡（第ډॅ߸�� 112・113 図）

ϐοτ　２か所。̥１は深さ 16ᶲで，ೆนࡍのதԝ部に位置していることから，出入りࢪޱઃに伴うピット

と考えられる。̥２は掘ํ調査で確認した΋のであり，深さ 18ᶲで，ੑ֨は不明である。

෴౔　10 ૚に分૚できる。多͘の૚にローϜϒロックがؚまれていることから，埋Ί໭されている。第 11 ૚

はషচの構ங土である。

Ґஔ　調査区東部のＥ 15i2 区，標高 13 ｍの台地上から低地に向かう؇やかなࣼ面部に位置している。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 3.86 ｍ，୹軸 3.50 ｍの長ํ形で，主軸ํ向は̣－̔ʄ－̬である。น高は 20 ～ 42ᶲで，֎

。して立ち上がっている܏

চ　平坦なషচで，தԝ部が౿みݻΊられている。షচは，શମをۉҰに掘りࠐみ，第 11 ૚を埋土して構ங

されている。

ᜱ　北นのதԝ部に付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 80ᶲで，೩ম部෯は 51ᶲである。କ部は

࣭࠭೪土を主ମとした第̔～ 11 ૚を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面を 15ᶲ掘り͘΅Ί，ম土ཻ子

をؚんͩ第 12・13 ૚を埋土して構ஙされている。Րচ面はՐをडけて੺มしている。Ԏ道部はน֎へ 30ᶲ掘

りࠐまれ，Ԟนはほ΅௚立している。

ᜱ౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックத量
ۃ　３ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量
׊　４ ৭　ローϜϒロックத量，୸化ཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
̒　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子ඍ量
׊　７ ৭　ローϜϒロックத量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量

׊　̔ ৭　ローϜϒロック・࣭࠭೪土ϒロックத量
̕　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜϒロックඍ量
׊　10 ৭ ローϜཻ子多量，࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ཻ子গ量
ࠇ　11 ׊ ৭　ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量
12　փ ׊ ৭ ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
13　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量

第 42 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 111 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

245 須恵器 坏 13.4 3.7 7.2 長石・石ӳ・
᛽ࡉ ԫփ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔラ࡟り　ఈ部Ұํ向のϔラ࡟り ෴土Լ૚ 90ˋ

246 須恵器 坏 13.2 5.1 8.4 長石・石ӳ・
᛽ࡉ փ׊ ී௨ ఈ部Ұํ向のϔラ࡟り ෴土த 50ˋ

ࣗવᬵ
247 須恵器 坏 ʦ13.4ʧ 3.9 ʦ7.4ʧ 長石・石ӳ・

Ӣ฼ փԫ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ੾りࠟを
り࡟Ұํ向のϔラ͢࢒ ෴土த૚ 40ˋ

248 土師器 甕 ʦ19.8ʧ（8.7） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ ᒵ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　内面ϔラφσ・工具ࠟޱ ෴土Լ૚ 10ˋ

249 土師器 甕 － （7.6） 8.6 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ ମ部֎面ॎ位のϔラຏき　内面ϔラφσ・工具

ࠟ　ఈ部໦༿ࠟ ෴土Լ૚ 10ˋ

250 土師器 小形甕 ʦ15.2ʧ（10.2） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿい׊ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　内面工具ࠟޱ ෴土Լ૚ 20ˋ

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

̦ 26 砥石 （7.1） 5.2 3.7 （176） ࠭岩 断面長ํ形　Ұ部ܽଛ　砥面４面 ෴土த૚

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

̦ 27 紡錘車 （5.2） （1.2） 1.0 （35.2） ऄ໲岩 શ面ݚຏ　Ұ部ܽଛ　上・ఈ面ࠟࡲ　Ұํ向からのઠ孔　 ෴土Լ૚

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

̢ 14 刀子 （15.8） 1.5 0.4 （18.7） 鉄 ੾ઌܽଛ　ਕ部断面三֯形・茎部断面ٯ台形 ෴土Լ૚ PL45
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 150 ఺（坏 25，甕類 125），須恵器ย 16 ఺（坏̕，蓋１，壺１，甕類̑），石器１఺（砥石），

鉄製品１఺（刀子），ম成೪土մ１఺，鉄滓̒఺（70.2g）が出土している。そのほか，ࠞ 入した縄文土器ย１఺（深

鉢），石器１఺（Ꮟ石），ಃ器ย１఺（࿸）΋出土している。251 は竈の前，253 はೆ部のচ面からそれͧれ出

土している。̦ 28 は̥１の෴土上૚から出土している。̢ 15 は東部の෴土த૚から出土している。252 は෴

土தから出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔ੈل後༿にൺఆできる。

౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックத量
׊　̑ ৭　ローϜϒロックத量，୸化ཻ子ඍ量
̒　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子ඍ量

７　փ ׊ ৭　ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
̔　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
׊　̕ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
׊　10 ৭　ローϜϒロックத量，ম土ཻ子ඍ量
׊　11 ৭　ローϜཻ子多量

第 ��� 図　第 44 号住居跡࣮ଌ図
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第 ��3 図　第 44 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

第 44 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 113 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

251 須恵器 坏 ʦ13.4ʧ 3.7 7.3 長石・石ӳ փԫ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ੾りࠟを
り࡟Ұํ向のϔラ͢࢒ চ面 30ˋ

252 須恵器 坏 ʦ13.8ʧ 3.9 ʦ8.0ʧ 長石・石ӳ・
Ӣ฼ փԫ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔラ࡟り　ఈ部Ұํ向のϔラ࡟り ෴土த 30ˋ

253 土師器 甕 19.8 （20.4） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ ᒵ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部上位ԣ位のϔラޱ

り　த位ࣼ位のϔラ࡟り চ面 30ˋ

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

̦ 28 砥石 （10.2） 5.3 （3.2） （149） փ岩ڽ Ұ部ܽଛ　砥面２面 ̥１෴土上૚

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

̢ 15 ᮓϱ 18.5 1.8 0.7 53.8 鉄 断面長ํ形　ܪ部・ઌ୺部த৺線Αりやや۶ۂ ෴土த૚

第 跡（第ډॅ߸�5 114・115 図）

Ґஔ　調査区தԝ部の̛ 15a3 区，標高 13 ｍの台地上から低地に向かう؇やかなࣼ面部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 46 号住居跡を掘りࠐみ，第 73 号土坑に掘りࠐまれている。
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ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 3.78 ｍ，୹軸 3.48 ｍで，ೆนதԝ部が֎側へ約 70ᶲほどಥ出した五֯形をఄしており，主

軸ํ向は̣－̔ʄ－̬である。น高は 35 ～ 45ᶲで，֎܏して立ち上がっている。

চ　平坦なషচで，தԝ部が౿みݻΊられている。ೆ൒部のนԼにはน溝が८っている。షচは，東部をࡼ

ঢ়に掘り͘΅Ί，主にローϜཻ子をؚんͩ第 18 ૚を埋土して構ஙされている。

ᜱ　北นのதԝ部に付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 130ᶲで，೩ম部෯は 38ᶲである。କ部は

࣭࠭೪土を主ମとした第 10 ～ 13 ૚を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面を 20ᶲ掘り͘΅Ί，第 14 ～

18 ૚を埋土して構ஙされている。Րচ面はՐをडけて੺มしている。Ԏ道部はน֎へ 50ᶲ掘りࠐまれ，Րচ

部から֎܏して立ち上がっている。

第 ��� 図　第 45 号住居跡࣮ଌ図
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第 ��5 図　第 45 号住居跡出土遺物࣮ଌ図
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第 45 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 115 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

254 須恵器 坏 ʦ14.2ʧ 3.4 8.2 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ੾りࠟを

φσ͢࢒ চ面 60ˋ

255 須恵器 坏 － （2.6） 8.6 長石・石ӳ・
Ӣ฼ փന ී௨ ମ部Լ୺手࣋ちϔラ࡟り　ఈ部ೋํ向のϔラ࡟り ෴土Լ૚ 70ˋ

256 須恵器 蓋 ʦ17.2ʧ（1.9） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ փ ී௨ ఱ井部ճసϔラ࡟り ෴土த 10ˋ

257 土師器 甕 20.5 （30.9） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ ֎縁部ޱ ŋ 内面ԣφσ　ମ部֎面上位ϔラφσ・

த位以Լॎ位のϔラຏき　内面ࢦ頭ѹࠟ ෴土த૚ 70ˋ

258 土師器 甕 ʦ20.8ʧ（21.8） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿい׊ ී௨ ，り後࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ϔラޱ

ࣼ位のϔラφσ　内面工具ࠟ চ面 40ˋ

259 土師器 小形甕 15.8 17.8 8.2 長石・石ӳ にͿい੺׊ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面Լ୺ॎ位のϔޱ
ラ࡟り ෴土த૚ 80ˋ

ϐοτ　２か所。̥１・̥２は深さ 36ᶲ・12ᶲで，ೆนࡍのதԝ部に位置していることから，出入りࢪޱઃ

に伴うピットと考えられる。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 258 ఺（坏 33，甕類 224，小形甕１），須恵器ย 23 ఺（坏 18，蓋２，鉢１，甕類２），

ম成೪土մ７఺が出土している。そのほか，ࠞ 入した縄文土器ย７఺（深鉢），ಃ器ย１఺（࿸），࣓ 器ย２఺（࿸）

ܰ石１఺΋出土している。254 は西部のচ面から，255 は東部の෴土Լ૚から，ਖ਼位のঢ়態でそれͧれ出土し

ている。258 は東部のচ面から出土している。257・259 はதԝ部の෴土த૚からそれͧれ出土している。256

は෴土தから出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔ੈلத༿にൺఆできる。

෴౔　17 ૚に分૚できる。多͘の૚にローϜϒロックがؚまれていることから，埋Ί໭されている。第 18 ૚

はషচの構ங土である。

౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍ量
׊　２ ৭　ローϜϒロックத量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，࣭࠭೪土ϒロック・ম土ཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
׊　４ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，࣭࠭೪土ϒロック・ম土ཻ
　　　　　　　　子ඍ量
̒　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ϒロック・ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
７　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　̔ ׊ ৭ ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
̕　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量

10　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
׊　11 ৭　ローϜཻ子த量，୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　12 ׊ ৭　୸化物গ量，ম土ϒロックඍ量
׊　13 ৭　ローϜϒロックத量，୸化ཻ子গ量
14　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
15　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
ۃ　16 ҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量
׊　17 ৭　ローϜϒロックத量，ম土ཻ子ඍ量
׊　18 ৭　ローϜཻ子த量，ম土ϒロック・୸化ཻ子ඍ量

ᜱ౔૚ղઆ
׊　１ ৭　ローϜཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックඍ量
３　にͿい׊৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜϒロックগ量
׊　４ ৭　࣭࠭೪土ϒロックগ量，ローϜϒロックඍ量
׊　̑ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
̒　੺ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，୸化ཻ子ඍ量
７　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
̔　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，୸化物গ量
ۃ　̕ ҉ ੺ ৭　ম土ϒロック・୸化ཻ子ඍ量
10　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量

11　փ ന ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ϒロックগ量，ローϜཻ
　　　　　　　　子・୸化ཻ子ඍ量
12　փ ന ৭ ࣭࠭೪土ཻ子多量，ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
13　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
14　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
15　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，ローϜཻ子ඍ量
׊　16 ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化物・ম土ཻ子ඍ量
17　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化物ඍ量
18　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，୸化物・ローϜཻ子ඍ量

第 跡（第ډॅ߸�� 116 ～ 120 図）

Ґஔ　調査区東部の̛ 14a8 区，標高 14 ｍの台地上から低地に向かう؇やかなࣼ面部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 48 号住居跡を掘りࠐんでいる。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 3.86 ｍ，୹軸 3.75 ｍのํ形で，主軸ํ向は̣－̔ʄ－̬である。น高は 45 ～ 60ᶲで，֎܏
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 431 ఺（坏 47，甕類 384），須恵器ย 96 ఺（坏 79，甕類 17），炉น２఺，鉄製品 1 ఺（釘），

ম成೪土մ 13 ఺，鉄滓 5,574 ఺（92,760g）が，શ面の෴土上૚からচ面にかけて出土している。そのほか，

ࠞ入した縄文土器ย 1 ఺（深鉢），ಃ器ย 1 ఺（࿸），נย 1 ఺΋出土している。TP12 は北東コーφー部の෴

土Լ૚から出土している。260・262・264・265 はೆ東部，261 はೆ西コーφー部の෴土த૚からそれͧれ出

土している。263・M16 は෴土தからそれͧれ出土している。また，DP60・DP61・M17 ～ 132 は東นࡍ北部

の෴土上૚から竈の前の෴土Լ૚にかけて，౤غされたঢ়態で出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔ੈل後༿にൺఆできる。また，出土した多量の鉄滓は製鉄滓が主ମであり，

தׂり・小ׂりஈ֊の炉น，炉ఈմ，炉内滓，炉内滓ؚ鉄，鉄մܥ遺物に分類できる。このことから，当住

居の住人は製鉄工人とີ઀な関わりをͭ࣋΋のと考えられる。

౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ϒロック・୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子গ量
４　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ϒロックগ量
̒　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ۃ　７ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ϒロック・୸化ཻ子ඍ量
̔　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍ量

̕　҉ ׊ ৭ ローϜϒロックগ量，ম土ϒロック・୸化ཻ子ඍ量
10　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
11　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
12　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
13　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックඍ量
14　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック ŋ ୸化ཻ子ඍ量
15　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子多量
׊　16 ৭　ローϜཻ子ඍ量
17　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量

෴౔　17 ૚に分૚できる。多͘の૚にローϜϒロックがؚまれていることから，埋Ί໭されている。ࠞ鉄滓

土૚は３૚に分૚できる。第１・２૚には製鉄滓がࠞ在している。

ᜱ౔૚ղઆ
１　にͿい׊৭　ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ϒロック・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গ量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
׊　̑ փ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
׊　̒ փ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，୸化ཻ子ඍ量
７　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
̔　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
̕　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
10　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
11　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子多量，ローϜϒロック・୸化ཻ子・࣭࠭   
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量

ࠇ　12 ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
׊　13 ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量
׊　14 փ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量
15　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子多量
16　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ཻ子ϒロックඍ量
17　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ཻ子গ量
׊　18 ৭　ローϜཻ子গ量
19　փ ׊ ৭ ࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子ඍ量
20　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ཻ子ඍ量
׊　21 փ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ϒロックඍ量
׊　22 ৭　ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
׊　23 ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গ量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
׊　24 ৭　ローϜཻ子த量

ϐοτ　深さ 28ᶲで，ೆนࡍのதԝ部に位置していることから，出入りࢪޱઃに伴うピットと考えられる。

ࠞమᕥ౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　鉄滓多量，ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子・୸化ཻ子・鉄滓গ量

３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ϒロックඍ量

して立ち上がっている。

চ　平坦で，竈の前面が౿みݻΊられている。นԼにはน溝が८っている。

ᜱ　北นのதԝ部に付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 120ᶲで，೩ম部෯は 33ᶲである。କ部は

࣭࠭೪土を主ମとした第 13 ～ 23 ૚を積み上͛て構ஙされている。Րচ部は，চ面を４ᶲ掘り͘΅Ί，ローϜ

ཻ子をؚΉ第 24 ૚を埋土して構ஙされている。Րচ面に੺มߗ化しているঢ়گは確認できなかった。Ԏ道部

はน֎へ 40ᶲ掘りࠐまれ，֎܏して立ち上がっている。
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第 ��� 図　第 47 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図



－ 168 －

第 ��� 図　第 47 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（１）
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第 ��� 図　第 47 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）
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第 ��9 図　第 47 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（３）
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第 47 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 116 ～ 120 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

260 須恵器 坏 13.6 4.1 7.3 長石・石ӳ փ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔラ࡟り　ఈ部ೋํ向のϔラ࡟り ෴土த૚ 95ˋ　PL37

261 須恵器 坏 12.9 3.8 7.8 長石・石ӳ փ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔラ࡟り　ఈ部Ұํ向のϔラ࡟り ෴土த૚ 70ˋ　PL37

262 須恵器 坏 13.2 4.7 7.6 長石・石ӳ փ ී௨ ఈ部ճసϔラ࡟り ෴土த૚ 70ˋ

263 須恵器 坏 12.7 3.9 7.3 長石・石ӳ փԫ ී௨ ఈ部ճసϔラ੾りࠟを͢࢒Ұํ向のϔラ࡟り ෴土த 60ˋ

264 土師器 甕 ʦ21.4ʧ（14.1） － 長石・石ӳ 明੺׊ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面上位ԣ位のϔޱ
ラ࡟り　ମ部֎面த位ॎ位のϔラ࡟り ෴土த૚ 20ˋ

265 土師器 甕 ʦ22.3ʧ（6.1） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ ԫ׊ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　内面ϔラφσޱ ෴土த૚ 10ˋ

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

̢ 16 釘 （7.2） 1.0 0.5 （4.8） 鉄 断面ํ形　頭部ܽଛ ෴土த PL46

番号 種　別 器種 ଻　　土 ৭　　調 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

TP12 須恵器 甕 長石・石ӳ・Ӣ฼ փԫ ମ部ࣼ位の平行ୟき　内面ಉ৺円ঢ়の当て具ࠟ ෴土Լ૚

第 ��� 図　第 47 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（４）

第 47 号住居跡出土製鉄関࿈遺物集ܭද

ϝタϧ度 なし ᭕化（˚） H（˓） M（˕） L（˔） 特 L（ˑ） ϝタϧ度 なし ᭕化（˚） H（˓） M（˕） L（˔） 特 L（ˑ）
఺数・ॏ量 ఺数 ॏ量（g） ఺数 ॏ量（g） ఺数 ॏ量（g） ఺数 ॏ量（g） ఺数 ॏ量（g） ఺数 ॏ量（g） ఺数・ॏ量 ఺数 ॏ量（g） ఺数 ॏ量（g） ఺数 ॏ量（g） ఺数 ॏ量（g） ఺数 ॏ量（g） ఺数 ॏ量（g）

炉น
（ਫ਼࿉炉） 1 113.5 炉内滓

（ؚ鉄，大） 3 654 6 981 41 2274.1 46 3042.4 6 1011.0
炉น

（滓付き，ؚ 鉄） 48 731.3 炉内滓
（ؚ鉄，த） 3 298.0 3 99.0 870 4164.9 6 453.1 42 1192.2 8 405.8

炉ఈմ
（ؚ鉄） 2 379.0 1 301.2 2 1184.0 1 1475.1 炉内滓

（ؚ鉄，小） 256 3386.6 201 1335.4 285 2683.3
炉内滓
（大） 833 36730.4 鉄մܥ遺物

（ؚ鉄，大） 1 14
炉内滓
（த） 1354 15610.4 鉄մܥ遺物

（ؚ鉄，த） 32 199.6 17 305.0 65 987.2 9 311.6
炉内滓
（小） 1124 6567.8 鉄մܥ遺物

（ؚ鉄，小） 3 28.0 3 28.7 2 11.9 9 117.0
炉内滓

（ؚ鉄，࠭ 鉄ম݁付き） 285 4530.0 2 365.0 4 788.5
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第 47 号住居跡出土製鉄関࿈遺物࡯؍ද（第 121・122 図）
番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 ࣓ண度 ϝタϧ度 特　　　　௃ 出土位置 උ考

DP60 炉น（製࿉炉） 6.1 6.3 4.9 113.5 2 なし ӈ側部と֎面がഁ面。内面とࠨ側部はややΨラス࣭に滓化して，୹いਨれと３ᶲ大
前後の໦୸ࠟが࢒されている。଻土はスα入りで࿅りは؁い。 ෴土த PL47

DP61 炉น
（滓付き，ؚ鉄） 4.8 5.4 4.6 71.3 2 なし 内面がΨラス࣭滓化して，ද面に不ఆ形մঢ়のಥ出部が࢒る。側部２面と֎面がഁ

面となる。Լ面は೪土୯位の઀߹部。଻土はスα入りでԣํ向主ମ。 ෴土த PL47

M17 炉ఈմ（ؚ鉄） 5.1 7.0 4.8 182.0 2 ᭕化
（˚）

Լ手側の側部に炉นがബൽঢ়に࢒る。࢒る側部શ面はいͣれ΋ഁ面。滓࣭にはૈີ
があり。Լ手側の側部ӈ側をத৺にࡺࠇがਧ͘。ؚ鉄部΋ࡺࠇ部主ମ。炉น側の平
面形は؇やかなހঢ়。炉ఈմの内で΋上ൽدりݞ部ഁยか。

෴土த PL47

M18 炉ఈմ（ؚ鉄） 4.2 5.5 7.1 197.0 2 ᭕化
（˚）

上手側の側部શମに炉น土がബ͘ݻண͢る。࢒る側部４面はத小のؾ孔が࿐出した
ഁ面となる。Լ面は࠭鉄ম݁部༝དྷのたΊかイΨイΨしている。ؚ鉄部は分ࢄして
おり，集த部は認Ίられない。Լ手側の側部のഁ面の݁থが発ୡ͢る。炉น側の平
面形は؇やかなހঢ়。

෴土த PL47

M19 炉ఈմ（ؚ鉄） 5.2 11.1 7.4 301.2 5 ̢
（˕）

Լ手側の側部Լ൒に炉น土がബ͘ݻண͢る。ࠨӈํ向に長手のഁยで，側部３面が
ഁ面となる。Լ面は൒分以上が生きており，炉นまたは炉চ土に઀している。ؚ鉄
部はԼ手側のࠨӈ２か所がத৺。炉ఈմをॎํ向にׂっていることがわかる。ശ形
炉のՄೳੑ΋あり。

෴土த PL47

M20 炉ఈմ（ؚ鉄） 6.7 7.0 5.9 324.2 4 Ｌ
（˔）

側部̑面がഁ面。ࠨ側部શମが生きている。炉น土は確認できないが，炉นに઀し
ていたՄೳੑ大｡ 上半分を中心に含鉄部が広く，黒錆も滲む。炉底塊の左側部下半
が原位置か。

෴土த PL47

M21 炉ఈմ（ؚ鉄） 8.8 10.7 8.0 859.8 6 Ｌ
（˔）

ӈԼ手側の側部が生きているްさ７ᶲを௒える。࢒る上Լ面や側部は࿈続的なഁ面
となっている。滓࣭はԼ൒ほど៛ີで，ഁ面は部分的に੨ޫりしている。࣓ண部分
はද面の൒分以上を઎Ί，ؚ鉄部が広ൣғであることをࣔ͢。炉ఈմのதで΋鉄部
の生成がਐんでいるӈԼ手دりத֩部ഁยか。859.8g というॏ量を࣋ち，炉ఈմの
滓とؚ鉄部がࠞ在͢ることから，構成ᶺ。ͭ࣋りからதׂり૬当のՄೳੑをׂߥ 79
以ԼのΑうな鉄մܥ遺物をׂり分けるૉࡐとなったՄೳੑあり。

෴土த PL47

M22 炉ఈմ（ؚ鉄） 10.4 16.7 9.2 1475.1 3 特Ｌ
（ˑ）

上面が平坦で，Լ手側の側部２面が明ྎなഁ面。平面形は上手側がきれいなހঢ়で
生きているՄೳੑを࣋ち，炉ఈմ側部のׂߥりยか΋しれない。ද面にはࢎ化土࠭
がް͘ݻணし，ಥ出したԼ面தԝをத৺に݁থの発ୡした炉内滓の小ഁยが多量に
ܥりから鉄մׂߥ΋៛ີな滓のたΊ，炉ఈմの࠷ண͢る。௨ৗはࣗવにׂれないݻ
遺物の分཭の過ఔで生成された΋のであΖう。ද面にはؚ鉄部がな͘，ൺֱ的ਊ部
に࢒るՄೳੑをݱ。ͭ࣋ঢ়のްみは̕ᶲ前後で，炉ఈմࣗମはさらにްい΋のとみ
られる。

෴土த PL47

M23 炉内滓（ؚ鉄，
࠭鉄ম݁付き） 6.0 8.0 2.9 163.0 3 ᭕化

（˚）
Լ面શମにম݁した࠭鉄が広がっている。ࠨӈの側部がഁ面で，上面やԼ手側の側
部には̒ᶲ大を௒える໦୸ࠟが࢒されている。Լ面はसఈঢ়で，炉ఈմのதで΋ఈ
部دりのഁยか。ؚ鉄部はਊ部に広い。

෴土த PL47

M24 炉内滓（ؚ鉄，
࠭鉄ম݁付き） 3.8 7.5 5.3 202.0 3 ᭕化

（˚）
側部４面と上面の൒分以上がഁ面。前者とಉ様，Լ面の上手側には࠭鉄が広͘ম݁
͢る。ؚ鉄部は上面のதԝ部دり。 ෴土த PL47

M25 炉内滓（ؚ鉄，
࠭鉄ম݁付き） 3.3 9.9 5.3 144.5 7 ̢

（˕）
側部２面がഁ面。上面は平坦ؾຯで生きており，Լ面શମに࠭鉄ম݁部が࢒る。ؚ
鉄部はਊ部からԼ൒主ମ。 ෴土த PL47

M26 炉内滓（ؚ鉄，
࠭鉄ম݁付き） 3.6 8.6 6.5 172.0 2 ̢

（˕）
上手側の側部が炉นに઀している。࢒る側部શମがഁ面となる。平面形は؇やかな
。りのਊ部にདྷるدࠨঢ়。炉น土は࣭࠭でスα入り。ؚ鉄部はހ ෴土த PL47

M27 炉内滓（ؚ鉄，
࠭鉄ম݁付き） 4.2 7.7 6.2 177.0 3 ̢

（˕）
Լ手側の側面にスα入りの炉น土が面を成して࢒る。基ຊ的には前者とಉ様で，炉
นԊいのؚ鉄の滓部となる。શମにࡺࠇがᕷみ，上面தԝ付ۙには２ᶲ大以Լの໦
୸ࠟがإを出している。ؚ鉄部は滓部のਊ部にやや広い。

෴土த PL47

M28 炉内滓（ؚ鉄，
࠭鉄ম݁付き） 6.9 8.1 6.9 295.0 3 ̢

（˕）
上手側の側部が炉น土となっている。࢒る側部４面と上面の３ࠨ分の１がഁ面にな
っている。໦୸ࠟがやや大きいのが特৭で，੨ޫり͢る滓とؚ鉄部のᕷみがࠞ在͢
る。ؚ鉄部の主ମは上面上手側の੝り上がり部分。࣭࠭の炉น土にはスαが目立ͭ。

෴土த PL47

M29 炉内滓
（ؚ鉄，大） 4.3 7.8 4.9 182.0 3 ᭕化

（˚）
Լ手側の側部２面とԼ面がഁ面。上面とԼ手側の側部は生きており，上手側の側部
にはࡺࠇが広͘ᕷんでいる。੨ޫり͢る滓部と໦୸ࠟの྆者が認Ίられる。ؚ鉄部
はத間૚のਊ部にやや広い。

෴土த PL47

M30 炉内滓
（ؚ鉄，大） 6.1 7.5 4.4 207.0 3 ᭕化

（˚）
上面がۼみ，ࡺࠇが広がっている。側部はશपがഁ面で，Լ面΋ഁ面のՄೳੑ大。
Լ手側の側部Լ൒には੨ޫりした݁থの発ୡした滓部が࿐出͢る。ؚ鉄部は上൒部
主ମ。

෴土த PL47

M31 炉内滓
（ؚ鉄，大） 5.3 6.7 7.3 265.0 3 ᭕化

（˚）
Լ手側の側部をআ͘側部３面がഁ面。上面とԼ手側دりのݞ部が生きている。ഁ面
には݁থの発ୡした滓部とࡺࠇにՃえて，໦୸ࠟ΋إを出している。炉ఈմの上ൽ
。しているࢄྉか。ؚ鉄部はෳ数Օ所に分ࢿりのد

෴土த

M32 炉内滓
（ؚ鉄，大） 5.6 4.2 4.4 130.0 3 ̝

（˓）
上手側の側部が炉นに઀している。上面の൒分以上が生きており，ӈ側のݞ部がଧ
ࠟঢ়にۼΉ。શମにࡺࠇがᕷみ，不ఆ形なؾ孔がද面に࿐出͢る。ؚ鉄部はਊ部に
広Ί。

෴土த PL47

M33 炉内滓
（ؚ鉄，大） 4.1 5.1 5.1 133.0 5 ̝

（˓）
側部４面がഁ面で，ࡺࠇが目立ͭ。Լ面のҰ部が生きており，上面はഁ面のՄೳੑ大。
上手側の側部上൒をআきؚ鉄部主ମで，࣓ண΋ڧい。 ෴土த PL47

M34 炉内滓
（ؚ鉄，大） 5.5 3.9 6.8 138.0 3 ̝

（˓）
上手側をআ͘側部３面がഁ面。側部に࢒るഁ面は上Լํ向主ମで，炉ఈմをׂり分
けるํ法が࢕える。上面は؇やかな೾ঢ়。ؚ鉄部の主ମは上手側のத֩部で，प辺
には໦୸ࠟ΋目立ͭ。

෴土த

M35 炉内滓
（ؚ鉄，大） 5.3 6.8 4.2 146.0 3 ̝

（˓）
上面とࠨ側部が生きている。上面のදൽのҰ部は൒ྲྀಈঢ়。側部のഁ面にはԜತが
目立ち，ؚ鉄部と滓部がަޓにଘ在している。またҰ部に์ׂࣹれが確認される。
ؚ鉄部は上面دりのਊ部にやや広い。

෴土த

M36 炉内滓
（ؚ鉄，大） 3.4 6.4 5.8 168.0 2 ̝

（˓）
上手側の側部が炉น土のണ཭面で，ްさ３ᶲఔ。構成ᶺ 12 ～ 14 と類͢ࣅる生成位
置と見られ，炉นද面にԊって形成されたؚ鉄の滓૚である。Լ面には໦୸ࠟあり。
ؚ鉄部はԼ手دりのද૚主ମ。

෴土த

M37 炉内滓
（ؚ鉄，大） 7.2 7.0 4.5 266.0 2 ̝

（˓）
上面とԼ面のҰ部が生きている。側部は基ຊ的にഁ面で，໦୸ࠟやࡺࠇのᕷみがڞ
ଘ͢る。Լ手側の側部ӈ側には，炉น側༹ղ物がإを出している。ؚ鉄部はԼ面Լ
手دりが主ମ。

෴土த

M38 炉内滓
（ؚ鉄，大） 6.3 6.0 5.1 184.3 4 ̢

（˕）
上手側の側部Լ൒が炉นද面に઀している。࢒る側面は͢΂てが௚線ঢ়のഁ面にな
っており，ഁ面はࡺࠇとؾ孔が࿐出͢る。上面は平坦で，ӈ上手側にはմঢ়の炉น
༹ղ物が৐っている。ؚ鉄部はਊ部دりにやや広Ί。

෴土த PL47

M39 炉内滓
（ؚ鉄，大） 4.4 8.3 5.9 206.5 5 ̢

（˕）
Լ手側の側部ࠨ側が炉น土に઀している。࢒る側部２面と上Լ面がഁ面となる。Լ
手側の滓のҰ部は੨ޫりして，ࡉいਨれが生͡ている。ॎํ向にׂり分けられたؚ
鉄部で，ਊ部には鉄部が広がっている。

෴土த PL47

M40 炉内滓
（ؚ鉄，大） 3.6 7.4 4.2 108.4 4 Ｌ

（˔）
上面が生きている以֎は֎प部がഁ面。ࡺࠇのᕷみが広ൣғで，側部には３ᶲ大を
௒える໦୸ࠟが認Ίられる。基ຊ的にはॎํ向にׂりऔられたؚ鉄部。 ෴土த PL47

M41 炉内滓
（ؚ鉄，大） 4.1 7.4 4.4 165.6 3 Ｌ

（˔）
前者とಉ様，側部からԼ面が࿈続的なഁ面。ഁ面には੨ޫりした݁থの発ୡ部とࠇ
ଘ͢る。ׂりํは上Լํ向の後にԣํ向となる。ؚ鉄部は上ڞのਧいたؚ鉄部がࡺ
൒部のਊ部に広い。

෴土த

M42 炉内滓
（ؚ鉄，大） 6.9 4.0 5.1 167.3 4 Ｌ

（˔）
Լ面のҰ部が生きている。上面と側部４面がഁ面で，ഁ面には２～３ᶲ大の໦୸ࠟ
が目立ͭ。ӈ側部には広͘ࡺࠇがᕷΉ。ؚ鉄部は上手دり３分の２ఔ度。 ෴土த

M43 炉内滓
（ؚ鉄，大） 6.3 5.8 6.5 236.2 4 Ｌ

（˔）
Լ手側の側部Լ൒が炉นに઀している。ࠨӈの側部や上面がഁ面となっている。Լ
面のதԝ部のみがࣗવ面で，೪土࣭の滓が認Ίられる。ؚ鉄部はਊ部。上ԼٯのՄ
ೳੑ΋あり。

෴土த

M44 炉内滓
（ؚ鉄，大） 2.9 5.6 3.9 93.7 4 特Ｌ

（ˑ）
上手側の側部がࣗવ面とみられ，࢒る側部３面と上面がഁ面様。Լ手側の側部には
ԣํ向に໦୸ࠟが૸る。ؚ鉄部は広͘，ද面の大൒が࣓ண൓Ԡをࣔ͢。わͣかに滓
部を͢࢒が，શମ的には鉄մܥ遺物にۙい。

෴土த

M45 炉内滓
（ؚ鉄，大） 6.1 4.2 4.5 162.7 4 特Ｌ

（ˑ）
上面上手側からԼ手側の側部が生きている。ද面શମがࡺࠇに෴われ，໦୸ࠟ΋目
立ͭ。શମに࣓ண܏向をͭ࣋がԼ面側がΑりڧい。 ෴土த PL47

M46 炉内滓
（ؚ鉄，大） 4.2 7.2 7.7 231.0 4 特Ｌ

（ˑ）
上面のみが生きており，ॎ長である。平面形やഁ面のঢ়態から，炉นԊいのؚ鉄部
とみられるが，௚઀は炉น土に઀していない。Լ手側の側部Լ൒には炉น土༝དྷの
೪土࣭の滓が確認される。ؚ鉄部はදൽをআ͘ਊ部に広ൣғ。

෴土த

M47 炉内滓
（ؚ鉄，大） 5.2 9.4 5.9 371.5 5 特Ｌ

（ˑ）

前者とಉ様，ԣํ向に長手のॎׂりがなされている。上面や୹軸側の྆ݞ部は生き
ているՄೳੑ大。側部のഁ面はシϟーϓで，੨ޫり͢る݁থの発ୡした滓部が࿐出
͢る。ӈԼ手側のද面には์ࣹঢ়のׂれが生͡ている。ؚ鉄部は上൒部とӈԼ手側
のԼ൒部に分かれる。

෴土த
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M48 炉内滓
（த，炉น付き） 3.1 6.3 5.8 85.0 3 なし 上手側の側部に炉น土のࠟ跡を͢࢒。上Լํ向に長い板ঢ়。ഁ面にはࡺࠇ΋生͡て

いるが࣓ணはせͣ。炉นද面と炉ఈմの֎प部の઀఺部分か。 ෴土த PL48

M49 炉内滓
（த，炉น付き） 3.9 6.6 4.8 98.0 2 なし

Լ手側の側部はきれいなހঢ়で，炉น土がബൽঢ়。前者とಉ様，炉นද面と炉ఈմ
の֎प部に૬当͢る滓部である。炉นと઀した側の平面形がややڧいހঢ়。࢒る側
部３面とԼ面がഁ面になっている。炉ఈմؚ鉄部の֎प部で滓部主ମか。

෴土த PL48

M50 炉内滓
（த，炉น付き） 4.0 4.8 5.2 115.0 2 なし 上手側の側部Լ൒に炉น土が確認される。側部３面と上Լ面のগな͘と΋̑面がഁ

面となる。滓にはૈີがあり，炉นԊいはやや炉น༹ղ物的。 ෴土த PL48

M51 炉内滓
（ؚ鉄，த） 3.0 3.1 2.7 31.0 2 ᭕化

（˚）
側部４面と上面がഁ面となっている。Լ面は椀形で炉น土に઀しているՄೳੑがあ
る。上面ࠨ側には໦୸ࠟが࢒る。ؚ鉄部はਊ部。 ෴土த PL48

M52 炉内滓
（ؚ鉄，த） 4.8 3.1 1.9 25.0 2 ᭕化

（˚）
側部４面とԼ面がഁ面となるसఈঢ়の形態をͭ࣋。上面のみ生きており，上部がۼ
んでいる。ؚ鉄部はԣํ向に広がるが，શମに؁い。 ෴土த PL48

M53 炉内滓
（ؚ鉄，த） 3.4 3.9 3.7 43.0 3 ᭕化

（˚）
側部３面と上面がഁ面。Լ面は椀形でࣗવ面かഁยかは不明。側部には໦୸ࠟが৯
いࠐみ，鉄部の生成はऑい。 ෴土த

M54 炉内滓
（ؚ鉄，த） 3.1 3.5 2.4 29.0 2 ̝

（˓）
上手側の側部からԼ面が炉น土に઀したΑうな֎؍をࣔ͢。側部３面がഁ面で，Ұ
部に໦୸ࠟあり。ؚ鉄部はਊ部に小ൣғ。 ෴土த PL48

M55 炉内滓
（ؚ鉄，த） 3.3 3.8 2.6 35.0 2 ̝

（˓）
上Լ面が生きている。側部３面と上面のҰ部がഁ面となる。Լ面は椀形で，炉น土
のണ཭面様。Լ面のதԝ部にؚ鉄が࿐出͢る。 ෴土த PL48

M56 炉内滓
（ؚ鉄，த） 2.5 3.5 3.6 39.0 2 ̝

（˓）
側部３面がഁ面。上面は平坦ؾຯで滓主ମとなる。Լ൒部の３ᶲ大のմঢ়の部分が
ؚ鉄部とみられる。 ෴土த

M57 炉内滓
（ؚ鉄，த） 3.0 5.1 2.5 49.0 3 ̝

（˓）
上面のみ生きている。側部４面とԼ面がഁ面になっている。ؚ鉄部はԼ൒主ମで成
長はऑΊ。 ෴土த

M58 炉内滓
（ؚ鉄，த） 3.7 4.4 3.3 44.9 5 M

（˕）
Լ手側の側部からԼ൒が大き͘ۼΉ。上面とӈ上手側の側部が生きている。શମに
。Ϳ͘れが目立ち，᭕化΋ਐんでいるࡺ向をࣔ͢。ഁ面には܏がᕷみ࣓ண΋ಉࡺࠇ ෴土த PL48

M59 炉内滓
（ؚ鉄，த） 5.2 3.7 3.7 66.3 4 M

（˕）
上面のみが生きている。側部３面とԼ面શମがഁ面となる。炉ఈ付ۙのؚ鉄部で，
ؚ鉄部の主ମはԼ൒部とみられる。 ෴土த PL48

M60 炉内滓
（ؚ鉄，த） 3.6 4.0 4.4 70.7 5 M

（˕）
側部４面とԼ面がഁ面。小さいながら΋ॎׂりされたؚ鉄部で，鉄部の主ମはԼ൒
部とみられる。ഁ面にはやや໦୸ࠟが目立ͭ。 ෴土த

M61 炉内滓
（ؚ鉄，த） 4.4 4.1 4.6 83.9 5 ̢

（˕）
側部４面と上面の൒分以上がഁ面。上面には不نଇなؾ孔が目立ち，やや椀形とな
るԼ面は炉น土のണ཭面様。上面΋݁থが発ୡしているたΊ，炉ఈմԼ൒部のؚ鉄
部か。ؚ鉄部はԼ面دり。

෴土த

M62 炉内滓
（ؚ鉄，த） 4.0 6.2 3.9 91.8 5 ̢

（˕）
ӈ上手側の側部がࣗવ面。上手側の平面形がހঢ়になっている。࢒る側部３面と上
面のҰ部がഁ面で，Լ面は生きているՄೳੑをͭ࣋。୺部がҰ部ಥ出して，தۭ部
は໦୸ࠟとਪఆされる。ൺֱ的ؚ鉄部が広͘，また上面دりの᭕化がਐΉ。

෴土த

M63 炉内滓
（ؚ鉄，த） 4.8 5.2 3.7 95.5 4 ̢

（˕）
上面のதԝ部にԣํ向の工具ࠟຢは໦୸ࠟが࢒る。গな͘と΋側部３面はഁ面で，
。のൣғが広い。ؚ鉄部はԼ面側をআ͘上൒部શମࡺࠇ ෴土த

M64 炉内滓
（ؚ鉄，த） 5.3 3.1 1.8 28.3 4 Ｌ

（˔）
側部４面とԼ面がഁ面となるද面のԜತが目立ͭ。ද面શମがࡺࠇに෴われ，࣓ண
。向がશମ的。小ׂりされたؚ鉄部か܏ ෴土த PL48

M65 炉内滓
（ؚ鉄，த） 2.9 2.9 2.8 28.9 5 Ｌ

（˔）
側部３面がഁ面となる，上Լに長い。上手側Լ൒の滓のഁ面はϚάωタイトؾຯの
੨ޫりしたঢ়態で，ؚ鉄部は部分的。 ෴土த PL48

M66 炉内滓
（ؚ鉄，த） 2.8 3.4 4.8 43.1 5 Ｌ

（˔）
ӈ側部が生きている。࢒る側部３面とԼ面は໦୸ࠟにΑる。ࡺࠇがද面にᕷみ࢝Ί
ており，શମのׂ̔ํが࣓ண͢る。Լ面にಥ出͢る小մঢ়の部分は࠭鉄ম݁部༝དྷ
とみられる。

෴土த

M67 炉内滓
（ؚ鉄，த） 4.7 3.3 4.3 59.7 4 Ｌ

（˔）
側部３面がഁ面となって上Լに長い。上面΋ഁ面のՄೳੑ大。Լ୺部にはࡺࠇのᕷ
みがあり，ࡺͿ͘れ΋生͡ている。ؚ鉄部は上൒３分の２か。 ෴土த

M68 炉内滓
（ؚ鉄，த） 4.5 3.6 4.3 64.5 4 Ｌ

（˔）
上面のதԝ部のみが生きている。側部４面とԼ面がഁ面になっており，２ᶲ大以Լ
の໦୸ࠟがやや目立ͭ。ࡺࠇがશମにᕷみ，Ұ部に࣓ணのऑい部分あり。 ෴土த

M69 炉内滓
（ؚ鉄，த） 2.5 4.2 5.3 65.9 4 Ｌ

（˔）
Լ手側の側部が炉น土のണ཭面となり，上Լに長いബ板ঢ়。ࠨӈの側部とԼ手دり
側部がഁ面となる。શମに࣓ண͢るがڧऑあり。 ෴土த

M70 炉内滓
（ؚ鉄，த） 3.2 4.7 4.4 72.9 4 Ｌ

（˔）
側部４面とԼ面の൒分以上がഁ面。上面のதԝ部がかΖう͡て生きている。滓部の
ີ度はԼ൒ほど高͘，ؚ鉄の主ମ΋Լ൒部とみられる。 ෴土த

M71 炉内滓
（ؚ鉄，த） 3.5 3.3 2.4 32.0 4 特Ｌ

（ˑ）
上面のみ生きている。側部３面がഁ面で，Լ面は炉น土に઀しているՄೳੑ大。上
面のதԝ部には໦୸ࠟが࢒り，Լ手側のݞ部はଧ割時の打痕により平坦になってい
る｡ 上面表皮以外はすべて含鉄部｡

෴土த PL48

M72 炉内滓
（ؚ鉄，த） 3.0 3.0 3.6 35.0 4 特Ｌ

（ˑ）
側部４面とԼ面がഁ面と໦୸ࠟに෴われている。上面側が滓部で，Լ൒の大൒はؚ
鉄部となる。 ෴土த PL48

M73 炉内滓
（ؚ鉄，த） 3.0 3.4 4.0 43.5 4 特Ｌ

（ˑ）
上面とӈԼ手側の側部が生きている。上Լํ向にଧちׂられたؚ鉄部で，શମの̔
ׂ以上が鉄部とみられる。ഁ面にはࡺࠇのᕷみや์ׂࣹれが認Ίられる。 ෴土த

M74 炉内滓
（ؚ鉄，த） 3.8 3.0 2.8 46.3 3 特Ｌ

（ˑ）
上面のӈ側からӈ側部が生きている。ഁ面は݁থが部分的に発ୡして，ਊ部にはؚ
鉄部が広がっている。ഁ面の֎؍はややイΨイΨしている。 ෴土த

M75 炉内滓
（ؚ鉄，த） 6.6 3.8 3.6 62.6 4 特Ｌ

（ˑ）
側部からԼ面がԜತのܹしいഁ面に෴われている。上面は生きており，ややϚάω
タイト化した滓部が༧૝される。側部のԜತは໦୸ࠟにΑる΋のとみられる。やや
ີ度が低い᭕化のਐんؚͩ鉄部か。

෴土த

M76 炉内滓
（ؚ鉄，த） 4.4 4.0 2.2 50.5 4 特Ｌ

（ˑ）
ްさ 1.7ᶲఔの板ঢ়。上面のみ生きており，側部શपとԼ面がഁ面となる。Լ手側の
ංް部がؚ鉄部で，์ࣹঢ়のׂれを生͡ている。 ෴土த

M77 炉内滓
（ؚ鉄，த） 4.0 4.0 3.7 66.1 5 特Ｌ

（ˑ）
側部４面がഁ面。上面のҰ部のみが生きている。Լ面΋ഁ面のՄೳੑ大。શମにࠇ
。がਧいているが，ؚ鉄部はਊ部主ମࡺ ෴土த

M78 炉内滓
（ؚ鉄，த） 3.3 4.2 4.1 69.8 4 特Ｌ

（ˑ）
い上面のみが生きており，ॎํ向にଧちׂられている。側部のഁ面には์ׂࣹれڱ
が生͡，ࡺࠇ΋ᕷみ，滓部はҰ部のみか。 ෴土த

M79 炉内滓
（ؚ鉄，小） 2.5 3.0 2.4 18.9 7 ̢

（˕）
Լ手側の側部が炉น土に઀している。側部３が面ഁ面となる。炉น土Ԋいの滓૚に
は大きな์ׂࣹれが生͡ている。滓のੑ࣭がҟなるたΊか。 ෴土த PL48

M80 炉内滓
（ؚ鉄，小） 3.3 4.2 1.8 29.4 7 ̢

（˕）
上面ӈ側のみが生きている小さな椀形。Լ面はશମがഁ面で，ࡺࠇが広͘ᕷΉ。上
面ࠨ側のݞ部には小ഁ面あり。ؚ鉄部はਊ部。 ෴土த PL48

M81 炉内滓
（ؚ鉄，小） 3.8 2.6 2.2 26.6 6 ̢

（˕）
側部４面とԼ面の大൒がഁ面。１ᶲ大の໦୸ࠟが目立ち，શମ的にࡺࠇが目立ͭ。
ؚ鉄部はࠨԼ൒部دりが主ମ。 ෴土த

M82 炉内滓
（ؚ鉄，小） 2.9 2.3 2.7 21.1 7 ̢

（˕）
側部４面とԼ面がഁ面。上面には໦୸ࠟが࢒り，Լ面にはܺ間が目立ͭ。ؚ鉄部は
Լ൒دりのਊ部か。 ෴土த

M83 炉内滓
（ؚ鉄，小） 3.7 3.7 2.2 19.4 7 ̢

（˕）
小մঢ়のؚ鉄部が上Լ２ஈにॏ૚したΑうな形。側部からԼ面は基ຊ的にഁ面で，
ؚ鉄部はԼ൒のմঢ়の部分とみられる。 ෴土த

M84 炉内滓
（ؚ鉄，小） 3.5 3.0 2.3 28.7 7 ̢

（˕）
上面のみ生きており，側部３面とԼ面がഁ面。ؚ鉄部は上൒主ମで，Լ面Ԋいはࠇ
。が生͡ているが，滓部とみられるࡺ ෴土த

M85 炉内滓
（ؚ鉄，小） 3.8 2.6 3.1 37.1 6 ̢

（˕）
側部４面がഁ面となった小մঢ়。ഁ面にはத小のؾ孔がࠞ在し，ࡺࠇ΋సʑとᕷん
でいる。ؚ鉄部はਊ部か。 ෴土த

M86 炉内滓
（ؚ鉄，小） 2.3 3.9 2.3 23.2 4 Ｌ

（˔）
側部４面がഁ面。イΨイΨした上面は生きており，Լ面は໦୸ࠟにΑる平坦ؾຯの
面となる。ؚ鉄部はほ΅શମに広がる。 ෴土த PL48

M87 炉内滓
（ؚ鉄，小） 4.2 2.7 2.6 24.1 4 Ｌ

（˔）
上面のதԝ部からӈ側のݞ部にかけてがྲྀಈঢ়の滓部に෴われている。側部からԼ
面は基ຊ的にഁ面で，Ұ部に໦୸ࠟあり。ؚ鉄部はԼ手側のਊ部のみ。 ෴土த PL48

M88 炉内滓
（ؚ鉄，小） 2.6 4.4 1.9 25.5 4 Ｌ

（˔）
Լ面がണ཭面様で生きている以֎は，ഁ面に෴われている。上面をத৺にີ度が低
͘，ؚ鉄部は上手側のԼ൒部が主ମとなる。やや࠭鉄ম݁մにۙいؚ鉄部か。 ෴土த

M89 炉内滓
（ؚ鉄，小） 3.6 2.6 2.1 24.7 4 Ｌ

（˔）
側部３面がഁ面。શମにີ度が低Ίでണ཭面様となることから，炉นද面からのണ
落品か。ؚ鉄部はਊ部主ମ。 ෴土த
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M90 炉内滓
（ؚ鉄，小） 2.3 3.2 4.3 31.9 4 Ｌ

（˔）
側部４面がഁ面となり，Լ面のԼ手側に滓部がಥ出している。上面Լ手側のۼみは
໦୸ࠟにΑる。ຊࢿྉ΋炉นද面からのണ落品か。ؚ鉄部はਊ部。 ෴土த

M91 炉内滓
（ؚ鉄，小） 3.6 3.5 2.5 57.5 4 Ｌ

（˔）
上面とӈ側部のみが生きている。ഁ 面にはか͢かな໦୸ࠟとத小のؾ孔が࿐出͢る。
ް板ঢ়のࢿྉで，ؚ鉄部はਊ部に広Ί。 ෴土த

M92 炉内滓
（ؚ鉄，小） 4.6 3.6 2.6 50.3 4 Ｌ

（˔）
上面やݞ部のҰ部にࢎ化土࠭がݻணし，ްさは 2.4ᶲఔ。側部４面とԼ面がഁ面に
なっている。Լ面は炉น土のണ཭面様で，か͢かに炉น土がݻண͢る。ؚ鉄部は上
൒دりのਊ部主ମ。

෴土த

M93 鉄մܥ遺物
（ؚ鉄，த） 2.7 2.6 2.1 12.6 7 ̢

（˕） 側部３面とԼ面がഁ面。ີ度は低Ίとみられ，ද面にはԜತが目立ͭ。 ෴土த PL48

M94 鉄մܥ遺物
（ؚ鉄，த） 3.0 2.9 1.8 18.3 7 ̢

（˕）
｡の目立ͭ小մঢ়ࡺࠇ 左側部は生きており , 両面から右寄りの側部は破面となる｡
密度は高めで , 芯部に含鉄部が予想される｡ ෴土த PL48

M95 鉄մܥ遺物
（ؚ鉄，த） 3.4 2.7 2.1 20.8 7 ̢

（˕）
上面のみ生きている。側部やԼ面には໦୸ࠟらしき出入りがある。ややまとまりに
ܽける印৅があるが，࣓ணはڧΊ。 ෴土த

M96 鉄մܥ遺物
（ؚ鉄，த） 2.8 4.1 3.2 29.1 8 ̢

（˕）
上手側の側部が炉น土に઀したࠟ跡をͭ࣋。側部３面とԼ面がഁ面になっている。
またࡺࠇのᕷみやࡺͿ͘れのܽけ΋目立ͭ。ີ度としてはやや低Ίとみられる。 ෴土த

M97 鉄մܥ遺物
（ؚ鉄，த） 3.2 4.4 4.0 46.1 5 ̢

（˕）
Լ面のதԝ部に長さ３ᶲ大を௒える໦୸ࠟが࢒されている。上面は平坦ؾຯで，ද
ൽの７ׂํがണ落͢る。側部４面とԼ面の大൒がഁ面とਪఆされる。ࡺࠇがਧき，
࣓ணはڧい。

෴土த

M98 鉄մܥ遺物
（ؚ鉄，த） 4.6 3.8 6.0 56.6 5 ̢

（˕）
Լ面ࠨ側が炉น土に઀したണ཭面様。上面からدࠨりの側部は生きているՄೳੑ大。
ӈدりの側部３面が主ഁ面。ࡺࠇが広ൣғで，ؚ鉄部の主ମはӈԼ手دりか。 ෴土த

M99 鉄մܥ遺物
（ؚ鉄，த） 3.7 4.2 3.9 62.0 3 ̢

（˕）
上面の͘͝小ൣғが生きている。側部はࠨԼ手دりが炉น土に઀しているՄೳੑを
ӈ側部には໦，͘ڧる側部３面からԼ面がഁ面になっている。やや࣓ணが࢒，ち࣋
୸ࠟが࢒る。

෴土த

M100 鉄մܥ遺物
（ؚ鉄，த） 3.0 2.6 1.8 19.6 4 Ｌ

（˔）
上面が平坦ؾຯな小մঢ়。側部３面がഁ面で，上手側の側部からԼ面のҰ部がؙみ
を࣋ったണ཭面様となる。ほ΅શମがؚ鉄部か。 ෴土த PL48

M101 鉄մܥ遺物
（ؚ鉄，த） 2.7 3.7 2.2 25.4 4 Ｌ

（˔）
ද面がイΨイΨしている。上面はやや平坦ؾຯで，側部は出入りがܹしい。ୠし，
側部からԼ面はഁ面のՄೳੑがڧい。ほ΅શମがؚ鉄部とਪఆされる。 ෴土த PL48

M102 鉄մܥ遺物
（ؚ鉄，த） 2.6 3.3 2.5 26.9 5 Ｌ

（˔）
側部４面とԼ面がഁ面。上Լ面がやや平坦ؾຯで，ӈԼ手側のݞ部がؙみをͭ࣋。
ؚ鉄部はਊ部主ମ。 ෴土த

M103 鉄մܥ遺物
（ؚ鉄，த） 4.8 2.5 2.0 27.8 4 Ｌ

（˔）
なԜತを生͡ている上面のみが生きており，ӈࡉに෴われたややፏ平մঢ়。ඍࡺࠇ
側部３面がഁ面となる。ࠨ側部からԼ面は炉นද面からのണ཭面様。ؚ鉄部が主ମ
になっているが，ද面دりの᭕化がਐΉ。

෴土த

M104 鉄մܥ遺物
（ؚ鉄，த） 4.2 3.6 2.5 42.4 4 Ｌ

（˔）
ӈの側部２面がഁ面となった，やや板ঢ়。上面は൒ྲྀಈঢ়で，Լ面のҰ部は炉นࠨ
ද面からのണ཭面様。ほ΅શମがؚ鉄部となっているが，Լ手側୺部の᭕化がਐΉ。෴土த

M105 鉄մܥ遺物
（ؚ鉄，த） 3.5 3.2 2.9 42.7 5 Ｌ

（˔）
側部４面がഁ面となったմঢ়。上Լ面はやや平坦ؾຯで，Լ面はണ཭面様となる。
ؚ鉄部はややີ度が低Ίか。炉นද面で生成されたՄೳੑ大。 ෴土த

M106 鉄մܥ遺物
（ؚ鉄，த） 3.2 5.5 2.5 42.8 4 Ｌ

（˔）
側部３面がഁ面となったࠨӈํ向に長手。上面は生きており，側面からԼ面には໦
୸ࠟがやや多Ίに࢒る。ؚ鉄部はԼ൒主ମ ෴土த

M107 鉄մܥ遺物
（ؚ鉄，த） 3.5 3.3 1.3 18.3 3 特Ｌ

（ˑ）
側部３面とԼ面がഁ面。ࠨӈํ向に൓りฦったബ板ঢ়で，鉄滓様に見えるが，ϝタ
ϧ度は高い。Լ面はണ཭面様となる。 ෴土த PL48

M108 鉄մܥ遺物
（ؚ鉄，த） 3.8 4.5 1.5 20.1 4 特Ｌ

（ˑ）
上面のみ生きており，側部はࡉい࿈続的なഁ面。ഁ面は֎؍的にはണ཭面様。前者
とಉ様，見かけのׂにはϝタϧ度が高い。 ෴土த PL48

M109 鉄մܥ遺物
（ؚ鉄，த） 2.8 4.0 1.7 24.6 4 特Ｌ

（ˑ）
側部３面とԼ面がഁ面。Լ面をத৺にᚅঢ়のࢎ化土࠭΋࢒されて，ࡺࠇのᕷみ΋認
Ίられる。やや板ঢ়で滓のΑうな֎؍をࣔ͢が，ほ΅શମが鉄部となる。 ෴土த

M110 鉄մܥ遺物
（ؚ鉄，த） 3.2 3.3 1.9 27.3 4 特Ｌ

（ˑ）
上面や側部の൒分以上がഁ面。Լ面のதԝ部には໦୸ࠟらしきۼみが生͡，ഁ面の
ີ度はやや低Ί。見かけのׂにはؚ鉄部が主ମ。 ෴土த

M111 鉄մܥ遺物
（ؚ鉄，த） 4.2 4.3 1.9 33.3 5 特Ｌ

（ˑ）
上Լ面と側部３面の大൒がഁ面となったബ板ঢ়。ද面には不نଇなԜತや໦୸ࠟに
Ճえてؾ孔΋࿐出͢る。࣓ணは見かけ以上にڧい。 ෴土த

M112 鉄մܥ遺物
（ؚ鉄，த） 2.9 5.0 2.6 36.5 4 特Ｌ

（ˑ）
側部４面とԼ面ӈ側がഁ面。上面のみ生きており，ඍࡉな滓のਨれらしきࠟ跡が確
認できる。ؚ鉄部はӈ൒分からࠨԼ൒部が主ମ。 ෴土த

M113 鉄մܥ遺物
（ؚ鉄，த） 3.4 4.2 2.2 37.5 4 特Ｌ

（ˑ）
ӈ側部がؚ鉄部の確認のたΊにάラインμーでݚいͩ平坦なݚຏ面。上面のதԝ部
のみが生きており，側部３面とԼ面はണ཭面様のഁ面となる。不ఆܕな板ঢ়で，ほ
΅શମがؚ鉄部とみられる。

෴土த

M114 鉄մܥ遺物
（ؚ鉄，த） 4.3 3.7 2.9 43.1 5 特Ｌ

（ˑ）
上Լ面のҰ部が生きている。側部３面がഁ面とみられる。Լ手側の側部は炉น土に
઀したണ཭面様となる。上面දൽはやや࣓ணがऑΊ。 ෴土த PL48

M115 鉄մܥ遺物
（ؚ鉄，த） 5.1 3.7 3.3 70.9 4 特Ｌ

（ˑ）
る側部࢒，化土࠭に෴われて上Լに長い。上面からӈԼ手側が生きておりࢎやࡺࠇ
３面がഁ面になっている。ほ΅શମがؚ鉄部とみられるが，ີ 度のࠩが༧૝される。෴土த PL48

M116 鉄մܥ遺物
（ؚ鉄，小） 2.0 2.5 1.4 6.0 3 ᭕化

（˚）
ද面にࡺͿ͘れが目立ͭ小մঢ়。໦୸ࠟらしきۼみや不نଇなؾ孔΋確認される。
᭕化がਐみ࣓ண度は低Ί。 ෴土த PL48

M117 鉄մܥ遺物
（ؚ鉄，小） 2.2 2.8 1.5 9.0 3 ᭕化

（˚）
上面のみ生きており，側部４面がഁ面。Լ面はണ཭面様で，ഁ面からはࡺͿ͘れが
ෳ数生͡ている。ؚ鉄部はਊ部に༧૝される。 ෴土த PL48

M118 鉄մܥ遺物
（ؚ鉄，小） 2.4 2.8 1.9 13.0 3 ᭕化

（˚）
側部４面とԼ面がഁ面となった小մঢ়。ӈ側部には์ׂࣹれが૸り，ࠨ側部はմঢ়
にಥ出͢る。શମがؚ鉄部とਪఆされる。 ෴土த

M119 鉄մܥ遺物
（ؚ鉄，小） 2.0 2.4 1.4 9.5 3 ̝

（˓） 側部３面がഁ面となった板ঢ়。ഁ面はണ཭面様で，炉นද面からのണ落品か。 ෴土த PL48

M120 鉄մܥ遺物
（ؚ鉄，小） 2.2 2.0 1.2 8.3 5 ̝

（˓）
側部３面がഁ面となった，前者をҰճり小さ͘したΑうな֎؍を࣋っている。Լ面
は炉นද面からのണ཭面か。 ෴土த PL48

M121 鉄մܥ遺物
（ؚ鉄，小） 1.8 2.9 1.7 10.9 3 ̝

（˓） 側部４面とԼ面がഁ面となった小մঢ়。ຊࢿྉ΋前ೋ者とࣅる。 ෴土த

M122 鉄մܥ遺物
（ؚ鉄，小） 1.3 2.0 1.4 4.9 6 ̢

（˕） 側部３面がഁ面となり，Լ面がണ཭面様に見える。見かけのׂにはؚ鉄部が主ମ。 ෴土த PL48

M123 鉄մܥ遺物
（ؚ鉄，小） 2.1 1.7 1.1 7.0 6 ̢

（˕） 側部３面とԼ面がഁ面となった小մঢ়。炉นද面からのണ落品のՄೳੑ大。 ෴土த PL48

M124 鉄մܥ遺物
（ؚ鉄，小） 2.1 2.4 1.1 6.9 5 Ｌ

（˔）
側部３面がഁ面となり，୺部に์ׂࣹれが生͡ているബ板ঢ়。上面が平坦ؾຯであ
ることからണ落品のՄೳੑ大。 ෴土த PL48

M125 鉄մܥ遺物
（ؚ鉄，小） 2.9 2.5 1.3 7.6 3 Ｌ

（˔）
側部からԼ面શମがഁ面とみられる不整板ঢ়。ද面やഁ面はඍࡉな໦୸ࠟに෴われ，
ややີ度の低いؚ鉄部か。 ෴土த PL48

M126 鉄մܥ遺物
（ؚ鉄，小） 1.9 2.6 2.3 11.1 4 Ｌ

（˔）
側部３面がഁ面。ഁ面には໦୸ࠟが఺在し，ີ度は低Ίと༧૝される。ୠし，࣓ண
はڧい。 ෴土த PL48

M127 鉄մܥ遺物
（ؚ鉄，小） 2.3 2.2 2.0 12.1 3 Ｌ

（˔）
前者とࣅた֓؍。Լ手側の側部には໦୸ࠟが࢒り，֤所からඍࡉなࡺͿ͘れが生͡
ている。見かけのׂに࣓ணがڧい。 ෴土த PL48

M128 鉄մܥ遺物
（ؚ鉄，小） 2.8 2.4 1.4 12.6 5 Ｌ

（˔）
側部３面がഁ面とみられ，Լ面がઙい椀形のണ཭面様。前者とಉ様，見かけ以上に
શମがؚ鉄部。 ෴土த

M129 鉄մܥ遺物
（ؚ鉄，小） 3.5 2.0 1.4 15.3 5 Ｌ

（˔）
側部４面がഁ面とਪఆされる。ፏ平մঢ়の形ঢ়を有し，Լ手側がണ཭面様で，Լ手
側にはࡺͿ͘れが生͡ている。炉นද面で生成された鉄部か。 ෴土த

M130 鉄մܥ遺物
（ؚ鉄，小） 2.3 3.0 1.6 16.7 7 Ｌ

（˔）
側部３面とԼ面がഁ面となった，基ຊ的には前者とࣅたੑ࣭。ද面にはࢎ化土࠭と
์ׂࣹれにՃえて，ࡺࠇのᕷみ΋目立ͭ。 ෴土த

M131 鉄մܥ遺物
（ؚ鉄，小） 3.4 2.2 1.7 17.6 6 Ｌ

（˔）
側部４面がഁ面となった板ঢ়。Լ面はややണ཭面様で，見かけ以上にؚ鉄部が広が
っている。ୠし，Ұ部はϚάωタイトܥの滓のՄೳੑがある。 ෴土த

M132 鉄մܥ遺物
（ؚ鉄，小） 2.5 2.8 1.9 17.1 5 Ｌ

（˔）
側部̑面とԼ部の൒分以上がഁ面。上面は平坦ながら΋Ұ部がྲྀಈঢ়で，Լ面のണ
཭面様の部分をՃຯ͢ると，炉นද面で生成された鉄մܥ遺物か。 ෴土த
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第 跡（第ډॅ߸�9 123 ～ 125 図）

ᜱ　北นのほ΅தԝ部に付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 130ᶲで，೩ম部෯は 50ᶲである。କ

部は第 20・21 ૚を埋土して基部とし，࣭࠭೪土を主ମとした第 14 ～ 19 ૚を積み上͛て構ஙされている。Ր

চ部はচ面を 10ᶲ掘り͘΅Ί，第 20 ～ 22 ૚を埋土して構ஙされている。Րচ面はՐをडけて੺มߗ化して

いる。Ԏ道部はน֎へ 55ᶲ掘りࠐまれ，֎܏して立ち上がっている。
ᜱ౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭ ম土ϒロック・ローϜཻ子গ量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
̑　に Ϳ い ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
׊　̒ ৭　୸化ཻ子গ量，ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
７　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
̔　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
׊　̕ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
ۃ　10 ҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量

11　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子ඍ量
׊　12 ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
13　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
׊　14 փ ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量
15　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
׊　16 փ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ཻ子ඍ量
׊　17 փ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
18　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
19　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子ඍ量
׊　20 ৭　ローϜϒロックগ量
׊　21 փ ৭　ローϜཻ子গ量
22　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量

Ґஔ　調査区東部の̛ 14b7 区，標高 14 ｍの台地上から低地に向かう؇やかなࣼ面部に位置している。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 3.78 ｍ，୹軸 3.55 ｍのํ形で，主軸ํ向は̣－２ʄ－Ｅである。น高は 37 ～ 45ᶲで，֎܏

して立ち上がっている。ೆนதԝ部が෯ 120ᶲ，Ԟ行き 30ᶲの長ํ形にுり出している。

চ　平坦なషচで，தԝ部が౿みݻΊられている。東・西のนԼにはน溝が८っている。షচは，தԝ部と

西นԼをࡼঢ়に掘りࠐみ，ローϜϒロックをؚΉ第 10 ૚を埋土して構ஙされている。

ϐοτ　２か所。̥１・̥２は深さ 20ᶲ・７ᶲで，ೆนࡍのதԝ部に位置していることから，出入りࢪޱઃ

に伴うピットと考えられる。

෴౔　̕૚に分૚できる。पғからのྲྀ入にΑるଯ積ঢ়گをࣔしていることから，ࣗ વଯ積である。第 10 ૚は，

షচの構ங土である。

౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭ ম土ϒロックগ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭ ম土ϒロック・ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ম土ϒロックগ量，ローϜϒロック・୸化物ඍ量
׊　４ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子ඍ量
׊　̑ ৭　ローϜཻ子த量

̒　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
７　҉ ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
̔　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
̕　҉ ׊ ৭　୸化物・ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
׊　10 ৭　ローϜϒロックத量

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 509 ఺（坏 26，甕類 483），須恵器ย 245 ఺（坏 140，蓋３，高൫２，鉢 75，壺３，

甕類 12，甑 10），石器３఺（砥石），鉄製品２఺（釘），ম成೪土մ 17 ఺，鉄滓 37 ఺（744g）が，શ面の෴

土த૚からচ面にかけて出土している。また，షচの構ங土内から土師器ย 14 ఺（坏 13，甕類１），須恵器

ย３఺（坏）が出土している。そのほか，ࠞ 入した縄文土器ย２఺（深鉢），ಃ器ย２఺（࿸），࣓ 器ย２఺（࿸），

ണย４఺΋出土している。̦ 30 はೆ部のচ面から出土している。266 は北東コーφー部の෴土Լ૚から，ਖ਼

位のঢ়態で出土している。267 はதԝ部と東部の෴土Լ૚から出土したഁยが઀߹した΋のである。273 はೆ

部の෴土Լ૚から出土している。270は東部の෴土Լ૚と竈の෴土தから出土したഁยが઀߹した΋のである。

268・272 は竈の෴土Լ૚からそれͧれ出土している。271 はೆ部の෴土த૚から出土している。̦ 29 は東部，

̢ 133 はதԝ部の෴土上૚からそれͧれ出土している。269 は෴土தから出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔ੈلத༿にൺఆできる。



－ 178 －

第 ��3 図　第 49 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図
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第 ��� 図　第 49 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（１）
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第 ��5 図　第 49 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）

第 49 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 123 ～ 125 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

266 須恵器 坏 13.6 4.1 8.0 長石・石ӳ・
Ӣ฼ ԫփ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ੾り後，φσ ෴土Լ૚ 100ˋ  PL37

267 須恵器 坏 13.4 3.8 7.8 長石・石ӳ・
Ӣ฼ ԫփ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ੾りࠟを

り࡟Ұํ向のϔラ͢࢒ ෴土Լ૚ 80ˋ　PL37

268 須恵器 坏 ʦ13.2ʧ 4.4 8.4 長石・石ӳ・
Ӣ฼ փ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ੾りࠟを

φσ͢࢒ 竈෴土Լ૚ 40ˋ　PL37

269 須恵器 坏 ʦ14.2ʧ 4.1 ʦ7.8ʧ 長石・石ӳ փന ී௨ ମ部Լ୺ճసϔラ࡟り　ఈ部Ұํ向のϔラ࡟り
側面にՐ᧪ ෴土த 10ˋ

270 須恵器 鉢 ʦ24.4ʧ（13.0） － 長石・石ӳ փ ී௨ ମ部֎面ࣼ位の平行ୟき　内面ྠ積ࠟを͢࢒φ
σ・ࢦ頭ѹࠟ

෴土Լ૚
竈෴土த 10ˋ　PL38

271 土師器 甕 ʦ22.6ʧ（7.9） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ ᒵ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　内面ϔラφσ・工具ࠟޱ ෴土த૚ 10ˋ

272 土師器 甕 ʦ20.6ʧ（10.5） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ ᒵ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面工具ࠟ　内面ޱ

ϔラφσ・工具ࠟ 竈෴土Լ૚ 10ˋ

273 須恵器 甕 － （24.0） － 長石・石ӳ ԫփ ී௨ ମ部ࣼ位の平行ୟき　内面当て具ࠟ ෴土Լ૚ 10ˋ　PL39

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

̦ 29 砥石 （6.0） 4.2 4.3 （133） փ岩ڽ 断面ٯ台形　Ұ部ܽଛ　砥面３面 ෴土上૚

̦ 30 砥石 （7.2） （3.7） 3.0 （111） ࠭岩 断面長ํ形　Ұ部ܽଛ　砥面３面 চ面 PL44

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

M133 釘 （8.0） 0.8 0.8 （14.2） 鉄 断面ํ形　頭部ܽଛ ෴土上૚ PL46

第 跡（第ډॅ߸�5 126・127 図）

ᜱ　北นの東دりに付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 110ᶲで，೩ম部෯は 42ᶲである。କ部は

࣭࠭೪土を主ମとした第 14 ～ 18 ૚を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面を̑ᶲ掘り͘΅Ί，ローϜཻ

子主ମの第 19 ૚を埋土して構ஙされている。Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎へ 45ᶲ掘

りࠐまれ，֎܏して立ち上がっている。

Ґஔ　調査区東部の̛ 15c4 区，標高 13 ｍの台地上から低地に向かう؇やかなࣼ面部に位置している。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 3.15 ｍ，୹軸 3.03 ｍのํ形で，主軸ํ向は̣－１ʄ－̬である。น高は 36 ～ 40ᶲで，֎܏

して立ち上がっている。

চ　平坦で，นԼをআいて౿みݻΊられている。นԼにはน溝が८っている。
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ϐοτ　深さ 32ᶲで，ೆ นࡍのほ΅தԝ部に位置していることから，出入りࢪޱઃに伴うピットと考えられる。

෴౔　̔૚に分૚できる。पғからのྲྀ入にΑるଯ積ঢ়گをࣔしていることから，ࣗવଯ積である。

౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍ量

̑　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ۃ　̒ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロックඍ量
ࠇ　７ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
׊　̔ ৭　ローϜཻ子ඍ量

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 130 ఺（坏 18，，鉢１，甕類 111），須恵器ย 19 ఺（坏 15，蓋２，甕類２），鉄滓２఺（11g）

が出土している。TP13・TP14 はதԝ部のচ面からそれͧれ出土している。274 はೆ西部，276 はೆ部の෴土

Լ૚からそれͧれ出土している。275 は北東部の෴土த૚から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔ੈل前༿にൺఆできる。

第 ��� 図　第 51 号住居跡࣮ଌ図

ᜱ౔૚ղઆ
１　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
׊　４ ৭　ローϜϒロックগ量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
׊　̑ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
̒　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
７　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，୸化物・ローϜཻ子・ম土ཻ
　　　　　　　　子ඍ量
̔　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ϒロック・ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
̕　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロックத量，ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量

ۃ　10 ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
11　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，ローϜཻ子ඍ量
12　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子多量，ম土ཻ子ඍ量
13　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ローϜϒロックඍ量
14　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量
15　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ཻ子ඍ量
׊　16 փ ৭ ࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
׊　17 փ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ཻ子গ量
׊　18 ৭　ローϜϒロックத量
׊　19 ৭　ローϜཻ子த量
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第 ��� 図　第 51 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

第 51 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 127 図）

番号 種　別 器種 ଻　　土 ৭　　調 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

TP13 須恵器 甕 長石・石ӳ փ ମ部ࣼ位の平行ୟき後，ԣ位のカΩ目　内面ಉ৺円ঢ়の当て具ࠟ চ面 PL40

TP14 須恵器 甕 長石・石ӳ փന ମ部ࣼ位の平行ୟき চ面

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

274 須恵器 坏 － （1.7） 7.2 長石・石ӳ・
᛽ࡉ փ ී௨ ఈ部ճసϔラ࡟り ෴土Լ૚ 40ˋ

275 須恵器 蓋 － （2.1） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ փԫ ී௨ ఱ井部ճసϔラ࡟り後，ͭまみషり付け ෴土த૚ 20ˋ

276 土師器 鉢 ʦ27.6ʧ（8.9） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ ・縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎・内面ϔラφσޱ

工具ࠟ ෴土Լ૚ 10ˋ

第 跡（第ډॅ߸�5 128・129 図）

ᜱ　北นのதԝ部に付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 102ᶲで，೩ম部෯は 31ᶲである。କ部は

地山を掘り࢒して基部とし，࣭࠭೪土を主ମとした第̔～ 16 ૚を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面

を̔ᶲ掘り͘΅Ί，ローϜཻ子，ম土ཻ子をؚんͩ第 17・18 ૚を埋土して構ஙされている。Րচ面はՐをड

けて੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎へ 18ᶲ掘りࠐまれ，֎܏して立ち上がっている。

Ґஔ　調査区東部の̛ 15d4 区，標高 13 ｍの台地上から低地に向かう؇やかなࣼ面部に位置している。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 3.86 ｍ，୹軸 3.62 ｍの۱ؙํ形で，主軸ํ向は̣－ 10 ʄ－̬である。น高は 30 ～ 36ᶲで，

。して立ち上がっている܏֎

চ　平坦なషচで，தԝ部が౿みݻΊられている。షচは，શମをۉҰに掘り͘΅Ί，ローϜཻ子主ମの第

̕૚を埋土して構ஙされている。ೆนٴͼ西นԼにはน溝が८っている。竈のӈକ前から̒఺の୸化ࡐをݕ

出した。
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ᜱ౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子・ম土ཻ子গ量，
　　　　　　　　 ୸化ཻ子ඍ量
׊　４ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子
　　　　　　　　গ量
̑　にͿいᒵ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ϒロックগ量，ローϜཻ
　　　　　　　　子ඍ量
̒　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　７ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
̔　にͿい׊৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量

̕　明 ׊ փ ৭　࣭࠭೪土ཻ子多量，ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
10　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
11　҉ ׊ ৭ ローϜཻ子த量，࣭࠭೪土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
12　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
13　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
14　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
׊　15 ৭　ローϜཻ子多量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
16　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
17　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子ඍ量
18　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量

ϐοτ　深さ 13ᶲで，ೆนࡍに位置していることから，出入りࢪޱઃに伴うピットと考えられる。

෴౔　̔૚に分૚できる。पғからのྲྀ入にΑるଯ積ঢ়گをࣔしていることから，ࣗ વଯ積である。第̕૚は，

షচの構ங土である。

౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭ ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭ ローϜཻ子・ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ۃ　４ ҉ ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックඍ量

׊　̒ ৭　ローϜཻ子গ量
７　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
̔　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量
׊　̕ ৭　ローϜཻ子多量，ম土ϒロック・୸化ཻ子ඍ量

第 ��� 図　第 52 号住居跡࣮ଌ図
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第 ��9 図　第 52 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

第 52 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 129 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

277 須恵器 坏 ʦ15.2ʧ 3.8 ʦ9.6ʧ 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいԫ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔラ࡟り　ఈ部Ұํ向のϔラ࡟り ෴土த૚ 10ˋ

278 須恵器 坏 － （1.2） ʦ9.6ʧ 長石・石ӳ ԫփ ී௨ ମ部Լ୺・ఈ部ճసϔラ࡟り ෴土Լ૚ ̑ˋ

279 須恵器 蓋 － （1.4） － 長石・石ӳ ԫփ ී௨ ఱ井部ճసϔラ࡟り ෴土த૚ ̑ˋ

280 土師器 甕 ʦ21.6ʧ（3.8） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　内面ϔラφσ・工具ࠟޱ ෴土Լ૚ ̑ˋ

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

M134 刀子 （7.8） 1.3 0.4 （6.7） 鉄 ਕ部・ܪ部ܽଛ　ਕ部断面三֯形・ܪ部断面ٯ台形 ෴土Լ૚ PL45

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏ量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

DP62 土玉 1.1 1.0 0.2 1.1 長石・石ӳ φσ　Ұํ向からのઠ孔 ෴土த૚ PL41

DP63 紡錘車 （3.6） 2.0 （0.7）（16.1）長石・石ӳ φσ　ܽଛ　Ұํ向からのઠ孔 ෴土Լ૚

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 192 ఺（坏 34，椀１，甕類 157），須恵器ย 16 ఺（坏 14，蓋１，鉢１），土製品２఺

（土玉１，紡錘車１），鉄製品 1 ఺（刀子），ম成೪土մ４఺，鉄滓 51 ఺（1371g）が出土している。そのほか，

ྲྀれࠐんͩ縄文土器ย̑఺（深鉢）΋出土している。280 は北部，278・M134 は西部，DP63 はೆ部の෴土Լ

૚からそれͧれ出土している。DP62 はதԝ部，277 は北部，279 はೆ部の෴土த૚からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔ੈل前༿にൺఆできる。竈のӈକ部の前でݕ出した୸化ࡐは，চ面にমけた

様子が見られないことから，住居ഇઈのࡍに౤غされた΋のと考えられる。

第 跡（第ډॅ߸53 130・131 図）

Ґஔ　調査区東部の̛ 15g6 区，標高 12 ｍの台地上から低地に向かう؇やかなࣼ面部に位置している。

第 52 号住居跡出土鉄滓ܭଌද
特大

（長ܘ 10ᶲ以上）
大

（長ܘ 4ᶲ以上 10ᶲະຬ）
த

（長ܘ 1ᶲ以上 4ᶲະຬ）
小

（長ܘ 1ᶲະຬ） ܭ　߹

　　　఺数 － １ 38 12 51

　　　ॏ量（̶） － 135 1,176 60 1,371
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ঢ়　東部が֧ཚをडけているたΊ，ೆ北軸はܗ໛ͱن 3.12 ｍで，東西軸は 2.75 ｍしか確認できなかった。平

面形はํ形あるいは長ํ形とਪఆでき，主軸ํ向は̣－ 15 ʄ－̬である。น高は 35 ～ 48ᶲで，֎܏して立ち

上がっている。

চ　平坦なషচで，தԝ部が౿みݻΊられている。ೆนԼのҰ部にน溝を確認した。షচは，தԝ部をࡼঢ়

第 �3� 図　第 53 号住居跡࣮ଌ図

ᜱ　北นに付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 90ᶲで，೩ম部෯は 30ᶲである。କ部は࣭࠭೪土

を主ମとした第 14・15 ૚を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面を̑ᶲ掘りࠐんで，ローϜཻ子，ম土

ཻ子をؚんͩ第 16・17 ૚を埋土して構ஙされている。Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎

へ 20ᶲ掘りࠐまれ，Ԟนでஈを有し，֎܏して立ち上がっている。

ᜱ౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭ ম土ཻ子த量，ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গ量・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化物・ম土ཻ子ඍ量
̒　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子多量
７　҉ ׊ ৭ ローϜϒロックগ量，ম土ϒロック・୸化ཻ子ඍ量
̔　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
̕　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍ量
10　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ϒロック・ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子গ量

׊　11 ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
12　にͿい੺׊৭　ম土ϒロック多量，ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
13　҉ ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子গ量
14　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　15 ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子・ম土ཻ子গ量，
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
16　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
17　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子ඍ量

ϐοτ　深さ 36ᶲで，ೆ นࡍのほ΅தԝ部に位置していることから，出入りࢪޱઃに伴うピットと考えられる。

෴౔　13 ૚に分૚できる。不نଇなଯ積ঢ়گをࣔしていることから，埋Ί໭されている。第 14 ～ 17 ૚は，

షচの構ங土である。

に掘り͘΅Ί，ローϜϒロックをؚΉ第 14 ～ 17 ૚を埋土して構ஙされている。また，தԝ部のচ面上から

୸化ࡐをݕ出した。
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౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭ ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，୸化ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　୸化ࡐத量，ローϜཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量
̒　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
７　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
̔　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　̕ ׊ ৭　୸化ࡐ・ローϜϒロックগ量

10　҉ ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
ࠇ　11 ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　12 ׊ ৭　ローϜཻ子গ量
13　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　14 ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
׊　15 ৭　ローϜϒロックத量，୸化ཻ子ඍ量
16　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックத量
ࠇ　17 ׊ ৭　ローϜϒロックগ量

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 129 ఺（坏 19，甕類 110），須恵器ย７఺（坏̒，鉢１），鉄滓 27 ఺（138g）が出土

している。また，షচの構ங土内から土師器ย７఺（坏１，甕類̒）が出土している。そのほか，ࠞ入した

縄文土器ย３఺（深鉢），石器 1 ఺（Ԝ石），ണย２఺΋出土している。282 は竈のԎ道部のԞนԼから出土し

たഁยが઀߹した΋のである。283 は竈のՐচ面と竈の前ٴͼதԝ部のচ面から出土したഁยが઀߹した΋の

である。TP15 は竈の前の෴土上૚から出土している。281 は෴土தから出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔ੈل前༿にൺఆできる。தԝ部のচ面上でݕ出した୸化ࡐは，চ面にমけた

様子がみられないことから，住居ഇઈ後の埋Ί土にࠞ入した΋のと考えられる。

第 �3� 図　第 53 号住居跡出土遺物࣮ଌ図
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第 53 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 131 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

281 須恵器 坏 － （0.9）ʦ11.2ʧ長石・石ӳ・
Ӣ฼ ԫփ ී௨ ఈ部ճసϔラ੾りࠟを͢࢒φσ ෴土த 10ˋ

282 土師器 ൫ঢ়坏 15.5 3.2 － 長石・石ӳ 明੺׊ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ԣ位のϔラޱ
り　内面ԣ位のϔラຏき 竈Ԏ道部ԞนԼ 80ˋ　PL37

283 土師器 甕 － （22.5） 9.0 長石・石ӳ にͿい׊ ී௨ ମ部֎面ॎ位のϔラຏき　内面ϔラφσ・工具ࠟ 竈Րচ面
চ面 50ˋ

番号 種　別 器種 ଻　　土 ৭　　調 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

TP15 須恵器 甕 長石・石ӳ・Ӣ฼ փԫ ମ部ࣼ位の平行ୟき ෴土上૚

෴౔　15 ૚に分૚できる。不نଇなଯ積ঢ়گをࣔしていることから，埋Ί໭されている。第 16 ～ 19 ૚は，

షচの構ங土である。

౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭ ローϜཻ子গ量，ম土ϒロック・୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গ量，୸化物・࣭࠭೪土ཻ
　　　　　　　　子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গ量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　̒ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量

７　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ϒロック・୸化ཻ子ඍ量
̔　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ϒロック・ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
ۃ　̕ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
ۃ　10 ҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ۃ　11 ҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ϒロック・୸化ཻ子ඍ量

ᜱ　北นのほ΅தԝ部に付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 142ᶲで，೩ম部෯は 60ᶲである。କ

部はচ面を 18ᶲ掘りࠐんで第 16 ～ 25 ૚を埋土し，その上に࣭࠭೪土を主ମとした第 14・15 ૚を積み上͛て

構ஙされている。Րচ部はচ面とほ΅ಉ͡高さを使用しており，Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。Ԏ道

部はน֎へ 40ᶲ掘りࠐまれ，֎܏して立ち上がっている。

ᜱ౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
׊　３ ৭　ローϜཻ子গ量
׊　４ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গ量
׊　̑ ৭　ম土ϒロックগ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
̒　փ ׊ ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
７　҉ ੺ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子গ量
̔　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量
̕　փ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，୸化物・ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ
　　　　　　　　子ඍ量
10　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，ローϜϒロック・୸࣭࠭೪土ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
11　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量

12　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
׊　13 ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
14　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
15　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量
16　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，୸化ཻ子গ量，ローϜཻ子ඍ量
17　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量
18　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
19　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量
20　փ ׊ ৭　ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量
׊　21 ৭　ローϜϒロックগ量
׊　22 ৭　୸化ཻ子த量
׊　23 ৭　ローϜཻ子த量
24　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
25　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍ量

Ґஔ　調査区東部の̛ 15c1 区，標高 13 ｍの台地上から低地に向かう؇やかなࣼ面部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 60・61 号住居跡を掘りࠐんでいる。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 4.52 ｍ，୹軸 4.32 ｍの不整ํ形で，主軸ํ向は̣－３ʄ－̬である。น高は 35 ～ 50ᶲで，

。して立ち上がっている܏֎

চ　平坦なషচで，தԝ部が౿みݻΊられている。西นԼのҰ部でน溝を確認した。షচは，۱࢛を土坑ঢ়

に掘り͘΅Ί，ローϜϒロックをؚΉ第 16 ～ 19 ૚を埋土して構ஙされている。

ϐοτ　̑か所。̥１～̥４は深さ 20 ～ 41ᶲで，ن໛と഑置から主柱穴である。̥̑は深さ 15ᶲで，ೆนࡍ

のほ΅தԝ部に位置していることから，出入りࢪޱઃに伴うピットと考えられる。

第 跡（第ډॅ߸�5 132・133 図）
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 1252 ఺（坏 184，高坏３，壺１，甕類 1063，甑１），須恵器ย 119 ఺（坏 108，高台

付坏４，蓋 7），土製品 1 ఺（紡錘車），石器 1 ఺（砥石），鉄製品 1 ఺（刀子），銅製品１఺（腰帯具），ম成

೪土մ̑఺，鉄滓 19 ఺（290g）が，શ面の෴土上૚からচ面にかけて出土している。また，షচの構ங土内

から土師器ย 69 ఺（坏 18，甕類 51），須恵器ย 1 ఺（坏）が出土している。そのほか，ࠞ入したנย 1 ఺，

ണย 2 ఺΋出土している。M136 はதԝ部のচ面から出土している。285・287 はதԝ部，288 は東部の෴土த

૚からそれͧれ出土している。DP64 は竈の西側，284・286 は西部，M135 はೆ部の෴土上૚からそれͧれ出

土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔ੈلத༿にൺఆできる。

第 �3� 図　第 56 号住居跡࣮ଌ図

12　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ϒロックඍ量
13　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
ۃ　14 ҉ ׊ ৭　ローϜϒロックඍ量
15　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍ量

16　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量
׊　17 ৭　ローϜϒロックத量
׊　18 ৭　ローϜϒロックத量，୸化ཻ子ඍ量
19　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子ඍ量
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第 �33 図　第 56 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図

第 56 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 133 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

284 須恵器 坏 ʦ13.8ʧ 3.7 8.4 長石・石ӳ・
Ӣ฼・ࡉ᛽ ԫփ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔラ࡟り　ఈ部ೋํ向のϔラ࡟り ෴土上૚ 40ˋ

285 須恵器 坏 ʦ13.6ʧ 4.1 ʦ9.6ʧ 長石・石ӳ փ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔラ࡟り　ఈ部Ұํ向のϔラ࡟り ෴土த૚ 30ˋ

286 須恵器 坏 ʦ13.5ʧ 4.0 9.0 長石・石ӳ փ׊ ී௨ ఈ部Ұํ向のϔラ࡟り ෴土上૚ 30ˋ

287 須恵器 蓋 － （1.8） － 長石・石ӳ փ ී௨ ఱ井部ճసϔラ࡟り後，ͭまみషり付け ෴土த૚ 10ˋ

288 土師器 甕 ʦ20.4ʧ（7.4） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ ֎縁部ޱ ŋ 内面ԣφσ　ମ部֎面ϔラφσ　内

面ϔラφσ・工具ࠟ ෴土த૚ 10ˋ

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

M135 刀子 （4.7） （1.2） 0.4 （5.7） 鉄 ਕ部・ܪ部ܽଛ　ਕ部断面三֯形　ܪ部断面ٯ台形 ෴土上૚

M136 ᭊඌ 3.2 2.6 0.9 17.5 銅 上୺தԝ部ಥ出　Լ୺தԝ部Ԝみ　ද面தԝ部Ұ文字ঢ়にོى
ཪ面ම３か所　　 চ面 PL46

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏ量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

DP64 紡錘車 （3.1） 2.5 （0.8）（15.7）長石・石ӳ Ұ部ܽଛ　上面・ఈ面ϔラ࡟り　側面ϔラ࡟り・φσ　Ұํ向
からのઠ孔 ෴土上૚ PL42
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第 跡（第ډॅ߸�5 134・135 図）

ᜱ　北นのதԝ部に付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 120ᶲで，೩ম部෯は 62ᶲである。କ部は

চ面を 15ᶲ掘りࠐんで第 15 ～ 18 ૚を埋土し，その上に࣭࠭೪土を主ମとした第 14 ૚を積み上͛て構ஙされ

ている。Րচ部はচ面とほ΅ಉ͡高さを使用し，Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎へ 35

ᶲ掘りࠐまれ，Ԟนでஈを有し，֎܏して立ち上がっている。

Ґஔ　調査区東部の̛ 15f2 区，標高 13 ｍの台地上から低地に向かう؇やかなࣼ面部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 63 住居跡を掘りࠐんでいる。

ঢ়　ೆ部が調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，東西軸はܗ໛ͱن 3.80 ｍで，ೆ北軸は 3.30 ｍしか確認できなかっ

た。平面形は۱ؙํ形あるいは۱ؙ長ํ形とਪఆでき，主軸ํ向は̣－３ʄ－̬である。น高は 15 ～ 30ᶲで，

。して立ち上がっている܏֎

চ　平坦なషচで，นࡍをআいて౿みݻΊられている。นԼにはน溝が८っている。షচは，શ面をۉҰに

掘り͘΅Ί，ローϜϒロックをؚΉ第̔૚を埋土して構ஙされている。

第 �3� 図　第 57 号住居跡࣮ଌ図
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 118 ఺（坏 11，甕類 107），須恵器ย 26 ఺（坏 21，蓋１，甕類４），ম成೪土մ２

఺，鉄滓 20 ఺（213g）が出土している。また，షচの構ங土内から土師器ย 1 ఺（甕類），須恵器ย４఺（坏）

が出土している。そのほか，ࠞ入した縄文土器ย̒఺（深鉢），ണย４఺΋出土している。293 は竈のՐচ面

と竈の西側ٴͼ竈の東側の෴土Լ૚から出土したഁยが઀߹した΋のである。290 は竈の掘ํの埋土தから出

土している。291 は東部の෴土Լ૚から出土している。292 は̥３෴土தから出土している。289 はೆ部の෴

土த૚から出土している。，

ॴݟ　時期は，出土土器から̔ੈلத༿にൺఆできる。

ᜱ౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭ ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭ ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
４　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
̑　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロックগ量，ローϜཻ子ඍ量
̒　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
７　҉ ੺ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量
̔　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
̕　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
10　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，ローϜཻ子ඍ量
11　にͿいᒵ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量

12　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜϒロック・ম土ϒロッ
　　　　　　　　ク・୸化ཻ子ඍ量
13　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
14　にͿい׊৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜϒロック・ম土ཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
15　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子多量，ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
ࠇ　16 ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
׊　17 ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子গ量
18　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গ量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量

ϐοτ　３か所。̥１は深さ 76ᶲで，ن໛と഑置から主柱穴である。̥２は深さ 36ᶲ，̥３はচԼから確認

した΋ので深さ 15ᶲで，と΋にੑ֨は不明である。

෴౔　７૚に分૚できる。不نଇなଯ積ঢ়گをࣔしていることから，埋Ί໭されている。第̔૚は，షচの構

ங土である。

౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭ ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量

ࠇ　̑ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量
̒　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量
׊　７ ৭　ローϜཻ子த量，୸化ཻ子ඍ量
׊　̔ ৭　ローϜϒロックத量

第 �35 図　第 57 号住居跡出土遺物࣮ଌ図
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第 跡（第ډॅ߸�5 136 図）

Ґஔ　調査区東部の̛ 15e4 区，標高 13 ｍの台地上から低地に向かう؇やかなࣼ面部に位置している。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 3.74 ｍ，୹軸 3.60 ｍの۱ؙํ形で，主軸ํ向は̣－ 12 ʄ－̬である。น高は̑～ 11ᶲで，

。して立ち上がっている܏֎

চ　平坦なషচで，தԝ部が౿みݻΊられている。ೆนٴͼ西นԼにはน溝が८っている。షচは，コーφ

ー部を土坑ঢ়に掘り͘΅Ί，ローϜϒロックをؚΉ第７・̔૚を埋土して構ஙされている。

ϐοτ　４か所。̥１は深さ 38ᶲで，ن໛と഑置から主柱穴と考えられる。̥２は深さ 13ᶲで，ೆนࡍのத

ԝ部に位置していることから，出入りࢪޱઃに伴うピットと考えられる。̥３・̥４は，深さ 18ᶲ・̒ᶲで，

ੑ֨は不明である。

෴౔　̒૚に分૚できる。多͘の૚にローϜϒロックがؚまれていることから，埋Ί໭されている。第７・̔

૚はషচの構ங土である。

౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭ ローϜϒロック・ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量
ۃ　３ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロックத量，୸化ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックத量

ۃ　̑ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子ඍ量
ۃ　̒ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍ量
׊　７ ৭　ローϜϒロックத量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
׊　̔ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子ඍ量

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 108 ఺（坏 18，甕類 89，甑１），須恵器ย 26 ఺（坏̔，蓋１，鉢４，甕類 13），鉄

製品 1 ఺（不明），鉄滓̒఺（84g）が出土している。また，షচの構ங土内から土師器ย７఺（甕類）が出

土している。そのほか，ࠞ入した縄文土器ย２఺（深鉢）΋出土している。295 は竈の東側，296 は竈の前

ᜱ　北นのதԝ部からやや西دりに付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 100ᶲで，೩ম部෯は 52ᶲ

である。କ部は࣭࠭೪土を主ମとした第̔～ 13 ૚を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面を 10ᶲ掘りࠐ

んで，第 14 ～ 16 ૚を埋土して構ஙされている。Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎へ 10

ᶲ掘りࠐまれ，֎܏して立ち上がっている。

ᜱ౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ϒロック・୸化物・ロー
　　　　　　　　Ϝཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ
　　　　　　　　子ඍ量
４　҉ ੺ ׊ ৭　࣭࠭೪土ϒロックத量，ম土ཻ子গ量，ローϜཻ
　　　　　　　　子・୸化ཻ子ඍ量
̑　にͿいᒵ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，୸化物・ローϜཻ子・ম土ཻ
　　　　　　　　子ඍ量
̒　にͿいᒵ৭　ম土ཻ子த量，࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
７　҉ ׊ ৭ ম土ϒロックগ量，ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
ࠇ　̔ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子
　　　　　　　　ඍ量

̕　҉ ੺ ׊ ৭ ম土ཻ子த量，࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子ඍ量
10　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
11　҉ ੺ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
׊　12 ৭　ローϜཻ子多量，࣭࠭೪土ཻ子গ量
13　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
ࠇ　14 ׊ ৭　ローϜϒロックඍ量
ࠇ　15 ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子গ量，ম土ϒロック・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
׊　16 ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子ඍ量

第 57 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 135 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

289 土師器 坏 － （3.1） ʦ9.2ʧ 長石・石ӳ ᒵ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔラ࡟り　内面ԣ位のϔラຏき　
ఈ部Ұํ向のϔラ࡟り ෴土த૚ 20ˋ

290 須恵器 坏 － （2.1）ʦ11.4ʧ長石・石ӳ փ ී௨ ఈ部Ұํ向のϔラ࡟り 竈掘ํ埋土த 10ˋ

291 須恵器 坏 － （1.9） ʦ8.6ʧ 長石・石ӳ・
Ӣ฼ ԫփ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔラ࡟り　ఈ部Ұํ向のϔラ࡟り ෴土Լ૚ 10ˋ

292 須恵器 蓋 － （1.8）ʦ13.0ʧ長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいԫ ී௨ ఱ井部ճసϔラ࡟り ̥３෴土த 10ˋ

293 土師器 甕 20.5 （21.3） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ り࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ϔラޱ 竈Րচ面

෴土Լ૚ 40ˋ
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の෴土Լ૚からそれͧれ出土している。TP17 は̥２の෴土上૚から出土している。297・TP16 は竈の西側，

294 は北部の෴土த૚からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔ੈل後༿にൺఆできる。

第 �3� 図　第 58 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図
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第 58 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 136 図）

番号 種　別 器種 ଻　　土 ৭　　調 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

TP16 須恵器 甕 長石・石ӳ Φリーϒࠇ ମ部ແ文のୟき　内面当て具ࠟ ෴土த૚

TP17 須恵器 甕 長石・石ӳ・Ӣ฼ փ׊ ମ部ԣ位の平行ୟき ̥２෴土上૚

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

294 須恵器 坏 ʦ10.8ʧ（3.8） － 長石・石ӳ փ ී௨ ମ部ロクロφσ ෴土த૚ 20ˋ　PL37

295 須恵器 蓋 － （1.7）ʦ14.2ʧ長石・石ӳ փ ී௨ ఱ井部ճసϔラ࡟り ෴土Լ૚ 10ˋ

296 土師器 甕 ʦ23.8ʧ（5.5） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿい੺׊ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎・内面工具ࠟޱ ෴土Լ૚ ̑ˋ

297 須恵器 甕 ʦ23.8ʧ（6.0） － 長石・石ӳ・
᛽ࡉ փ ී௨ 頸部ロクロφσޱ ෴土த૚ ̑ˋ

第 跡（第ډॅ߸�� 137 ～ 139 図）

ᜱ　北นのதԝ部に付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 130ᶲで，೩ম部෯は 30ᶲである。କ部は

࣭࠭೪土を主ମとした第 16 ～ 20 ૚を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面を 18ᶲ掘りࠐんで，主にম

土ཻ子をؚんͩ第 21 ～ 28 ૚を埋土して構ஙされている。Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน

֎へ 32ᶲ掘りࠐまれ，֎܏して立ち上がっている。

ᜱ౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍ量
̑　փ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
̒　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
７　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，୸化ཻ子গ量，ম土ϒロック
　　　　　　　　ඍ量
̔　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
̕　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量
10　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
11　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子多量
12　҉ ׊ ৭　ম土ϒロックগ量
13　҉ ׊ ৭　ম土ϒロックগ量，୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
14　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量

15　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
׊　16 փ ৭　࣭࠭೪土ཻ子多量
17　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ཻ子ඍ量
׊　18 ৭　୸化ཻ子গ量
׊　19 փ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量
20　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量
21　҉ ੺ ׊ ৭ ম土ཻ子・୸化ཻ子গ量
22　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子・୸化ཻ子গ量，࣭࠭೪土ϒロックඍ量
23　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
24　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　25 ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
׊　26 ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গ量
׊　27 փ ৭　ম土ཻ子গ量，୸化物ඍ量
׊　28 ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子ඍ量

Ґஔ　調査区東部の̛ 15a1 区，標高 13 ｍの台地上から低地に向かう؇やかなࣼ面部に位置している。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 5.28 ｍ，୹軸 5.05 ｍの۱ؙํ形で，主軸ํ向は̣－４ʄ－̬である。น高は 46 ～ 57ᶲで，

。して立ち上がっている܏֎

চ　平坦なషচで，தԝ部が౿みݻΊられている。ೆ西コーφー部をআいてนԼには，น溝が८っている。

షচは，۱࢛を土坑ঢ়に掘り͘΅Ί，ローϜཻ子，ম土ཻ子をؚんͩ第 16 ૚を埋土して構ஙされている。

ϐοτ　̕か所。̥１～̥４は深さ 37 ～ 68ᶲで，ن໛と഑置から主柱穴である。̥̑は深さ 18ᶲで，ೆนࡍ

のதԝ部に位置していることから，出入りࢪޱઃに伴うピットと考えられる。̥̒～̥̕は深さ 21 ～ 58ᶲで

ある。̥７・̥̔は掘ํ調査にΑって確認した。഑置ঢ়گから̥̒から̥１へ，̥７から̥２へ，̥̔から̥

３へ，̥̕から̥４への柱の立てସえが行われたՄೳੑが考えられる。

෴౔　15 ૚に分૚できる。不نଇなଯ積ঢ়گをࣔしていることから，埋Ί໭されている。第 16 ૚は，షচの

構ங土である。

ॏෳؔ܎　第 94 号土坑に掘りࠐまれている。
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౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭ ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子গ量，ম土ϒロッ
　　　　　　　　ク・୸化ཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ϒロックগ量，୸化ཻ子・
　　　　　　　　࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
̒　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，୸化物・ローϜཻ子ඍ量
ۃ　７ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　̔ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量

ࠇ　̕ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子ඍ量
ࠇ　10 ׊ ৭ ローϜϒロック・ম土ϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量
11　҉ ׊ ৭　ম土ϒロック・ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
12　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
׊　13 ৭　ローϜཻ子গ量
14　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
׊　15 ৭　ローϜϒロックগ量
׊　16 ৭　ローϜཻ子த量

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 1741 ఺（坏 257，甕類 1480，小形甕１，甑３），須恵器ย 181 ఺（156 坏，蓋 22，壺３），

土製品 1 ఺（٭ࢧ），石製品 1 ఺（砥石），鉄製品̑఺（刀子１，鎌１，手鎌１，不明２），鉄滓 38 ఺（292g）が，

શ面の෴土上૚からচ面にかけて出土している。また，షচの構ங土内から土師器ย 27 ఺（坏̒，甕類 21），

須恵器ย７఺（坏̒，蓋１）が出土している。そのほか，ࠞ入した縄文土器ย 29 ఺（深鉢）΋出土している。

231 はೆ西部のচ面から出土している。298 は竈の西側，299 はೆ東部の෴土Լ૚から，ਖ਼位のঢ়態でそれͧ

れ出土している。302 は北西部の෴土Լ૚から，ԣ位のঢ়態で出土している。304 は西部，303 はೆ西部，301

はೆ東部の෴土Լ૚からそれͧれ出土している。305 はೆ部のน溝の෴土Լ૚から出土している。M139 は̥

１の෴土த૚から出土している。M137 は東部，DP65・M138 は西部の෴土த૚からそれͧれ出土している。

300 は෴土தから出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔ੈل前༿にൺఆできる。

第 �3� 図　第 64 号住居跡࣮ଌ図
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第 �3� 図　第 64 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図
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第 �39 図　第 64 号住居跡出土遺物࣮ଌ図

第 64 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 138・139 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

298 須恵器 坏 13.7 3.2 9.1 長石・石ӳ փന ී௨ ମ部Լ୺ճసϔラ࡟り　ఈ部Ұํ向のϔラ࡟り ෴土Լ૚ 90ˋ　PL37

299 須恵器 坏 13.2 3.9 9.2 長石・石ӳ・
Ӣ฼・ࡉ᛽ にͿい׊ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔラ࡟り　ఈ部Ұํ向のϔラ࡟り ෴土Լ૚ 80ˋ　PL37

300 須恵器 坏 14.4 3.9 － 長石・石ӳ փന ී௨ ఈ部ೋํ向のϔラ࡟り後φσ ෴土த 70ˋ

301 須恵器 坏 ʦ15.2ʧ 4.0 7.4 長石・石ӳ փന ී௨ ମ部Լ୺・ఈ部ճసϔラ࡟り ෴土Լ૚ 50ˋ

302 須恵器 壺 ʦ10.0ʧ 13.1 7.4 長石・石ӳ փ ී௨ ମ部ロクロφσ　ఈ部ճసϔラ࡟り後，高台ష
り付け ෴土Լ૚ 90ˋ　PL38

303 土師器 甕 ʦ24.6ʧ（4.9） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ ᒵ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσޱ ෴土Լ૚ ̑ˋ

304 土師器 甕 ʦ29.2ʧ（5.0） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ 縁部֎・内面ϔラφσ・工具ࠟޱ ෴土Լ૚ ̑ˋ

305 土師器 小形甕 ʦ14.2ʧ（5.2） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ ᒵ ී௨ り࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ࣼ位のϔラޱ น溝෴土Լ૚ ̑ˋ

番号 器　種 高さ ܘ小࠷ ܘ大࠷ ॏ量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

DP65 ٭ࢧ （4.6） 3.9 （5.0）（96.3）長石・石ӳ Լ部ܽଛ　ϔラφσ　ࢦ頭ѹࠟ ෴土த૚

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

̦ 31 砥石 （11.6） 5.3 3.0 （175） փ岩ڽ 断面長ํ形　側面に条線ঢ়のࠟݚ চ面 PL44
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 74 ఺（坏７，甕類 67），須恵器ย 15 ఺（坏 12，甕類３），土製品 1 ఺（٭ࢧ），ম

成೪土մ４఺，鉄滓 1 ఺（̑g）が出土している。また，షচの構ங土内から土師器 1 ఺（甕類）が出土して

いる。307 はதԝ部のচ面から，ਖ਼位のঢ়態で出土している。306 は竈の東側と東部ٴͼ北西部の෴土Լ૚か

ら出土したഁยが઀߹した΋のである。DP66 は竈の෴土த૚から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔ੈلத༿にൺఆできる。ݕ出したম土մは，চ面にমけた様子がないことから，

住居ഇઈ後の埋Ί土にࠞ入した΋のとみられる。

෴౔　̑૚に分૚できる。多͘の૚にローϜϒロックがؚまれていることから，埋Ί໭されている。第̒・７

૚は，షচの構ங土である。

౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子・
　　　　　　　　࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ϒロック・୸化ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ཻ子・ローϜཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量

４　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックத量，ম土ཻ子ඍ量
׊　̑ ৭　ローϜཻ子গ量
̒　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック多量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
７　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック多量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭
　　　　　　　　೪土ཻ子ඍ量

第 跡（第ډॅ߸�5 140 図）

ᜱ　北นのதԝ部に付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 88ᶲで，೩ম部෯は 40ᶲである。କ部は

࣭࠭೪土を主ମとした第７૚を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面を 10ᶲ掘りࠐんで，ローϜཻ子，

೪土ཻ子をؚんͩ第̔૚を埋土して構ஙされている。Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎へ

45ᶲ掘りࠐまれ，֎܏して立ち上がっている。

ᜱ౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
׊　２ ৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量
３　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子ඍ量
׊　４ ৭　ম土ϒロックඍ量

׊　̑ ৭　ローϜཻ子ඍ量
̒　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量
７　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ϒロック・୸化ཻ子ඍ量
̔　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，ローϜཻ子গ量

Ґஔ　調査区東部の̛ 15e2 区，標高 13 ｍの台地上から低地に向かう؇やかなࣼ面部に位置している。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 2.70 ｍ，୹軸 2.31 ｍの長ํ形で，主軸ํ向は̣－ 13 ʄ－̬である。น高は 15 ～ 20ᶲで，

。して立ち上がっている܏֎

চ　平坦なషচで，出入りޱからதԝ部にかけて౿みݻΊられている。นԼにはน溝が८っている。షচは，

北東側をআ͘コーφー部を土坑ঢ়に掘り͘΅Ί，ローϜཻ子主ମの第̒・７૚を埋土して構ஙされている。

出入りޱ付ۙのচ面上に，ম土մをݕ出した。

ϐοτ　深さ 17ᶲで，ೆนࡍのதԝ部に位置していることから，出入りࢪޱઃに伴うピットと考えられる。

ஷଂ݀　北東コーφー部に位置している。長ܘ 47ᶲ，୹ܘ 42ᶲのପ円形で，深さは 22ᶲである。ఈ面はࡼঢ়で，

นは֎܏して立ち上がっている。

ஷଂ݀౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭ ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量 ２　҉ ׊ ৭ ローϜཻ子গ量

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

M137 手鎌 （4.7） 1.7 0.2 （4.5） 鉄 Ұํの୺部ܽଛ　୺部に孔３か所 ෴土த૚

M138 鎌 （8.2） 3.9 0.3 （20.4） 鉄 断面三֯形　୺部ંりฦし　ਕ部ઌ୺ܽଛ ෴土த૚ PL46

M139 刀子 （10.6） 1.7 0.4 （20.7） 鉄 ਕ部・ܪ部ܽଛ　ਕ部断面三֯形 ̥１෴土த૚
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第 ��� 図　第 65 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図

第 65 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 140 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

306 須恵器 坏 － （2.3） 8.0 長石・石ӳ・
Ӣ฼ փന ී௨ ମ部Լ୺ճసϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ੾りࠟを

り࡟ೋํ向のϔラ͢࢒ ෴土Լ૚ 30ˋ

307 須恵器 坏 － （1.6） 8.2 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいԫ׊ ී௨ ମ部Լ୺・ఈ部ճసϔラ࡟り চ面 60ˋ

番号 器　種 高さ ܘ小࠷ ܘ大࠷ ॏ量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

DP66 ٭ࢧ （9.9） 3.4 （5.6） （234） 長石・石ӳ・
੺৭ཻ子 断面ํ形　Լ部ܽଛ　φσ　 竈෴土த૚ PL42
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番号 位 置 平面形 主軸ํ向
໛　ن น 高

（ᶲ）
চ面 น溝

内　部　ࢪ　ઃ
෴土 主な出土遺物 時　期

උ　考

ॏෳ関܎（古ˠ৽）長軸×୹軸（ｍ） 主柱穴 出入ޱ ピット 炉・竈 ஷ蔵穴

４ F11b7 ʦํ形 ŋ
長ํ形ʧ̣－ 23 －˃̬（3.84）×（3.04）58 ～ 65 平坦 Ұ部 － １ － － － ࣗવ 土師器，須恵器，

土製品，鉄滓 த༿لੈ̔

̑ E11K8 ʦํ形・
長ํ形ʧ̣－ 10 －˃Ｅ   3.58 ×（3.15）55 ～ 65 平坦 Ұ部 １ １ － 竈１ － ࣗવ 土師器，須恵器，

石製品 த༿لੈ̔

７ F15i9 ํ形 ̣－ 32 －˃Ｅ 3.72 × 3.49 18 ～ 23 平坦 － － － － 竈１ － 人ҝ 土師器，須恵器 後༿لੈ̔ SI8 ˠຊ跡

̕ G15a0 ʦํ形・
長ํ形ʧ － （3.70）×（2.50）15 ～ 28 平坦 Ұ部 － － － － － ࣗવ 土師器，須恵器，鉄滓 த༿لੈ̔

13 E11i9 ʦํ形・
長ํ形ʧ̣－ 24 －˃̬（3.78）×（2.23）45 ～ 58 平坦 Ұ部 １ － － － － 人ҝ 土師器，須恵器 前༿لੈ̔

14 E11go ʦํ形・
長ํ形ʧ̣－̑ －˃̬   5.35 ×（4.27）20 ～ 33 平坦 Ұ部 ̔ １ － 竈１ － ࣗવ 土師器，須恵器，

土製品，鉄製品 後༿لੈ̔ SI15 ˠຊ跡

15 E11h0 ʦํ形・
長ํ形ʧ̣－25 －˃W（3.00）×（2.40）30 ～ 36 平坦 Ұ部 １ － － 竈１ － 人ҝ 土師器，須恵器，

石器 前༿لੈ̔ ຊ跡ˠ SI14

17 D12i5 ۱ؙํ形 ̣－ 18 －˃̬ 3.76 × 3.44 48 ～ 65 平坦 Ұ部 ３ １ － 竈１ － ࣗવ 土師器，須恵器 前༿لੈ̔

28 E13g0 ۱ؙ長ํ形 ̣－ 30 －˃̬ 3.73 × 3.28 11 ～ 15 平坦 શप － １ － 竈１ － ࣗવ 土師器，須恵器 前༿لੈ̔

30 E14i1 ํ形 ̣－ 27 －˃̬ 5.65 × 5.49 15 ～ 30 平坦 Ұ部 9 2 － 竈２ １ ࣗવ 土師器，須恵器，
鉄滓 த༿لੈ̔ ຊ跡ˠ SI31

33 F14a2 長ํ形 ̣－ 15 －˃̬ 5.85 × 5.24 28 ～ 34 平坦 ほ΅
શप ̔ １ － 竈１ － 人ҝ 土師器，須恵器，土製品

石器，鉄製品 後༿لੈ̔ SI35 ˠຊ跡

36 F13a0 ۱ؙํ形 ̣－ 62 －˃Ｅ 2.31 × 2.27 16 ～ 18 平坦 － － － ̒ 竈１ － ࣗવ 土師器，須恵器，
鉄製品 前༿لੈ̔

37 F14c2 ʦํ形・
長ํ形ʧ̣－10 －˃W   4.38 ×（3.87）27 ～ 45 平坦 Ұ部 ̑ － － 竈１ － ࣗવ 土師器，須恵器，

土製品，鉄滓 後༿لੈ̔

40 E14i8 長ํ形 ̣－̕ －˃Ｅ 4.88 × 4.00 38 ～ 50 平坦 ほ΅
શप ４ １ ４ 竈１ － ࣗવ 土師器，須恵器，

鉄製品，鉄滓 後༿لੈ̔

42 E15i1 ํ形 ̣－17 －˃W 3.80 × 3.66 35 ～ 45 平坦 શप ４ １ ３ 竈１ － ࣗવ 土師器，須恵器，
石器 後༿لੈ̔ SI41 ˠຊ跡

44 E15i2 長ํ形 ̣－̔ －˃ W 3.86 × 3.50 20 ～ 42 平坦 － － １ １ 竈１ － 人ҝ 土師器，須恵器，
石器，鉄製品 後༿لੈ̔

45 F15a3 五֯形 ̣－̔ －˃ W 3.78 × 3.48 35 ～ 45 平坦 Ұ部 － ２ － 竈１ － 人ҝ 土師器，須恵器 த༿لੈ̔ SI46 ˠຊ跡ˠ S,73

47 F14a8 ํ形 ̣－̔ －˃Ｅ 3.86 × 3.75 45 ～ 60 平坦 શप － １ － 竈１ － 人ҝ 土師器，須恵器，
鉄製品，鉄滓 後༿لੈ̔ SI48 ˠຊ跡

49 F14b7 ํ形 ̣－２ －˃Ｅ 3.78 × 3.55 37 ～ 45 平坦 ほ΅
શप － ２ － 竈１ － ࣗવ 土師器，須恵器，

石器，鉄製品 த༿لੈ̔

51 F15c4 ํ形 ̣－１ －˃ W 3.15 × 3.03 36 ～ 40 平坦 શप － １ － 竈１ － ࣗવ 土師器，須恵器， 前༿لੈ̔

52 F15d4 ۱ؙํ形 ̣－10 －˃W 3.80 × 3.62 30 ～ 36 平坦 ほ΅
શप － １ － 竈１ － ࣗવ 土師器，須恵器

鉄製品，鉄滓 前༿لੈ̔

53 F15g6 ʦํ形・
長ํ形ʧ̣－15 －˃W   3.12 ×（2.75）35 ～ 48 平坦 － － １ － 竈１ － 人ҝ 土師器，須恵器 前༿لੈ̔

56 F15c1 不整ํ形 ̣－３ －˃ W 4.52 × 4.32 35 ～ 50 平坦 Ұ部 ４ １ － 竈１ － 人ҝ 土師器，須恵器，土製品
鉄製品 த༿لੈ̔ SI60・61 ˠຊ跡

57 F15f2 ʦ۱ؙํ形・
۱ؙ長ํ形ʧ ̣－３ －˃ W   3.80 ×（3.30）15 ～ 30 平坦 ʦશपʧ １ － ２ 竈１ － 人ҝ 土師器，須恵器 த༿لੈ̔ SI63 ˠຊ跡

58 F15e4 ۱ؙํ形 ̣－12 －˃W 3.74 × 3.60 ̑～ 11 平坦 Ұ部 １ １ ２ 竈１ － 人ҝ 土師器，須恵器，
鉄製品 後༿لੈ̔

64 F15a1 ۱ؙํ形 ̣－４ －˃ W 5.28 × 5.05 46 ～ 57 平坦 ほ΅
શप ̔ １ － 竈１ － 人ҝ 土師器，須恵器，土製品

石器，鉄製品 前༿لੈ̔ ຊ跡ˠ S,94

65 F15e2 長ํ形 ̣－13 －˃W 2.70 × 2.31 15 ～ 20 平坦 ほ΅
શप － １ － 竈１ １ 人ҝ 土師器，須恵器，

土製品 த༿لੈ̔

ද̑　奈良時代住居跡Ұཡද

　ᾈ　土坑

౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍ量
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ۃ　３ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　４ ׊ ৭　ローϜϒロックඍ量

ࠇ　̑ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　̒ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍ量
７　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量

第 5�߸౔޵（第 141 図）

Ґஔ　調査区தԝ部のＥ 14K3 区，標高 14 ｍの平坦な台地上に位置している。

ॏෳؔ܎ɹ第 32 号住居跡を掘りࠐんでいる。

ܘঢ়　長ܗ໛ͱن 1.00 ｍ，୹ܘ 0.68 ｍの不整ପ円形で，長ํܘ向は̣－ 63 ʄ－Ｅである。深さは 24ᶲで，ఈ

面はࡼঢ়である。นは֎܏して立ち上がっている。

෴౔　７૚に分૚できる。不نଇなଯ積ঢ়گをࣔしていることから，埋Ί໭されている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 12 ఺（坏３，甕類̕），須恵器ย２఺（坏，甑）が出土している。308 は東部ٴͼ西

部のఈ面と෴土Լ૚から出土したഁยが઀߹した΋のである。，309 は෴土தから出土している。
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第 ��� 図　第 58 号土坑・出土遺物࣮ଌ図

第 58 号土坑出土遺物࡯؍ද（第 141 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

308 須恵器 坏 13.0 4.2 7.4 長石・石ӳ・
Ӣ฼ ԫփ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔラ࡟り　ఈ部Ұํ向のϔラ࡟り ఈ面

෴土Լ૚ 70ˋ　PL37

309 須恵器 甑 － （1.0） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ փԫ׊ ී௨ ఈ部̑孔式ϱ ෴土த ̑ˋ

ॴݟ　時期は，出土土器から̔ੈل後༿にൺఆできる。

第 ��߸౔޵（第 142 図）

Ґஔ　調査区東部のＥ 14e7 区，標高 13 ｍの台地上から低地に向かう؇やかなࣼ面部に位置している。

第 ��� 図　第 64 号土坑・出土遺物࣮ଌ図
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第 64 号土坑出土遺物࡯؍ද（第 142 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

310 須恵器 坏 － （2.1） ʦ7.8ʧ 長石・石ӳ・
Ӣ฼ ԫփ ී௨ ఈ部多ํ向のϔラ࡟り ෴土த 20ˋ

番号 種　別 器種 ଻　　土 ৭　　調 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

TP18 須恵器 甕 長石・石ӳ փ ମ部ԣ位の平行ୟき ෴土த

第 ��߸౔޵（第 143 図）

Ґஔ　調査区東部のＥ 14g9 区，標高 13 ｍの台地上から低地に向かう؇やかなࣼ面部に位置している。

第 ��3 図　第 72 号土坑・出土遺物࣮ଌ図

౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量

３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量

ॏෳؔ܎ɹ第 39 号住居跡を掘りࠐんでいる。

ܘঢ়　長ܗ໛ͱن 2.14 ｍ，୹ܘ 1.26 ｍのପ円形で，長ํܘ向は̣－ 51 ʄ－Ｅである。深さは 50ᶲで，ఈ面は

平坦である。นは֎܏して立ち上がっている。

෴౔　３૚に分૚できる。पғからのྲྀ入にΑるଯ積ঢ়گをࣔしていることから，ࣗવଯ積である。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 63 ఺（坏̕，甕類 54），須恵器ย７఺（坏４，甕類３），鉄滓４఺（34.8g）が出土

している。310・TP18 は෴土தからそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔ੈل前༿とみられる。
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౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量

４　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 47 ఺（坏１，甕類 46），須恵器ย 11 ఺（坏７，蓋１，甕類３），鉄製品１఺（刀子），

鉄滓 15 ఺（161g）が出土している。̢ 140 はதԝ部の෴土த૚から出土している。311・312・TP19 は෴土

தからそれͧれで出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔ੈل後༿にൺఆできる。

第 72 号土坑出土遺物࡯؍ද（第 143 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

311 須恵器 坏 ʦ12.8ʧ（4.5） － 長石・石ӳ ԫփ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔラ࡟り ෴土த 20ˋ

312 須恵器 蓋 16.4 （1.4） － 長石・石ӳ ԫփ ී௨ ఱ井部ロクロφσ ෴土த 10ˋ

番号 種　別 器種 ଻　　土 ৭　　調 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

TP19 須恵器 甕 長石・石ӳ փ׊ ମ部ԣ位の平行ୟき ෴土த

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

M140 刀子 17.8 1.4 0.5 18.6 鉄 ྆区部断面三֯形　ܪ部断面長ํ形 ෴土த૚ PL45

ܘঢ়　長ܗ໛ͱن 1.48 ｍ，୹ܘ 1.30 ｍのପ円形で，長ํܘ向は̣－ 40 －˃̬である。深さは 32ᶲで，ఈ面は

。して立ち上がっている܏֎ঢ়である。นはࡼ

෴౔　̑૚に分૚できる。पғからのྲྀ入にΑるଯ積ঢ়گをࣔしていることから，ࣗવଯ積である。

౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭ ローϜϒロックগ量，ম土ϒロック・୸化ཻ子ඍ量
３　҉ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量

ۃ　４ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量
ࠇ　̒ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量

第 95߸౔޵（第 144・145 図）

Ґஔ　調査区東部の̛ 15c8 区，標高 11 ｍの台地上から低地に向かう؇やかなࣼ面部に位置している。

ܘঢ়　長ܗ໛ͱن 3.34 ｍ，୹ܘ 3.28 ｍの不ఆ形で，長ํܘ向は̣－ 10 ʄ－Ｅである。深さは 70ᶲで，ఈ面は

平坦である。นはஈを有し，֎܏して立ち上がっている。

෴౔　̒૚に分૚できる。多͘の૚にローϜϒロックがؚまれていることから，埋Ί໭されている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 1171 ఺（坏 129，椀１，甕類 1041），須恵器ย 57 ఺（坏 蓋１，鉢，１ࡼ，44 11）,

石器１఺（砥石），ম成೪土մ１఺，鉄滓 215 ఺（6200g）が，தԝ部の෴土த૚からԼ૚にかけて出土している。

そのほか，ࠞ 入した縄文土器ย１఺（深鉢），石器１఺（Ꮟ石），石製品２఺（管玉１，臼玉１）΋出土している。

313 はೆ部，314・315・318 はதԝ部の෴土Լ૚からそれͧれ出土している。317 はதԝ部の෴土த૚から出

土している。316 はதԝ部の෴土上૚から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔ੈلத༿にൺఆできる。෴土த૚からԼ૚にかけて，多量の土器ยが౤غさ

れたঢ়態で出土しており，̔ੈلத༿にഇغ土坑として使用した後，埋Ί໭されたՄೳੑが考えられる。
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第 ��� 図　第 95 号土坑・出土遺物࣮ଌ図
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第 ��5 図　第 95 号土坑出土遺物࣮ଌ図
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ද̒　奈良時代土坑Ұཡද

番号 位 置 長ํܘ向 平 面 形
໛　　　　ن

ఈ　面 น　面 ෴　土 主 な 出 土 遺 物
උ　考

ॏෳ関܎（古ˠ৽）長ܘ×୹ܘ（ｍ） 深さ（ᶲ）

58 E14K3 ̣－ 63 －˃Ｅ 不整ପ円 1.00 × 0.68 24 ঢ়ࡼ ܏֎ 人ҝ 土師器，須恵器 SI32 ˠຊ跡

64 E14e7 ̣－ 51 －˃Ｅ ପ円形 2.14 × 1.26 50 平坦 ܏֎ ࣗવ 土師器，須恵器 SI39 ˠຊ跡

72 E14g9 ̣－ 40 －˃̬ ପ円形 1.48 × 1.30 32 ঢ়ࡼ ܏֎ ࣗવ 土師器，須恵器，鉄製品

95 F15c8 ̣－ 10 －˃Ｅ 不ఆ形 3.34 × 3.28 70 平坦 有ஈ・֎܏ 人ҝ 土師器，須恵器，石器，鉄滓

第 95 号土坑出土遺物࡯؍ද（第 144・145 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

313 須恵器 坏 13.9 3.8 10.0 長石・石ӳ・
Ӣ฼・ࡉ᛽ にͿい׊ ී௨ ఈ部ೋํ向のϔラ࡟り ෴土Լ૚ 70ˋ　PL37

314 須恵器 ൫ϱ ʦ14.6ʧ 2.4 ʦ12.0ʧ長石・石ӳ ᒵ ී௨ ఈ部ճసϔラ࡟り ෴土Լ૚ 30ˋ

315 須恵器 蓋 － （2.3） － 長石・石ӳ փ ී௨ ఱ井部ճసϔラ࡟り ෴土Լ૚ 20ˋ

316 須恵器 鉢 ʦ32.8ʧ（10.6） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ ԫփ ී௨ ମ部ԣ位の平行ୟき　内面φσ ෴土上૚ 10ˋ

317 土師器 甕 23.3 33.1 8.4 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面Լ൒ॎ位のϔޱ

ラຏき　内面工具ࠟ　ఈ部໦༿ࠟ ෴土த૚ 80ˋ　PL38

318 土師器 甕 21.8 30.2 9.0 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面Լ൒ॎ位のϔޱ

ラຏき　֎・内面工具ࠟ ෴土Լ૚ 70ˋ　PL38

　竪穴住居跡

４　平安時代の遺構と遺物

　　当時代の遺構は，竪穴住居跡４軒を確認した。以Լ，遺構ٴͼ遺物にͭいて記ड़͢る。

第̍߸ॅډ跡（第 146・147 図）

Ґஔ　調査区ೆ西部の̜ 10i8 区，標高 15 ｍの平坦な台地上に位置している。

֬ೝঢ়گ　東西྆側が調査区Ҭ֎になっており，調査区෯が１ｍະຬのൣғで竈と東นのҰ部を確認した。

竈の北側ٴͼೆコーφー部に当たるนが֧ཚをडけている。

ঢ়　大൒が調査区Ҭ֎へԆͼており，֧ཚをडけていることなどから，ೆ北軸はܗ໛ͱن 1.05 ｍ，東西軸は

0.55 ｍしか確認できなかった。

෴౔　２૚に分૚できる。֤૚にローϜϒロックが多ؚ͘まれていることから，埋Ί໭されている。

ᜱ　東นに付ઃされていたと考えられる。Ԏ道のಥ୺部が調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，ن໛は೩ম部෯が

25ᶲで，ขޱ部からԎ道部までは 85ᶲしか確認できなかった。କ部は࣭࠭೪土を主ମとした第̑૚を積み上

͛て構ஙされ，ӈକ部の内面には土師器ยをషり付けてิڧしている。Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。

Ԏ道部はน֎へ 55ᶲ掘りࠐまれ，Րচ部から֎܏して立ち上がっている。Րচ部のԎ道Αりには，安山岩製

の௚ܘ 15ᶲ，高さ 20ᶲほどの円柱ঢ়の石がਾえられ，上部には土師器の高台付椀が２ݸॏͶて෬せたঢ়態で

出土した。٭ࢧとして使用されていたとࢥわれる。

ᜱ౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
２　にͿい׊৭　࣭࠭೪土ཻ子多量，ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
３　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロック・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量

４　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子・ম土ཻ子গ量，
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
̑　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ϒロックத量，ローϜཻ子・ম土ཻ子গ
　　　　　　　　量，୸化ཻ子ඍ量
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 19 ఺（坏１，高台付椀２，甕類 16），須恵器ย１఺（甕類），石器１఺（٭ࢧ）が

出土している。̦ 32 はՐচ部のԞのதԝ部にほ΅ਨ௚にਾえられたঢ়態で出土した。320 は 232 の上部に，

319 はߋにその上部に，と΋に෬せたঢ়態で出土している。321 は竈のӈକ部の内側にషられたঢ়態で出土し

ている。

ॴݟ　時期は，出土土器から 10 。前༿にൺఆできるلੈ

౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロック・࣭࠭೪土ϒロックগ量，ম土ཻ
　　　　　　　　子・୸化ཻ子ඍ量

２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックத量，ম土ཻ子গ量，࣭࠭೪土ཻ
　　　　　　　　子ඍ量

第 ��� 図　第１号住居跡࣮ଌ図
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第 ��� 図　第１号住居跡出土遺物࣮ଌ図

第１号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 147 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

319 土師器 高台付椀 14.3 6.2 5.5 長石・石ӳ にͿいԫᒵ ී௨ ମ部֎面ྠ積ࠟを͢࢒ロクロφσ　内面ԣ位の
ϔラຏき Լ୺手࣋ちϔラ࡟り後，高台షり付け 竈Րচ面 95ˋ　PL39

320 土師器 高台付椀 15.4 6.6 9.0 長石・石ӳ にͿい׊ ී௨ ମ部Լ୺高台షり付け後，ϔラφσ 竈Րচ面 95ˋ　PL39

321 土師器 甕 ʦ28.0ʧ（19.5） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ 明ԫ׊ ී௨ ֎縁部ޱ ŋ 内面ԣφσ　ମ部֎面ॎ位のϔラ࡟

り・ඃ೤ࠟ　内面ϔラφσ 竈Րচ面 10ˋ

番号 器　種 高さ ܘ小࠷ ܘ大࠷ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

̦ 32 ٭ࢧ （20.4） 5.8 （14.6）（3440） 安山岩 断面不整ପ円形　ඃ೤ࠟ 竈Րচ面 PL44
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第̔߸ॅډ跡（第 148・149 図）

Ґஔ　調査区ೆ東部の̛ 15K9 区，標高 11 ｍの低地に向かうࣼ面部に位置している。

ॏෳؔ܎ɹ第７号住居に掘りࠐまれている。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 4.30 ｍ，୹軸 3.47 ｍの長ํ形で，主軸ํ向は̣－ 81 ʄ－Ｅである。確認面では෴土が࢒っ

ておらͣ，住居のϓランのみを確認した。

第 ��� 図　第̔号住居跡࣮ଌ図
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第 ��9 図　第̔号住居跡出土遺物࣮ଌ図
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第̔号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 149 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

322 土師器 高台付椀 － （3.9） 6.8 長石・石ӳ・
Ӣ฼ ᒵ ී௨ 内面ϔラຏき　ఈ部ճసϔラ࡟り後，高台షり付け চ面 30ˋ

323 土師器 甕 ʦ18.8ʧ（8.8） － 長石・石ӳ ᒵ ී௨ ࡟縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ॎ位のϔラޱ
り　内面ϔラφσ 竈෴土Լ૚ 10ˋ

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

DP67 炉น 17.6 13.0 4.6 920 ೪土 内面ࠇ৭Ψラス化ؾຯ　֎面Ψラス࣭滓のたれ　଻土はスαগ
量の೪土࣭ 竈ࠨକ部内 PL43

DP68 炉น 17.8 12.9 8.2 1080 ೪土 内面փ৭にඃ೤・発๒ؾຯ　֎面ࢎ化　଻土はスαগ量の೪土࣭ 竈ӈକ部内 PL43

DP69 炉น 19.8 17.0 7.0 1180 ೪土 内面փ৭にඃ೤・Ұ部ࢎ化　֎面ࢎ化　଻土はスαগ量の೪土࣭ 竈ࠨକ部内 PL43

第̔号住居跡出土鉄滓ܭଌද
特大

（長ܘ 10ᶲ以上）
大

（長ܘ 4ᶲ以上 10ᶲະຬ）
த

（長ܘ 1ᶲ以上 4ᶲະຬ）
小

（長ܘ 1ᶲະຬ） ܭ　߹

　　　఺数 ２ ３ － － ̑

　　　ॏ量（̶） 1,205 515 － － 1,720

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 56 ఺（坏̕，高台付椀７，甕類 40），須恵器ย２఺（坏１，甕類１），炉น３఺，鉄

滓̑఺（1720g）が出土している。そのほか，ࠞ入した土師器ย２఺（高坏）΋出土している。322 は竈のೆ

西部のচ面から出土している。323 は竈の෴土Լ૚から出土している。DP68 は竈のӈକ部内，DP67・DP69

はࠨକ部内からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から 10 。前༿にൺఆできるلੈ

ϐοτ　深さ 34ᶲで，ೆนࡍに位置していることから，出入りࢪޱઃに伴うピットと考えられる。

চ　平坦で，౿みݻΊられたࠟ跡は認Ίられない。

ᜱ　東นのほ΅தԝ部に付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 95ᶲで，೩ম部෯は 20ᶲである。କ

部は製鉄炉の炉นのҰ部をਊࡐとしており，ࠨକに２఺，ӈକに 1 ఺をਾえ，࣭࠭೪土を主ମとした第７・

̔૚を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面を 12ᶲ掘りࠐんで使用している。Րচ面はՐをडけて੺ม

化している。Ԏ道部はน֎へߗ 30ᶲ掘りࠐまれ，Րচ部から֎܏して立ち上がっている。

ᜱ౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
２　にͿいᒵ৭　ম土ϒロック・࣭࠭೪土ϒロックத量，ローϜཻ
　　　　　　　　子・୸化ཻ子ඍ量
ۃ　３ ҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，୸化物・ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ
　　　　　　　　子ඍ量
４　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロックগ量，୸化物・ローϜཻ子・࣭࠭೪
　　　　　　　　土ཻ子ඍ量

ࠇ　̑ ׊ ৭　ম土ϒロック・୸化物・ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ
　　　　　　　　子ඍ量
ࠇ　̒ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ۃ　７ ҉ ׊ ৭　ম土ϒロック・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
৭　ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子த量，୸化ཻ子ඍ量׊੺҉ۃ　̔

第 跡（第ډॅ߸�3 150 ～ 152 図）

Ґஔ　調査区தԝ部のＥ 14i2 区，標高 14 ｍの平坦な台地上に位置している。

ॏෳؔ܎　第 30・32 号住居跡を掘りࠐんでいる。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 4.68 ｍ，୹軸 4.30 ｍのํ形で，主軸ํ向は̣－̑ʄ－̬である。น高は 13 ～ 40ᶲで，֎܏

して立ち上がっている。

চ　平坦なషচで，นԼをআいて౿みݻΊられている。นԼにはน溝が८っている。షচは，۱࢛を土坑ঢ়

に掘りࠐみ，ローϜϒロックをؚんͩ第 13 ૚を埋土して構ஙされている。
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ᜱ　北นのதԝ部に付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 157ᶲで，೩ম部෯は 55ᶲである。କ部は

遺ଘしない。Րচ部はচ面とಉ͡高さを使用しており，Րচ面はՐをडけて੺มߗ化している。Ԏ道部はน֎

へ 95ᶲ掘りࠐまれ，Րচ部から֎܏して立ち上がっている。

第 �5� 図　第 31 号住居跡࣮ଌ図
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第 �5� 図　第 31 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（１）
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 444 ఺（坏 40，甕類 404），須恵器ย 156 ఺（坏 104，高台付坏３，蓋̑，൫１，鉢

̕，壺１，甕類 31，甑２），土製品１఺（紡錘車），石器３఺（砥石），鉄製品７఺（刀子２，鏃３，鎌１，釘

１），ম成೪土մ 24 ఺，鉄滓 179 ఺（2062g）が，શ面の෴土上૚からচ面にかけて出土している。また，ష

চの構ங土内から土師器ย 10 ఺（坏１，甕類̕），須恵器ย３఺（坏２，甕類１）が出土している。そのほか，

ϐοτ　̒か所。̥１～ P ４は深さ 57 ～ 72ᶲで，ن໛と഑置から主柱穴である。̥̑は深さ 36ᶲで，ೆน

ઃに伴うピットと考えられる。̥̒は深さࢪޱのதԝ部に位置していることから，出入りࡍ 18ᶲで，ੑ֨は

不明である。

෴౔　12 ૚に分૚できる。पғからのྲྀ入にΑるଯ積ঢ়گをࣔしていることから，ࣗવଯ積である。第 13 ૚

はషচの構ங土である。

౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ　
　　　　　　　　子ඍ量
ࠇ　２ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量
ࠇ　４ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ۃ　̒ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
７　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量

̔　҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ۃ　̕ ҉ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
10　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量
ۃ　11 ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子
　　　　　　　　ඍ量
׊　12 ৭　ローϜཻ子த量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
׊　13 ৭　ローϜϒロックத量，୸化ཻ子ඍ量

ᜱ౔૚ղઆ
ࠇ　１ ৭　ローϜϒロックগ量
２　҉ ੺ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ϒロック・୸化ཻ子ඍ量
３　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロック・࣭࠭೪土ཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
４　にͿい׊৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
̑　にͿい׊৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量

ࠇ　̒ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍ量
７　にͿい׊৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子গ量，ম土ϒロッ
　　　　　　　　ク・୸化ཻ子ඍ量
̔　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量

ஷଂ݀　北東コーφー部に位置している。長ܘ 60ᶲ，୹ܘ 50ᶲのପ円形で，深さは 15ᶲである。ఈ面はࡼঢ়で，

นは֎܏して立ち上がっている。

ஷଂ݀౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ϒロック・୸化ཻ子ඍ量

第 �5� 図　第 31 号住居跡出土遺物࣮ଌ図（２）
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第 31 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 151・152 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

324 須恵器 坏 13.0 4.1 6.4 長石・石ӳ փ ී௨ ମ部Լ୺手࣋ちϔラ࡟り　ఈ部Ұํ向のϔラ࡟り চ面 80ˋ　PL39

325 須恵器 高台付坏 ʦ18.2ʧ 6.9 10.4 長石・石ӳ・
Ӣ฼ փԫ׊ ී௨ ఈ部ճసϔラ࡟り後，高台షり付け ෴土Լ૚ 70ˋ　PL39

326 須恵器 鉢 ʦ31.2ʧ（11.3） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ ମ部ॎ位の平行ୟき　内面当て具ࠟ ෴土Լ૚ 10ˋ　PL39

327 土師器 甕 21.7 32.0 ʦ7.4ʧ 長石・石ӳ・
Ӣ฼ ᒵ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ॎ位のϔラຏきޱ ෴土Լ૚ 70ˋ　PL40

番号 種　別 器種 ଻　　土 ৭　　調 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

TP20 須恵器 甕 長石・石ӳ・Ӣ฼ ԫփ ମ部ಉ৺円ঢ়のୟき　内面当て具ࠟ・ࢦ頭ࠟ　 ෴土Լ૚ PL40

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

̦ 33 砥石 （7.5） 8.5 4.9 （278） փ岩ڽ Ұ部ܽଛ　砥面４面 ෴土Լ૚

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏ量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

DP70 紡錘車 （5.5） 1.4 0.8 （37.4）長石・石ӳ・
੺৭ཻ子 φσ　上面ϔラຏき　Ұํ向からのઠ孔 ෴土上૚ PL42

ࠞ入した土師器ย 1 ఺（高坏），ಃ器ย１఺（࿸），石器１఺（ണย）΋出土している。324 は，ೆ部のচ面か

らٯ位のঢ়態で出土している。325は竈のೆ西側とೆ東部の෴土Լ૚から出土したഁยが઀߹した΋のである。

327 はೆ東部，326 はೆ西部，TP20 は西部，̦ 33・M143 は西นࡍ，M145 はೆนࡍの෴土Լ૚からそれͧ

れ出土している。̢ 142 は北東コーφー部の෴土த૚から出土している。DP70・̢ 144 はೆ東部，M141 は

ೆ西部の෴土上૚からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕ੈل前༿にൺఆできる。

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

M141 刀子 （10.6） 1.6 0.4 （16.5） 鉄 　台形ٯ部断面ܪ・部ܽଛ　ਕ部断面三֯形ܪ ෴土上૚ PL45

M142 刀子 （5.1） 1.8 0.2 （7.2） 鉄 ਕ部・ܪ部ܽଛ　断面三֯形 ෴土த૚

M143 鏃 （6.1） （0.9） 0.6 （3.9） 鉄 三֯鏃　ܪ部ܽଛ　鏃਎・ܪ部断面長ํ形 ෴土Լ૚ PL46

M144 鎌 （6.6） （3.3） 0.2 （11.5） 鉄 ྆୺ܽଛ ෴土上૚

M145 不明 3.2 4.5 0.3 17.3 鉄 帯ঢ়のૉࡐを؀ঢ়に͛ۂている。　 ෴土Լ૚ PL46

第 31 号住居跡出土鉄滓ܭଌද
特大

（長ܘ 10ᶲ以上）
大

（長ܘ 4ᶲ以上 10ᶲະຬ）
த

（長ܘ 1ᶲ以上 4ᶲະຬ）
小

（長ܘ 1ᶲະຬ） ܭ　߹

　　　఺数 － 11 70 98 179

　　　ॏ量（̶） － 1,430 1,556 196 2,062

第 跡（第ډॅ߸�3 153・154 図）

Ґஔ　調査区東部のＥ 14i0 区，標高 13 ｍの台地上から低地に向かう؇やかなࣼ面部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 41 号住居跡を掘りࠐんでいる。

ঢ়　Ұ辺がܗ໛ͱن 3.20 ｍのํ形で，主軸ํ向は̣－ 11 ʄ－̬である。น高は 40 ～ 55ᶲで，֎܏して立ち

上がっている。

চ　平坦で，தԝ部が౿みݻΊられている。竈の東側をআ͘นԼにはน溝が८っている。
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第 �53 図　第 43 号住居跡・出土遺物࣮ଌ図
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ϐοτ　深さ 65ᶲで，ೆนࡍのதԝ部に位置していることから，出入りࢪޱઃに伴うピットと考えられる。

෴౔　̒૚に分૚できる。多͘の૚にローϜϒロックがؚまれていることから，埋Ί໭されている。

ᜱ౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，୸化物・ম土ཻ
　　　　　　　　子ඍ量
４　փ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化物・ম土ཻ子・࣭࠭೪
　　　　　　　　土ཻ子ඍ量
̒　҉ ׊ ৭ ローϜϒロックগ量，ম土ϒロック・୸化ཻ子ඍ量
７　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
̔　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
̕　҉ ׊ ৭ ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量

ࠇ　10 ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
11　҉ ׊ ৭ ࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子ඍ量
12　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
13　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子多量，ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
14　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量
׊　15 ৭　ローϜཻ子த量
16　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ཻ子த量，ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
17　҉ ੺ ׊ ৭　ম土ϒロックগ量，ローϜཻ子ඍ量
18　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
19　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックத量
20　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，୸化ཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
21　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子গ量，୸化物ඍ量
22　҉ ׊ ৭ ࣭࠭೪土ཻ子த量，ম土ཻ子গ量，ローϜཻ子ඍ量

ᜱ　北นのやや東دりに付ઃされている。ن໛はขޱ部からԎ道部まで 145ᶲで，೩ম部෯は 40ᶲである。କ

部は࣭࠭೪土を主ମとした第 11 ～ 15 ૚を積み上͛て構ஙされている。Րচ部はচ面を 25ᶲ掘りࠐんで，第

16 ～ 22 ૚を埋土して構ஙされている。Րচ面はՐをडけて੺มしている。Ԏ道部はน֎へ 78ᶲ掘りࠐまれ，

Րচ部から֎܏して立ち上がっている。

第 �5� 図　第 43 号住居跡出土遺物࣮ଌ図
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第 43 号住居跡出土遺物࡯؍ද（第 153・154 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

328 須恵器 坏 11.4 4.1 6.0 長石・石ӳ փԫ ී௨ ఈ部ճసϔラ࡟りを͢࢒φσ চ面 85ˋ　PL39

329 須恵器 高台付坏 － （3.4） － 長石・石ӳ ԫփ ී௨ ఈ部ճసϔラ࡟り　高台部ണ཭ ෴土Լ૚ 30ˋ

330 須恵器 ൫ ʦ16.8ʧ 3.2 ʦ13.2ʧ長石・石ӳ փ ී௨ ମ部ロクロφσ ෴土上૚ 10ˋ

331 須恵器 長頸瓶ϱ － （4.5） 6.2 長石・石ӳ փ ී௨ ମ部Լ୺・ఈ部ճసϔラ࡟り ෴土上૚ 20ˋ　PL39
ࣗવᬵ

332 土師器 甕 21.8 （20.8） － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいᒵ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面上位ԣ位のϔޱ

ラ࡟り　த位ࣼ位のϔラ࡟り
চ面

෴土上૚ 70ˋ　PL40

333 土師器 甕 ʦ23.8ʧ（15.0） － 長石・石ӳ にͿいᒵ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部֎面ॎ位のϔラຏޱ
き　内面ϔラφσ・工具ࠟ　ࢦ頭ѹࠟ ෴土Լ૚ 20ˋ

334 土師器 小形甕 ʦ10.8ʧ（7.9） － 長石・石ӳ ᒵ ී௨ 縁部֎・内面ԣφσ　ମ部ϔラφσޱ ෴土上૚ 20ˋ

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏ量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

DP71 紡錘車 （3.8） 2.2 0.8 30.4 長石・石ӳ 側面ϔラ࡟り　Ұํ向からのઠ孔 চ面 PL42

第 43 号住居跡出土鉄滓ܭଌද
特大

（長ܘ 10ᶲ以上）
大

（長ܘ 4ᶲ以上 10ᶲະຬ）
த

（長ܘ 1ᶲ以上 4ᶲະຬ）
小

（長ܘ 1ᶲະຬ） ܭ　߹

　　　఺数 ３ 54 290 302 649

　　　ॏ量（̶） 1,590 7.020 10,137 1,510 20,257

番号 位 置 平面形 主軸ํ向
໛　ن น 高

（ᶲ）
চ面 น溝

内　部　ࢪ　ઃ
෴土 主な出土遺物 時　期

උ　考

ॏෳ関܎（古ˠ৽）長軸×୹軸（ｍ） 主柱穴 出入ޱ ピット 炉・竈 ஷ蔵穴

１ G10i8 － － （1.05）×（0.55） － － － － － － 竈１ － 人ҝ 土師器，石器 10 前༿لੈ

̔ F15K9 長ํ形 ̣－ 81 －˃Ｅ 4.30 × 3.47 － 平坦 － － １ － 竈１ － － 土師器，須恵器，
炉น，鉄滓 10 前༿لੈ ຊ跡ˠ SI7

31 E14i2 ํ形 ̣－̑ －˃ W 4.68 × 4.30 13 ～ 40 平坦 ほ΅
શप ４ １ １ 竈１ １ ࣗવ 土師器，須恵器，

石器，鉄製品，鉄滓 前༿لੈ̕ SI30・32 ˠຊ跡

43 E14i0 ํ形 ̣－11 －˃W 3.20 × 3.20 40 ～ 55 平坦 શप － １ － 竈１ － 人ҝ 土師器，須恵器，
土製品，鉄滓 前༿لੈ̕ SI41 ˠຊ跡

ද７　平安時代住居跡Ұཡද

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 677 ఺（坏 105，椀２，高坏３，甕類 564，小形甕１，甑２），須恵器ย 234 ఺が（坏

199，高台付坏３，蓋̕，൫１，鉢７，瓶１，甕類 14），土製品１఺（紡錘車），ম成೪土մ̒఺，鉄滓 649 ఺（20,257g）

が，શ面の෴土上૚からচ面にかけて出土している。そのほか，ࠞ入した縄文土器ย̒఺（深鉢），ಃ器ย２

఺（࿸），࣓器ย１఺（࿸），石器１఺（石ි），石製品１఺（݋形໛଄品）΋出土している。328・DP71 はೆ

部のচ面からそれͧれ出土している。332 は竈の前のচ面と竈のೆ西側の෴土上૚から出土したഁยが઀߹し

た΋のである。329 は竈の前，333 はதԝ部の෴土Լ૚からそれͧれ出土している。330・331・334 は西部の

෴土上૚からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̕ੈل前༿にൺఆできる。

౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子ඍ量

׊　４ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
׊　̑ ৭　ローϜཻ子த量
׊　̒ ৭　ローϜϒロックத量
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ᾇ　掘立柱建物跡

̑　その他の遺構と遺物

ճの調査で，伴う遺物が出土していないことから，時期が明らかでない掘立柱建物跡２棟，溝跡ࠓ　　 14 条，    

　炉跡２基，井戸跡３基，土坑 95 基，ピット群 14 か所，不明遺構１基を確認した。以Լ，遺構ٴͼ遺物にͭ

　いて記ड़͢る。

第̍߸۷ཱபݐ෺跡（第 155 図）

Ґஔ　調査区தԝ部のＥ 14g3 ～Ｅ 14h4 区，標高 14 ｍの平坦な台地上に位置している。

ॏෳؔ܎ɹ第̒号ピット群の P29 とॏෳしているが，৽چ関܎は不明である。

のத間柱穴が確認できなかったが，他の柱穴の഑置からܻ行，ྊ࠺ঢ়　北東コーφー部と北平・東ܗ໛ͱن

行と΋に２間の側柱建物跡とਪఆできる。ܻ行ํ向は̣－ 77 ʄ－Ｅの東西棟である。ن໛はܻ行 3.90 ｍ，ྊ

行 3.60 ｍで，面積は 14.04㎡である。柱間ੇ法はܻ行が西࠺から 1.8 ｍ（̒ई）・2.1 ｍ（７ई）で，ྊ行は 1.8

ｍ（̒ई）である。柱ےはほ΅ଗっている。

ॴݟ　時期は，ຊ跡に伴う出土土器がないたΊ不明である。

ப݀　̑か所。平面形は円形またはପ円形で，長ܘ 42 ～ 60ᶲ，୹ܘ 41 ～ 58ᶲである。深さ 18 ～ 44ᶲで，

掘ํの断面形はٯ台形または̪字形である。土૚はいͣれ΋柱のൈきऔり後の෴土で，కまりはऑい。

౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量
׊　２ ৭　ローϜϒロックத量
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックத量，୸化ཻ子ඍ量

׊　４ ৭　ローϜϒロックத量，ম土ཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックத量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
׊　̒ ৭　ローϜཻ子த量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量

第 �55 図　第１号掘立柱建物跡࣮ଌ図
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第̎߸۷ཱபݐ෺跡（第 156 図）

Ґஔ　調査区தԝ部の̛ 13a9 ～̛ 13b0 区，標高 14 ｍの平坦な台地上に位置している。

ॏෳؔ܎ɹ第７号ピット群の̥ 28 を掘りࠐんでいる。

ঢ়　ೆ西コーφー部の柱穴が確認できなかったが，他の柱穴の഑置からܻ行，ྊ行と΋に２間の側ܗ໛ͱن

柱建物跡とਪఆできる。ܻ行ํ向は̣－ 14 ʄ－̬のೆ北棟である。ن໛はܻ行，ྊ行と΋に 3.90 ｍで，面積

は 15.21㎡である。柱間ੇ法はܻ行がೆ࠺から 1.8 ｍ（̒ई）・2.1 ｍ（７ई）で，ྊ行は西平から 2.1 ｍ（７ई），

1.8 ｍ（̒ई）である。柱ےはほ΅ଗっている。

ப݀　７か所。平面形は円形またはପ円形で，長ܘ 48 ～ 58ᶲ，୹ܘ 43 ～ 50ᶲである。深さ 23 ～ 64ᶲで，

掘ํの断面形はٯ台形または̪字形である。土૚はいͣれ΋柱のൈきऔり後の෴土で，కまりはऑい。̥１～

̥３・̥̑・̥７のఈ面では，柱のあたりを確認した。

౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍ量

ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量

第 �5� 図　第２号掘立柱建物跡࣮ଌ図
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遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย 12 ఺（坏̒，甕類̒），࣓器１఺（࿸），鉄滓１఺（10.4g）が出土しているが，いͣ

れ΋ࡉยである。

ॴݟ　時期は，出土土器からۙੈ以߱と考えられるが，ࡉยのたΊ明確な時期は不明である。

ද̔　その他の掘立柱建物跡Ұཡද

番号 位 置 ܻ行ํ向
柱間数 ໛　ن 面 積

（㎡）

柱間ੇ法 柱     穴
主な出土遺物 時　期

උ　考

ॏෳ関܎（古ˠ৽）ܻ×ྊ（間）ܻ × ྊ（ｍ） ܻ間（ｍ）ྊ間（ｍ）構଄ 柱穴数 平 面 形 深さ（ᶲ）

１ Ｅ 14g3 ～
Ｅ 14h4 ̣－ 77 －˃Ｅ ２×２ 3.90 × 3.60 14.04 1.8 ～ 2.1 1.8 側柱 ̑ 円形　

ପ円形 18 ～ 44 不明 PG6P29

２ ̛ 13a9 ～
̛ 13b0 ̣－ 14 －˃̬ ２×２ 3.90 × 3.90 15.21 1.8 ～ 2.1 1.8 ～ 2.1 側柱 ７ 円形　

ପ円形 23 ～ 64 土師器・࣓器・
鉄滓 不明 PG7P28 ˠຊ跡

ᾈ　溝跡

ճの調査で，時期不明の溝跡ࠓ　　　 14 基を確認した。そのうち，当遺跡のੑ֨を考える上でඞ要な第３・

　　 ・̔̕ ・10 ～ 12 号溝跡をऔり上͛てղઆ͢る。その他の溝跡のن໛にͭいてはҰཡදで，土૚断面図（第

　　157・158 図）と土૚ղઆにͭいては遺構ॱにࡌܝし，平面図にͭいては遺構શମ図（付図）で͢ࡌܝる。

第̏߸ߔ跡（第 159 図）

ͼೆ東୺部が調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，長さはٴঢ়　北西୺部ܗ໛ͱن 53.0 ｍしか確認できなかった。

Ｅ 12a3 区からೆ東ํ向（̣－ 44 ʄ－ W）へほ΅௚線的にԆͼ，Ｅ 13i2 区まで؇やかにԼっている。ن໛は

上෯ 0.70 ～ 1.26 ｍ，Լ෯ 0.58 ～ 0.88 ｍで，ೆ東部が北西部にൺ΂てやや෯広である。深さは 16 ～ 21ᶲで，

ఈ面の標高は，北西୺部 14.7 ｍ，ೆ東୺部 14.2 ｍで，ఈ面はೆ西୺部から北東୺部に向かって 50ᶲほど低͘

なっている。断面形はٯ台形で，นは֎܏して立ち上がっている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　ࠞ入した土師器ย 179 ఺（坏 43，高坏３，甕類 133），須恵器ย 41 ఺（坏 26，蓋２，鉢 10，瓶１，

甕類２），ಃ器ย１఺（鉢），石器１఺（Ԝ石），鉄滓 14 ఺（176g）が出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器からதੈ以߱と考えられるが，ࡉยのたΊ明確な時期は不明である。溝のํ向が調

査前の地ׂりにԊっていることから，区ը溝のՄೳੑがある。

౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量　ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量 ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量　

෴౔　２૚に分૚できる。֤૚にローϜϒロックがؚまれていることから，埋Ί໭されている。

ॏෳؔ܎　第 10・20・24・27 号住居跡，第 21 号土坑，第̑号溝跡を掘りࠐみ，第 49 号土坑，第４・̒号溝

に掘りࠐまれている。

Ґஔ　調査区西部のＥ 12a3 ～Ｅ 13i2 区，標高 14 ｍの平坦な台地上に位置している。

第̔߸ߔ跡（第 159 図）

ঢ়　ೆ西୺部が調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，長さはܗ໛ͱن 29.5 ｍしか確認できなかった。Ｅ 13K5 区から

北東ํ向（̣－ 36 ʄ－ E）へほ΅௚線的にԆͼ，Ｅ 13e9 区まで؇やかにԼっている。ن໛は上෯ 0.80 ～ 1.20 ｍ，

Ґஔ　調査区தԝ部のＥ 13e9 ～Ｅ 13K5 区，標高 14 ｍの平坦な台地上に位置している。

ॏෳؔ܎　第̕号溝に掘りࠐまれている。
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遺෺ग़౔ঢ়گ　ࠞ入した土師器ย 91 ఺（坏 14，高坏１，甕類 76），須恵器ย 26 ఺（坏 11，蓋１，鉢１，甕

類 13），࣓器１఺（࿸），鉄滓 13 ఺（263g）が出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器からۙੈ以߱と考えられるが，ࡉยのたΊ明確な時期は不明である。溝のํ向が調

査前の地ׂりにԊっていることから，区ը溝のՄೳੑがある。

Լ෯ 0.12 ～ 0.38 ｍで，ೆ西部が北東部にൺ΂てやや෯広である。深さは 12 ～ 18ᶲで，ఈ面の標高は，ೆ西

୺部 14.1 ｍ，北東୺部 13.8 ｍで，ఈ面はೆ西୺部から北東୺部に向かって 30ᶲほど低͘なっている。断面形

はઙい U 字形で，นは؇やかに立ち上がっている。

౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量

෴౔　୯Ұ૚である。ローϜϒロックがؚまれていることから，埋Ί໭されている。

第̕߸ߔ跡（第 159 図）

遺෺ग़౔ঢ়گ　ࠞ入した縄文土器ย１఺（深鉢），土師器ย 69 ఺（坏 19，甕類 50），須恵器ย 12 ఺（坏３，蓋２，

鉢１，甕類̒），࣓器１఺（࿸），石器２఺（砥石，ണย），鉄滓 55 ఺（1704g）が出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器からۙੈ以߱と考えられるが，ࡉยのたΊ明確な時期は不明である。ೆ西୺部から

調査区Ҭのதԝ部まで第̔号溝とॏෳし，北東୺部までは平行しており，と΋にํ向が調査前の地ׂりにԊ

っていることから，区ը溝のՄೳੑがある。

ͼೆ西୺部が調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，長さはٴঢ়　北東୺部ܗ໛ͱن 33.8 ｍしか確認できなかった。

Ｅ 13K5 区から北東ํ向（̣－ 40 ʄ－ E）へほ΅௚線的にԆͼ，Ｅ 13d0 区まで؇やかにԼっている。ن໛は上

෯ 0.36 ～ 1.40 ｍ，Լ෯ 0.16 ～ 0.75 ｍで，ೆ西部が北東部にൺ΂てやや෯広である。深さは７～ 22ᶲで，ఈ

面の標高は，北東୺部 13.8 ｍ，ೆ西୺部 14.1 ｍで，ఈ面はೆ西୺部から北東୺部に向かって 30ᶲほど低͘な

っている。断面形はٯ台形で，นは֎܏して立ち上がっている。

౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量 ２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックத量

෴౔　２૚に分૚できる。֤૚にローϜϒロックがؚまれていることから，埋Ί໭されている。

ॏෳؔ܎　第̔号溝跡を掘りࠐみ，第 35 ～ 37 号土坑に掘りࠐまれている。

Ґஔ　調査区தԝ部のＥ 13d0 ～Ｅ 13K5 区，標高 14 ｍの平坦な台地上に位置している。

第 跡（第ߔ߸�� 157 図）

ॏෳؔ܎　第 43・46・50 号土坑を掘りࠐみ，第 41・42・45・47・48・51・61 号土坑に掘りࠐまれている。

Ґஔ　調査区தԝ部のＥ 13e0 ～̛ 13a6 区，標高 14 ｍの平坦な台地上に位置している。

ঢ়　ೆ西୺部が調査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，長さはܗ໛ͱن 30.4 ｍしか確認できなかった。̛ 13a6 区から

北東ํ向（̣－ 43 ʄ－ E）へほ΅௚線的にԆͼ，Ｅ 13e0 区まで؇やかにԼっている。ن໛は上෯ 0.34 ～ 1.62

ｍ，Լ෯ 0.16 ～ 0.42 ｍで，ೆ西部が北東部にൺ΂て෯広である。深さは 12 ～ 56ᶲで，ఈ面の標高は，北東

୺部は 13.6 ｍ，ೆ西୺部 13.8 ｍで，ఈ面はೆ西୺部から北東୺部に向かって 20ᶲほど低͘なっている。断面

形はઙい 7 字形で，นは؇やかに立ち上がっている。
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౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，࣭࠭೪土ཻ子গ量

ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量

෴౔　３૚に分૚できる。֤૚にローϜϒロックがؚまれていることから，埋Ί໭されている。

遺෺ग़౔ঢ়گ　ࠞ入した土師器ย 176 ఺（坏 35，甕類 141），須恵器ย 46 ఺（坏 28，高൫１，鉢１，甕類

16），土製品３఺（٭ࢧ），鉄滓 42 ఺（1114g）が出土している。335・336 はೆ西部の෴土தから出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から奈良時代以߱と考えられるが，明確な時期は不明である。溝のํ向が調査前の

地ׂりにԊっていることから，区ը溝のՄೳੑがある。

第 �5� 図　第 10 号溝跡・出土遺物࣮ଌ図

第 10 号溝跡出土遺物࡯؍ද（第 157 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

335 須恵器 坏 － （1.5） ʦ9.0ʧ 長石・石ӳ փ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔラ࡟り　ఈ部Ұํ向のϔラ࡟り ෴土த 10ˋ

336 須恵器 高൫ － （6.7） － 長石・石ӳ にͿいԫ ී௨ ロクロφσ　٭部ಁかし孔 ෴土த 10ˋ

第 跡（第ߔ߸�� 160 図）

౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロックඍ量

ۃ　３ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量

෴౔　３૚に分૚できる。֤૚にローϜϒロックがؚまれていることから，埋Ί໭されている。

Ґஔ　調査区東部のＥ15f7～̛15d0区，標高10ｍの台地上から低地に向かう؇やかなࣼ面部に位置している。

ͼೆ東୺部が調ٴঢ়にԆͼている。北西୺部ހք線にԊい，ೆ東から北西へڥঢ়　調査区Ҭ東୺のܗ໛ͱن

査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，長さは 35.7 ｍしか確認できなかった。̛ 15b0 区から北西ํ向（̣－ 32 ʄ－ W

～̣－ 40 ʄ－ W）へ，ހঢ়にＥ 15f7 区までԆͼている。ن໛は上෯ 0.78 ～ 1.50 ｍ，Լ෯ 0.30 ～ 0.94 ｍである。

深さは 18 ～ 30ᶲで，ఈ面の標高は，北西୺部ٴͼೆ東୺部と΋に 9.9 ｍである。断面形はઙい U 字形で，น

は؇やかに立ち上がっている。
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遺෺ग़౔ঢ়گ　ࠞ入した土師器ย 76 ఺（坏 10，高坏１，壺２，甕類 63），須恵器ย 24 ఺（坏 10，蓋３，鉢̑，

甕類̒）, ಃ器ย１（鉢），鉄滓̑఺（664g）が出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器からதੈ以߱と考えられるが，ࡉยのたΊ明確な時期は不明である。溝のํ向が調

査前の地ׂりにԊっていることから，区ը溝のՄೳੑがある。

第 跡（第ߔ߸�� 158 図）

第 �5� 図　第 12 号溝跡・出土遺物࣮ଌ図

Ґஔ　調査区東部のＥ15f7～̛15a0区，標高10ｍの台地上から低地に向かう؇やかなࣼ面部に位置している。

ͼೆ東୺部が調ٴঢ়にԆͼている。北西୺部ހք線にԊい，ೆ東から北西へڥঢ়　調査区Ҭ東୺のܗ໛ͱن

査区Ҭ֎へԆͼているたΊ，長さは 25.1 ｍしか確認できなかった。ߋに，東側の調査区Ҭ֎にԆͼているたΊ，

東側の立ち上がり΋確認できなかった。̛ 15a0 区から北西ํ向（̣－ 32 ʄ－ W ～̣－ 40 ʄ－ W）へ，ހঢ়

にＥ 15f7 区までԆͼている。確認できたن໛は上෯ 0.34 ～ 1.18 ｍ，Լ෯ 0.25 ～ 0.68 ｍである。深さは 18ᶲで，

ఈ面の標高は，9.9 ｍである。断面形はઙい U 字ঢ়とਪఆでき，西นは֎܏して立ち上がっている。
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遺෺ग़౔ঢ়گ　ࠞ入した縄文土器１఺（深鉢），土師器ย 297 ఺（坏 47，甕類 250），須恵器ย 57 ఺（坏 32，

高台付坏２，蓋３，൫１，鉢４，瓶１，甕類 14），土製品１఺（Ӌޱ），石器２఺（石๮，砥石），鉄滓４఺（262g）

が，શ面の෴土Լ૚からఈ面にかけて出土している。337 ～ 339・234 はೆ東部，DP72 は北東部の෴土தか

らそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から奈良時代以߱と考えられるが，明確な時期は不明である。第 11 号溝跡と平行し

ている。溝のํ向が調査前の地ׂりにԊっていることから，区ը溝のՄೳੑがある。

౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量 ۃ　２ ҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜϒロックগ量

෴౔　２૚に分૚できる。ローϜϒロックがؚまれていることから，埋Ί໭されている。

第 12 号溝跡出土遺物࡯؍ද（第 158 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

337 須恵器 蓋 ʦ13.8ʧ（1.2） － 長石・石ӳ փ׊ ී௨ ఱ井部ロクロφσ ෴土த 20ˋ

338 須恵器 鉢 － （11.6）ʦ15.6ʧ長石・石ӳ・
Ӣ฼ փ ී௨ ମ部ࣼ位の平行ୟき　Լ୺ϔラ࡟り　内面当て

具ࠟ・ࢦ頭ࠟ ෴土த ̑ˋ

339 須恵器 甕 － （6.7） － 長石・石ӳ փ ී௨ ମ部ԣ位のカΩ目後，ࣼ位の平行ୟき　内面 12
条 1 ୯位の当て具ࠟ ෴土த ̑ˋ　PL40

番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

̦ 34 砥石 （9.2） 7.2 （3.7） （326） փ岩ڽ 断面ٯ台形　砥面 2 面 ෴土த

番号 器　種 ܘ 長さ 孔ܘ ॏ量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

DP72 Ӌޱ （7.2） （8.8） 2.0 （245） ೪土・スα ઌ୺部のみ࢒ଘ　֎面ϔラφσࠟ　滓化発๒　ࠇ৭Ψラス࣭付ண ෴土த PL42

第 �59 図　第１～ 4 号溝跡࣮ଌ図

第̍߸ߔ跡౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量

第̎߸ߔ跡౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子গ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量

第̐߸ߔ跡౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロックඍ量
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量

第̑߸ߔ跡౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ম土ཻ子গ量，ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量

第̒߸ߔ跡౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックத量

第̓߸ߔ跡౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックඍ量

第 跡౔૚ղઆߔ߸�3
׊　１ ৭　ローϜϒロック多量
׊　２ ৭　ローϜϒロックத量

第 跡౔૚ղઆߔ߸��
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量
׊　２ ৭　ローϜཻ子த量
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第 ��� 図　第３・̑～̕・11・13・14 号溝跡࣮ଌ図

番号 位　置 ํ　向 形ঢ়
໛　　　　ن

断面形 น面 ఈ面 ෴土 主 な 出 土 遺 物
උ　考

ॏෳ関܎（古ˠ৽）長さ（ｍ）上෯（ｍ）Լ෯（ｍ）深さ（ᶲ）

１ D12c6 ～
D12c7 ̣－ 77 －˃ W ௚線ঢ় （1.36） 0.47 ～ 0.62 0.26 ～ 0.39 13 ઙい U 字形 ؇ࣼ 平坦 人ҝ －

２ F11i4 ̣－ 66 －˃Ｅ ௚線ঢ় （2.42） 0.43 ～ 0.57 0.32 ～ 0.43 17 台形ٯ ܏֎ ತԜ 人ҝ － ຊ跡ˠ S,9・10

３ E12a3 ～
E13i2 ̣－ 44 －˃ W ௚線ঢ় （53.0） 0.70 ～ 1.26 0.58 ～ 0.88 16 ～ 21 台形ٯ ܏֎ 平坦 人ҝ 土師器，須恵器，

ಃ器，鉄滓
SI10ŋ20ŋ24ŋ27，S,21，
SD5 ˠຊ跡ˠ S,49，SD4・̒

４ E13h1 ～
E12h0 ̣－ 38 －˃Ｅ ௚線ঢ় （1.54） 0.78 ～ 1.05 0.32 ～ 0.64 34 ઙい U 字形 ܏֎ ঢ়ࡼ 人ҝ － SD3 ˠຊ跡

̑ E12g0 ～
E12h9 ̣－ 37 －˃Ｅ ௚線ঢ় （2.90） 0.60 ～ 0.68 0.24 ～ 0.46 36 ઙい U 字形 ܏֎ ঢ়ࡼ 人ҝ － ຊ跡ˠ SD3

̒ E13f7 ～
E13i2

̣－ 41 －˃Ｅ
̣－ 88 －˃Ｅ ͘の字ঢ় （26.9） 0.26 ～ 1.04 0.10 ～ 0.72 ̑～ 16 台形ٯ ؇ࣼ 平坦 人ҝ 土師器 SD3 ˠຊ跡

７ E13b5 ～
E13e8 ̣－ 53 －˃ W ௚線ঢ় （15.5） 0.48 ～ 0.78 0.22 ～ 0.44 12 ～ 30 台形ٯ ܏֎ 平坦 人ҝ 土師器，須恵器，

鉄滓
̔ E13e9 ～

E13K5 ̣－ 36 －˃Ｅ ௚線ঢ় （29.5） 0.80 ～ 1.20 0.12 ～ 0.38 12 ～ 18 ઙい U 字形 ؇ࣼ ঢ়ࡼ 人ҝ 土師器，須恵器，
࣓器，鉄滓 ຊ跡ˠ SD9

̕ E13d0 ～
E13K5 ̣－ 40 －˃Ｅ ௚線ঢ় （33.8） 0.36 ～ 1.40 0.16 ～ 0.75 ７～ 22 台形ٯ ܏֎ ತԜ 人ҝ 土師器，須恵器，

࣓器，鉄滓
SD8 ˠຊ跡ˠ S,
35 ～ 37

10 E13e0 ～
F13a6 ̣－ 43 －˃Ｅ ௚線ঢ় （30.4） 0.34 ～ 1.62 0.16 ～ 0.42 12 ～ 56 ઙい 7 字形 ؇ࣼ ঢ়ࡼ 人ҝ 土師器，須恵器，

土製品，鉄滓
S,43ŋ46ŋ50 ˠຊ跡
ˠ S,41ŋ42ŋ45ŋ47ŋ
48ŋ51ŋ61

11 E15f7 ～
F15d0

̣－ 32 －˃ W
̣－ 40 －˃ W ঢ়ހ （35.7） 0.78 ～ 1.50 0.30 ～ 0.94 18 ～ 30 ઙい U 字形 ؇ࣼ 平坦 人ҝ 土師器，須恵器，

ಃ器，鉄滓
12 E15f7 ～

F15a0
̣－ 32 －˃ W
̣－ 40 －˃ W ঢ়ހ （25.1） （0.34）～（1.18）（0.25）～（0.68） 18 ઙい U 字形 ܏֎ ঢ়ࡼ 人ҝ 土師器，須恵器，

土製品，鉄滓
13 F15b2 ̣－̕ －˃ W ௚線ঢ় （2.32） 0.41 ～ 0.60 0.06 ～ 0.34 13 ઙい U 字形 ؇ࣼ ঢ়ࡼ 人ҝ 土師器 ຊ跡ˠ S,93，SE ２

14 F15b3 ̣－ 10 －˃ W ௚線ঢ় 2.7 0.31 ～ 0.42 0.09 ～ 0.15 14 ઙい U 字形 ؇ࣼ ঢ়ࡼ 人ҝ 土師器，須恵器

ද̕　その他の溝跡Ұཡද

ᾉ　炉跡

第̍߸࿍跡（第 161 図）

Ґஔ　調査区ೆ西部の̛ 11h5 区，標高 15 ｍの平坦な台地上に位置している。



－ 227 －

ॴݟ　प辺に柱穴౳が確認できなかったことから，住

居に伴う΋のとは考えられない。時期は，ຊ跡に伴う

出土土器がないたΊ不明である。

౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ϒロックඍ量
׊　２ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子গ量
׊　３ ৭　ローϜཻ子த量，ম土ཻ子ඍ量

第 ��� 図　第１号炉跡࣮ଌ図

ܘঢ়　長ܗ໛ͱن 92ᶲ，୹ܘ 70ᶲのପ円形で，長ํܘ

向は̣－ 22 ʄ－Ｅである。ఈ面はࡼঢ়に͘΅んでおり

確認面からの深さは 10ᶲである。

෴౔ ３層に分層できる。周囲からの流入による堆積状

況を示していることから，自然堆積である。

第̎߸࿍跡（第 162 図）

Ґஔ　調査区西部のＥ 14f8 区，標高 13 ｍの低地に向かう؇やかなࣼ面部に位置している。

ܘঢ়　長ܗ໛ͱن 75ᶲ，୹ܘ 62ᶲのପ円形で，長ํܘ

向は̣－ 71 ʄ－ W である。ఈ面はࡼঢ়に͘΅んでおり

確認面からの深さは 18ᶲである。

౔૚ղઆ
１　੺ ׊ ৭　ম土ཻ子多量，ローϜཻ子গ量，୸化ཻ子ඍ量
׊　２ ৭　ローϜཻ子多量，ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量

෴౔　２૚に分૚できる。पғからのྲྀ入にΑるଯ積ঢ়

。をࣔしていることから，ࣗવଯ積であるگ

ॴݟ　प辺に第̕号ピット群の̥ 11 ～̥ 16 があるこ

とから，住居跡に伴う炉跡のՄೳੑが考えられるが，
第 ��� 図　第２号炉跡࣮ଌ図

番号 位 置 長ํܘ向 平 面 形
໛　　　　ن

ఈ　面 ෴　土 主 な 出 土 遺 物
උ　考

ॏෳ関܎（古ˠ৽）長ܘ×୹ܘ（ｍ） 深さ（ᶲ）

１ F11h5 ̣－ 22 －˃Ｅ ପ円形 92 × 70 10 ঢ়ࡼ ࣗવ

２ E14f8 ̣－71 －˃W ପ円形 75 × 62 18 ঢ়ࡼ ࣗવ

ද 10　その他の炉跡Ұཡද

柱穴の഑置౳がଊえられないたΊ断ఆできない。時期は，ຊ跡に伴う出土土器がないたΊ不明である。

ᾊ　井戸跡

第̍߸Ҫށ跡（第 163 図）

ॏෳؔ܎　第 10 号住居跡を掘りࠐんでいる。

Ґஔ　調査区西部のＥ 12f7 区，標高 15 ｍの平坦な台地上に位置している。
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౔૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ϒロックத量，ローϜཻ子・ম土ཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜϒロックগ量，ম土ཻ
　　　　　　　　子・୸化ཻ子ඍ量

ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜϒロック・࣭࠭೪土ཻ子த量
ࠇ　４ ׊ ৭　ローϜϒロック・࣭࠭೪土ཻ子গ量

遺෺ग़౔ঢ়گ　土師器ย̕఺（坏３，甕類̒），須恵器ย１఺（坏）が出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から奈良時代以߱と考えられるが，ࡉยのたΊ明確な時期は不明である。

第 ��3 図　第 1 号井戸跡࣮ଌ図

෴౔　４૚に分૚できる。֤૚にローϜϒロックがؚまれていることから，埋Ί໭されている。

ܘঢ়　長ܗ໛ͱن 1.42 ｍ，୹ܘ 1.30 ｍの円形である。確認面から円౵ঢ়に掘りԼ͛ている。深さ１ｍほどで

༙水し，่落のおそれがあることから，Լ部の調査を断೦した。

第̎߸Ҫށ跡౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜϒロック・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
４　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・୸化ཻ子ඍ量
̑　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，ম土ཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍ量
ࠇ　̒ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
ࠇ　７ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量
̔　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গ量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
̕　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックඍ量
10　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍ量
׊　11 ৭　ロークϒロックத量

12　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
13　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子ඍ量
ࠇ　14 ׊ ৭　ローϜϒロック・࣭࠭೪土ϒロックগ量
ࠇ　15 ׊ ৭　ローϜϒロック・࣭࠭೪土ϒロックඍ量
16　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子গ量
17　҉ ׊ ৭ ローϜϒロックগ量，୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
׊　18 ৭ ローϜϒロックத量，ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
ࠇ　19 ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍ量
20　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
21　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量
ࠇ　22 ׊ ৭　ローϜཻ子ඍ量
ࠇ　23 ׊ ৭　ローϜཻ子・ম土ཻ子・࣭࠭೪土ཻ子ඍ量

第̎߸Ҫށ跡（第 164 図）
Ґஔ　調査区東部の̛ 15b2 区，標高 13 ｍの低地に向かう؇やかなࣼ面部に位置している。

遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器ย 1 ఺（深鉢），土師器ย 58 ఺（坏̒，甕類 52），須恵器ย 15 ఺（坏 11，高台付坏１，

蓋１，甕類２），石器２఺（鏃，ຏ石），鉄滓３఺（198g）が出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から奈良時代以߱と考えられるが，いͣれ΋ࡉยのたΊ明確な時期は不明である。

ܘঢ়　長ܗ໛ͱن 2.26 ｍ，୹ܘ 1.90 ｍのପ円形で，長ํܘ向は̣－ 53 ʄ－ E ある。確認面から 0.5 ｍまで࿙

ేঢ়に掘りࠐみ，Լ部は円౵ঢ়に掘りԼ͛ている。深さ 1.8 ｍほどで༙水し，่落のおそれがあることから，

Լ部の調査を断೦した。

෴౔　23 ૚に分૚できる。不ࣗવなଯ積ঢ়گから，埋Ί໭されている。

ॏෳؔ܎　第 13 号溝跡を掘りࠐんでいる。
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第 ��� 図　第２号井戸跡࣮ଌ図

第 ��5 図　第３号井戸跡࣮ଌ図

第̏߸Ҫށ跡౔૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックத量，࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ཻ
　　　　　　　　子・୸化ཻ子ඍ量
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・࣭࠭೪土ཻ子গ量，ম土ཻ子ඍ量
ۃ　３ ҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子த量，ローϜཻ子গ量
ࠇ　４ ׊ ৭　࣭࠭೪土ཻ子গ量，ローϜཻ子ඍ量

׊　̑ ৭　ローϜϒロックத量
ۃ　̒ ҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ϒロックத量，ローϜཻ子ඍ量
ۃ　７ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロックத量，࣭࠭೪土ϒロックগ量
̔　҉ ׊ ৭　࣭࠭೪土ϒロック多量

第̏߸Ҫށ跡（第 165 図）

Ґஔ　調査区東部の̛ 15d9 区，標高 11 ｍの低地に向かう؇やかなࣼ面部に位置している。

遺෺ग़౔ঢ়گ　縄文土器ย２఺（深鉢），土師器ย 82 ఺（坏 21，甕類 61），須恵器ย 17 ఺（坏̔，蓋１，൫２，

甕類̒），࣓器１఺（࿸），鉄滓４఺（168g）が出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器からۙੈ以߱と考えられるが，ࡉยのたΊ明確な時期は不明である。

ܘঢ়　長ܗ໛ͱن 3.08 ｍ，୹ܘ 2.98 ｍの不整ପ円形で，長ํܘ向は̣－ 28 ʄ－ E である。確認面から 1.2 ｍ

までઙいᎬ鉢ঢ়に掘りࠐみ，Լ部は円౵ঢ়に掘りԼ͛ているとࢥわれる。Ꭼ鉢ঢ়の掘りࠐみのఈ面で༙水し

たたΊ，Լ部の調査を断೦した。

෴౔　̔૚に分૚できる。多͘の૚にローϜϒロックがؚまれていることから，埋Ί໭されている。
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番号 位 置 長ํܘ向 平 面 形
໛　　　　ن

ఈ　面 น　面 ෴　土 主 な 出 土 遺 物
උ　考

ॏෳ関܎（古ˠ৽）長ܘ×୹ܘ（ｍ） 深さ（ᶲ）

１ E12f7 － 円形 1.42 × 1.30 （98） － ௚立 人ҝ 土師器，須恵器 SI10 ˠຊ跡

２ F15b2 ̣－ 53 －˃Ｅ ପ円形 2.26 × 1.90 （180） － ࿙ేঢ়・௚立 人ҝ 縄文土器，土師器，須恵器，石器，
鉄滓 SD13 ˠຊ跡

３ F15d9 ̣－ 28 －˃Ｅ 不整ପ円形 3.08 × 2.98 （120） － Ꭼ鉢ঢ়・௚立ϱ 人ҝ 縄文土器，土師器，須恵器，࣓器，
鉄滓

ද 11　その他の井戸跡Ұཡද

ᾋ　土坑

ճの調査で，時期・ੑ֨と΋に不明の土坑ࠓ　　　 95 基を確認した。これらの土坑にͭいては，ن໛・形ঢ়

　　౳にͭいて࣮ଌ図（第 166 ～ 171 図）とҰཡදを͢ࡌܝる。

第 ��� 図　その他土坑࣮ଌ図（１）
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第 ��� 図　その他の土坑࣮ଌ図（２）
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第 ��� 図　その他土坑࣮ଌ図（３）
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第 ��9 図　その他土坑࣮ଌ図（４）
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第 ��� 図　その他土坑࣮ଌ図（̑）
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第 ��� 図　その他土坑࣮ଌ図（̒）
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番号 位 置 長軸（ܘ）ํ向 平 面 形
໛（ｍ）　ن

深さ（ᶲ） น　面 ఈ　面 ෴　土 主 な 出 土 遺 物
උ　考

ॏෳ関܎（古ˠ৽）長軸（ܘ）×୹軸（ܘ）

１ G11d1 ̣－ 20 －˃Ｅ 長ํ形 1.50 × 0.96 24 ܏֎ 平坦 人ҝ 土師器，鉄滓

３ G10e0 ̣－ 42 －˃Ｅ ʦ円形
ପ円形ʧ   （1.12）×（0.68） 14 ܏֎ 平坦 人ҝ

４ D12d6 ̣－ 18 －˃Ｅ ʦପ円形ʧ         1.40 ×（0.60） 64 ܏֎
؇ࣼ 平坦 人ҝ 土師器

̑ F11c6 ̣－ 37 －˃Ｅ ʦ円形
ପ円形ʧ         1.71 ×（0.86） 34 ؇ࣼ 平坦 人ҝ 土師器，須恵器

̒ E11K8 ̣－73 －˃W ʦ円形
ପ円形ʧ         1.38 ×（0.80） 68 ܏֎ 平坦 人ҝ 土師器，鉄滓

７ F11h4 － 円形 0.72 × 0.68 74 ܏֎ ঢ়ࡼ ࣗવ

̔ F11i4 － ʦ円形ʧ （0.72）×（0.70） 14 ؇ࣼ 平坦 人ҝ 土師器

̕ F11i4 ̣－̌˃ ʦପ円形ʧ （0.55）×（0.46） 14 ܏֎ Ԝತ 人ҝ SD2 ˠຊ跡

10 F11i4 ̣－87 －˃W ʦ円形
ପ円形ʧ         0.70 ×（0.30） 15 ؇ࣼ Ԝತ 人ҝ SD2 ˠຊ跡

11 G11c2 － ʦ円形ʧ         0.54 ×（0.40） 22 ܏֎ ঢ়ࡼ 人ҝ

12 F11b8 － 円形 0.42 × 0.40 30 ܏֎ ঢ়ࡼ 人ҝ

13 F15K8 － 円形 0.98 × 0.84 15 ܏֎ ঢ়ࡼ ࣗવ 縄文土器

14 F15K8 － 円形 0.80 × 0.72 ̑ ܏֎ 平坦 人ҝ 土師器

15 F15i7 － 円形 1.00 × 0.98 22 ؇ࣼ ঢ়ࡼ 人ҝ

16 F15i5 － 円形 0.85 × 0.84 56 ܏֎ 平坦 ࣗવ

17 F15h0 ̣－ 35 －˃Ｅ ପ円形 0.72 × 0.64 40 ܏֎ 平坦 ࣗવ 土師器，須恵器

18 F15i0 ̣－ 40 －˃Ｅ ପ円形 0.76 × 0.45 54 ܏֎ 平坦 ࣗવ

20 F15h0 ̣－ 18 －˃Ｅ ପ円形 1.08 × 0.82 60 ܏֎ ঢ়ࡼ 人ҝ 土師器

21 E12c5 ̣－51 －˃W ʦପ円形ʧ         0.80 ×（0.35） 15 ؇ࣼ 平坦 人ҝ 土師器 SI20 ˠຊ跡ˠ
SD3

22 E12g8 ̣－ 38 －˃Ｅ ପ円形 0.72 × 0.65 15 ܏֎ 平坦 人ҝ

23 E12b9 ̣－̑ －˃Ｅ ପ円形 1.35 × 1.04 ̑ ܏֎ 平坦 人ҝ

24 E13a1 ̣－82 －˃W ʦପ円形ʧ         3.28 ×（1.56） 32 ؇ࣼ 平坦 人ҝ

25 E13b1 ̣－60 －˃W ପ円形 0.96 × 0.72 40 ؇ࣼ ঢ়ࡼ 人ҝ

26 E12d0 ̣－52 －˃W ۱ؙ長ํ形 1.65 × 1.44 56 ܏֎ 平坦 人ҝ 土師器，須恵器

27 E13e1 ̣－87 －˃W 不整ପ円形 1.95 × 1.20 52 ؇ࣼ Ԝತ 人ҝ 土師器，ಃ器

28 E13f2 ̣－ 17 －˃Ｅ ପ円形 1,24 × 0.68 24 ؇ࣼ ঢ়ࡼ ࣗવ 須恵器

29 E12g6 － 円形     （1.34）×（1.24） 34 ؇ࣼ 平坦 人ҝ 土師器，須恵器 SI25 ˠຊ跡

30 E12b0 ̣－ 88 －˃Ｅ ପ円形 2.24 × 1.04 20 ܏֎ 平坦 人ҝ 土師器

31 E13f7 ̣－ 35 －˃Ｅ ପ円形 1.12 × 0.96 18 ؇ࣼ 平坦 ࣗવ

32 E13h6 ̣－22 －˃W ପ円形 1.06 × 0.86 18 ܏֎ ঢ়ࡼ ࣗવ 土師器

33 E13h6 ̣－ 25 －˃Ｅ ପ円形 1.34 × 1.08 64 ܏֎ Ԝತ 人ҝ 土師器，須恵器

34 E13g6 ̣－ 27 －˃Ｅ ପ円形 0.62 × 0.56 34 ܏֎
؇ࣼ 平坦 人ҝ

35 E13g7 ̣－ 64 －˃Ｅ ପ円形 0.90 × 0.68 40 ܏֎ Ԝತ 人ҝ 須恵器 SD9 ˠຊ跡

36 E13g8 － 円形 0.60 × 0.56 16 ܏֎ 平坦 人ҝ 土師器，鉄滓 SD9 ˠຊ跡

37 E13g8 ̣－54 －˃W ପ円形 0.78 × 0,70 18 ܏֎ 平坦 人ҝ 土師器，鉄滓 SD9 ˠຊ跡

38 E13i5 ̣－ 57 －˃Ｅ 不整ପ円形 1.52 × 0.80 104 ܏֎ Ԝತ 人ҝ 土師器，須恵器，鉄滓

39 E12a8 ̣－28 －˃W ପ円形         1.86 ×（0.94） 52 ܏֎ ঢ়ࡼ 人ҝ

40 E13f9 ̣－ 48 －˃Ｅ ପ円形 0.36 × 0.30 40 ܏֎ ঢ়ࡼ 人ҝ

41 E13g9 ̣－ 77 －˃ W 不整ପ円形 0.70 × 0.40 37 ܏֎ Ԝತ 人ҝ SD10 ˠຊ跡

42 E13g8 ̣－70 －˃W ପ円形 0.72 × 0.39 37 ܏֎ 平坦 ࣗવ SD10 ˠຊ跡

43 E13h8 ̣－ 50 －˃ E 不ఆ形         2.20 ×（1.00） 40 ܏֎
؇ࣼ Ԝತ 人ҝ ຊ跡ˠ SD10

44 E13K5 ̣－51 －˃W ʦ円形
ପ円形ʧ         0.64 ×（0.46） 60 ܏֎ 平坦 人ҝ

45 E13K6 ̣－̑ －˃ E 不ఆ形 1.22 × 1.10 32 ܏֎
؇ࣼ ঢ়ࡼ 人ҝ 鉄滓 SD10 ˠຊ跡

46 E13i6 ̣－57 －˃W ʦ不ఆ形ʧ         3.30 ×（1.06） 30 ܏֎
؇ࣼ 平坦 人ҝ S,51 ˠຊ跡ˠ

SD10
47 E13K6 ̣－55 －˃W ପ円形 0.56 × 0.46 51 ܏֎ ঢ়ࡼ 人ҝ 土師器，須恵器，鉄滓 S,48，SD10 ˠ

ຊ跡

ද 12　その他の土坑Ұཡද
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番号 位 置 長軸（ܘ）ํ向 平 面 形
໛（ｍ）　ن

深さ（ᶲ） น　面 ఈ　面 ෴　土 主 な 出 土 遺 物
උ　考

ॏෳ関܎（古ˠ৽）長軸（ܘ）×୹軸（ܘ）

48 E13K6 ̣－12 －˃W ʦ円形
ପ円形ʧ         0.42 ×（0.30） 37 ܏֎ ঢ়ࡼ ࣗવ SD10 ˠຊ跡ˠ

S,47
49 E13i1 － 円形 1.12 × 1.08 35 ܏֎ 平坦 人ҝ SD3 ˠຊ跡

50 F13a6 ̣－65 －˃W ʦ円形
ପ円形ʧ （2.14）×（0.90） 48 ؇ࣼ 平坦 人ҝ ຊ跡ˠ SD10

51 E13K6 － 円形         0.60 × 0.58 45 ܏֎
؇ࣼ ঢ়ࡼ 人ҝ ຊ跡ˠ S,46，SD10

52 F13a9 － 円形 1.13 × 1.12 21 ؇ࣼ 平坦 ࣗવ 土師器，須恵器，鉄滓

53 F13a9 ̣－ 43 －˃Ｅ 不整ପ円形 1.90 × 1.24 22 ؇ࣼ 平坦
ঢ়ࡼ 人ҝ 土師器，須恵器

54 E14g2 ̣－ 22 －˃Ｅ ۱ؙ長ํ形 1.60 × 0.76 12 ܏֎ 平坦 人ҝ SI29 ˠຊ跡

55 E14e3 ̣－46 －˃W 不ఆ形         2.70 ×（1.80） 12 ؇ࣼ 平坦 人ҝ 土師器，鉄滓

56 E14h3 ̣－ 66 －˃Ｅ ପ円形 0.84 × 0.72 40 ؇ࣼ ঢ়ࡼ 人ҝ

57 E14g3 ̣－ 43 －˃Ｅ ପ円形 0.88 × 0.68 38 ܏֎ ঢ়ࡼ 人ҝ 土師器，鉄滓

59 E13i9 － 円形 1.20 × 1.20 28 ܏֎ 平坦 人ҝ 土師器，須恵器，鉄滓

60 E13K9 － 円形 0.64 × 0.62 43 ܏֎ ঢ়ࡼ ࣗવ

61 E13h7 ̣－ 12 －˃Ｅ 不ఆ形 1.04 × 0.94 34 ؇ࣼ ঢ়ࡼ 人ҝ SD10 ˠຊ跡

62 E13K9 ̣－75 －˃W ପ円形 1.16 × 1.00 52 ܏֎ ঢ়ࡼ 人ҝ
ࣗવ 土師器，須恵器，ಃ器，鉄滓

63 F13a9 － 円形 1.48 × 1.48 38 ؇ࣼ 平坦 ࣗવ 土師器，鉄滓

65 E14f7 － 円形 0.80 × 0.76 10 ؇ࣼ 平坦 人ҝ 土師器 SI39 ˠຊ跡

66 F14a4 ̣－73 －˃W ପ円形 1.08 × 0.72 66 ܏֎ ঢ়ࡼ 人ҝ 土師器，須恵器

67 F14b4 ̣－83 －˃W 不ఆ形 1.06 × 0.82 74 ܏֎ ঢ়ࡼ 人ҝ 土師器，須恵器，鉄滓 SI38 ˠຊ跡

68 F14b4 ̣－38 －˃W ପ円形 1.04 × 0.58 42 ܏֎ ঢ়ࡼ 人ҝ

69 E14f8 － 円形 0.90 × 0.90 32 ؇ࣼ ঢ়ࡼ ࣗવ SI39 ˠຊ跡

70 E14i6 ̣－ 34 －˃Ｅ ପ円形 1.05 × 0.70 32 ؇ࣼ ঢ়ࡼ 人ҝ 土師器，鉄滓

71 E14g8 ̣－77 －˃W ପ円形 1.06 × 0.72 100 ܏֎ 平坦 人ҝ

73 F15b3 ̣－10 －˃W ʦ長ํ形ʧ 2.16 × 1.50 30 ܏֎ 平坦 人ҝ 土師器，須恵器，鉄滓 SI45 ˠຊ跡

74 F14a7 － 円形 0.95 × 0.87 28 ܏֎ 平坦 ࣗવ 土師器，鉄滓

76 E15f6 ̣－３ －˃ W ʦପ円形ʧ         3.68 ×（1.94） 20 ؇ࣼ 平坦 ࣗવ

78 E15i2 － 円形 0.58 × 0.53 34 ܏֎ ঢ়ࡼ ࣗવ

79 E15i2 － 円形 0.57 × 0.53 33 ܏֎ Ԝತ ࣗવ

80 E15h5 － 円形 0.55 × 0.51 26 ܏֎ ঢ়ࡼ 人ҝ

81 E15h2 ̣－ 63 －˃Ｅ ପ円形 0.50 × 0.43 38 ܏֎ ঢ়ࡼ 人ҝ

82 F15b2 － 円形 0.64 × 0.60 83 ௚立 ঢ়ࡼ 人ҝ 土師器

83 F15b3 ̣－33 －˃W ପ円形 0.98 × 0.74 60 ܏֎
؇ࣼ ঢ়ࡼ 人ҝ 土師器，須恵器

86 F15b2 － 円形 0.64 × 0.60 52 ௚立
؇ࣼ Ԝತ 人ҝ 土師器，須恵器

88 F15c3 ̣－ 60 －˃Ｅ ପ円形 0.88 × 0.76 26 ܏֎ 平坦 人ҝ 須恵器 SI54 ˠຊ跡

89 F15d3 ̣－ 58 －˃Ｅ 円形 0.93 × 0.80 20 ܏֎
؇ࣼ 平坦 ࣗવ 土師器，鉄製品 SI54 ˠຊ跡

90 F14b9 ̣－62 －˃W ʦପ円形ʧ    （0.74）× 0.53 18 ܏֎ 平坦 人ҝ 土師器，須恵器，鉄滓 SI48 ˠຊ跡

91 F15c6 ̣－16 －˃W 長ํ形 1.96 × 0.68 28 ܏֎ 平坦 人ҝ 土師器，須恵器 S,99 ˠຊ跡

92 F15c2 ̣－ 34 －˃Ｅ ପ円形 0.78 × 0,64 28 ؇ࣼ ঢ়ࡼ ࣗવ

93 F15b2 － 円形 0.88 × 0.84 48 ܏֎
؇ࣼ ঢ়ࡼ 人ҝ SD13 ˠຊ跡

94 F14a0 ̣－ 69 －˃Ｅ 長ํ形 2.50 × 0.98 14 ܏֎ 平坦 ࣗવ SI64 ˠຊ跡

96 F15f6 ̣－18 －˃W ପ円形 1.34 × 1.07 52 ܏֎ 平坦 人ҝ 土師器，須恵器 S,97 ˠຊ跡

97 F15f6 ̣－ 80 －˃Ｅ ۱ؙ長ํ形        3.16 × 1.02 27 ܏֎ 平坦 ࣗવ ຊ跡ˠ S,96

98 F15d6 － 円形 0.90 × 0.90 32 ௚立 平坦 人ҝ 土師器，須恵器，ಃ器，鉄滓

99 F15c6 ̣－13 －˃W ʦ長ํ形ʧ         1.54 ×（1.37） 26 ௚立 平坦 ࣗવ ຊ跡ˠ S,91

100 F15d7 ̣－13 －˃W ۱ؙ長ํ形 2.43 × 1.40 68 ܏֎ 平坦 人ҝ 土師器，須恵器

101 F15d6 ̣－25 －˃W ପ円形 0.96 × 0.88 58 ؇ࣼ ঢ়ࡼ ࣗવ

102 F15f7 ̣－̔ －˃ W 長ํ形 1.84 × 1.20 40 ܏֎ 平坦 人ҝ 土師器，須恵器，鉄滓
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番号 位 置 長ํܘ向 平 面 形
໛（ｍ）　ن

深　さ น　面 ఈ　面 ෴　土 主 な 出 土 遺 物
උ　考

ॏෳ関܎（古ˠ৽）長軸（ܘ）×୹軸（ܘ）

103 F15f0 － ʦ円形ʧ         0.68 ×（0.44） 32 ܏֎ 平坦 ࣗવ ຊ跡ˠ S,104

104 F15f0 ̣－52 －˃W ପ円形 1.22 × 0.77 25 ܏֎
؇ࣼ 平坦 ࣗવ 土師器，須恵器，鉄滓 S,103 ˠຊ跡

105 F15K0 － 円形 0.84 × 0.77 19 ܏֎
؇ࣼ ঢ়ࡼ 人ҝ

106 F15K0 ̣－３ －˃ W ۱ؙ長ํ形 1.58 × 0.69 ７ ؇ࣼ 平坦 人ҝ

第̍߸ϐοτ܈（第 172 図）

Ґஔɹ調査区ೆ西部の標高 15 ｍ，̜ 10K8 ～̝ 10c7 区にかけての東西̑ｍ，ೆ北 10 ｍのൣғから，柱穴ঢ়の

ピット３か所を確認した。

ܘ໛　平面形は長ن 22 ～ 40ᶲの円形またはପ円形で，深さが 37 ～ 60ᶲである。

遺෺ग़౔ঢ়گɹ土師器ย２఺（坏，甕類），須恵器ย２఺（坏，甕類）が̥１・̥ ２の෴土தから出土しているが，

いͣれ΋ࡉยである。

ॴݟ　時期・ੑ֨と΋に不明である。

ᾌ　ピット群

ճの調査で確認したピット群ࠓ　　　 14 か所にͭいては，いͣれ΋建物跡を૝ఆできるΑうな഑置ではな͘，

　　時期΋不明である。ここではピット͝とのܭଌදと平面図を͢ࡌܝる。

第 ��� 図　第１号ピット群࣮ଌ図

第１号ピット群ܭଌද

番号 位置 形ঢ়
໛（cm）ن

番号 位置 形ঢ়
໛（cm）ن

長ܘ ୹ܘ 深さ 長ܘ ୹ܘ 深さ

１ G10K8 ʦପ円形ʧ （22） 19 37 ３ H10c7 ʦପ円形ʧ 40 （32） 60

２ H10a8 ପ円形 28 24 38
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第̎߸ϐοτ܈（第 173 図）

Ґஔɹ調査区西部の標高 14 ｍ，̙ 12e5 ～̙ 12e6 区にかけての東西２ｍ，ೆ北３ｍのൣғから，柱穴ঢ়のピ

ット４か所を確認した。

ܘ໛　平面形は長ن 25 ～ 46ᶲの円形またはପ円形で，深さが 34 ～ 77ᶲである。

遺෺ग़౔ঢ়گɹ土師器ย７఺（甕類），鉄滓３఺（42.5g）が̥１～̥４の෴土தから出土しているが，いͣれ

΋ࡉยである。

ॴݟ　時期・ੑ֨と΋に不明である。

第２号ピット群ܭଌද

第 ��3 図　第２号ピット群࣮ଌ図

番号 位置 形ঢ়
໛（cm）ن

番号 位置 形ঢ়
໛（cm）ن

長ܘ ୹ܘ 深さ 長ܘ ୹ܘ 深さ

１ D12e6 ପ円形 46 32 77 ３ D12e6 円形 42 42 34

２ D12e6 ପ円形 32 28 38 ４ D12e5 ପ円形 25 22 38

第̏߸ϐοτ܈（第 174 図）

Ґஔɹ調査区西部の標高 15 ｍ，Ｅ 12d1 ～Ｅ 13h1 区にかけての東西 36 ｍ，ೆ北 20 ｍのൣғから，柱穴ঢ়の

ピット̒か所を確認した。

ܘ໛　平面形は長ن 30 ～ 74ᶲの円形またはପ円形で，深さが 32 ～ 58ᶲである。

遺෺ग़౔ঢ়گɹ土師器ย̑఺（坏２，甕類３），ಃ器ย 1 ఺（࿸）が̥２・̥３・̥̑・̥̒の෴土தから出

土しているが，いͣれ΋ࡉยである。

ॴݟ　時期・ੑ֨と΋に不明である。
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第３号ピット群ܭଌද

第 ��� 図　第３号ピット群࣮ଌ図

番号 位置 形ঢ়
໛（cm）ن

番号 位置 形ঢ়
໛（cm）ن

長ܘ ୹ܘ 深さ 長ܘ ୹ܘ 深さ

１ E12d4 ପ円形 74 66 39 ４ E13h1 ପ円形 60 54 32

２ E12d5 ପ円形 48 35 50 ̑ E13g1 円形 30 28 32

３ E12c7 円形 52 50 58 ̒ E12d1 ପ円形 44 （22） 50

第̐߸ϐοτ܈（第 175 図）

Ґஔɹ調査区ೆ東部の標高 12 ｍ，̛ 15h6 ～̛ 15i6 区にかけての東西̑ｍ，ೆ北３ｍのൣғから，柱穴ঢ়の

ピット７か所を確認した。
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第４号ピット群ܭଌද

番号 位置 形ঢ়
໛（cm）ن

番号 位置 形ঢ়
໛（cm）ن

長ܘ ୹ܘ 深さ 長ܘ ୹ܘ 深さ

１ F15h6 円形 45 42 30 ̑ F15i6 ପ円形 42 30 40

２ F15h6 円形 46 44 80 ̒ F15h6 ପ円形 42 36 44

３ F15h7 円形 50 46 40 ７ F15h6 ପ円形 46 34 38

４ F15i6 ପ円形 34 24 38

第 ��5 図　第４号ピット群࣮ଌ図

ܘ໛　平面形は長ن 34 ～ 50ᶲの円形またはପ円形で，深さが 30 ～ 80ᶲである。

遺෺ग़౔ঢ়گɹ土師器ย３఺（甕）が̥１～̥３の෴土தから出土しているが，いͣれ΋ࡉยである。

ॴݟɹ時期・ੑ֨と΋に不明である。

第̑߸ϐοτ܈（第 176 図）

Ґஔɹ調査区தԝ部の標高 14 ｍ，Ｅ 13d9 ～Ｅ 13K4 区にかけての東西 24 ｍ，ೆ北 24 ｍのൣғから，柱穴ঢ়

のピット 10 か所を確認した。

ܘ໛　平面形は長ن 32 ～ 60ᶲの円形，ପ円形または不整ପ円形で，深さが 29 ～ 68ᶲである。

遺෺ग़౔ঢ়گɹ土師器ย４఺（坏１，甕類３），鉄滓１఺（8.7g）が̥３・̥̑の෴土தから出土しているが，

いͣれ΋ࡉยである。

ॴݟɹ時期・ੑ֨と΋に不明である。
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第 ��� 図　第̑号ピット群࣮ଌ図

第̑号ピット群ܭଌද

番号 位置 形ঢ়
໛（cm）ن

番号 位置 形ঢ়
໛（cm）ن

長ܘ ୹ܘ 深さ 長ܘ ୹ܘ 深さ

１ E13d9 不整ପ円形 32 26 52 ̒ E13g5 ପ円形 41 36 52

２ E13d9 円形 45 44 46 ７ E13e6 ପ円形 54 38 68

３ E13g7 ପ円形 52 34 29 ̔ E13e6 ପ円形 44 29 45

４ E13g7 ପ円形 52 45 58 ̕ E13K4 ପ円形 52 45 65

̑ E13g5 ପ円形 53 47 30 10 E13K4 円形 60 56 56

第̒߸ϐοτ܈（第 177 図）

Ґஔɹ調査区தԝ部の標高 14 ｍ，Ｅ 14e1 ～Ｅ 14h3 区にかけての東西 14 ｍ，ೆ北 12 ｍのൣғから，柱穴ঢ়

のピット 29 か所を確認した。

ॏෳؔ܎ɹ第 1 号掘立柱建物跡とॏෳしているが，৽چ関܎は不明である。

ܘ໛　平面形は長ن 26 ～ 100ᶲの円形またはପ円形で，深さが 12 ～ 50ᶲである。

遺෺ग़౔ঢ়گɹ土師器ย４఺（坏１，甕類３），須恵器ย４఺（坏１，甕類３）が̥̕・̥ 15・̥ 18・̥ 22

の෴土தから出土しているが，いͣれ΋ࡉยである。

ॴݟ　時期・ੑ֨と΋に不明である。
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第̒号ピット群ܭଌද

番号 位置 形ঢ়
໛（cm）ن

番号 位置 形ঢ়
໛（cm）ن

長ܘ ୹ܘ 深さ 長ܘ ୹ܘ 深さ

１ E14f2 ପ円形 45 40 24 16 E14g1 ପ円形 38 34 31

２ E14g3 円形 68 62 － 17 E13g0 ପ円形 30 26 32

３ E14g2 円形 48 44 21 18 E13f0 ପ円形 43 38 30

４ E14g2 ପ円形 54 44 37 19 E14f1 ପ円形 50 38 16

̑ E14g2 ପ円形 28 23 26 20 E14e1 ପ円形 46 38 27

̒ E14g1 円形 34 32 30 21 E14f3 円形 32 30 18

７ E14f1 円形 39 36 42 22 E14f3 ପ円形 50 44 27

̔ E14f3 ପ円形 62 52 30 23 E14f3 ପ円形 26 22 12

̕ E14f3 円形 48 44 50 24 E14f3 ପ円形 26 19 15

10 E14g3 ପ円形 54 46 24 25 E14g3 円形 44 42 12

11 E14g3 円形 37 36 17 26 E14g3 ପ円形 44 40 16

12 E14g3 ପ円形 40 30 20 27 E14g4 ପ円形 62 50 20

13 E14g3 ପ円形 58 50 25 28 E14h3 円形 77 72 30

14 E14h1 ପ円形 62 56 30 29 E14h3 円形 48 48 26

15 E14h1 ପ円形 100 78 42

第̓߸ϐοτ܈（第 178・179 図）

Ґஔɹ調査区தԝ部の標高 14 ｍ，Ｅ 13h8 ～̛ 14c1 区にかけての東西 16 ｍ，ೆ北 19 ｍのൣғから，柱穴ঢ়

のピット 40 か所を確認した。

ॏෳؔ܎　第２号掘立柱建物跡とॏෳしているが，৽چ関܎は不明である。

ܘ໛　平面形は長ن 30 ～ 100ᶲの円形またはପ円形で，深さが 12 ～ 67ᶲである。

遺෺ग़౔ঢ়گɹ土師器ย 42 ఺（坏̒，甕類 36），須恵器ย１఺（坏），鉄滓４఺（18.0g）が̥２・̥ ３・̥ ・̑

̥̒・̥ 10・̥ 12・̥ 18・̥ 20 ～ P22・P24・P25・P28・P30・P33・P35・P37 ～ P40 の෴土தからそれ

ͧれ出土しているが，いͣれ΋ࡉยである。

ॴݟ　時期・ੑ֨と΋に不明である。

第７号ピット群ܭଌද

番号 位置 形ঢ়
໛（cm）ن

番号 位置 形ঢ়
໛（cm）ن

長ܘ ୹ܘ 深さ 長ܘ ୹ܘ 深さ

１ E13h8 円形 30 28 35 14 E13K8 ପ円形 100 86 42

２ E13h9 円形 50 48 51 15 E13K8 円形 46 44 42

３ E13h9 円形 46 42 46 16 E13K8 ପ円形 44 38 50

４ E13h9 ପ円形 48 42 30 17 E13i8 ପ円形 50 40 52

̑ E14K1 ପ円形 56 46 25 18 E13i8 ପ円形 52 46 32

̒ F14c1 ପ円形 45 34 25 19 E13i9 ପ円形 47 40 12

７ F14b1 ପ円形 48 （38） 42 20 E13i9 ପ円形 44 40 53

̔ F14b1 ପ円形 44 （38） 28 21 E13K9 円形 33 32 14

̕ F13b0 円形 40 38 20 22 E13K0 ପ円形 44 40 15

10 F13b0 円形 47 45 26 23 E13K0 ପ円形 46 38 14

11 F13a9 ପ円形 64 56 50 24 E13K0 ପ円形 58 48 38

12 F13a9 円形 64 60 40 25 E13K0 円形 60 58 34

13 E13K8 ପ円形 43 38 18 26 F14a1 ପ円形 28 24 13
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第 ��� 図　第７号ピット群࣮ଌ図（１）

番号 位置 形ঢ়
໛（cm）ن

番号 位置 形ঢ়
໛（cm）ن

長ܘ ୹ܘ 深さ 長ܘ ୹ܘ 深さ

27 F14a1 ପ円形 50 40 55 34 E13i0 ପ円形 49 40 42

28 F13a0 ପ円形 （50） 44 38 35 E13i9 ପ円形 44 40 43

29 F13a9 円形 56 52 27 36 E13i9 円形 46 43 12

30 E13K9 円形 54 53 38 37 E13i9 円形 62 62 67

31 E13h9 ପ円形 74 49 63 38 E13h9 ପ円形 44 38 20

32 E13h9 ପ円形 49 42 56 39 E13h8 ପ円形 54 49 48

33 E13i9 円形 38 37 42 40 E13h8 ପ円形 49 43 31
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第̔߸ϐοτ܈（第 180 図）
Ґஔɹ調査区தԝ部の標高 14 ｍ，̛ 14a3 ～̛ 14c4 区にかけての東西 10 ｍ，ೆ北̕ｍのൣғから，柱穴ঢ়

のピット 14 か所を確認した。

ܘ໛　平面形は長ن 18 ～ 68ᶲの円形またはପ円形で，深さが 17 ～ 53ᶲである。

遺෺ग़౔ঢ়گɹ土師器ย 11 ఺（坏４，甕類７），須恵器ย２఺（坏，甕類），鉄滓̑఺（33.1g）が̥４・̥̕

の෴土தから出土しているが，いͣれ΋ࡉยである。

ॴݟ　時期・ੑ֨と΋に不明である。

第 ��9 図　第７号ピット群࣮ଌ図（２）

第̔号ピット群ܭଌද

番号 位置 形ঢ়
໛（cm）ن

番号 位置 形ঢ়
໛（cm）ن

長ܘ ୹ܘ 深さ 長ܘ ୹ܘ 深さ

１ F14a4 ପ円形 38 34 26 ̔ F14b2 ପ円形 30 24 42

２ F14a4 ପ円形 38 30 17 ̕ F14a3 円形 38 38 53

３ F14a4 ପ円形 58 38 18 10 F14a4 ପ円形 35 30 18

４ F14a4 円形 18 18 30 11 F14b4 円形 33 30 20

̑ F14b4 ପ円形 68 60 24 12 F14b4 円形 48 44 18

̒ F14c4 ପ円形 54 47 26 13 F14b3 円形 46 42 28

７ F14c3 円形 46 44 24 14 F14c2 円形 32 32 32
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第̕߸ϐοτ܈（第 181 図）

Ґஔɹ調査区தԝ部ٴͼ西部の標高 13 ｍ，Ｅ 14f9 ～Ｅ 15h2 区にかけての東西 17 ｍ，ೆ北 10 ｍのൣғから，

柱穴ঢ়のピット 17 か所を確認した。

ܘ໛　平面形は長ن 25 ～ 87ᶲの円形またはପ円形で，深さが 20 ～ 89ᶲである。

遺෺ग़౔ঢ়گɹ土師器ย 11 ఺（坏２，甕類̕），須恵器ย３఺（坏２，蓋１），࣓ 器ย１఺（࿸），鉄滓̔఺（90.2g）

が̥２・̥ 11・̥ 13 ～̥ 15 の෴土தから出土しているが，いͣれ΋ࡉยである。

ॴݟ　時期・ੑ֨と΋に不明である。

第̕号ピット群ܭଌද

番号 位置 形ঢ়
໛（cm）ن

番号 位置 形ঢ়
໛（cm）ن

長ܘ ୹ܘ 深さ 長ܘ ୹ܘ 深さ

１ E14f9 ପ円形 38 32 56 10 E14g9 ପ円形 70 62 49

２ E14f0 ପ円形 68 32 62 11 E14g9 ପ円形 55 50 42

３ E14f0 円形 28 27 45 12 E14g9 ପ円形 77 57 82

４ E14f0 ପ円形 44 37 60 13 E14h8 ପ円形 87 62 89

̑ E14f0 ପ円形 40 33 40 14 E14go ପ円形 48 28 60

̒ E14f0 ପ円形 58 38 － 15 E15g1 ପ円形 82 50 34

７ E14g0 円形 28 26 20 16 E15h1 ପ円形 64 54 30

̔ E14g0 円形 25 22 56 17 E15h2 ପ円形 47 42 39

̕ E14g9 円形 46 45 75

第 ��� 図　第̔号ピット群࣮ଌ図
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第 ��� 図　第̕号ピット群࣮ଌ図
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第 ��߸ϐοτ܈（第 182 図）

Ґஔɹ調査区தԝ部ٴͼ西部の標高 13 ｍ，̛ 14a9 ～̛ 14d9 区にかけての東西 18 ｍ，ೆ 北 12 ｍのൣғから，

第 ��� 図　第 10 号ピット群࣮ଌ図



－ 251 －

第 10 号ピット群ܭଌද

番号 位置 形ঢ়
໛（cm）ن

番号 位置 形ঢ়
໛（cm）ن

長ܘ ୹ܘ 深さ 長ܘ ୹ܘ 深さ

１ F15a2 円形 48 44 33 16 F14b0 ପ円形 36 26 20

２ F15b2 ପ円形 52 47 24 17 F14b0 円形 56 54 20

３ F15c2 ପ円形 34 26 46 18 F14c0 ପ円形 46 36 22

４ F15c2 円形 28 28 12 19 F14c9 ପ円形 43 27 26

̑ F14d9 ପ円形 46 36 30 20 F14c9 ପ円形 52 42 30

̒ F14d9 円形 52 48 40 21 F14c9 円形 32 30 16

７ F14d9 円形 72 66 36 22 F14b9 ପ円形 118 38 34

̔ F14d8 ପ円形 54 42 44 23 F14a9 ପ円形 72 63 28

̕ F14c8 円形 52 50 25 24 F14a0 円形 24 22 10

10 F14c8 円形 39 37 16 25 F14b0 ପ円形 85 40 18

11 F14c8 ପ円形 53 42 18 26 F14b0 ପ円形 70 42 18

12 F14c8 ପ円形 54 48 18 27 F14b0 円形 24 22 40

13 F14a9 円形 68 64 26 28 F14b9 ପ円形 36 30 28

14 F14a0 ପ円形 106 32 26 29 F14b9 円形 36 36 16

15 F14b0 ପ円形 56 48 20

柱穴ঢ়のピット 29 か所を確認した。

ܘ໛　平面形は長ن 24 ～ 118ᶲの円形またはପ円形で，深さが 10 ～ 46ᶲである。

遺෺ग़౔ঢ়گɹ土師器ย 29 ఺（坏̕，甕類 20），須恵器ย 14 ఺（坏 10，甕類４），ണย１఺，鉄滓１఺（38.4g)

が̥１・̥２・̥̑～̥̕・̥ 11・̥ 14 ～̥ 17 の෴土தから出土しているが，いͣれ΋ࡉยである。

ॴݟ　時期・ੑ֨と΋に不明である。

第 ��߸ϐοτ܈（第 183 図）

Ґஔɹ調査区西部の標高 11 ｍ，̛ 15d8 ～̛ 15e8 区にかけての東西２ｍ，ೆ北̑ｍのൣғから，柱穴ঢ়のピ

ット７か所を確認した。

ܘ໛　平面形は長ن 36 ～ 50ᶲの円形またはପ円形で，深さが 18 ～ 51ᶲである。

遺෺ग़౔ঢ়گɹ土師器ย 14 ఺（甕類）が̥１～̥３の෴土தから出土しているが，いͣれ΋ࡉยである。

ॴݟ　時期・ੑ֨と΋に不明である。

第 11 号ピット群ܭଌද

番号 位置 形ঢ়
໛（cm）ن

番号 位置 形ঢ়
໛（cm）ن

長ܘ ୹ܘ 深さ 長ܘ ୹ܘ 深さ

１ F15d8 ପ円形 44 32 18 ̑ F15e8 ପ円形 50 42 34

２ F15d8 ପ円形 38 34 25 ̒ F15e8 円形 36 34 51

３ F15e8 ପ円形 40 34 38 ７ F15d8 ପ円形 46 38 34

４ F15e8 円形 40 40 25
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第 ��3 図　第 11 号ピット群࣮ଌ図

第 ��߸ϐοτ܈（第 184 図）

Ґஔɹ調査区தԝ部の標高 11 ｍ，̛ 15h8 ～̜ 15a0 区にかけての東西７ｍ，ೆ北 13 ｍのൣғから，柱穴ঢ়

のピット 10 か所を確認した。

ܘ໛　平面形は長ن 28 ～ 50ᶲの円形またはପ円形で，深さが 19 ～ 50ᶲである。

遺෺ग़౔ঢ়گɹ縄文土器ย１఺（深鉢），土師器ย̒఺（坏２，甕類４）が෴土தから出土しているが，いͣ

れ΋ࡉยである。

ॴݟ　時期・ੑ֨と΋に不明である。

第 12 号ピット群ܭଌද

番号 位置 形ঢ়
໛（cm）ن

番号 位置 形ঢ়
໛（cm）ن

長ܘ ୹ܘ 深さ 長ܘ ୹ܘ 深さ

１ F15h8 ପ円形 32 28 19 ̒ F15i9 ପ円形 28 25 28

２ F15h9 円形 50 46 28 ７ G15a0 ପ円形 36 30 22

３ F15h9 円形 40 38 30 ̔ G15a0 ପ円形 34 30 28

４ F15h9 円形 28 28 40 ̕ G15a0 ପ円形 48 36 32

̑ F15i0 ପ円形 46 36 50 10 G15a0 ପ円形 38 32 34
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第 ��� 図　第 12 号ピット群࣮ଌ図
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第 ��5 図　第 13 号ピット群࣮ଌ図

第 �3߸ϐοτ܈（第 185 図）

Ґஔɹ調査区தԝ部の標高 13 ｍ，Ｅ 14h5 ～̛ 14a7 区にかけての東西７ｍ，ೆ北 13 ｍのൣғから，柱穴ঢ়

のピット 25 か所を確認した。

ܘ໛　平面形は長ن 42 ～ 84ᶲの円形またはପ円形で，深さが 10 ～ 77ᶲである。

遺෺ग़౔ঢ়گɹ土師器ย 27 ఺（坏７，甕類 20），須恵器ย３఺（坏），鉄製品１఺（不明），鉄滓 32 ఺（620.3g）

が̥１・̥３・̥４・̥７・̥̕・̥ 13 ～̥ 17 の෴土தから出土しているが，いͣれ΋ࡉยである。

ॴݟ　時期・ੑ֨と΋に不明である。
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第 13 号ピット群ܭଌද

番号 位置 形ঢ়
໛（cm）ن

番号 位置 形ঢ়
໛（cm）ن

長ܘ ୹ܘ 深さ 長ܘ ୹ܘ 深さ

１ E14h5 ʦ円形ʧ 46 （35） 17 14 E14i6 ପ円形 59 41 34

２ E14h6 円形 65 60 36 15 E14i7 ପ円形 62 47 52

３ E14h6 ପ円形 63 57 30 16 E14i7 ପ円形 46 30 50

４ E14h6 ପ円形 45 37 47 17 E14i7 円形 55 51 67

̑ E14h6 ପ円形 67 47 24 18 E14i7 ପ円形 47 33 36

̒ E14h6 ପ円形 42 34 63 19 E14K6 ପ円形 43 38 47

７ E14h6 円形 52 50 26 20 E14K7 ʦ円形ʧ 60 （48） 69

̔ E14i6 ପ円形 43 38 20 21 E14K7 ʦ円形ʧ 71 （52） 77

̕ E14i6 ପ円形 84 70 18 22 F14a7 ପ円形 57 33 10

10 E14i6 ପ円形 60 47 50 23 F14a6 円形 48 44 14

11 E14i6 ପ円形 47 42 23 24 E14K6 ପ円形 61 52 31

12 E14i6 ପ円形 42 32 25 25 E14i6 ପ円形 65 51 51

13 E14i7 ପ円形 60 47 54

第 ��߸ϐοτ܈（第 186 図）

Ґஔɹ調査区西部の標高 12 ｍ，̛ 15b3 ～̛ 15d5 区にかけての東西̔ｍ，ೆ北̔ｍのൣғから，柱穴ঢ়のピ

ット 19 か所を確認した。

ܘ໛　平面形は長ن 18 ～ 50ᶲの円形またはପ円形で，深さが 10 ～ 58ᶲである。

遺෺ग़౔ঢ়گɹ土師器ย４఺（甕類）が෴土தから出土しているが，いͣれ΋ࡉยである。

ॴݟ　時期・ੑ֨と΋に不明である。

第 14 号ピット群ܭଌද

番号 位置 形ঢ়
໛（cm）ن

番号 位置 形ঢ়
໛（cm）ن

長ܘ ୹ܘ 深さ 長ܘ ୹ܘ 深さ

１ F15b4 ʦ円形ʧ （27） 27 15 11 F15d5 ପ円形 30 23 26

２ F15b4 円形 38 35 58 12 F15d5 円形 27 25 27

３ F15b4 ପ円形 39 34 27 13 F15d4 ପ円形 18 14 10

４ F15c4 円形 28 28 20 14 F15d4 ପ円形 23 18 35

̑ F15c4 円形 24 23 10 15 F15d4 ପ円形 29 21 19

̒ F15c4 円形 23 22 38 16 F15d4 ପ円形 46 26 23

７ F15c5 円形 25 23 23 17 F15d4 ପ円形 30 25 23

̔ F15c5 円形 26 26 45 18 F15c3 ପ円形 50 43 44

̕ F15d5 円形 23 23 23 19 F15b3 円形 31 30 54

10 F15d5 ପ円形 26 20 31
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第 ��� 図　第 14 号ピット群࣮ଌ図
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ද 13　その他のピット群Ұཡද

番号 位 置
柱穴（長さの୯位は͢΂てᶲ）

主な出土遺物 時　期 උ　考
ॏෳ関܎（古ˠ৽）柱穴数 平面形 長ܘ ୹ܘ 深さ

１ G10K8 ～ H10c7 ３ 円形・ପ円形 （22）～ 40 19 ～（32） 37 ～ 60 土師器，須恵器

２ D12e5 ～ D12e6 ４ 円形・ପ円形 25 ～ 46 22 ～ 42 34 ～ 77 土師器，鉄滓

３ E12d1 ～ E13h1 ̒ 円形・ପ円形 30 ～ 74 （22）～ 66 32 ～ 58 土師器，ಃ器

４ F15h6 ～ F15i6 ７ 円形・ପ円形 34 ～ 50 24 ～ 46 30 ～ 80 土師器

̑ E13d9 ～ E13K4 10 円形・ପ円形・
不整ପ円形 32 ～ 60 26 ～ 56 29 ～ 68 土師器，鉄滓

̒ E14e1 ～ E14h3 29 円形・ପ円形 26 ～ 100 19 ～ 78 12 ～ 50 土師器，須恵器 S#1

７ E13h8 ～ F14c1 40 円形・ପ円形 30 ～ 100 28 ～ 86 12 ～ 67 土師器，須恵器，鉄滓 S#2

̔ F13a3 ～ F14c4 14 円形・ପ円形 18 ～ 68 18 ～ 60 17 ～ 53 土師器，須恵器，鉄滓

̕ E14f9 ～ E15h2 17 円形・ପ円形 25 ～ 87 22 ～ 62 20 ～ 89 土師器，須恵器，࣓器，
鉄滓

10 F14a9 ～ F14d9 29 円形・ପ円形 24 ～ 118 22 ～ 66 10 ～ 46 土師器，須恵器，ണย，
鉄滓，

11 F15d8 ～ F15e8 ７ 円形・ପ円形 36 ～ 50 32 ～ 42 18 ～ 51 土師器

12 F15h8 ～ G15a0 10 円形・ପ円形 28 ～ 50 25 ～ 46 19 ～ 50 縄文土器，土師器

13 E14h5 ～ F14a7 25 円形・ପ円形 42 ～ 84 30 ～ 70 10 ～ 77 土師器，須恵器，鉄製品
鉄滓

14 F15b3 ～ F15d5 19 円形・ପ円形 18 ～ 50 14 ～ 43 10 ～ 58 土師器

第̍߸ෆ໌遺構（第 187 図）

遺෺ग़౔ঢ়گ　ࠞ入した鉄滓 11 ఺（58.5g）が出土している。

ॴݟ　遺構に伴う出土遺物がないたΊ，時期は不明である。

住居跡のՄೳੑ΋あるが，確認できたのはわͣかな部分で，

時期を൑断できる遺物΋出土していないことから，ੑ֨は

不明である。

0.32 ｍしか確認できなかった。深さは 17ᶲで，ఈ面はほ΅

平坦である。นは֎܏して立ち上がっている。

෴౔　୯Ұ૚である。ローϜϒロックがؚまれていることか

ら，埋Ί໭されている。

౔૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロックগ量

Ґஔ　調査区ೆ西部の̛ 11g4 区，標高 15 ｍの台地上に位置している。

ঢ়　西部が調査区Ҭ֎へԆͼており，ೆ部が֧ཚをडけているたΊ，ೆ北軸はܗ໛ͱن 2.18 ｍ，東西軸は

ᾍ　不明遺構

第 ��� 図　第１号不明遺構࣮ଌ図

ᾎ　遺構֎出土遺物（第 188 ～ 190 図）

。る͢ࡌܝදを࡯؍ճの調査で，出土した遺構に伴わない遺物にͭいて，࣮ଌ図とࠓ　　



－ 258 －

第 ��� 図　遺構֎出土遺物࣮ଌ図（１）
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第 ��9 図　遺構֎出土遺物࣮ଌ図（２）
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第 �9� 図　遺構֎出土遺物࣮ଌ図（３）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 ম成 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

340 縄文土器 深鉢 － （3.5） － 長石・石ӳ・
੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී௨ ઌఈ部のみ࢒ଘ　֎面ϔラφσ ද土 ̑ˋ

341 須恵器 坏 ʦ13.0ʧ 4.5 7.2 長石・石ӳ・
Ӣ฼ ҉փԫ ී௨ ମ部Լ୺ճసϔラ࡟り　ఈ部ճసϔラ੾りࠟを

φσ͢࢒ ද土 60ˋ

342 須恵器 坏 9.4 3.5 3.4 長石・石ӳ փ ී௨ ମ部Լ୺・ఈ部ճసϔラ࡟り ද土 80ˋ　PL40

343 土師器 高台付椀 － （3.3） 6.7 長石・石ӳ・
Ӣ฼ ᒵ ී௨ ମ部֎面ロクロφσ　内面多ํ向のϔラຏき ද土 50ˋ

344 須恵器 ൫ϱ － （6.1）ʦ12.6ʧ長石・石ӳ ҉փ ී௨ ロクロφσ　٭部にಁかし孔 ද土 ̑ˋ

345 須恵器 蓋 ʦ14.4ʧ 2.4 － 長石・石ӳ・
Ӣ฼ փന ී௨ ఱ井部ճసϔラ࡟り後，ͭまみషり付け ද土 50ˋ　PL40

番号 種　別 器種 ଻　　土 ৭　　調 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

TP21 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ・ણҡ 明׊ ֎面条ࠟ文 ද土

TP22 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ・ણҡ ᒵ ֎面条ࠟ文 ද土

TP23 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ にͿいᒵ 縁部Ωβミ目ޱ ද土

TP24 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ にͿいԫ׊ 縁部ԣ位の௺形文　൒ፊ஛管にΑるࣼ行௜線ޱ ද土

TP25 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ にͿいᒵ 文ࢪ縁部ོ帯　಑部縄文を地文とし，࿵手ঢ়文ޱ ද土

TP26 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ 明੺׊ ಑部୯અ縄文 LR を地文とし，４条の平行௜線がਨԼ ද土

TP27 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ ᒵ ಑部୯અ縄文 LR を地文とし，４条の平行௜線がਨԼ ද土

遺構֎出土遺物࡯؍ද（第 188 ～ 190 図）
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番号 器　種 長さ ෯ ްさ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

̦ 35 φイϑ形石器 （3.2） 1.7 0.5 （2.4） 石༵ࠇ ॎ長ണยをૉࡐとし，Ұ側縁に調整を͢ࢪ　୺部ܽଛ SI63 PL44

̦ 36 φイϑ形石器 3.5 1.1 0.5 1.4 石༵ࠇ ॎ長ണยをૉࡐとし，Ұ側縁と΋うҰํの側縁のԼ൒部に調整
を͢ࢪ ද土 PL44

̦ 37 φイϑ形石器 4.7 1.4 0.6 3.2 石༵ࠇ ॎ長ണยをૉࡐとし，Ұ側縁に調整を͢ࢪ SI41 PL44

̦ 38 ണย （3.8） 1.4 0.5 （1.9） 石༵ࠇ ॎ長ണย　എ面はಉҰํ向からのണ཭　୺部ܽଛ SI63 PL44

̦ 39 ണย （4.6） 2.3 0.6 （3.4） ท岩࣭ߗ ॎ長ണย　എ面はಉҰํ向からのണ཭　Ұ部ܽଛ ද土 PL44

̦ 40 鏃 （2.5） 1.5 0.4 （1.0） νϟート ྆面ണ཭調整 SE2 PL44

̦ 41 鏃 2.6 （2.2） 0.5 （1.4） νϟート ྆面ണ཭調整　Ұ部ܽଛ SI56 PL44

̦ 42 鏃 （1.8） （1.6） 0.5 （1.2） 石༵ࠇ ྆面ണ཭調整　Ұ部ܽଛ ද土 PL44

̦ 43 石ࡼ （15.4） （9.0） 6.6 （1037） փ岩ڽ 上面ຎ໣にΑるࡼঢ়のԜみ　ఈ面Ԝࠟ３か所 SI9 PL44

̦ 44 ຏ石 7.8 7.7 4.6 469 Ֆቋ岩 શ面ݚຏࠟ　上面・ఈ面・側面にᏏଧࠟ SI49 PL44

̦ 45 砥石 （6.5） 2.3 1.1 （21.4） փ岩ڽ Ұ部ܽଛ　砥面 4 面　ਕ物ࠟ ද土 PL44

̦ 46 砥石 （7.3） 5.1 2.4 （86.3） ࠭岩 Ұ部ܽଛ　砥面̑面 ද土 PL44

̦ 47 勾玉ϱ （3.6） （2.4） 0.7 （5.2） 石׈ Ұ部ܽଛ　྆面ݚຏ　ٷঢ়に۶0.3　ۂᶲのઠ孔 SI33 PL45

̦ 48 形ϱ݋ （3.6） 2.1 1.0 （4.9） 石׈ Ұ部ܽଛ　྆面ݚຏ　0.4ᶲのઠ孔 SI33 PL45

̦ 49 形ϱ݋ （2.3） 1.8 0.7 （2.0） 石׈ Ұ部ܽଛ　྆面ݚຏ　0.3ᶲのઠ孔 SI33 PL45

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏ量 ଻　　土 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

DP73 土玉 2.0 2.1 0.4 6.7 長石・石ӳ φσ　ࢦ頭ѹࠟ　Ұํ向からのઠ孔 ද土 PL41

DP74 土玉 2.4 2.4 0.6 12.6 長石・石ӳ φσ　工具ࠟ　Ұํ向からのઠ孔 ද土 PL41

DP75 土玉 3.6 3.0 0.8 37.6 長石・石ӳ φσ　工具ࠟ　ࢦ頭ѹࠟ　Ұํ向からのઠ孔 ද土 PL41

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ ॏ量 ࣭　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 උ　考

̦ 50 臼玉 1.1 0.5 0.3 0.8 石׈ 円౵ঢ়　྆面ݚຏ　Ұํ向からのઠ孔 SI33 PL45

番号 種　別 器種 ଻　　土 ৭　　調 手　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 උ　考

TP28 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ にͿいᒵ 縁部ॎ位のΩβミ目　２条の平行௜線，間にࣼ行௜線ޱ ද土

TP29 縄文土器 深鉢 長石・石ӳ・੺৭ཻ子 ׊ࠇ
にͿい׊ 縁部ඥঢ়文　಑部୯અ縄文ޱ LR を地文とし，ࣼ行௜線 ද土
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　　第４અ ま　　と　　Ί

ճの調査では，縄文時代の土坑２基，古墳時代の竪穴住居跡ࠓ　　 33 軒，土坑２基，奈良時代の竪穴住居跡

　27 軒，土坑４基，平安時代の竪穴住居跡４軒を確認した。その他，時期不明の掘立柱建物跡２棟，溝跡 14 条，

　炉跡２基，井戸跡３基，土坑 95 基，ピット群 14 か所，不明遺構１基を確認した。遺物は，֤遺構から土師

　器・須恵器とと΋に，土製品，石製品，鉄製品，製鉄・஁໶関࿈遺物౳が出土している。このことから，台

　地上から台地縁辺部にいたるࠓճの調査区内では，縄文時代に人ʑの生׆の営みが࢝まり，古墳時代から集

　落が形成され，平安時代まで断続的に営まれていることが明らかになった。

　　当અでは，縄文時代から平安時代にいたる֤時代の遺構や出土遺物から，集落のมભを֓؍してい͘こと

　と͢る。また，奈良時代後༿の第 47 号住居跡から多量に出土している製鉄関࿈遺物をத৺とし，調査区内

　から出土している鉄滓౳をؚΊて，奈良 ŋ 平安時代にຊ跡で行われていたとみられる製鉄にͭいて，एׯの

　考࡯をՃえてまとΊとしたい。

　　当遺跡の遺構の時期にͭいては，当財団ʰڀݚノートʱٴͼ報告書にࡌܝされた県ೆ地Ҭにおける土器編

　年ڀݚ 1）をࢀ考に͢るとと΋に，坂東市をத৺とした地Ҭの発掘調査報告書ٴͼ当財団の報告書 2）を౿ま

　えながらݕ౼を行った。

１　は͡Ίに

２　古墳時代の土師器にͭいて

　　当時代の出土土器は，Ұ部須恵器΋出土しているが，大൒を઎Ίるのが土師器である。33 軒の住居跡は，

　出土土器から൑断して，古墳時代前期後༿から後期後༿まで間断な͘ଘ在している。ここでは，それらを第

　ᶗ～ᶚ期（第ᶗ期ʹ 4 ʹ後༿，第ᶘ期لੈ 5 ～຤لੈ 6 ʹ初頭，第ᶙ期لੈ 6 ʹ第ᶚ期，لੈ 7 に大（لੈ

　別して，器種͝とに֤期の特௃がݱれた΋のをऔり上͛て，そのมભをଊえてみることと͢る。

　ᾇ　第ᶗ期（第 191 図）

　　　当期の出土土器の器種は，坩・器台・高坏・壺・甕・甑・ミχνュア土器・手捏土器である。

　　　坩（70・91）は，小形の΋のはମ部がそΖばん玉形をఄし，ఈ部は平ఈであり，֎・内面にはϋέ目調

　　整が成されている。大形の΋のは，ମ部がٿ形をఄし，ఈ部は平ఈであり，֎面にはਫ਼៛なϔラຏきがࢪ

　　されている。器台（60・71）は，֎面にϔラຏきがࢪされ，੄部に 3 か所ઠ孔されている΋のとϋέ目調

　　整がࢪされている΋のとがある。高坏（16・17・92）は，坏ఈ部に明確なྏを࣋ち，ޱ縁部は大き͘֎܏

　　している。٭部はΤンタシスঢ়の๲らみを࣋ち，ਫ਼៛なϔラຏきがࢪされている。੄部に 3 か所ઠ孔され

　　ている΋の΋ある。16・92 は੺࠼されている。壺（18・19・20）は，ંりฦしޱ縁，有ஈޱ縁，୯ޱ縁

　　の΋のがある。ମ部は遺ଘしていないが，ٿ形とਪఆできる。֎面にはϋέ目調整後，φσやϔラφσが

形をఄしており，ఈ部は平ఈである。֎面ٿ縁が͘の字ঢ়で，ମ部はޱ，されている。甕（22・23）はࢪ　　

　　には，ϋέ目調整がࢪされている。甑（24）は，ંりฦしޱ縁で，ମ部は鉢形をఄしている。֎面にはϋ

　　έ目調整，Լ୺にはϔラ࡟りがࢪされている。ఈ部のதԝがઠ孔されている。ミχνュア土器（25）は，

　　鉢形で，֎・内面にはφσとϔラຏき，Լ୺にはϔラ࡟りがࢪされている。第Ⅰ期は五領式から和泉式へ

　　の過渡期にあたる土器群と考えられる。　

　ᾈ　第ᶘ期（第 191 図）
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０ 10cm

０ 10cm

０ 10cm

第 �9� 図　宮内遺跡古墳時代第ᶗ・ᶘ期出土土器      　　੺࠼　 　　ഗ

第

ᶗ

期

第

ᶘ

期
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　　　当期の出土土器の器種は，坩・坏・椀・高坏・୹頸壺・甕・甑である。第ᶗ期にଘ在した器台・ミχν

　　ュア土器・手捏土器は確認できͣ，壺の出土量΋わͣかである。坏・椀 ŋ ୹頸壺が৽たに出土している。

　　　坩（68）は出土量がほとんどな͘なり，形ঢ়はମ部がややፏ平なٿ形をఄし，ׅれはઙ͘，ޱ縁部は第

　　ᶗ期Αり୹͘なっている。坏（27・28・29・31・34・35・126）はࠓ期から出土͢るΑうになり，๛෋な

　　形ঢ়を࣋っている。須恵器坏蓋໛฿で，ޱ縁部とମ部のڥ目に明確なྏをͭ࣋΋のは，ޱ縁部が֎܏して

　　立ち上がる΋の，やや֎൓して立ち上がる΋の，௚立͢る΋の，やや内͢܏る΋のとがある。また，ޱ縁

　　部とମ部のڥ目に明ྎなྏがみられない椀ঢ়の΋のは，ޱ縁がまっ͙͢に立ち上がる΋のや内܏している

　　΋の，大き͘֎൓͢る΋のとがある。ମ部֎面にはϔラ࡟り，内面にはϔラຏきがࢪされており，֎・内

　　面と΋੺࠼されている΋のが大൒を઎Ίている。椀ঢ়の΋のは，֎面上位ٴͼ内面にはϔラຏきがࢪされ

　　ており，֎ ŋ 内面と΋੺࠼されている。椀（40・129・131）΋ࠓ期から出土͢るΑうになり，ܘޱが 10

　　ᶲڧと小形でޱ縁がやや֎͢܏る΋の，ޱ縁が௚立͢る΋の，ޱ縁にยޱを有͢る特घな器形の΋のなど

　　が出土している。֎面にはϔラ࡟り，内面にはϔラຏきまたはϔラφσがࢪされている。高坏（132）は，  

　　第ᶗ期Αり΋器高が低͘，೑ްである。坏部の深さはઙ͘，٭部は੄部にかけてラッパঢ়に։いている。

　　֎面にはਫ਼៛なຏきがࢪされ，੺࠼されている。୹頸壺（123）の出土は１ྫのみで，ܘޱと器高はほ΅

　　10ᶲである。ମ部はそΖばん玉ঢ়に๲らみ，ޱ縁部Αりுり出している。ׅれた頸部からޱ縁が֎܏して

　　立ち上がるが，上୺はやや内܏している。坩の೿生種と考えられる。甕（46・47・134）は，第ᶗ期Αり

　　΋大形化している。ମ部はٿ形をした΋のとやや長಑化した΋のとがある。ޱ縁部は，͘の字に։いた΋

　　のとやや頸部の৳ͼた΋のとがある。ఈ部はややಥ出している΋の΋ある。甑（48・136・137）は，基ຊ

　　的には鉢形をఄしているが，第ᶗ期Αり΋ମ部が؇やかにኪۂしている。ޱ縁がやや֎൓͢る΋のや，大

　　形で甕形をఄ͢る΋の΋出土している。第ᶘ期の土器群は鬼高式初期に当たると考えられる。

　ᾉ　第ᶙ期（第 192 図）

　　　当期の出土土器の器種は，坏・椀・台付椀・甕・小形甕・甑である。器種がݮり日ৗ使用͢るڙહ具が

　　主ମである。

　　　坏（114・141・154・157・158・159・163）は，શମ的に第ᶘ期の΋のΑりܘޱが大き͘なる܏向がみ

　　られる。器高は低͘なり，ፏ平になる܏向が認Ίられる。第ᶘ期にみられたΑうな，椀ঢ়で֎・内面にϔ

　　ラຏきがࢪされており，大き͘֎൓して立ち上がる΋のは࢟をফしている。੺࠼された΋のはわͣかとな

　　り，ࠇ৭ॲཧをࢪされた΋のが出土している。椀（88・99・139・171）は，第ᶘ期の΋のΑりશମに大形

　　化͢る܏向が認Ίられる。ޱ縁部にはԣφσ，ମ部には࡟りがࢪされている。֎・内面にはࠇ৭ॲཧがさ

　　れている΋の΋ある。台付の΋のが 1 ఺出土している。甕（143・144・161）は，第ᶘ期とಉ様にׅれは

　　؇やかであるが，ޱ縁部が͘の字に։いた΋のとやや頸部の৳ͼた΋のがある。また，この時期からޱ縁

　　部がͭまみ上͛られたৗ૯形がみられるΑうになる。ମ部は長಑化がਐみ，֎面にはϔラ࡟りͩけではな

　　͘，ϔラຏきがࢪされている΋の΋みられる。小形甕（10・50・90・165）΋出土͢るΑうになり，ମ部

　　がٿ形をఄしてఈ部がややಥ出͢る΋の，ׅれがऑ͘ମ部がཛ形の΋の，ޱ縁部が։かͣ深い椀形の΋の

　　౳が出土している。甑（146・147）は，ޱ縁部が͘の字に։͘΋の，ମ部とޱ縁部とのڥにׅれをあまり

されている΋のが出土してࢪたͣ，ମ部からそのままわͣかに֎൓して立ち上がり，Լ൒にϔラຏきが࣋　　

　　いる。第ᶙ期の土器群は鬼高式である。

　ᾊ　第ᶚ期（第 192 図）

　　　当期の出土土器の器種は，坏・椀・甕・小形甕・甑である。第ᶙ期にҾき続き，ڙહ具が主ମである。
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　　ᶃ　第ᶗ期

　　　　当期では，住居跡̒軒（第 10・19・21・23・24・26 号住居跡）が֘当͢る。住居跡は，調査区西部

　　　の標高 15 ｍほどの࠷΋標高の高い台地上の平坦部に集தして分෍し，小集団を形成している。当期が

　　　古墳時代における集落形成のᴈ明期とみられる。主軸ํ向は，第 21 号住居跡以֎は N － 17 ～˃ 33 －˃

　　　W とやや西にৼれているが，ほ΅ଗっている。ن໛は，Ұ辺が約 3.5 ～ 5.5 ｍのํ形である。஫目でき

　　　るのは，মࣦ住居の第 10 号住居跡である。遺物はதԝ部のচ面から集தして出土している。特に土師

　　　器の壺は͢΂てޱ縁部のみが࢒ଘし，চ面に෬せられたঢ়態であったことから，住居ഇઈに伴うࡇ᛾が

　　　行われたՄೳੑが考えられる。第 21・24 号住居跡は，นԼをҰஈԼ͛て帯ঢ়に掘りࠐみ，埋土して平

　　　坦なচ面を構ஙしているのが特௃である。　

　　　当時代の遺構は確認された数が࠷΋多͘，竪穴住居跡 33 軒，土坑２基である。前期後༿に調査区西部

　　の࠷΋標高の高い台地上の平坦部に集落が形成され࢝Ί，後期には住居跡の૿Ճとと΋に，集落が台地の

　　縁辺部にҠ行してい͘܏向が見られる。ここでは，古墳時代の֤期の特௃ある住居跡の様૬ٴͼ集落のม

　　ભにͭいてड़΂ることに͢る。第 25 号住居跡は出土土器から 5 前༿にൺఆされ，第ᶗ～ᶚ期のいͣلੈ

　　れに΋ଐさないたΊ，考࡯からআ֎͢ることとした。また，ࠓճの調査区Ҭ内から̑ੈلத༿の住居跡は

　　確認できなかった。

　ᾈ　古墳時代（第 193 図）

　　　当時代の遺構は，第 85・87 号土坑の２基である。第 87 号土坑では，෴土上૚から後期前༿のງ೭内ᶗ

　　式期の土器が出土した。そのほか，調査区東୺の低地に向かう؇やかなࣼ面部では，ද土や後ੈの遺構の

　　෴土にࠞ入あるいはྲྀれࠐんͩ縄文土器ยが確認できた。それらは，ૣ期から後期にかけての条ࠟ文ܥ土

　　器，ුౡ式土器，ງ೭内ᶗ式土器，Ճીར # 式土器である。土器の出土量はগないが，石鏃・石ࡼ・ຏ

　　石౳の石器類΋出土していることから，ۙ͘に集落が形成されていたՄೳੑが考えられる。

　ᾇ　縄文時代

３　֤時代の様૬

　　以上，当遺跡の古墳時代の住居跡から出土した土師器をᶗ～ᶚ期に分けて，֤期における器種の構成やٕ

　法を΋とにมભを௥ってみた。多͘の事ྫを基にしたڀݚにΑり，編年が確立している県ೆ地Ҭにおけるม

　ભとほ΅߹கしていることが確認できた。ࠓ後は，ࡉ部に目を向け，ߋなるۙྡの調査ڀݚの஝積を基に，

　当遺跡のଐ͢るԼ૯国内やۙྡॾ国からのӨڹ౳΋考ྀした土器編年ڀݚがඞ要になるであΖう。

　　住居数がݮっていることから，土器の出土量΋গな͘なっている。

　　　坏（12・111・149・166）は，小形化͢る܏向が見られ，ࠇ৭ॲཧされた΋の΋ある。第ᶘ期のこΖ明

　　確であったྏがᐆດになり，଻土や調整΋ૈࡶになっている。椀（13・151）は，第ᶙ期Αり΋やや小形

　　化し，器高にൺ΂てܘޱが小さ͘，൒ٿঢ়になる。甕（109）は，Αり長಑化がਐみ，ޱ縁部のͭまみ上

　　͛が͘ڧ，明ྎになっている。ମ部のϔラຏきは，த位以Լにࢪされている。小形甕（152）は，出土ྫ

　　がগな͘良޷なࢿྉはগなかったが，頸部のׅれがあまりな͘，ޱ縁部は小さ͘֎൓している。ମ部は椀

　　のΑうな形ঢ়となる。甑（110）は，ମ部֎面は௚線的で，ޱ縁部はわͣかに֎൓している。֎面にはॎ

　　位のϔラ࡟りがࢪされている。第ᶚ期の土器群は鬼高式のऴ຤期に当たると考える。

　　ᶄ　第ᶘ期

　　　　当期では，住居跡̒軒（第 11・18・20・32・39・41 号住居跡）が֘当͢る。住居跡のن໛が࠷΋大    
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　ᾉ　奈良時代（第 194 図）

　　　当時代では，住居跡 27 軒（第４・̑・７・̕・13 ～ 15・17・28・30・33・36・37・40・42・44・45・

　　47・49・51 ～ 53・56 ～ 58・64・65 号住居跡）が֘当͢る。古墳時代の第ᶚ期で大き͘ݮগした住居の

　　軒数が࠶ͼ૿Ճしている。西部の台地上の平坦部に̑軒，தԝ部から東部にかけての台地上と，その台地

　　から低地に向かう؇やかなࣼ面部にかけて 22 軒が所在している。標高 12 ～ 14 ｍの間に࠷΋集தしてお

　　り，調査区Ҭのೆ側にߋに集落が広がってい͘様૬をఄしている。第７号住居跡は北東コーφー竈で，第

　　36 号住居跡は東竈である。この２軒以֎は，主軸ํ向がほ΅ N － 30 －˃ W ～ N － 30 －˃ E のൣғ内に収

　　まり，北をࢦしている。ن໛は，Ұ辺が４ｍ前後のํ形（۱ؙํ形）または長ํ形（۱ؙ長ํ形）であり，

　　古墳時代の住居跡Αり小さ͘なっている。̔ੈل代は཯ྩ੍にΑる国のதԝ集ݖମ੍が確立し，地ํに΋

　　ᶆ　第ᶚ期

　　　　当期では，住居跡̑軒（第̒・34・35・50・60 号住居跡）が֘当͢る。住居跡は，軒数がᶙ期から

している。第̒号住居跡をআいて，தԝ部から西部にかけての台地上から低地に向かう؇やかなࣼݮܹ　　　

　　　面部にまとまって所在している。主軸ํ向は，N － 40 －˃ W ～ N －３ －˃ E とばらͭきが大き͘なっ

　　　ている。住居跡のن໛は第ᶙ期とさほどมわらない。集落のத৺が調査区Ҭ֎にҠり，集落の֎れに所

　　　在͢る住居跡が確認された΋のとࢥわれる。　　　　

　　ᶅ　第ᶙ期

　　　　当期では，住居跡 15 軒（第２・３・12・16・22・27・29・38・46・48・54・55・61 ～ 63 号住居跡）

　　　が֘当͢る。住居跡は，古墳時代のதで࠷΋軒数が多い。主軸ํ向は N － 15 ～˃ 37 －˃ W と，ばらͭ

　　　きはほとんどな͘なり，真北を͢ࢦΑうになっている。ن໛は，Ұ辺が 3.5 ～ 7.5 ｍで，平面形はํ形

　　　（۱ؙํ形）あるいは長ํ形（۱ؙ長ํ形）である。第ᶘ期の住居跡群とൺֱ͢ると，軒数は૿Ճして

　　　いるが，ن໛は小さ͘なっている。஫目できる住居跡としては，間仕੾り溝を４条΋ͭ第 12・54 号住

　　　居跡，３条΋ͭ第 55 号住居跡，２条΋ͭ第 38・48 号住居跡があ͛られる。これは１軒あたりの居住һ

　　　૿Ճ，生׆習׳や様式のม化があったՄೳੑが考えられる。また，出入りޱ側のೆนにுり出しを΋ͭ

　　　第 27 号住居跡があ͛られる。ுり出し部分のਖ਼面に出入りࢪޱઃに伴うピットが഑置されているので，

　　　住居に出入り͢るࡍの֊ஈঢ়のࢪઃがઃ置されていたՄೳੑが考えられる。第ᶘ期の第 20 号住居跡で

　　　΋ஷ蔵穴を伴うுり出しが確認されている。ஷ蔵穴を伴うுり出しをͭ࣋住居跡は，ຊ県Ҭではͭ͘ば

　　　市平北田遺跡，ಉ市ౡ名۽の山遺跡，Ҵෑ市ಊノ上遺跡౳に類ྫがみられる。ຊ跡第 27 号住居跡のΑ

　　　うな形態は，平北田遺跡第̔号住居跡にみられる。出入りޱをน֎へಥ出させ，ஷ蔵穴や֊ஈঢ়のࢪઃ

　　　をซせて構ங͢ることにΑり，生ۭ׆間を有ޮに׆用したՄೳੑが考えられる。

　　　形化͢る時期である。ن໛はҰ辺が 7.4 ～ 9.6 ｍのํ形である。西部の࠷΋標高の高い台地上の平坦部

　　　に３軒と，தԝの平坦部から東側の؇やかなࣼ面部にかけての３軒と，２άϧーϓに分かれている。主

　　　軸ํ向は̣－ 18 ～˃ 55 －˃̬であり，多গのばらͭきはあるが，ほ΅北西ํ向をࢦしている。後期初頭

　　　の竈のಋ入期に当たり，第 32・39 号住居跡では炉と竈との྆ํが確認されている。֤住居跡と΋竈の

　　　କ部の形ঢ়に特௃があり，นに௚ަし平行に構ஙされている。Ԏ道部はน֎へのಥ出がগない。第 11・

　　　39・41 号住居跡は，Ԏ道部がน内に収まっている。ஷ蔵穴の位置は，第 11・18・32 号住居跡が，出入

　　　りޱの東側またはೆ東コーφー部に位置しているのにରして，第 39 号住居跡はೆ西コーφー部，第 41

　　　号住居跡は竈の東側に位置している。第 20 号住居跡ではೆ側の出入りޱ付ۙのน֎にಥ出して構ஙさ

　　　れているのが特௃である。
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第 �9� 図　宮内遺跡奈良 ŋ 平安時代集落มભ図

4*
53

4*
58 4*

52

4*
51

4*
45

4*
57

4*�65

4*�56
4*�64

4*
44

4*�42

4*
49 4*

47

4*�40

4*�7

4*
9

4*
37

4*�33

4*�36
4*�30

4*�28

4*�17

4*�14

4*�15

4*�13

4*�5

4*�5

4*�4

4*
53

4*
58 4*

52

4*
51

4*
45

4*
57

4*�65

4*�56
4*�64

4*
44

4*�42

4*
49 4*

47

4*�40

4*�7

4*
9

4*
37

4*�33

4*�36
4*�30

4*�28

4*�17

4*�14

4*�15

4*�13

4*�5

4*�5

4*�4

4*�1

4*�31

4*
43

4*�8

&14B1

&11K6

(
11B1

'15B6

&12B1

&13G1

$
12H8

&15B1

(
15B1

&13B1

'13B1

11�0
N

12�0N

11
�0N

12
�0N

14
�0
N

15�0N

12
�0
N

13
�0
N

13
�0
N

15
�0
N

14
�0
N

14�0N

15�0
N

13
�0N

(
14B1

&14B1

ಸྑ࣌୅

ฏ҆࣌୅

&11J8
&11J8

)
10D6

̌ ��̼

˞

˞

11
�0
N



－ 270 －

　ᾇ　製鉄・஁໶関࿈遺物の出土ঢ়گ（第 195・196 図，ද 14）

４　製鉄・஁໶関࿈遺物にͭいて

　　　当遺跡付ۙでは，以前からද面࠾集で鉄滓が確認されていたが，ࠓճの発掘調査にΑり，શମで 181ᶵ

　　にٴͿ鉄滓が出土している。それらは調査区Ҭશମから出土しているঢ়گであるが，第 195 図からதԝ部

　　の台地上から東部の低地に向かう؇ࣼ面部にかけての出土量が特に多いことがわかる。࠷΋標高の高い西

　　側の台地上に所在͢る，古墳時代前期の住居跡から΋鉄滓が 20g ほど確認された。古墳時代後期の住居

　　跡までは１～ 802g とばらͭきはある΋のの，Ұఆ量が出土している。ද 14 や第 196 図から，奈良時代

　　になると鉄滓の出土量が૿え࢝Ί，̔ੈلの後༿では第 47 号住居跡が࠷΋多͘，約 93ᶵ΋の鉄滓が出土

　ᾊ　平安時代（第 194 図）

　　　当時代では，住居跡４軒（第１・̔・31・43 号住居跡）が֘当͢る。住居跡の軒数は奈良時代にൺ΂

　　てܹݮしている。これらは，調査区Ҭのೆ西部の֎れに 1 軒とதԝ部に１軒，西部の؇ࣼ面部に 1 軒とೆ

　　東部֎れの࠷΋低い所に 1 軒と఺在している。主軸ํ向は，第 1 号住居跡は不明であるが，第̔号住居跡

　　は N － 81 －˃ E で東竈である。第 31 号住居跡は N －̑ －˃ W で，第 43 号住居跡は N － 11 －˃ W とわͣ

　　かに西側にৼれているが，と΋にほ΅真北をࢦしている。４軒は఺在しているので，集落が過ૄ化したと

いられたか，または࣬ڧগのཧ༝として考えられるのは，Կらかのཧ༝でҠ住をݮޱな人ܹٸ。われるࢥ　　

　　පや֐ࡂ，ઓཚ౳で人໋がࣦわれたこと౳である。しかし，それはあ͘までਪଌのҬを出ない。製鉄滓が

　　出土していることから，製鉄はܧ続して行われていたとࢥわれる。

　　ਁಁしてい͘時期である。Ұ֓には࿦͡られないが，住居跡の小ن໛化は，当時のݫしい੫੍が当地Ҭの

　　人ʑの生׆に大きなӨڹをٴ΅したことにΑる΋のとਪ側できるのではないͩΖうか。஫目できるのは，

　　第 33 号住居跡である。時期は出土土器から̔ੈل後༿と考えられ，長軸 5.85 ｍ，୹軸 5.24 ｍの長ํ形で

　　当時代の住居跡のதで࠷大ن໛を࣋っている。竈の྆側に上面の面積が約 0.7㎡の୨ঢ়ࢪઃがઃけられて

　　いる。これは，竈のपりで使用͢るࣽਬき具やڙહ具౳を置͘ࢪઃではないかとࢥわれる。第 47 号住居

　　跡からは，製鉄関࿈遺物である炉น・炉ఈմ・炉内滓・炉内滓ؚ鉄・鉄մܥ遺物が約 93ᶵ出土している。

　　その他，̑軒から΋それͧれ 1ᶵを௒える鉄滓が出土していることから，調査区Ҭ֎のԿॲかに製鉄炉が

　　ஙかれていた΋のとਪఆできる。また，গ量であるが஁໶関࿈遺物が出土している住居跡΋ଘ在͢ること

　　から，集落内において஁໶΋行われていたとみられる。

　　以上，時代別・時期別に集落のมભにͭいてड़΂てきた。ࠓճの調査区Ҭ内で࠷΋西側の低地にۙいࣼ面

　部からは，縄文時代の土坑ٴͼ土器や石器が出土していることから，当時の集落の縁辺部に当たるとみられ

　る。西側の࠷΋標高の高い台地上からは，古墳時代前期後༿の集落跡が確認された。住居跡の軒数は４軒と

　গないが，調査区Ҭのೆ西側に標高 15m ほどの台地が続いているたΊ，集落が広がっていたことが༧૝さ

　れる。古墳時代後期にかけて集落は，台地上から東側の低地に向かうࣼ面部へとن໛を֦大してい͘。特に

代の住居跡の軒数がلੈ̒　 15 軒と࠷΋多͘，調査区Ҭの西側に΋広がっている様૬をఄしている。７ੈل

　には住居跡が̑軒とҰ度ݮগ͢る。これは，集落のத৺が調査区Ҭ֎にҠったたΊとみられる。̔ੈلに入

　ると住居跡が࠶ͼ૿Ճし，̔ੈل後༿には 10 軒と大෯に૿Ճしている。この時期に鉄滓の出土量΋૿ٸし

　ていることから，製鉄工人たちが集落を形成していたとみられる。཯ྩ期は製鉄に関しては国が管ཧを行っ

　ていたことから，国にΑってܭը的に഑置された製鉄工人たちの集落であったՄೳੑが考えられる。̕ੈل

　から 10 。໛化してい͘نにかけては集落や製鉄΋小لੈ
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第 �95 図　宮内遺跡鉄滓出土遺構
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ද 14　宮内遺跡住居跡内出土鉄滓఺数・ॏ量・種類Ұཡද

遺構番号 時　期
出土鉄滓 鉄滓の種類

఺数 ॏ量（g） 炉น 炉ఈմ 炉内滓 炉内滓
（ؚ鉄） 鉄մܥ遺物 椀形஁໶滓

（大）
椀形஁໶滓

（த）
椀形஁໶滓

（小）
椀形஁໶滓
（小ۃ） その他

SI19 後༿ل４ੈ ２ 19 － － － ˓ － － － － － －

SI21 後༿ل４ੈ ２ 23 － － － － ˓ － － － － －

SI25 前༿لੈ̑ １ ３ － － － － ˓ － － － － －

SI11 ～຤لੈ̑
初頭لੈ̒ １ 17 － － ˓ － － － － － － －

SI18 ～後༿لੈ̑
前༿لੈ̒ １ 31 － － － － － － － ˓ － －

SI20 ～຤لੈ̑
初頭لੈ̒ ̒ 43 － － － － ˓ － － ˓ － －

SI32 ～຤لੈ̑
初頭لੈ̒ １ 12 － － － － ˓ － － － － －

SI39 ～຤لੈ̑
初頭لੈ̒ 25 235 － － － － ˓ － － ˓ ˓ －

SI41 ～຤لੈ̑
初頭لੈ̒ 29 512 ˓ － － ˓ ˓ － － ˕ ˕ －

S,75 ～຤لੈ̑
初頭لੈ̒ ３ 29 － － － － － － － － ˓ －

SI22 த༿لੈ̒ １ １ － － － － ˓ － － － － －

SI ３ 後༿لੈ̒ ７ 72 － － ˓ － ˓ － － － ˓ －

SI12 後༿لੈ̒ ４ 46 ˓ － － ˓ － － － － － －

SI27 後༿لੈ̒ ̕ 198 ˓ － － ˓ ˓ － － － － －

SI29 後༿لੈ̒ ̒ 332 ˓ － － ˕ － － － － － －

SI38 後༿لੈ̒ 32 206 － － － ˓ ˓ － － － ˓ －

SI48 後༿لੈ̒ ７ 170 － － ˓ ˓ ˓ － － ˓ － －

SI54 後༿لੈ̒ ３ 13 ˓ － － － － － － － － ஁໶炉の炉น

SI61 後༿لੈ̒ ２ 262 － ˓ － － ˓ － － － － －

SI63 後༿لੈ̒
以߱ ̒ 50 － － － － ˓ － － － ˓ －

SI50 前༿ل７ੈ 43 802 － ˓ － ˓ ˕ － － － ˕ Ӌޱগʑ

SI60 前༿ل７ੈ ２ 616 － － － － － － － － － －

SI35 後༿ل７ੈ ２ ̕ － － － － ˓ － － － － －

SI ̕ 前༿لੈ̔ 186 6,076 ˓ － ˓ ˕ ˔ － ˕ ˕ ˕ －

SI15 前༿لੈ̔ ２ 75 － － － － ˓ － － ˓ － －

SI17 前༿لੈ̔ 15 133 － － － － ˕ － － － ˓ Ӌޱগʑ

SI28 前༿لੈ̔ ７ 76 ˓ － － ˓ － － － － ˓ －

SI36 前༿لੈ̔ 15 151 － － － － － － － － ˓ －

SI51 前༿لੈ̔ ２ 11 － － － － － － － － ˓ －

SI52 前༿لੈ̔ 51 1,371 － ˓ － ˕ ˕ － － － ˕ Ӌޱগʑ

SI53 前༿لੈ̔ 27 138 ˓ － － － ˓ － － － － ஁໶炉の炉น

SI64 前༿لੈ̔ 38 292 － － － ˓ ˓ － － － ˓ －

S,64 前༿لੈ̔ １ 35 ˓ － － － － － － － ˓ －

SI ４ த༿لੈ̔ 33 1,577 － － ˓ ˕ ˔ － － ˓ － Ӌޱগʑ

SI ̑ த༿لੈ̔ 14 358 － － － － ˕ － － ˓ ˓ －

SI30 த༿لੈ̔ 112 1,330 － － － ˓ ˕ － － ˓ ˕ －

SI49 த༿لੈ̔ 37 744 － － － ˓ ˕ － － ˓ ˕ －

SI56 த༿لੈ̔ 19 290 ˓ － ˓ ˓ ˓ － － ˓ ˓ －

SI57 த༿لੈ̔ 20 213 ˓ － － － ˓ － － － ˓ －

SI65 த༿لੈ̔ １ ̑ － － － － ˓ － － － － －

S,95 த༿لੈ̔ 215 6,200 ˓ － － ˕ ˑ － － － － －

SI ７ 後༿لੈ̔ ̔ 196 － － － － ˕ － － － － －

SI14 後༿لੈ̔ 18 142 ˓ － － － ˕ － － － ˓ －

SI33 後༿لੈ̔ 211 2,446 ˓ － ˕ － ˕ ˓ － ˕ ˕ －
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遺構番号 時　期
出土鉄滓 鉄滓の種類

఺数 ॏ量（g） 炉น 炉ఈմ 炉内滓 炉内滓
（ؚ鉄） 鉄մܥ遺物 椀形஁໶滓

（大）
椀形஁໶滓

（த）
椀形஁໶滓

（小）
椀形஁໶滓
（小ۃ） その他

SI37 後༿لੈ̔ 49 957 ˓ － ˓ ˓ ˕ － － － ˓ －

SI40 後༿لੈ̔ 69 1,091 － － － ˕ ˑ － － ˕ ˕ －

SI42 後༿لੈ̔ 54 573 － － － ˓ ˕ － － － ˕ Ӌޱएׯ

SI44 後༿لੈ̔ ̒ 70 ˓ － ˓ － ˓ － － － － －

SI47 後༿لੈ̔ 5,576 92,760 集ܭද・構成図ࢀর － － － － －

SI58 後༿لੈ̔ ̒ 84 － － － － － － － ˓ ˓ －

S,72 後༿لੈ̔ 15 161 － － － － ˓ － － ˓ ˓ －

SI31 前༿لੈ̕ 179 2,062 ˓ － ˕ ˕ ˕ － － － ˓ ࠭鉄մ

SI43 前༿لੈ̕ 649 20,257 ˓ ˑ ˓ ˑ ˑ － － － － －

SI ̔ 10 前༿لੈ ̑ 1,720 ˓ ˕ ˓ － － － － － － －

S# ２ 不明 １ 10 － － － － － － ˓ － － －

SD ３ 不明 14 176 － ˓ ˓ ˕ － － － － － －

SD ７ 不明 ３ 14 － － ˓ ˓ ˓ － － － － －

SD ̔ 不明 13 263 ˓ － ˓ － ˓ － － ˓ ˓ －

SD ̕ 不明 55 1,704 ˓ － ˕ ˕ ˕ － － － － －

SD10 不明 42 1,114 ˓ － ˕ － ˕ － － ˕ ˕ －

SD11 不明 ̑ 664 － － － － － ˓ ˓ － － －

SD12 不明 ４ 262 ˓ － － － － － － － － －

SE ２ 不明 ３ 198 － － － － － － ˓ ˓ － Ӌޱগʑ

SE ３ 不明 ４ 168 － － － － － － － ˓ ˓ －

S, １ 不明 １ 12 － － － － － － － － ˓ －

S, ̑ 不明 １ 31 － － － － － － － － ˓ －

S, ̒ 不明 1 24 － － － － － － － － ˓ －

S,36 不明 １ 43 － － － － － － － ˓ － －

S,37 不明 １ 16 － － － － － － － － ˓ －

S,38 不明 １ 211 ˓ － － ˓ － － － － ˓ －

S,45 不明 １ 195 － － － － － － － ˓ － －

S,52 不明 １ 36 － － － － ˓ － － － － －

S,55 不明 １ 21 － － － － － － － ˓ － －

S,59 不明 １ 97 － － － － ˓ － － － ˓ －

S,60 不明 １ 63 － － － － ˓ － － ˓ ˓ ஁଄ണยগʑ

S,62 不明 １ 12 － － － － － － － ˓ ˓ －

S,63 不明 １ 27 － － － － － － － － ˓ －

S,67 不明 １ 61 － － － － ˓ － － － ˓ －

S,69 不明 １ 54 － － － － － － － ˓ － －

PG ２ 不明 ３ 42 － － － － ˓ － － － ˓ －

PG ̑ 不明 １ ̕ － － － － － － － － ˓ －

PG ７ 不明 ４ 18 － － － － － － － － ˓ －

PG ̔ 不明 ̑ 33 － － － － ˓ － － ˓ － －

PG ̕ 不明 ̔ 60 － － － － ˓ － － ˓ ˓ －

PG10 不明 １ 38 － － － － ˓ － － － － －

PG13 不明 32 620 － － － － ˕ － ˓ ˓ ˕ －

S9 １ 不明 11 58 － － － － ˓ － － － ˓ －

HD 不明 106 29,440 ˕ ˕ ˑ ˑ ˑ ˓ ˓ ˕ ˕ Ӌޱগʑ

　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－ʹなし　˓ʹগ量　˕ʹҰఆ量　˔ʹやや多量　ˑʹ多量
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第 �9� 図　宮内遺跡時期別住居跡軒数のҠりมわりと鉄滓の出土量
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　ᾈ　奈良・平安時代におけるۙྡの製鉄遺跡とຊ跡

　　　ۙྡのീઍ代町に所在͢るඌ崎前山遺跡は，൧প઒のྲྀࢧがྲྀれる低地に向かうࣼ面部に立地している。

　　古河市に所在͢る઒戸台遺跡は，渡良੉઒؛ࠨの台地縁辺部に立地している。当財団で調査を࣮ࢪした小

　　͢る住居跡がݱれる。平安時代になると確認された住居跡の軒数はগないが，第 43 号住居跡のΑうに鉄

　　滓の出土量が 20ᶵを௒える住居跡΋ある。શମ的には出土した૯量の約 75ˋにあたる 135ᶵほどが奈良・

　　平安時代の住居跡の෴土தから出土している。ߋに，鉄滓が１ᶵ以上出土している住居跡は͢΂て奈良・

　　平安時代であり，特に̔ੈل前༿から̕ੈل前༿にかけての出土量が࠷΋多い。

　　　鉄滓の種類は，特に第 47 号住居跡から出土した多量の鉄滓にͭいてࡉ部まで࡯؍した݁Ռ，炉น・炉

　　ఈմ・炉内滓・炉内滓ؚ鉄・鉄մܥ遺物であることが確認できた。このことから，これらの鉄滓は஁໶の

　　ஈ֊で生͡る஁໶滓ではな͘，製鉄のஈ֊で生成される製鉄滓であることがわかった。ࠓճの調査区Ҭ内

　　で出土した鉄滓の大൒はこの製鉄滓である。Αって，付ۙで製鉄が行われていたことは明らかである。Ұ

　　ํ，ද 14 を見るとগ量の椀形஁໶滓やӋޱなどの஁໶関࿈遺物΋出土している。特に̔ੈل代の住居跡

　　からҰఆ量の小形ٴͼۃ小形の椀形஁໶滓が出土している。このことから，奈良時代には，小ن໛ながら

　　஁໶΋行われていたとみられる。

　　　第 196 図から，４ੈل後༿から̒ੈلத༿にかけては住居跡の軒数の૿ݮのม化にあまりࠨӈされるこ

　　とな͘গ量の鉄滓が出土している。これは住居跡の෴土へのࠞ入であるՄೳੑがڧい。Ұํ，̒ੈل後༿

　　からは，鉄滓の出土量が１ᶵ以上に૿えている。７ੈل後༿には住居跡の軒数が１軒ということ΋あり，

　　鉄滓の出土量΋わͣかである。̔ੈل前༿には，住居跡の૿Ճとと΋に鉄滓の出土量΋૿Ճ͢る。̔ੈل

　　த༿にはएݮׯる΋のの，̔ੈل後༿には住居跡の軒数が࠶ͼ૿Ճし，鉄滓の出土量΋大෯に૿Ճしてい

　　る。その後̕ੈل前༿から 10 向にある。10܏গしてい͘ݮ前༿にかけてはلੈ த༿以߱は住居跡がلੈ

　　確認されていないので不明である。Αって，ࠓճの調査区Ҭ内というݶఆ的なൣғでのことではあるが，

。いڧ前༿から製鉄工人たちが集団でҠり住み，ૢ業を行っていたՄೳੑがلੈ̔　　
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̑　おわりに

ճの調査から，当調査区Ҭ内においては，縄文時代に人ʑの଍跡を見いͩ͢ことができた。古墳時代前ࠓ　　

　期後༿に人ʑが台地上に集落を形成し࢝Ί，古墳時代後期には低地に向かう台地縁辺部へと集落を֦大させ

　ていった。古墳時代の人ʑの生׆は，大地からの恵み΋डけていたとࢥわれるが，住居跡から土玉が出土し

　ていることから，河઒やބপでړ࿑΋行っていたと考えられる。奈良 ŋ 平安時代は，製鉄工人たちの集落で

　あったՄೳੑがڧい。ૢ業が࢝まった年代は，࢒೦ながら製鉄炉ຊମが見ͭかっていないたΊ，明確にはで

　きない。この製鉄は，奈良時代にོ੝を見せる。当時製鉄は国の౷੍の΋とで行われており，੫（ે・調・

　༱）のର৅と΋なっていた。また，̔ੈل代に出された൝田収त法やࠖ田Ӭ年ࢲ財法にΑり，ະ։の地を։

　୓し，։ࠖ͢るたΊの鉄製೶具が大量に生࢈され， ීٴしていったと΋考えられる。ߋには，前ड़したΑう

　に՜Ҕ੐െとの関わりにͭいて΋考えるඞ要がある。ࠓճの調査にΑって製鉄ٴͼ஁໶が行われていたこと

　がわかったが，ࠓ後当遺跡΋ؚΊ，ۙྡ地Ҭでߋなる調査のྦྷ積にΑって，཯ྩ期という時代എܠと関࿈ͮ

　けて࣮態を明らかにしてい͘ことがٻΊられると考える。

　　ඒ玉市に所在͢るか͡やٱอ遺跡は，ֿແ઒ྲྀࢧがྲྀれる低地に向かう؇やかなࣼ面部に立地している。

　　࡛玉県ՖԂ町に所在͢る台ߞ地遺跡は，ߥ઒؛ࠨのஈٰ上に立地している。か͡やٱอ遺跡は 13 代لੈ

　　であるが，それ以֎は̕ੈل代の製鉄遺跡で，いͣれ΋台地縁辺部の低地に向かうࣼ面部や河؛ஈٰ上に

　　立地している。そのཧ༝は，ඌ崎前山遺跡の調査では，製鉄炉内の೩মޮ཰を上͛るたΊの，ࣼ面にਧ͘

　　ࣗવ෩のར用にͭいてड़΂られている。台ߞ地遺跡の調査では，ߥ઒からの࠭鉄の確อや，河઒ަ௨にΑ

　　る製品のӡൖ౳が͛ڍられている。当遺跡΋立地条݅が類ࣅしている。原ྉの確อや製品のӡൖ΋立地条

　　݅のॏ要な要ૉとなるが，炉内をՃ೤͢るたΊの೩ྉの確อ΋ॏ要である。໦୸をར用していたことは，

　　他の遺跡の調査ྫやຊ跡の鉄滓に΋୸の付ணが見られたことから΋わかる。大量にඞ要になる໦୸をಘる

　　たΊには，๛かな৿林ݯࢿや୸মのたΊのࢪઃがඞ要になる。ࠓճの調査では，そこまでは確認͢るには

。らなかったࢸ　　

　　　ඌ崎前山遺跡の調査では，遺跡内で行われていた製鉄ٴͼ஁໶が，ۙ઀͢る大݁അ຀（׭຀）への鉄製

　　അ具のڅڙに関܎していたՄೳੑがあることがड़΂られている。ຊ跡の西側に΋長ऱഅ຀（׭຀）がଘ在

　　し，ຊ跡からഅ具のڅڙを行ったり，あるいはഅを製鉄の原ྉや製品౳の༌ૹ手ஈとして使用していたՄ

　　ೳੑ΋考えられるが，ࠓճの調査からͩけでは明らかにできない。

　　　当財団で調査を࣮ࢪした石Ԭ市に所在͢るࣛの子 C 遺跡では，̔ੈل຤から̕ੈل前༿にかけての大

に，多量の෢器や෢具が出土しڞ営஁໶工๪跡が確認されている。ここでは，日ৗ的な鉄製品と׭໛なن　　

　　ている。時期的に国Ո的な੓ࡦである՜Ҕ੐െのさなかにあり，ࣛの子 C 遺跡のଐ͢るৗ཮国は，前線

　　基地の多լ城とۙ઀していること΋あり，෢器や෢具のڅڙというॏ要な໾ׂをՌたしたことがड़΂られ

　　ている。当遺跡の集落΋，ほ΅ಉ時期に住居跡の軒数が૿え，鉄滓の出土量が͢૿ٸることから΋製鉄が

　　੝んに行われるΑうになったことがわかる。調査区Ҭ内から製鉄炉ຊମは確認されͣ，住居跡から出土し

　　ている鉄製品は，日ৗ生׆や作業に使用͢る鎌・刀子・紡錘車・釘౳の道具類が大൒を઎Ίている。Αっ

　　て，大量に出土している製鉄関࿈遺物のதで΋，ؚ鉄量の多い滓や鉄մܥ遺物౳をબ別し，製品作りを行

　　う஁໶の原ࡐྉとして׭営の஁໶工๪౳にೲΊていたՄೳੑ΋考えられるが，ࠓճの調査݁Ռからは明ݴ

　　͢ることはできない。当地ҬはԼ૯国㧂ౢ܊にଐ͢ることから，܊ᦰや国ᦰとの関࿈や在地の有ྗ者౳と

　　の関わりにͭいて΋考えてい͘ことがඞ要になるであΖう。　
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　１）ֽଜએ行ʮ和泉式土器編年考－茨城県をத৺として－ʯh ノートʱ5ڀݚ 号　茨城県教育財団　1995 年 3 月

　　　ֽଜએ行ʮ茨城県ೆ部における鬼高式土器にͭいてʯ　h ノートʱ2ڀݚ 号　茨城県教育財団　1993 年 7 月

　　　ઙ井఩໵ʮ茨城県における奈良・平安時代の土器（ᶗ）ʯh 号　茨城県教育財団　1992ץノートʱ૑ڀݚ 年 7 月
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ふ り が な
所 収 遺 跡

ふ り が な
所 在 地 コード 北 緯 東 経 標 高 調査期間 調 査

面 積 調 査 原 因

宮
み や

内
う ち

遺
い

跡
せ き

茨
いばら

城
き

県
け ん

坂
ば ん

東
ど う

市
し

岩
い わ

井
い

字
あ ざ

宮
み や

内
う ち

前
ま え

959-3 番
地ほか

08218
－
153

36 度
３分
49 秒

139 度
53 分
31 秒

10.0
～

15.0
ｍ

20100901
～

20110331
6,622 ㎡

国道 354 号岩
井バイパス事
業に伴う事前
調査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項
宮 内 遺 跡 集落跡 縄 文 土坑　　　　    ２基 縄文土器 ( 深鉢 ) 　古墳時代前

期の住居跡か
らは，五領式
から和泉式へ
の過渡期の土
師器が出土し
ている。
　古墳時代後
期初頭の住居
跡は大形で，
初期竈の形態
をとる。出土
し た 土 師 器
は，鬼高式初
頭である。
　奈良・平安
時代の住居跡
から多量の製
鉄滓が出土し
ており，製鉄
に関わる工人
たちが居住し
ていたと考え
られる。

古 墳 竪穴住居跡　　  33 軒
土坑　　　　     ２基

土師器（坏・椀・坩・器台・
高坏・壺・甕・甑・手捏土器），
須恵器（坏・長頸瓶・ ），
土製品（土玉・勾玉・紡錘
車），石器（砥石・紡錘車），
石製品（勾玉・管玉・臼玉・
有孔円板），鉄製品（鎌）

奈 良 竪穴住居跡　　  27 軒
土坑　　         ４基

土師器（坏・甕・甑），須恵
器（坏・蓋・鉢・壺・長頸壺・
甕），鉄製品（手鎌・刀子・
紡錘車軸・釘），銅製品（腰
帯具），鉄滓（製鉄滓）

平 安 竪穴住居跡　　 ４軒 土師器（坏・高台付坏・高
台付椀・甕・甑），須恵器（坏・
鉢・甕・甑・壺），鉄製品（鎌・
刀子・鏃），鉄滓（製鉄滓）

その他 時期不明 掘立柱建物跡     ２棟
溝跡　　 　      14 条
炉跡　　　       ２基
井戸跡　　　    ３基
土坑　  　　  95 基
ピット群     14 か所
不明遺構　     　１基

縄文土器，土師器，須恵器

要 約 　当遺跡は台地縁辺部に位置し，古墳時代から平安時代にかけて断続的に集落が形成されて
いたことがわかった。古墳時代前期の集落は調査区西側の台地平坦部に営まれ，古墳時代後
期から平安時代にかけて東側の低地に向かって集落が広がっていった様子が確認できた。
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